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〝サトゥーです。有名税とかいう言葉がありますが、プライベートの時間まで一挙手一投足を追いかけられる有名人には同情を禁じ得ません。憧あこがれる事はあっても、その立場にはなりたくないですね。〟






「勇者一行の『魔王討伐』に寄与した偉大なる功績を称たたえ、サトゥー・ペンドラゴン子爵に聖王青輝杖じよう剣勲章を授ける」

　シガ王国の謁見の間で、オレは国王から重そうな勲章を手ずから授けられていた。

　大国らしい広大な謁見の間にいるのに、手狭に感じるほど沢山の王族や貴族や文武百官が集まっている。シガ八剣も勢せい揃ぞろいしているし、シガ三十三杖も大部分が来ているようだ。

　信じがたい事に、ここにいるのはオレ達の勲章授与の瞬間を一目見ようと集まった人達らしい。

「謹んでお受けいたします」

　オレは臣下の礼で告げ、事前にレクチャーを受けていた通りに少し待ってから上体を戻し、国王が手ずからオレの胸に勲章を着けてくれるのを見守る。普通はお盆に載った勲章を受け取るだけか、侍従あたりが着けるものなので、これはかなり異例な事と言える。

「──立ちなさい」

　小声で国王に促され、立ち上がると親しげに肩に手を回して臣下達の方へと向かされた。

　礼服の胸元には、退竜勲章やミスリル章を始め幾つもの勲章が所狭しと着けられているので、なかなか重い。普通なら勲章に引っ張られて着崩れしてしまうのだが、今着ている服はそうならないように、王室御ご用よう達たしの仕立屋さんが伝統の技で縫製してくれた特別製だ。

「英雄の誕生に祝福を！」

　国王がよく通る声でそう言うと、居合わせた人々から耳に痛くなるほどの歓声が上がった。

　先ほどから厳かな曲を奏でてくれていた楽団も、それに負けじと英雄が出陣しそうな勇壮な曲に変えて場を盛り上げてくれている。

　ひとしきり作り笑顔で歓声に応こたえていると、進行役の合図で楽曲が変わり、この苦行から解放された。

「続いて、『黒槍』のリザ・キシュレシガルザ名誉女准男爵」

「──はい」

　進行役が広げた巻物を読み上げ、リザが一歩前に出る。

　今日のリザは武官用の礼服をアレンジした凜り々りしい出いで立ちだ。橙とう鱗りん族の特徴である橙だいだい色いろの鱗うろこは礼服の長なが袖そでや手袋で隠れ、腰から伸びる尻しつ尾ぽだけが彼女の種族を示している。

　強大な魔物に臆せず果敢に挑むリザでも、こういう場では緊張してしまうようで、動きが少しぎこちない。一瞬だけ、縋すがるような視線が来たので、安心できるように笑顔で頷うなずいてやった。

「そなたは勇者一行やペンドラゴン卿きようが心置きなく魔王と戦えるように、取り巻きの魔物を相手にしていたそうだな。彼らの偉業もそなたらの献身あっての事。誇りに思うが良い」
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「御意」

　リザは国王の称賛に短く答え、深く頭を下げた。

　侍従から「シガ王国蒼そう翼よく剣勲章」を受け取り、他ほかの仲間達も順番に呼ばれる。

「『ボルエナンの森の乙女』ミサナリーア殿」

　次に呼ばれたのはエルフの幼女ミーアだ。ミスリルの探索者として勲章を貰もらった時は、リザの次にアリサだったけど、今回は順番が違う。そう言えば名前の前に付いた二つ名も、前と少し違うかな？

「ん」

　緑色を基調としたエルフの民族衣装を着たミーアが軽やかな足取りで前に出る。

　彼女の歩みで揺れるツインテールに結った青緑色の髪の間から、エルフの特徴である少し尖とがった耳が覗のぞいている。

「近接の要かなめが『黒槍』のリザであるように、そなたが後衛の要であると聞く」

「違う。アリサ」

「──そうであったか」

　面食らった顔の国王に、ミーアは「ん」と頷き返した。

　ミーアが勲章を受け取って下がる間に、進行役は慌てた様子で進行表に何やら書き込んだ。たぶん、呼び出しの順番を変更したのだろう。

「『爆炎姫』アリサ・タチバナ名誉士爵」

「はい！」

　弾んだ声で答えたアリサが優雅に歩き出す。

　スキップを踏みそうな勢いで歩むアリサの髪は金色だ。転生者の証あかしである淡い紫色の髪はカツラに隠れて見えない。

「ふむ、その幼い歳としで後衛の要になるか。かの国は愚かな流言を信じて、至高の宝玉を取りこぼしたのだな……」

　国王はアリサがクボォーク王国の元王女だと知っているようだ。

　後半の言葉は小声だったから、アリサ本人と聞き耳スキルを持つオレにしか聞こえていないと思う。

「いいえ、陛下。その過去があるからこそ、わたしはサトゥー様と出会えましたし、その出会いのお陰で故国の危地を救えました」

　アリサが小声で返す。

　国王はそれに無言で頷き返した後、侍従に合図してアリサに勲章を授与する。

「今後も、ペンドラゴン卿に仕え、国を豊かにせよ」

「はい、陛下」

　どの国かを明言せずに言う国王に、アリサは淑女の礼で応えた。

「『盾姫』ナナ・ナガサキ名誉士爵」

　次はナナが呼ばれた。

　銀糸で彩られた朱絹のドレスが謁見の間の灯りにキラキラと反射する。人族の金髪巨乳美女にしか見えない彼女は、まだ齢よわい一歳のホムンクルスだ。

　そう言えば、他者が爵位を呼ぶ時は「名誉」を付けない慣例だったはずだけど、こういう公式の場では省略せずにちゃんと付けるらしい。

「そなたが守りの要か。人は攻撃にばかり目を向けるが、そなたが守りを固めるからこそ、他の者達が本来の力を発揮できるのだ。これからも、ペンドラゴン卿を助け、偉業を成せ」

「イエス・ユアマジェスティ」

　ナナが無表情に頷いた。

　侍従がナナの胸に触れないように苦労して勲章を着ける。

　勲章を授与されたナナが下がると、今度はルルの番のようだ。

「『メイド王』ルル・ワタリ名誉士爵」

　絹のように滑らかな黒髪が揺れ、翠かわせみ絹きぬのドレスの上を流れる。

　傾けい城せいという言葉が控えめに感じるほどの超絶的な美び貌ぼうを持つ和風美少女だが、この大陸一般の美的感覚では不美人扱いになってしまうらしい。今日は前日からスキンケアをきっちりやって、化粧も念入りにしているので、城どころか時空や概念さえ歪ゆがめそうな感じだ。

「そなたの銃の腕はシガ八剣のヘルミーナも絶賛しておった。これからも、ペンドラゴン卿を支え、尽くすが良い」

「はい、陛下」

　ルルが緊張した声でカクカクと頷く。

　緊張しすぎていっぱいいっぱいな感じだ。国王もそれを感じたのか、すぐに侍従に合図をして無難に勲章授与を終えた。

「『猫忍者』タマ・キシュレシガルザ名誉士爵」

「あ──はい」

　白髪ショートで猫耳猫尻尾の幼女タマがぴょこんと立ち上がる。

　いつもみたいに「あい」と返事をしようとして、事前にリザから「返事は『はい』です」と何度も注意されていたのを思い出して「はい」と言い直していた。

　マイペースなタマでも緊張するようで、左手と左足が同時に出ている。

「そう緊張せずとも良い。幼き身ながら、魔王の巣そう窟くつに付き従い、その役目を果たした事を誇りなさい。これからも長姉リザを助け、ペンドラゴン卿に仕えるのだ」

「あい」

　国王はタマの目線に合わせて腰を落とし、その髪を優しく撫なでて激励した。国王が手を伸ばした時に、タマがビクッとして目を固く閉じていたのは、彼女の生い立ちからして仕方ないだろう。

　国王が立ち上がるのと入れ替わりで、侍従がタマの胸に勲章を授与する。

「『犬侍』ポチ・キシュレシガルザ名誉士爵」

「はいなのです！」

　茶色の髪をボブカットにした犬耳犬尻尾の幼女ポチが、緊張のあまり大声で立ち上がる。反動で吹き飛んだ椅い子すを、横に座っていたリザが超反応で受け止めた。あのまま飛んでいたら、大惨事になるところだったよ。

　ポチは緊張で目をぐるぐるさせそうな顔で、ゼンマイ仕掛けの人形のようにカクカクと歩く。

「──危ないぞ」

　自分の足に躓つまずいたポチを、国王が手を伸ばして助けてくれた。普通はない事なのか、貴族達の間からどよめきが起きる。

　ポチは自分が粗相をしてしまったと思ったのか、真っ青な顔で泣きそうだ。

　ギャラリーの向こうから、カリナ嬢らしき声で「ポチ、しっかり！」と声援が掛けられたが、いっぱいいっぱいなポチの耳には届いていない。

「ポチ～」

　そんなポチを見ていられなかったのか、タマが瞬動でポチの傍そばに駆け寄りフォローする。

　タマが動いた瞬間、国王の背後にいたシガ八剣筆頭のジュレバーグ氏とシガ八剣「聖盾」レイラス氏が反応していたが、危険はないと判断したのかタマの動きを阻止する事はなかった。

「ゆっくり深呼吸して～」

「は、はいなのです」

　ポチがスーハースーハーと深呼吸する。

　気の短いお偉いさんなら叱しつ責せきしそうだが、国王は慈愛の瞳ひとみでポチとタマの姉妹愛を見守っている。

「落ち着いたかな？」

「……はいなのです」

　ポチが蚊の鳴くような声で答える。

「ペンドラゴン卿とともによく戦った。彼の偉業もそなたらの働きあっての事だ。これからも二人の姉と協力し合って、ペンドラゴン卿に仕えよ」

「はいなのです。ポチは頑張るのですよ」

　ポチの元気な返事に、国王は「うむ」と好こう々こう爺やの顔で頷いた。

　侍従から勲章を授与されたポチが、タマと手を繫つないで元の場所に戻る。

「皆の者、もう一度、偉業を成した英雄達に称賛を！」

　国王が朗々とした声で促すと、シガ八剣や武官達から拍手と歓声が上がり、それが謁見の間全体に広がっていった。





◆






　時は勲章授与の前日に遡さかのぼる──。




　大魔女アーカティアが鼬イタチ人の悪魔召喚師ゾマムーゴーミに呪のろわれた事件から半月も経たたないうちに、オレ達は迎えに来たゼナさんやカリナ嬢やナナ姉妹達と一緒にシガ王国へと帰還していた。

　要よう塞さい都市を発たつ時にロロ達に引き留められたけれど、二度目の別離という事もあってさほど愁嘆場にはならなかった──と思う。

　なお、ゼナさん達と一緒に迎えに来たヒカルは、大陸西方に来たついでに昔の知人のお墓参りに行くと言って内海方面に向かった。オレも墓参りに同行しようとしたのだが、ゼナさんやカリナ嬢から、国王からの召喚状を受け取って寄り道はいけないと諭されて諦あきらめた。

　ヒカルにはロロや要塞都市が狙ねらわれないように、浮遊要塞の幻影を内海沿岸の都市で目撃させる欺ぎ瞞まん行動を依頼してある。空に幻影を映し出す装置は、オレが突貫工事で作り上げた。

「あんびりーばぼ～？」

「とってもとってもびっくりさんなのです！」

　驚いた事に、シガ王国王都の空港は出迎えの人達で場外まで人があふれかえっていた。

　しかも、そのほとんどがオレ達の出迎えだと言う。

「すっごい出迎えね」

「ん、いっぱい」

　年少組が興奮したように言う。

　空港へと降り立ったオレ達は、国王が用意してくれた豪ごう奢しやな馬車で空港から王城へと向かう。近この衛え騎士団の儀ぎ仗じよう兵へい勢せい揃ぞろいの護衛付きだったので、実質的に凱がい旋せんパレードのような形になった。

　メインストリートはオリンピックのマラソンを観戦する人達のようにいっぱいで、旗を持った手を千切れそうなほど振り、声が嗄かれそうなほど歓声を上げ、オレ達のパーティー名や「魔王殺し」という二つ名を連呼している。

　通りに面した家々の窓には零こぼれ落ちそうなほど人が連なっており、屋根の上にもぎっしりと人が登ってこちらに手を振っている。

　たまに、屋根の上や窓から落ちそうになっている人がいたので、魔術的な念動力サイコキネシスである「理力の手マジツク・ハンド」で押し戻してやった。

「にゅるる～ん」

　良い匂においがして後ろを見ると、タマが焼きたてらしき人数分の肉にく串ぐしを持っていた。

「美お味いしそうな肉串さんなのです！」

「タマ、それはいったい？」

「屋台で買ってきた～？」

　肉串の出所を尋ねるリザに、タマが人垣の向こうに見える屋台を指さした。

　どうやら、タマは忍術で影から影にショートカットして買いに行っていたらしい。

「ご主人様も食べて～？」

「ありがとう」

　タマから肉串を受け取り、一瞬の早業でひとかけ食べて残りはストレージに収納した。香ばしくて美味しい肉串だったけど、さすがに肉串を食べながらパレードをする胆力はない。

　馬車は下町を通り過ぎ、貴族街を抜け、王城まであと僅わずかの距離まで進んだ。

「そろそろ王城ね。中に入ったら、一息吐つけそうかしら？」

「だったらいいんだけどね」

　マップ情報を見る限り、その望みが叶かなう確率は低い。

　その予想通り、王城に到着してからも、城に勤める人達や物見高い貴族達がオレ達を一目見ようと集まっていた。

　まるで、上野動物園に来日したばかりのパンダにでもなった気分だ。




　オレ達は近衛騎士達に前後を護衛され、宰相の執務室へと案内された。

　宰相と面会するのはオレだけで、仲間達は執務室に隣接する応接間で紋章官と面談中だ。すっかり忘れていたけど、仲間達も爵位を得たので家紋の登録が必ひつ須すだったらしい。

　宰相との面会で最初に無事を祝われた後、魔王討伐に参加した事についてお小言をいただいた。観光副大臣就任時に「魔王や竜が相手ならば即座に逃げよ」って釘くぎを刺されていたのに、まるっと忘れていたので神妙に詫わびる。

　その後、話しても問題ない形で魔王討伐についての詳細を伝え、王都に流布する幾つかの誤解を解く事にした。

「──魔王殺しではない？」

　宰相が鋭い目で問い返してきた。

「はい、魔王を討伐したのは勇者ハヤト様です。私達は勇者ハヤト様とその従者様方のお手伝いをしていたにすぎません」

「だが、リーングランデ殿は貴殿が『勇者とともに魔王を討った』と手紙を寄よ越こしたぞ？」

「それはリーングランデ様の贔ひい屓き目めでしょう。実際は魔王の注意を逸そらす為ために、一太刀か二太刀浴びせただけにすぎません。おそらくは有効打にすらなっていなかったのではないでしょうか？」

　実際は魔王の体力をそれなりに奪ったんだけど、わざわざ馬ば鹿か正直に話す必要もない。

「──そうか」

　宰相はそう短く口にしたきり、顎あごに指を添えて考え込んだ。

「だが、魔王討伐に寄与したのは間違いない。リーングランデ殿だけではなく、サガ帝国の皇帝やパリオン神殿からも、感状が届いている。サガ帝国からは名誉伯爵の位と勇者の従者にしか与えられない特別な勲章を授与すると伝えてきたぞ」

　宰相がそう言って、サガ帝国からオレ宛あての手紙を渡してくれた。

　一言断ってから封ふう蠟ろうを剝はがして手紙を流し読むと、宰相が今言った通りの内容が書かれてあった。

「こちらはパリオン神国のドーブナフ新法皇からの感状だ」

　ドーブナフ枢すう機き卿きようは無事に引退したザーザリス法皇の後継者になれたようだ。

「新法皇と友ゆう誼ぎを結び、新たな交易を結ぶとは予想以上の功績だ」

「運が良かっただけです」

　交易はドーブナフ新法皇の希望だったしね。

「運だけで片付くなら苦労はせん。貴公に役職や爵位を付けて放流するだけで味方が増える、と言った『鉄血』の言葉が正しかったようだ」

　宰相がムーノ伯爵領のニナ・ロットル執政官の二つ名を出して失礼な事を言う。

　人を鮭さけや鮎あゆみたいに喩たとえるのは止やめてほしい。




「ともあれ、正確な事情は分かった。次は陛下に同じ説明をしてもらうぞ」

　オレは宰相に連行されて国王の執務室へと向かった。

　国王の今日の護衛はシガ八剣筆頭の「不倒」のジュレバーグ氏とシガ八剣の「聖盾」レイラス氏の二人だった。いつにない分厚い布陣が、オレを警戒しての事じゃないのを祈りたい。

「──ふむ」

　オレの説明を聞いた国王が白い髭ひげを扱しごきながら宰相の方に視線を向ける。

「予定通りで問題あるまい」

「御意」

　宰相が侍従を連れて部屋を出て行き、国王が部屋に控えていた護衛のシガ八剣以外のメイドや文官を部屋から下がらせた。

　なんとなく、嫌な予感がする。

「ペンドラゴン卿きようはまだ細君はおらんな？　婚約者は？」

「熱烈に求婚している方はいらっしゃいますが、まだ色よい返事はいただけておりません」

　だから、お見合いの話は結構です。

「そなたより少し年上だが、我が娘のシスティーナはどうだ？　娘の私的な茶会に呼ばれていると耳にしたが？」

「私の家臣二人がシスティーナ殿下と懇意にさせていただいているご縁で呼ばれたにすぎません。それに何より、出自すら不確かな私のような成り上がり者に降嫁するなど、王女殿下の御み名なに傷が付きましょう」

　なので、婚約者に推すのは止めてほしい。

「確かに血統に重きを置く貴族は多い。だが、『魔王討伐に大きく寄与』し『魔王に二太刀入れた』という武勇はそれを覆して余りある功績だ」

　そのくらいの功績なら、パリオン神国の聖剣使いやサガ帝国の黒騎士も成しています。

「システィーナが気に入らないなら、他ほかの王女でも良いぞ。幼い娘が良いなら、システィーナの妹であるドリスも婚約者はおらぬ」

　いやいや、ドリス王女って、ポチやタマよりも幼い子供じゃないか。

　仕方ない。成り行きで婚約者を宛あてがわれる前に非礼を承知で訴えるとしよう。

「──陛下。私は求婚している方を愛しているのです。その方と添い遂げられないのなら、私は今持つ全すべてを振り払ってでも、それをなし得る場所に向かうかもしれません」

　アーゼさんとの恋愛を邪魔するなら爵位を投げ捨ててシガ王国を出奔するよ、と遠回しに伝える。

「……ふむ」

　オレの言葉が予想外だったのか、国王が不思議なモノを見る目でオレを凝視した。

「ニナやレーテルから欲のない若者だと聞いていたが、栄達を望まぬどころか、王家に連なる事すら求めぬとは思わなんだ」

　国王がニナ女史や迷宮都市セリビーラのレーテル・アシネン太守夫人の名前を出しながら、呆あきれたように呟つぶやいた。

「良かろう。婚約を無理強いして出奔されたのでは国家の損失。ニナやレオンに恨まれてしまう」

　国王がニナ女史やムーノ伯爵の名前を挙げながら諦めてくれた。

　彼の不興を買う危険と隣り合わせだったけど、なんとか賭かけに勝ったようだ。

「これは興味本位で聞くのだが、そなたがそれほど愛した女性というのはどなたかな？」

「申し訳ございません。お名前を出すのは憚はばかられますので──」

　オレは国王の質問に答えを濁した。

　素直に「妖よう精せいの女王」とか「ボルエナンの森のハイエルフ」とか言っちゃうと、異種族間では子供が作れない事を理由に、「恋に焦がれるだけの若者の戯ざれ言ごと」と断じられちゃうかもしれないからね。

　貴族の義務で後継者が必要だけど、ペンドラゴン家の相続は誰だれか養子を貰もらえばいい。

　本人が望むなら仲間内の誰かでもいいし、価値観の近いエチゴヤ商会のアオイ少年あたりでもいいかもね。

「お待たせしました」

　そんな事を考えていると、侍従に大きな箱を持たせた宰相が戻ってきた。

「まずはこちらを──」

　書類を受け取った国王がさらさらとサインをする。

「サトゥー・ペンドラゴン子爵、そなたを観光大臣に昇進させる。伯爵への陞しよう爵しやくは次の王国会議でムーノ伯爵が侯爵になるのに合わせる事になる」

　ムーノ伯爵が侯爵に陞爵するのは喜ばしいが、オレの昇進や陞爵は特に求めてません。

　責任や仕事が増えそうであまり嬉うれしくない。とはいえ、それを口にするのは不敬なので、オレは臣下の礼を取り「ありがたき幸せ」と社交辞令を口にした。

「うむ。成人して間もない若者が大臣職を得、平民から伯爵まで陞爵するのはシガ王国の長い歴史の中でも類を見ない事だ。誇るが良い」

　個人的には最下級貴族の名誉士爵くらいで十分です。入市審査が楽になって、獣娘達が宿屋やレストランで拒否されない程度の特権で良かったんだよね。

「そして、これを──」

　侍従が恭しい手つきで箱を開けた。

　──げっ。

「聖剣ジュルラホーン」

　箱に収められていた剣を見て、レイラス氏が驚きの声を漏らした。

「これをそなたに貸与しよう」

　こういうサプライズは止めてほしい。

　こんなモノを渡されたら、サトゥーまで勇者扱いされてしまう。

　そんな事になったら、せっかく勇者ナナシという仮の姿を用意した意味がなくなる。

「私には荷が重すぎます。これほどの名剣はシガ八剣のどなたかが相応ふさわしいのではないでしょうか？」

「聖剣まで辞退するか……そなたならこの聖剣を十全に振るえるのではないか？」

「私の剣術は切断技が基本です。突き技を主体にされる方が持つべきかと愚考いたします」

　聖剣ジュルラホーンは名前の元になった幻獣「捻角獣ジユルラホーン」の角のように根本付近が捻ねじれている為、突き技以外はコツがいるのだ。

「ふむ──ジュレバーグ？」

「ペンドラゴン卿の言にも一理あるかと」

　国王に問われたジュレバーグ氏が重々しい声で同意してくれた。

「そうか……ならば、ヘイムかレイラスか？」

「私のような老いが見えた者よりも若者に機会を」

　話を振られた「聖盾」レイラス氏が辞退する。

「陛下、ヘイムもペンドラゴン卿と同じく、斬る事を主体とした剣術を用います。新人のジェリルは突き技を得意としますが、まだまだ聖剣を貸与するには時期尚早でしょう」

「そうか。では、しばらくは宝物庫で眠らせておくか」

　良かった。なんとか回避に成功したようだ。

　波は瀾らん万ばん丈じようの報告会はギリギリ無難な形に落着し、その日は王城の迎賓館の一つに宿泊し、翌日の勲章授与式となったのだ。
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　そして当日──。

　勲章授与で客寄せパンダの気分をたっぷり味わったつもりだったのだが、その感想を抱くには時期尚早だったようだ。

「ペンドラゴン卿、魔王討伐のご活躍をお聞かせ願えないだろうか？」

「覚えておいでだろうか？　私はリットン伯爵夫人のお茶会でご挨あい拶さつさせていただいた──」

「私の姪めいを紹介する機会をいただけないか？　都でも噂うわさの美女──」

　ホールに出た途端、見覚えのある貴族も、見覚えのない貴族も一〇年来の親友のような馴なれ馴れしい態度で群がってきた。

　門閥貴族の係累や高官達ばかりなので、力ちから尽ずくで排除するわけにもいかず、対処に困ってしまう。

　カリナ嬢やゼナさんとも合流したいのだが、人ひと混ごみの向こうに埋没していて見えない。

「ぎぇえええ、コンサート会場の出待ちかってーの！」

「むぅ」

「にゅ～」

「潰つぶれちゃいそうなのです」

　年少組がヤバそうだ。

「ここでは他の方のお邪魔になります。あちらのサロンに場を移しましょう」

　オレは声を張って、人々をホールに隣接するサロンへと誘導する。

　少し隙すき間まができたので、アイコンタクトで仲間達に避難するように指示した。何人かは仲間達の方についていったが、アリサやリザが一緒だからなんとか対処できるだろう。

　サロンに移動した後は、握手会やサイン会をするアイドルの苦労を疑似体験する事になった。余計な言質を取られないように注意しつつ、無秩序に握手やハグをしようとする貴族達や貴族令嬢に対処する。キラキラした目で遠巻きにこちらを見ているのは王城の使用人達のようだ。

「まあまあ、あなたが『魔王殺し』？　とってもお若いし、華きや奢しやなのね？　この細腕で魔王と戦ったなんて信じられませんわ」

　失礼な物言いでオレの前に立ったのは、パリオン神殿の巫み女こ服を着た少女だ。

　見た目は儚はかなげで清せい楚そな感じなのに、その言動はあまり巫女らしくない。

「ラビニア様、『魔王殺し』殿に失礼ですよ」

　従者のように付き従う司祭が巫女に耳打ちする。

「あら？　──失礼だったかしら？」

　巫女は不思議そうにした後、オレに直接尋ねてきた。

「そう感じる方もいらっしゃるかもしれませんね」

「そう？」

　貴族特有の回りくどい嫌味かと思ったが、彼女は素で疑問のようだ。もしかしたら、世間知らずなだけかもしれない。

「ラビニア様、本題を」

「そうでしたわ！」

　司祭に促された巫女ラビニアが、パンッと手を打ってオレと目を合わせた。

「聖女候補にして、パリオン様の巫女である私が『魔王殺し』のパーティーに参加してあげますわ！　光栄に思いなさい！」

　巫女ラビニアがいきなり恩着せがましい発言をしてきた。

　取り巻きが「それは凄すごい！」「名誉な事ですぞ！」と太鼓持ちをしている。

「私がいれば、きっと勇者の称号を得る事ができますわ」

　ドヤ顔の巫女ラビニアがそんな妄言を断言した。

　勇者の称号なら持っていますとも言えないので、苦笑いで応こたえる。

　どう言ってお引き取り願おうかと考えるオレの耳に、涼やかな声が飛び込んできた。




「サトゥーさんはそんな事を望んでいませんよ」




　自然と人混みが分かれて、テニオン神殿の巫女服を着た可か憐れんな美少女が姿を見せた。

「テニオン神殿のセーラ！　どうしてあなたがここに！」

　巫女ラビニアが狼ろう狽ばいした声を上げた。

　セーラは巫女ラビニアをスルーしてオレの前に歩み寄る。

　前に会ってから一年近く経たっているせいか、ほんの少しだけ背が伸び、表情も少し大人びた気がする。

「お久しぶりです、セーラさん」

「はい、サトゥーさん。お会いしたかったです」

　久々に再会したセーラと旧交を温める。

　彼女の後ろには、老オーユゴック公爵もいたので挨拶しておく。彼にはムーノ伯爵領の復興で世話になっているからね。

「巫女セーラ！　急に割り込んできてどういうつもりですの？」

　巫女ラビニアが苦情を言いながら、オレとセーラの間に割り込んできた。

「まだいらしたの？」

「私の話はまだ終わっておりませんわ！」

　セーラが少し困った顔で言うが、巫女ラビニアは腰に手を当てて喧けん嘩か腰ごしでセーラに嚙かみつく。

　どうやら、この二人は前からの知り合いのようだ。

「ペンドラゴン子爵！　神官がいないあなたのパーティーに、次期聖女との声も高い私が入ってあげると言ってるのです！　光栄に思いなさい！」

「申し訳ありませんがお断りいたします」

　今のところ、神官がパーティーにいなくて困った事はない。

　回復はミーアやオレの魔法があるし、病気や状態異常対策には魔法薬やエリクサーまで揃そろえている。呪じゆ詛そ払いはスキルがあるから素手でも大丈夫だしね。

「こ、断ると言うのですか？　この私を？」

　巫女ラビニアがわなわなと身体からだを震わせながら、信じられないとうわごとのように呟く。

　パーティー加入を断られるのがそんなに意外だったのだろうか？

「そういうわけですから、お引き取りください」

　セーラがいつまでも動こうとしない巫女ラビニアや付き添いの司祭達に退場を促す。

　我に返った巫女ラビニアがキッときつい顔でセーラを睨にらみ付けた。

「あなたなんか、聖女候補から降ろされた傷物のくせに！」

　巫女ラビニアが吐き捨てるように言う。

　その瞬間、神殿関係者やオーユゴック公爵関係者が表情を凍らせた。

「み、巫女ラビニア！」

　巫女ラビニアの失言に気付いた付き添いの司祭が、真っ青な顔になって彼女を連れて退場する。

　司祭はペコペコと頭を下げて、セーラやオーユゴック公爵に詫わびていた。

「セーラさん、少し場所を変えましょう」

「はい」

　セーラの顔色が悪いので、オーユゴック公爵に割り当てられた控え室に移動する。

　オレに話しかけようと集まっていた人達が残念そうにしていたが、オレとしてはセーラの方がはるかに大事だ。

　控え室はホテルのスィートルームのようにリビングと幾つもの個室から構成されており、オレはセーラを連れて応接間の一つに腰を落ち着けた。

「……あの人が言っていた事は事実です」

　セーラがぽつりと呟つぶやいた。

「サトゥーさんとグルリアン市で別れた後、私は魔王信奉集団に捕まって──」

　セーラがそこで言葉を詰まらせた。

　巫女ラビニアの言っていた「傷物」というのは、魔王「黄金の猪王」の依より代しろになった事だろう。

「私は巫女失格──」

　オレはセーラの前に手を翳かざして言葉を遮る。

「たとえ何があったとしても、セーラさんは私の知っているセーラさんですよ」

「……サトゥーさん」

「それに失格なんて事はありません。それは今もテニオン神から神託を受けられる事から明らかではありませんか」

　オレの脳裏に彫像を依り代に顕現したテニオン神の姿と声が蘇よみがえる。

『これからも敬けい虔けんな祈りを忘れずに、恋をし、子を産み育て、繁栄していきなさい』

　そんな言葉を信者に掛けるような慈愛に満ちたテニオン神が、魔王の依り代として利用されただけのセーラを不浄と言って切り捨てるとは思えない。

「失格だと決めつけるのはテニオン神に失礼ですよ」

「……はい」

　冗談めかしてそう言うと、ようやくセーラの顔からこわばりが取れた。

「セーラさん、神託というのは神からの一方通行なのですか？」

「はい、そうです。神から託された想おもいや言葉を人々の為ために紐ひも解とくのが巫女なんです」

　前にカリオン神を介して、神界のウリオン神と交神した時の事を思い出した。無数の言葉や意味が一瞬に圧縮されて降り注ぐから、知力ＩＮＴ値がカンストしていても理解するのが大変だったっけ。

「こちらから問いかけられたら簡単なんですが……」

「うふふ、私の悩みのような小さな事で、偉大なるテニオン神を煩わせる事なんてできません」

　セーラが冗談めかして言う。

　オーベェル共和国の時のようにテニオン神が依り代に降臨してくれたら楽なんだけど──そうだ。

　世界樹の枝から切り出した木材はまだまだ大量にあるし、依り代用の彫像を作って公都のテニオン神殿に寄贈しよう。気が向いたら依り代に降臨してくれるかもしれないからね。

「サトゥーさん、サトゥーさんは西方諸国へ行っていたんですよね？　でしたら、テニオン神が降臨したという噂を知りませんか？」

「ええ、オーベェル共和国にも行ったので知っていますよ」

　むしろ、当事者でした。

　もっとも、たとえセーラが相手でもそんな事を言うわけにはいかないけど。

「本当ですか！」

「はい、遠くから拝見いたしましたが、セーラさんに似ていましたよ」

　セーラが成長した姿をイメージして作ったからね。

「──私に？」

「はい、セーラさんを少し大人にしたような容姿をしておいででした」

「本当ですか？」

「はい、間違いありません」

　オレが断言すると、半信半疑だったセーラに笑みが浮かんだ。

「みこ、どこ？」

「みこ、ここ？」

　入り口から顔を出したのはアシカ人の子供達だった。

「みこ、いた！」

「マしター！　マしターいる！」

　扉の間をすり抜けて、アシカっ子達がひょこひょことした足取りでこっちに来る。

　オレを「マしター」と呼ぶからには、きっと公都で会ったあのアシカっ子達だろう。

「公都から連れてきたんですか？」

「はい、サトゥーさんやナナに会いたがっていたので、私の随員として同行させました」

　セーラがアシカっ子達の頭を優しく撫なでる。

「マしター、ナナは？」

「マしター、ナナどこ？」

　ナナ達とは謁見の間から出た先のホールで別れたっきりだ。

　マップ検索でナナを探してみると、ホール前の庭園にある東あずま屋やに避難しているのを見つけた。ゼナさんやカリナ嬢も一緒だ。

　空間魔法の「遠話テレフオン」でアリサに繫つなぐ。

『アリサ、そっちは大丈夫だったか？』

『ご主人様！　こっちは問題ないわ。ご主人様が大勢をサロンの方に引きつけてくれているうちに移動したから。しつこい貴族もいたけど、高い窓から脱出したから誰だれもついてこられてないわ。ゼナたんやカリナサマも一緒だから安心して』

　マップを確認して安全そうな経路を確認する。

『それじゃ、合流しようか。サプライズ・ゲストもいるから、そっちに行くよ』

　オレはそう言って通信を切った。

「マしター、ナナいない？」

「マしター？」

　アシカっ子達がオレの膝ひざに手を乗せて下から顔を覗のぞき込んでいた。

「なんでもないよ。合流場所を決めてあるから連れて行ってあげるよ」

「嬉うれしい」

「マしター、行こ」

　アシカっ子達がオレの手を取って、早く早くと引っ張る。

「セーラさんも一緒に行きましょう」

　今の状態のセーラをここに一人で残しておきたくないしね。
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「王城にこんな場所があったんですね」

　高さ二メートルほどの生け垣の壁が作る迷路を進む。

　やんごとない身分の方々が逢おう瀬せを重ねる場所なのかもしれない。

「王城の中には歴代の王や王妃が作った庭園が沢山あるんですよ」

　横を歩くセーラがそう教えてくれる。

　今はオレとセーラがそれぞれ一人のアシカっ子の手を引いている。両手だと歩きにくかったんだよね。

　一緒に歩いている間にセーラの気持ちも落ち着いたのか、いつものような笑顔を見せてくれるようになった。

「ごしゅ～」

　生け垣を越えてタマがオレの肩に着地する。

　迎えに来てくれたようだ。

「にゅ？　知ってる人」

「タマ、公都で会ったセーラさんだよ」

「はろ～」

　タマがオレの頭に隠れるようにしてセーラに手を振る。

　挨あい拶さつを終え、タマに案内されて仲間達のいる場所へと向かう。

　皆みんなのいる場所はドーム型の屋根付きの東屋だった。洋風だとガゼボって言うんだっけ？

「サトゥーさーん、こっちです！」

　生け垣の陰から姿を見せたオレを見つけて、ゼナさんが大きく手を振ってくる。

「──え？」

　そんなゼナさんが手を力なく止めて、驚いた顔をしている。

「綺き麗れいな人……」

　聞き耳スキルが拾ってきた呟きからして、セーラを見て驚いたみたいだ。

　そんなゼナさんにカリナ嬢がセーラの素性を教えてあげている。

「ご主人様なのです！」

「おかえり」

　ポチとミーアがこっちに向かって駆けてきた。

「ちょっぷ」

　セーラと繫いでいた手を、ミーアがチョップで切り離し、オレの手を抱き締めるように奪い取った。

「こんにちはミサナリーア様」

「ん、おひさ」

　セーラは気分を害した風もなく、朗らかな感じでミーアに挨拶する。

　ミーアの方はバツが悪そうに返事をした後、オレの服に顔を埋うずめて視線を逸そらした。

「幼生体！」

「ナナ、いた！」

「ナナ、会えた！」

　アシカっ子達に気付いたナナが駆け出し、アシカっ子達もひょこひょことした足取りでナナに駆け寄る。

　がしっと抱き合った三人の様子に、セーラが「良かったです」と慈愛に満ちた声で呟いた。

「おかえりなさい、ご主人様。遅いと思ったら、セーラたんと出会っていたのね」

　アリサが東屋に手招きし、セーラが勧められた椅い子すに腰を落ち着ける。

　その隣にオレが座ろうとしたのを、ミーアが素早く阻止した。狩りの時よりも素早い動きだ。

「にゅる～ん」

　着席と同時に、肩車していたタマが膝の上に流れ落ちるように移動し、代わりにポチがオレの背中を登って後ろから首に抱き着いた。

「にへへ～なのです」

　二人とも今日は甘えん坊さんだ。人ひと混ごみで不安だったのかもしれないね。

「セーラさん、こちらはセーリュー伯爵領の領軍魔法兵でマリエンテール士爵令嬢のゼナさんです。ゼナさん、こちらはオーユゴック公爵家の令嬢でテニオン神殿の巫み女こセーラさんです」

　ここで面識がないのは、ゼナさんとセーラの二人だけなので、オレが代表して二人の紹介を手助けする。

「お初にお目にかかります、セーラ様。マリエンテール家のゼナと申します。サトゥーさん──ペンドラゴン子爵様とはセーリュー市で命を助けられてからのお付き合いになります！」

「はじめまして、ゼナ様。テニオン神殿の巫女セーラです。サトゥーさんとはムーノ領でお会いして以来、親しくさせていただいています」

　共通の友人であるオレを引き合いに出して交流を始めた。

「サトゥーさんとはよく奉仕活動をご一緒していたんです。養護院ではサトゥーさんはとっても人気だったんですよ」

「そうだったんですね。迷宮都市でも私立養護院を建てて子供達を受け入れてました」

「はい、手紙で教えていただきました。サトゥーさんが私の知っているサトゥーさんのままで嬉しかったです」

「わ、私も手紙をいただきました！　サトゥーさんって筆まめですよね」

「はい、近況が知れて嬉しいです」

　ゼナさんとセーラがにこやかに会話する。

「気のせいか、二人の間に火花が散ってない？」

「ん、パチパチ」

　アリサとミーアが顔を寄せてそんな冗談を言っていたが、オレが見る限り二人の会話は和やかなものだ。二人の向こうで、カリナ嬢が会話に入れなくておろおろしている。

「このまま見物するのもいいけど、ゼナたんの形勢が悪いから武士の情けで助け船でも出してあげようかしらね」

　アリサが「よっこいしょ」と年寄りくさい掛け声をして立ち上がり、セーラ達の方に歩み寄る。

「それにしてもセーラたんが王都に来るなんて珍しいわね」

「ええ、お祖じ父い様の付き添いで」

「付き添い？　公爵様なら、セーラたんが付き添わなくても、神聖魔法を使える随員なんていくらでもいるでしょ？」

　アリサがそう指摘すると、セーラが少し口くち籠ごもった。

「……実は」

「ここにおられたか、ペンドラゴン卿きよう！」

　セーラが王都に来た本当の理由を語ろうとした声を、張りのある男性の声が遮った。

「は、伯爵様！」

　ゼナさんが飛び上がって、来訪者に兵士の敬礼をした。

　やってきたのはセーリュー伯爵と護衛の騎士──キゴーリ准男爵の二人だった。どちらもゼナさんの上司だ。

「うん？　マリエンテール家のゼナか。どうして王都にいる？」

「も、申し訳ありません！」

　セーリュー伯爵に問われたゼナさんが謝罪の言葉を口にする。

「私は理由を聞いている。迷宮選抜隊の一員として、迷宮都市セリビーラで任務に就いているはずのそなたがなぜ王都にいるのだ？」

「話せば長くなるのですが──」

「マリエンテール嬢は王命で私の探索に赴いてくださっていたのです」

　どう説明しようか迷うゼナさんの代わりに、オレが端的に説明した。

「王命？　真まことか？」

「はい、正確には王命を受けたミツクニ女公爵様に同行を依頼されまして……」

「依頼？　ミツクニ女公爵とは王──あのミツクニ女公爵か？」

　セーリュー伯爵が何かを言いかけて訂正する。たぶん、彼もミツクニ女公爵──ヒカルの正体が王祖ヤマトその人である事を知っているようだ。

「は、はい」

　ゼナさんが首肯する。

「どうして、女公爵が？」

　セーリュー伯爵の矛先がゼナさんに戻ってしまった。

「迷宮で訓練を付けていただいておりますので、その縁で」

「女公爵から訓練をだと？　なぜ？　いや、それよりどこで知り合ったのだ？」

「レッセウ伯爵領で都市防衛戦に参加したおりに知り合いました」

「何？　聞いておらんぞ？　報告を怠ったのか？」

「い、いいえ！　報告はいたしました！　高位の魔法使い様と魔法剣士達が救援に来てくれたと報告書に書いた覚えがあります。あの時はお名前を聞く機会がなく、その後、ゼッツ伯爵領で再会した時も、町娘の格好でミトとだけ名乗っておられたので……」

「なるほど……その後、知ってからの報告がないのは──」

「伯爵閣下、まだ報告書が届いていないだけではありませんか？」

　ゼナさんが形勢不利になってきたので助け船を出す。

　迷宮都市からセーリュー市に手紙を出したら、少なくとも一ヶ月くらいはかかるんだよね。

「それにマリエンテール嬢がミトさん──ミツクニ女公爵様の家名を知ったのは最近らしいですから」

　セーリュー伯爵がオレに鋭い視線を向ける。

「ペンドラゴン子爵は、マリエンテール家のゼナとミツクニ女公爵の事にずいぶん詳しいようだ」

「王都に戻る旅路で色々と伺いましたから」

　オレは詐術スキルと無表情ポーカーフエイススキル先生の助けを借りて、セーリュー伯爵の追及を躱かわす。

「マリエンテール家のゼナとは親しいようだな。貴公の恋人か？」

「いいえ。マリエンテール嬢は私の大切な友人です」

　ゼナさんとセーラがほぼ同時に「友人」と呟つぶやいた。同じ単語なのに、呟きの温度差が激しかった気がする。

「マリエンテール家のゼナ、相違ないか？」

「……はい」

　ゼナさんが逡しゆん巡じゆんした後に肯定した。

　そんなに嫌そうに言われると、罪悪感を覚える。

「──なるほど」

　セーリュー伯爵が全すべてを理解したと言いたげな顔で頷うなずいた。

「伯爵閣下？　サトゥーさんに何かご用があったのではありませんか？」

「そうであった──巫女セーラ殿か。聖女様の秘蔵っ子が王都にいるとは思わず、挨拶が遅れた。許されよ」

　セーラに問われて、セーリュー伯爵が慇いん懃ぎんに詫わびる。

「ペンドラゴン子爵──」

　セーリュー伯爵はオレに向き直った後、セーラやカリナ嬢のあたりに視線を彷徨さまよわせて口籠もった。

「ここは込み入った話をするには向かぬようだ。後日、時間を作っていただく」

　彼はそうオレに言った後、ゼナさんの方に顔を向ける。

「──マリエンテール家のゼナ」

「はい！」

「しばらくの間、王都勤務を命ずる。別命あるまで、ペンドラゴン子爵の護衛を務めよ」

　この短い会話の中で、セーリュー伯爵にどんな心境の変化があったのか知らないが、突然ゼナさんにそんな指令を出した。

「滞在先が決まっておらんのなら、王都のセーリュー伯爵邸の別館を拠点に使え」

「魔法兵ゼナ、任務を拝命いたしました！」

　セーリュー伯爵はゼナさんの返事を満足そうに聞いた後、現れたのと同じ通路から去っていった。

「にゅ～」

「緊張したのです」

　オレの背中に隠れていたポチとタマが、軟体生物のようにだらりと力を抜いた。

　緊迫した状況に気疲れしたようだ。

「──ゼナ様！」

　気が抜けて座り込んだゼナさんを、リザが心配そうに支える。

「良かったわね、ゼナたん。上司のお墨付きで王都にいられるわよ」

　アリサが暢のん気きな顔でゼナさんに言う。

「──はい」

　ゼナさんがオレの顔を見た後、お日様のような笑みを浮かべた。
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　色々あった勲章授与の日から今日まで、未だに自分の屋敷には帰れていない。

　屋敷の周りに張り込む野次馬達が多すぎて大変なので、宰相の勧めで初日に泊まった迎賓館に今も滞在しているのだ。

「まあ、仕方ないさね。周りの家の貴族は文句を言っていないんだろ？」

　ニナ女史は「気にするな」と軽い調子で言う。

　ここ何日かは彼女とムーノ伯爵の政略に付き合っていたのだが、そろそろ解放してもらえそうだ。

「そうは言っても迷惑はしているでしょうから、何か埋め合わせを考えないといけませんね」

「そんなのは周りの家のお茶会に出席してやるだけで十分だろ。お前さんをエサに縁を持ちたかった家にたっぷりと恩を売れるさ」

「えー、それって、ニナさんがここ数日やってた作戦じゃないの？」

「まーね。お陰で色々と捗はかどったよ」

　アリサの嫌味にもニナ女史は悪びれる様子もない。

「お陰で、全然、ご主人様との時間が取れなかったんだから！」

「そう怒るな。昨日までで繫つなぎを取りたい貴族は一巡したから、後は滞在中に一回か二回ほど骨を折ってくれればいい」

「だったらいいけど……」

「ただ、夜会やお茶会に行く時は、なるべくカリナ殿も連れて行くようにしておくれ」

　ニナ女史がオレの方に向き直って言う。

「あの子は自分から社交をするたちじゃないし、あんたも望まぬ婚姻を求めてくる貴族への牽けん制せいになるだろ？」

「ニナさん、外堀を埋めようとしてない？」

「サトゥーはその程度で埋まるような玉じゃないだろ？」

「それもそうね」

「そう言えばカリナ殿は？」

「リザさんと一緒に出かけてるわよ」

　今日に限らず、オレ以外の面々は官僚達が使う公用馬車を借りてお出かけしている。

　ちなみにリザとカリナ嬢が出かけた先はシガ八剣の本拠地である聖騎士団の駐屯地だ。ゼナさんも一緒に行きたそうだったが、セーリュー伯爵からオレの護衛任務を与えられているので諦あきらめていた。オレの予定が空いたら一緒に行こうと慰めてある。

　ポチとタマは以前通っていた王立学院でマブダチやシャテイと旧交を温め、ナナはアシカっ子達を連れて王都見物に行き、ルルは迎賓館の厨ちゆう房ぼうで知り合った宮廷料理人達と交流し、ミーアとアリサはシスティーナ王女とお茶会をしたり討論をしたりしているようだ。

「子爵様、お客様です」

　迎賓館付きのメイドさんがセーラを案内してきてくれた。

　セーラはオーユゴック公爵の付き添いで毎日登城しているので、頻繁に遊びに来てくれている。

「セーラたんもマメよね～」

「お祖父様の付き添いです」

「付き添いなら離れちゃダメじゃない？」

　アリサの突っ込みをセーラは笑顔で躱す。

「今日はサトゥーさんのお手伝いですから。ね？　サトゥーさん」

　セーラが意味ありげな顔で微笑ほほえむ。

「ちょ！　何よ、その雰囲気は！」

「うふふ」

「うふふ、じゃなくて！」

　今日は王妃様に招かれて、ロイヤルなお茶会なので、そういった場に慣れているセーラに同行を頼んだのだ。

「カリナ殿も、このくらいグイグイ押してくれたらいいんだけどね～」

　セーラの方を見ながら、ニナ女史がぼやいていた。
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　ただひたすら疲れるだけだったロイヤルお茶会の翌日から、知り合いや上級貴族や重臣からのお誘いに応こたえる形で、お茶会や夜会に招かれ続ける日々が始まった。

　名剣や鎧よろいをプレゼントしてきたり、娘との縁談を持ちかけたりする貴族が多い。

　特に後者を断るのが大変だったので、お茶会や夜会にはカリナ嬢、セーラ、ゼナさんのいずれかにパートナー役を頼んだ。ゼナさんは護衛だと言って固辞していたのだが、お茶会や夜会を回避したいカリナ嬢に懇願されてパートナー役を承諾してくれた。

　一度だけ、セーラと王都の養護院に慰問に行ったのだが、オレの正体が露見して野次馬が殺到する騒ぎになって迷惑を掛けたので、その後は自重している。

「ご主人様、今日の予定は？」

「王子や王女とのお茶会とアシネン太守夫人達との昼食会、夜会はオーユゴック公爵主催の大がかりなヤツだ」

　当分はスケジュールがいっぱいで自由時間はほとんどない。

　もっとも、今日の夜会はオーユゴック公爵領の食いしん坊貴族、ロイド侯とホーエン伯の二人が準備に張り切っていた。

　きっと、会場にはご馳ち走そうがいっぱい並んでいるはずなので、わりと楽しみにしている。

「そっか。それじゃ、アルティメットポーションの秘密を調べる暇はないわね」

「変な名前を付けるな」

　アリサが魔法薬の小瓶を振りながら言う。

　これは「魔神の落とし子」事件の最後に、オレの腕を再生した際に使用した樽たる入り上級魔法薬を小瓶に詰めたモノだ。

「でもさー、普通のポーションとは違うじゃない？」

　本来は単なる上級魔法薬だったのだが、今では全く違うモノに変わっている。

　原因は分かっている。「魔神の落とし子」の残ざん滓しに浸食され黒化した腕を切り落とした時の血が混ざったからだ。あの血を浴びたイモが、異常成長して巨大化したのは今でも記憶に新しい。

「ハツカネズミを賢者鼠ねずみなんていう生き物に進化させちゃうし」

　事件の後に、ハツカネズミを使って効果を実験した時に、そんな出来事があったのだが、王都を出立してから色々ありすぎて、すっかり実験の事を忘れていた。

　その実験で作り出した賢者鼠の「チュー太」が、迎賓館の寝室にひょっこり現れた事で、その事を思い出したのだ。たぶん、オレの気配か匂においを嗅かぎつけたのだろう。

「いっその事、ネクターとかソーマとか呼びたいくらいよ」

「ネクターとかソーマって──」

　どこの神酒だ。

　心の中で突っ込みを入れていると、迎賓館付きのメイドさんが顔を出した。

「そろそろ来客が来る時間みたいだ」

「お疲れ様。実験は暇ができるまでお預けね」

「さすがに夜中のうちに外出するわけにもいかないからな」

　他国の間者を筆頭に、夜よ這ばいを敢行する令嬢達やなんとしてでもよしみを結ぼうとする不審者が毎夜やってくるので、昼夜を問わず多くの兵士や魔法使いが周辺を警戒しているのだ。

　そんな状況で、魔力の揺らぎが大きい転移魔法を使うのは、余計な疑念を抱かせるだけなので、実験設備の整った秘密基地へ行くのは自重している。

　早く自由に研究や工作がしたいよ。

　そんな事を考えていると、さっそく今日のお客様が姿を見せた。




「やあ、ペンドラゴン卿きよう！　タマ先生はいるかい？」

　気さくな感じで迎賓館を訪れたのは、芸術肌の第五王子だ。

　ロイヤルお茶会で彼のお気に入りの彫像の作者がタマだと知ってから、足繁く遊びに来ている。

　もっとも、タマは彼の事が苦手のようで、持ち前の第六感で接近を察知すると、忍者らしく姿を消してしまう。

「すみません、今日は学校の友人と下町探検に行くと言っていました」

「そうか……残念だ」

　本気で残念がる第五王子には悪いが、オレとしてはタマの気持ちの方が優先なのだ。

　それに、今日は彼の来訪予定はなかったはず。

「あら、お兄様。ペンドラゴン卿とのお茶会に、お兄様も参加されます？」

「いや、私はいいよ」

　気落ちした第五王子と入れ替わりに、二卵性の双子である第九王子と第一一王女の二人が現れた。

　ロイヤルお茶会以来、王族との接触が増えた。今のところ、交流のないのは騎士見習いをしている第八王子と降嫁した王女達、それから療養で王都を離れている第二王妃くらいだ。ちなみに、王子は五人、王女は一三人いる。

「今日はアリサ王女がパートナー？」

「王女じゃなくて、王妹じゃなかったっけ？」

「アリサだけでいいわよ、殿下達」

「そう？　アリサやペンドラゴン卿が相手だと堅苦しくなくて嬉うれしいわ」

　アリサがクボォーク国王であるエルゥス君の妹だという事を、この王子と王女は知っているようだ。母親の第三王妃がポプテマ伯爵家の出身なので、情報通なのかもしれない。

「そう言えばペンドラゴン卿はシャロリックお兄様が失しつ踪そうした話を知ってる？」

「シャロリック第三王子殿下は修道院で療養中と伺いましたが？」

「うん、その修道院からいなくなっちゃったんだって」

　公都で出会った迷惑な第三王子が失踪とか、トラブルの予感しかしない。

「エディナ様が療養でミマニの街に行っているのはシャロリック兄様を匿かくまう為ためだって、ボクの取り巻きが言ってたぞ」

　第九王子が言うエディナ様とは第二王妃の事だ。ストレージにある貴族年鑑によると、エディナ第二王妃は第三王子の実母らしい。

　マップ検索した限りでは、ミマニの街に第三王子はいないので、単なる噂うわさ話だろう。

「陰謀の臭においがするわ！　名探偵アリサちゃんの出番かしら？」

「アリサがまた変な事を言い出したぞ」

「やっぱり、アリサって飽きないわ」

　どうも、この二人はオレをダシにアリサと遊びたがっているだけな気がする。





◆






　第九王子と第一一王女のお茶会を終え、次の昼食会までの間に何件かの面会を行う。

　大抵は投資や親族の売り込みがほとんどで、相手が格上の貴族や大臣の紹介状を携えていなければ門前払いしているような用件ばかりだ。

「しぇしぇしぇ、『魔王殺し』の偉業をお祝いいたします」

　特徴的な笑い方で挨あい拶さつしたのは、スァーベ商会のホミムードーリ氏だ。彼は鼬人なので、鼬人族を嫌っているリザが出かけている今日を面会日に設定した。

　彼と会うのは赤縄事件以来かな？　オークションでも顔を見たけど、特に会話はなかったからノーカンでいいと思う。

「こちらはお祝いの品でございます」

　そう言って彼が差し出したのは、三本の巻物だった。

　ＡＲ表示によると、どれも鼬帝国の夢幻迷宮産で、土魔法の「鉄裂アイアン・クラツシユ」と「鉄楔アイアン・ウエツジ」、水魔法の「錆浸食ラスト・コローシヨン」だ。使い道が難しそうなラインナップだね。

「なかなか珍しい品ですね」

「ペンドラゴン子爵様は巻物の蒐しゆう集しゆう家と伺いましたので、商会の本店に連絡して取り寄せました」

　好感触なオレの様子に、ホミムードーリ氏がニンマリと笑みを深くする。

「他ほかにも、お嬢様方がお好みになりそうな品をご用意してありますので、後ほどご覧ください」

　そう言ってホミムードーリ氏がしぇしぇしぇと笑いながら目録を差し出した。

　楽器や彫刻や珍しい装飾品など、仲間達が喜びそうな品目が並んでいる。

　なるほど、リサーチは万全のようだ。

「他にも小動物や小鳥なども扱っておりますので、少しでもご興味を惹ひかれましたならば、ぜひとも我が商会の者をお屋敷に呼び付けていただけると幸いでございます」

　なるほど、上級貴族相手だから、店舗に招くんじゃなくて外商の人間を呼びつけるわけか。

　まあ、色々と貰もらっちゃったし、王都邸に戻れるようになったら、一度くらいはスァーベ商会の商人を呼ばないといけないだろう。

　ホミムードーリ氏から鼬帝国やデジマ島の話を聞かせてもらっているうちに、面会時間が終わってしまったので、続きは後日となった。




　午前中の最後の面会はエチゴヤ商会の支配人だ。

　エチゴヤ商会の相談役という肩書きを持つアリサも同席させる。

「『魔王殺し』という偉業を果たされた事、お慶び申し上げます」

　最近よく聞くフレーズで始まった会談は、基本的に交易や施策のお礼や配当金などの為替を受け取る事がメインだった。ルルやタマ宛あての為替もあったので、代理で受け取っておく。

「こちらは報酬とは別に、私どもより魔王討伐のお祝いでございます」

　支配人が差し出したのは何冊かの魔法書と幾本もの巻物だ。今日は巻物に縁があるね。

　すぐに広げて確認したい衝動に駆られたが、それはちょっとはしたないので、支配人に礼を告げながらＡＲ表示される情報を読み取るに止める。

　術理系中級の護身攻撃魔法「輪鋸斬サークル・ソウ」、火系の軍用攻撃魔法「ルタ式火球フアイア・ボール」「ルタリオ式火球」、光系の下級攻撃魔法「光弾レイ・シヨツト」、血吸い迷宮産の闇やみ魔法「闇吸盾ボーテツクス・シールド」と「対呪詛結界アンチカース・サークル」、繁魔迷宮産の水魔法「降雨召喚コール・レイン」「濃霧召喚コール・ミスト」と土魔法の「雑草罠ウイード・トラツプ」と召喚魔法の「従鼠召喚サモン・モルモツト」の一〇本だ。

　なかなか興味深い魔法が多い。

　オレは社交辞令ではない本気の感謝を告げると、相手にもそれが伝わったのか、満足そうに謙けん遜そんされた。

　実り多い支配人との会話は楽しいが、次の予定がつかえているので、タイムキーパーをしてくれている執事さんの合図で面会を終了した。

　次はこちらから、エチゴヤ商会に遊びに行こう。

　その前に、クロとして仕事をしに行かないといけないね。

　エチゴヤ商会の支配人と面会した次は、迷宮都市から祝いに来てくれた太守夫人や子供達との昼食会だ。

「サトゥー殿！　活躍は聞いておるぞ！　友人としてわらわも鼻が高いのじゃ！」

　そう元気良く言ったのは、迷宮都市に滞在しているノロォーク王国のミーティア王女だった。

　太守三男のゲリッツ君や彼の取り巻きで食いしん坊のルラム君やデュケリ准男爵令嬢のメリーアン嬢など、懐かしの面々が揃そろっている。迷宮で頑張っているらしく、子供達のレベルが上がり、少し顔付きや身体からだ付きも成長しているようだ。

　もっとも、ルラム君のぽっちゃり体形だけはそのままだけど。

「子爵閣下、これはお父様からの討伐祝いの品です」

　メリーアン嬢がデュケリ准男爵からの贈り物を渡すと、他の貴族子弟達からも次々と親からの贈り物を渡された。

　親達も同行したがったようだが、人数が多くなりすぎるので今回は諦あきらめたそうだ。

　なお、太守夫人の他には元緑貴族ことポプテマ前伯爵も同行している。

「わらわも国くに許もとから祝いの品を預かっておる。他の者達の品に比べたら見劣りするが、許してたも」

「いえいえ、とんでもありません。とても素晴らしい品ですよ」

　オレは社交辞令ではなく、心の底からお礼を言う。

　ミーティア王女がくれたのはノロォーク王国名産のチーズだ。すごく美味なんだけど、生産量が少なくてなかなか手には入らないんだよね。

「あら？　ペンドラゴン卿はチーズが好きだったの？」

　太守夫人が意外そうに言う。

「ノロォーク王国のチーズは絶品なんです」

「白チーズは私も好きよ」

　ノロォーク王国のチーズはモッツァレッラチーズ似の白チーズだけじゃなく、カビに覆われたカマンベールチーズっぽいチーズも最高なのだ。

　しばらくチーズの話題や迷宮都市での噂話や実験農場の現状なんかを教えてもらう。

　久々の再会とあって話題は尽きなかったのだが、オレの次の予定が迫っていたのでお開きとなった。

「ペンドラゴン卿──」

　太守夫人達を玄関まで見送る途中で、ポプテマ前伯爵から気になる噂を聞かされた。

「──サガ帝国で秘密裏に勇者召喚が行われた形跡があるそうです」

　オレにだけ聞こえるくらいの囁ささやき声だ。

「勇者ハヤト様の次の、という事ですか？」

「ええ、そうです。もっとも、相当厳重に情報封鎖しているようで詳しい事は分かっておりません」

　ポプテマ前伯爵によると、新勇者の人物像は男女すら判別できないほど情報が錯さく綜そうしているらしい。彼の見解だと欺ぎ瞞まん情報もかなり混ざっているそうだ。

「これは国王陛下や上層部だけの秘密ですので、くれぐれもご内密に」

「私に話して良かったのですか？」

「あなたには返しきれない恩がありますし──何より、勇者と出会う機会が多いでしょうから」

　ポプテマ前伯爵はそれだけ言うと、足早に太守夫人の傍そばへと歩み寄った。

　オレは彼の好意に心の中で礼を言う。




　なお、太守夫人やポプテマ前伯爵も第三王子の失踪を知っており、失踪した後の消息がまったく手繰れない事から、第三王子の失踪は突発的なものではなく、事前に入念な準備がなされていたのだと言っていた。

　この話は王都の貴族達の間で広がっているらしく、招かれたお茶会や夜会で一度は耳にするほどだった。

　そして噂を初めて耳にしてから数日後──。

「シャロリック殿下が見つかった？」

　情報通のリットン伯爵夫人から、第三王子の消息が判明したという話を教えられた。

　碧へき領りようとの境界を巡回していたワイバーン隊が、飛空艇に乗る第三王子と遭遇したそうだ。

　近日中には王都に戻るそうで、リットン伯爵夫人のサロンでは第三王子の失踪理由について話題が再燃していた。

　もちろん、話題はそれだけではない。

「エマ様もラユナ様も素敵なブローチですわね」

「家紋を彫った宝石が別の宝石の中に？　まるで伝説の宝石魔法使いジュエルの作品みたいですわ」

「うふふ、素敵でしょう？」

　リットン伯爵夫人が意味ありげな流し目をオレに送る。

　けっこう前にオーダーメイドの約束をしていた家紋版ルーン光珠をようやくリットン伯爵夫人とラッホル子爵夫人に渡す事ができた。気に入ってくれたようで何よりだ。

「王家と言えば、ドリス殿下が素敵な小鳥を贈られたという話はご存じ？」

　オレが注文を取りたくない事を知っているリットン伯爵夫人が別の話題を振ってくれた。

「もちろん、知っていますわ。宝石のように美しい鳥なのでしょう？」

「大陸の東の果てにしかいない珍しい種類だそうよ」

「外祖父のビスタール公爵が贈られたのかしら？」

「なんでも出入りの商人が献上したそうですわ」

「ドリス殿下は同腹のソルトリック王太子が可愛かわいがっておいでですから」

「将を射んと欲すればまず馬を、という事かしら？」

　この諺ことわざはシガ王国にもあるらしい。

　ヒカルあたりが広めたのかな？

「うふふ、馬と言えば聖騎士団のあの方よね」

「まあ、嫌だわ。昼間っから」

　噂話は止とどまる所を知らず、次々に変わっていく。

　有閑マダム達の噂好きは、古今東西どころか世界の違いも関係ないようだ。








赤縄、再び







〝サトゥーです。台所の害虫がいくら退治しても湧わいてくるように、プログラムのバグも修正するたびに新しいバグが発生する余地が生まれます。異世界では魔物がそんな感じでしょうか──。〟






「やっぱり、サトゥー様と一緒なら研究が進みますわ」

　そう言ってキラキラした目を向けて来るのは、禁書庫の主という異名を持つシスティーナ第六王女だ。

　今日は彼女の友人であるアリサとミーアの二人を伴って、彼女の私室でのお茶会に参加している。

「そうそう、前に問題点を教えていただいたルタ式火球フアイア・ボールの修正計画が、王立研究所の魔法編へん纂さん局で始まりましたわ」

　ルタ式火球というのは、システィーナ王女と出会った時に話題に上がった軍用魔法の事だ。

「それは良かったですね」

「ですが、本当にサトゥー様のお名前を研究者の中に入れなくてよろしいんですの？　あなたにはその資格が十分にありますのに」

「ええ、もちろんです。私は問題点を指摘しただけですから」

　デバッグは得意です。

「殿下──」

　システィーナ王女の侍女が王女に耳打ちする。

　聞き耳スキルによると、彼女の同母妹であるドリス第一二王女が来訪すると先触れがあったそうだ。自分の兄妹と会うにも先触れが必要だなんて、王族っていうのも大変そうだ。

　システィーナ王女はオレ達に断ってから、ドリス王女の来訪を許可した。

「システィーナ姉様！」

　小さなドリス王女がシスティーナ王女に抱き着く。

　ドリス王女は姉王女にひとしきり甘えた後、今度はミーアの方を振り返ってテンション高く言葉を紡ぐ。

「ミーア様！　今日はミーア様の為ために珍しい竪たて琴ごとと翡ひ翠すいを持ってきたの！」

　ドリス王女の言う翡翠とは宝石の翡翠ではなく、翡翠のような羽をした綺き麗れいな小鳥──翡翠鳥の名前だった。

　翡翠は豪華な鳥とり籠かごの中から美しい鳴き声を響かせている。

「綺麗な小鳥ね」

「声もいい」

　リットン伯爵夫人のお茶会でも話題になるだけあって、アリサやミーアも気に入ったようだ。

「ね、ミーア様、弾いてみて！」

　ミーアが竪琴を受け取って弦を指で弾はじいて音階を確かめている。

　竪琴は大国の王女が持つのに相応ふさわしい神秘的な品だ。水晶のような宝石質の本体に、黄金で作ったような弦が張られている。

　また、本体の柱部分には長い髪の女性が浮き彫りにレリーフされていた。

　この女性像は単なる飾りではなく反響管のような役割を果たしているらしく、ミーアが真剣な顔で楽器の特徴を摑つかもうと試行錯誤している。

　ミーアに相手をしてもらえなくて暇になったのか、ドリス王女がトテトテとオレの方へ歩み寄ってきた。

「サトゥー様、『魔王殺し』のいぎょーをお祝いいたたします」

　ドリス王女が暗記してきたような口上を述べる。

「ありがとうございます、殿下。王妃様のお茶会でも訂正しましたが、私は『魔王殺し』ではありません。勇者ハヤト様の魔王討伐をお手伝いしただけです」

「一緒じゃないの？」

　いつものように訂正したのだが、幼いドリス王女には違いを分かってもらえなかった。

　彼女はキョロキョロとオレの左右を見たあと、アリサの方に顔を向ける。

「アリサ、そこを空けなさい」

「やーよ」

　一国の王女相手なのにアリサはぞんざいに命令を却下した。

　断られるとは思わなかったのか、キョロキョロと視線を彷徨さまよわせる。

　オレの左右にはアリサとミーアが座っている。ミーアにどけとは言えないのか、しばらく困った顔を見せたあと、何かに気付いたような笑顔になり、オレの方に両手を差し出した。

　──どうしろと？

「サトゥー様、私を膝ひざの上に乗せなさい」

　なるほど、膝の上に乗りたかったのか。

　命令口調なのにオレへの呼称が「様」付けなのは、システィーナ王女がそう呼んでいるからだろう。

「ドリス、失礼ですよ」

「お姫ひい様、システィーナ殿下の横にお座りなさいませ」

　システィーナ王女とドリス王女の乳母が彼女を窘たしなめるが、諦あきらめられないようでこちらに縋すがるような視線を向けてきた。

「──ダメ？」

「畏かしこまりました、ドリス殿下」

　オレは彼女の腰を摑んで膝の上に乗せてやる。

　ミーアとアリサが不満そうだが、小さな子供の可愛い甘えくらい許してやろうよ。
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　弦の調整が終わったミーアが竪琴を奏で始める。

　ミーアの曲が気に入ったのか、翡翠色の小鳥も曲に合わせて囀さえずっている。

　──うん？

　魔力の波動を感じる。

　ＡＲ表示の詳細情報によると、竪琴の素材になっている水晶樹由来の能力で、聞く者の情動を過敏にする効果があるらしい。

　簡単に言えば感動しやすくなる追加効果がある品のようだ。

　現にここにいる人達はレジストしたオレ以外、皆みんなミーアの曲に聞き惚ほれてうっとりとしている。

　けっして、オレの感受性が腐っているというわけではないはずだ。

　ま、特に害があるわけでもないし、ミーアの曲を静聴しますか──。

　その時、ピギュルと鳥の悲鳴が聞こえ、金属が弾け飛ぶ異音が部屋に響き渡った。

　続けて使用人達の甲高い悲鳴が部屋を混乱へと導く。

　オレの視線の先では砕けた鳥籠の上で羽を広げる一匹の魔物の姿があった。

　エメラルドグリーンの鳥型の魔物が真っ赤な双そう眸ぼうを開く。

　その宝石のような羽の上には赤い縄状の魔法陣が浮かび上がっていた。

　──赤縄の魔物、だと？

　年末の王都に現れ、王都内を混乱に巻き込んだ「赤縄の魔物」がどうしてここに？

　また、誰だれかが生き物を魔物に変える「転魔丸モンスター・シード」を王都に持ち込んだのか──。

「翡翠の籠が！」

「ま、魔物よ！」

「で、殿下を安全な場所に！」

　オレは幼女三人を部屋の隅に放り投げ、システィーナ王女を抱えて部屋の隅へ移動する。

「殿下ぁあああああああ！」

　卒倒しそうな侍女には悪いが、オレの手は二本しかないのだ。

　オレは幼女三人の落下地点でシスティーナ王女を下ろし、落ちてくる幼女達を順番に受け止めていく。

　この状況でオレの唇を狙ねらってくるアリサは大物だと思う。

　アリサを受け止める途中で魔物が行動を開始しようとする気配を感じたので、重たいソファーの一つを魔物に向けて蹴けり飛ばしておいた。

「むぅ」

「どうして、こんな所に赤縄の魔物が？」

「とりあえず倒してしまおう」

　ミーアやアリサの疑問ももっともだが、ここは非戦闘員が多すぎる。

　誰かが怪け我がをする前に、早めに魔物を排除するのが得策だろう。システィーナ王女の侍女二人はレベル三〇もあるが、どちらも要人警護や対人戦闘に特化した人達なので戦力には数えられないしね。

「ダメ！　翡翠を殺さないで！」

　魔物の排除に向かおうとしたオレを、ドリス王女が全身で制止した。

　やっぱり、あれはドリス王女の小鳥の成れの果てか。

「ごめんね、殿下」

　オレは小さなドリス王女に詫わびて魔物の所に駆け寄る。

　残念ながら、準備不足だ。

　──ＫＹＵＲＹＥＥＥＥＥＥＥ。

　小鳥が放つ超音波のブレスを、無詠唱の「風壁エア・カーテン」で相殺し、魔物の胴体に掌打を打ち込む。

「翡翠ぃいいいいい！」

　ドリス王女の必死の悲鳴がオレの背中を打つ。

　──反省。

　無理でも、簡単に諦めてちゃダメだよね。

　色んな人の助けがあったとはいえ、魔王化したザーザリス法皇だって元に戻せたんだ。転魔丸で魔物化した小鳥くらい救ってみせよう。

　オレはダメ元で魔物に打ち込んだ掌てのひらから、「魔力強奪マナドレイン」で魔力を奪いつくす。

　魔物の体を守っていた赤縄状の魔法陣が消える。

　ここまでは予定通り、ここからは運任せだ。

　術理魔法の「透視スルーアイ」で位置を特定しようとしたが、魔コ核アが小さすぎるのか見つからない。

　さすがに無理か……。

　──待てよ、もしかしたら！

　オレは瘴しよう気き視しと魔力視を重ねて、魔力の経路と瘴気の濃度を見定める。

　──よしっ！

　魔物の体の中にある魔マ素ナの分布を感じる。

　血脈や体表に沿って魔力の経路があり、胃の辺りの瘴気が濃いようだ。

　その二つが重なる場所が魔核だと思う。

　オレは呪じゆ詛そ払い用の魔法陣手袋を装備し、魔力治癒スキルを使いながら抜き手で魔物の体内から魔核を抜き取った。

　だが、これだけではただ魔物を殺すだけだと、オレの勘が言っている。

　──後は何をすればいい？

　体中に染みこんだ瘴気を取り除けばいいのか？

　オレはその思い付きを実行する。

　呪詛とは違う、全身に染み渡る瘴気を除去するのだ。

　筋肉組織や毛細血管、細胞にまで染みこんで小鳥を魔物に変えた瘴気を摑み、土の中から雑草の根を抜く時のように慎重に引き抜いていく。

　体感時間で何時間も経たったような気がするが、実際は数秒だろう。

　魔物の体から九割ほどの瘴気を引き抜けた。

　魔物の体が縮小し、小さな鳥の姿へと戻っていく。

「翡翠！」

「お姫ひい様、ダメです」

「やー！　離して！」

　駆け寄ろうとするドリス王女を乳母が止める。

　小鳥の目がドリス王女を捉とらえたが、力なく開いた口からは囀りの声が出る事はなかった。

　奇跡的に元の姿に戻ったとはいえ、小鳥が耐えるにはダメージが大きすぎたのだろう。

　小鳥の命の火が消えていく。

　ストレージの中で魔法薬のストックを確認する。

　エリクサー系は過剰だろうけど、さすがに下級魔法薬は論外だ。中級薬ならいける気がするが、成功するという確信は持てない。

「ご主人様！　上級魔法薬よ！」

　アリサが後ろから差し出した魔法薬を、小鳥の傷に振りかけ、残りを小さな嘴くちばしに流し込む。

　──ぴ、ぴ、る、ぴる、ぴる、ぴぴるるるぅ。

　断末魔の瀬戸際だった小鳥が、どんどん元気になっていく。

「翡翠！　良かった！」

　さすが上級魔法薬だ。

　──って、この瓶は実験に使っていたオレの血入りの上級魔法薬じゃないか。

　あの時のイモみたいに小鳥が巨大化しなかったのは重畳だが、できれば普通の上級魔法薬を渡してほしかった。

「アリサ？」

「ごめんなさい、焦ってそっちを渡しちゃった」

　アリサが冷や汗を流しながら、誤魔化すように指で頰ほおを搔かく。

「ま、魔物が……も、元の生き物に戻った？」

　熱に浮かされたようなシスティーナ王女の声に、アリサと顔を見合わせる。

　少しやらかした気分になったが、ドリス王女に変なトラウマを刻まずに済んだなら重畳と言えるだろう。

　さて、どんな言い訳をしよう。

　明らかに普通の上級魔法薬よりも高性能だったし、エリクサーとは使用時のエフェクトが違った。

　ここは特別感のある凄すごい薬品のせいにしよう。再現性が低いとベターだ。

「サトゥー様、これは……」

「システィーナ様、先ほど使った薬は『神酒ネクター』と申しまして、とある遺跡の最奥で見つかった品で──」

　頑張れ「詐術」スキル。

　平和な明日あしたは君に掛かっている！
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「そんな貴重な品を……」

　オレはシスティーナ王女に神酒が再入手不可能な品である事を告げ、醜い争奪戦が起こらないように秘密にしていたと伝えた。

　また、翡ひ翠すいを元の小鳥に戻せたのは、神酒に加え魔物化したばかりで不安定だったのも要因の一つだろうと作り話を述べておいた。

　呪詛払い用に作った聖碑回路入りの手袋を見せ、青い聖光を見せながら、瘴気を散らす魔法の武具だと言って作り話の信しん憑ぴよう性せいを高める。

　それだけでは不十分な気がしたので、有名な文献や「叡えい智ちの塔」の名前を利用して魔物化解除の根拠をでっち上げた。

「──と古文書に書かれてあったのです」

「サトゥー様は博識なのですね」

　呪文マニアのシスティーナ王女にとっては、魔物化した小鳥を元の状態に復元した奇跡もあまり興味はないようで「その古文書の中には、何か珍しい魔法理論がありましたか？」と関係ない質問をされてしまった。

　侍女達は疑問に思っているようだが、自分達の主あるじを差し置いて口を挟んでくる事はない。

「翡翠ぃ。良かったよぉ」

　幼いドリス王女は翡翠が元に戻った事の方が重要そうだしね。

「ドリスもサトゥー様にお礼を言いなさい」

「はい、姉様。ありがとう、サトゥー様」

「どういたしまして」

　オレの視線に気付いたシスティーナ王女に促されてドリス王女がお礼を言う。

「お姫ひい様、翡翠はまたいつ魔物に変わるか分かりません。私がお預かりします」

「やー！」

　ドリス王女の乳母は一度魔物になった翡翠を、ドリス王女から遠ざけたいようだったが、ドリス王女はそれを頑かたくなに拒否する。

　ドリス王女に抱き締められて、小鳥が苦しそうにぴるぴると助けを求める。





＞ユニット名「翡翠」が所属を求めています。許可しますか（ＹＥＳ／ＮＯ）






　翡翠に重なるようにポップアップ・ウィンドウが出た。

　──なんだ、これ？

　とりあえずヤバそうなので、ＮＯを選んだ。

　オレに拒否された翡翠がショックを受けた顔に涙を浮かべるが、ここは心を鬼にしよう。

　だって、トラブルの予感がビンビンするんだよ。

「ちょっと、ロリ姫。そんなに抱き締めたらせっかく助けた小鳥が死ぬわよ？」

「ん、危険」

　アリサとミーアに注意されて、翡翠の状態に気が付いたドリス王女が抱き締める手を緩める。

　その隙すきをついて、翡翠がドリス王女の腕から抜け出し窓の外へと飛び去ってしまった。

「あああぁ、翡翠が逃げちゃったぁ」

　自らの失敗にドリス王女が号泣する。

　後で回収できるように、翡翠にマーカーを付けておく。

　夜中になったら飛べないだろうから、それから回収すれば良いだろう。

　ドリス王女の乳母が心配していたが、翡翠が再び魔物になる可能性は低いはずだ。あれだけ瘴気を抜いたんだし、人為的に操作されない限り大丈夫だろう。

「ザドゥー、翡び翠ずいを捕まえてぇ」

　ドリス王女は号泣しながら、手はしっかりとオレの服の裾すそを摑つかむ。

「お姫ひい様、いくら子爵様でも空を飛ぶ鳥を捕まえるなんて無理ですよ」

「やー！　翡翠ぃ」

　そこに新たな来客が現れた。

「どうした、ドリス。翡翠が逃げたのか？」

「ソルトリック兄様ぁ、翡翠を捕まえてぇ」

　現れたのは当年三二歳になるシガ王国の第一王子。力強い眉まゆのせいか、貴公子と言うよりは実直な軍人のような印象を受ける。彼はシスティーナ王女やドリス王女の同腹の兄だ。

「いいとも。お前達、網を持って小鳥を捕まえに行け。腕の良い風魔法使いを連れて行くんだ」

　王子が引き連れていた側近の一人に命じて、翡翠を捕獲する手配をしてくれた。

　彼は訝いぶかしげに魔物化した翡翠によって荒らされた部屋を見回す。

　オレと目が合うと少し驚いた顔になったが、彼が声を掛けたのはシスティーナ王女だった。

「ティナ。この部屋の有様はいったいどうした事だ？」

「兄様、実はこの部屋に魔物が現れたのです」

　王子の問いに、システィーナ王女があっさりと答えてしまった。

　このままではせっかく助けた翡翠が殺処分されてしまう。

　システィーナ王女もその事に気が付いたのだろう。慌てて話の方向を軌道修正した。

「で、ですが！　こちらのペンドラゴン子爵の活躍によって、魔物は討伐され霞かすみのように消え去ってしまいました」

　──無理がある！　無理があるよ、システィーナ王女！

　そんなシスティーナ王女の声を搔き消すような轟ごう音おんが響いた。

「何事だ？」

「殿下！　あちらの方から煙が上がっています！」

　王子の側近が周囲を見回す。

「もしかして、翡翠は陽動だったの？」

「可能性は高いね」

　声を潜めたアリサと状況を確認し合う。

「謁見の間の方角だな──行くぞ！　陛下の安否を確認せねば」

「お待ちください」

　駆け出そうとした王子を止める。

「殿下はこちらにおいでください。私が確かめに行って参ります」

　国王と継承権一位の王太子が同時に危険な場所に行っちゃダメだろう。

「──ご主人様」

「こっちは任せた」

　オレは後の事をアリサとミーアに任せ、謁見の間に向かって駆け出した。

　国王の傍そばにはシガ八剣と近この衛え騎士団がいるから大丈夫だと思うけど、万が一があったら困るからね。
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　オレは駆けながらマップ検索をし、赤縄の魔物が出現したのがシスティーナ王女の私室や謁見の間だけでなく、王都の幾つかの場所にも現れたのだと知った。

『アリサ、戦術輪話タクテイカル・トークで皆みんなに繫つないでくれ。赤縄の魔物が他ほかの場所にも出現している』

　オレは「遠話テレフオン」の魔法でアリサに連絡する。

　年末とは違い、赤縄の魔物が今回出現しているのは、国軍や騎士団の駐屯地や大貴族の館やかただけだ。一般庶民への被害は心配せずに済む。駐屯地は言うに及ばず、大貴族の館にも戦える人材は必ずいるからね。

『戦術輪話を繫いだわ』

『ご主人様、聖騎士団の駐屯地に赤縄が出現しました。聖騎士達によって制圧は完了しています』

　アリサからの通信直後に、リザからの簡潔な報告が入る。

『報告ありがとう。他の駐屯地にも襲撃があったみたいだけど、優勢に戦っているようだ』

　赤縄に苦戦していた年末とは状況が違う。エチゴヤ商会で「英傑の剣」シリーズを販売した甲か斐いがあるというものだ。

『他に襲撃された場所は？』

『貴族邸が何箇所かある。皆はそっちの援護に回ってくれ』

　襲われた貴族邸はなぜか領主邸ばかりで、オーユゴック公爵邸、ガニーカ侯爵邸、ムーノ伯爵邸、セーリュー伯爵邸など王国東側の領地ばかりだ。同じ東方領地でもクハノウ伯爵邸はターゲットになっていないようだ。

　オレはリザをゼナさんのいるセーリュー伯爵邸に、ポチとタマをカリナ嬢がいるムーノ伯爵邸に、ナナとルルをセーラがいるオーユゴック公爵邸に派遣する。

　ガニーカ侯爵邸は後回しになったけど、ここにもレベル四〇級の騎士がいるから自分達でなんとかするだろう。一応、「物質転送マテリアル・トランスフアー」の魔法を使って、最寄りの駐屯地にガニーカ侯爵邸襲撃の件を文書で伝えておく。

『わたし達は行かなくていいの？』

『悪いけど待機で。ミーア、シルフを召喚して王城上空を哨しよう戒かいしておいてくれ』

『ん、任せて』

　赤縄を囮おとりに別勢力が襲ってくるかもしれないからね。




　指示を終え、駆けながら空間魔法の「遠見クレアボヤンス」と「遠耳クレアヒアリス」で、謁見の間の状況を確認する。

　危険な状態なら、サトゥーではなく勇者ナナシで駆けつけようと思ったからだ。

『赤縄に憑ひよう依いして忍び込むとは姑こ息そくな魔族め！』

　シガ八剣の「聖盾」レイラス氏が謁見の間の高い天井に届きそうに巨大な中級魔族と相対していた。

　レイラス氏が青く光を帯びた聖盾で魔族の猛攻を凌しのぎ、彼の背後からローブを着た魔法使いが攻撃魔法で魔族の接近を阻止していた。近衛騎士達もレイラス氏とともに戦っているようだ。

　よく見ると、鈍にび色いろの肌をした魔族の足下には赤縄の魔物らしき幾つもの死し骸がいがある。魔物との一戦を終えた後に、魔族が現れたらしい。

『王祖様より預かりし聖盾プリトウェンある限り、陛下達には指一本触れさせぬ！　──《守護結界》』

　レイラス氏は国王や王妃を背後に庇かばい、周りにいる重臣達ごと聖盾が作る青い光のドームの中に保護した。さすがは「聖盾」レイラス氏だ。周りにシガ八剣筆頭のジュレバーグ氏が見当たらないから、今日の国王の護衛は彼だけだったのだろう。

『陛下！　陛下はご無事かぁああ！』

　左右の通用口から応援の近衛騎士達が雪な崩だれ込む。

　彼らの後ろからはローブを着た宮廷魔術師──シガ三十三杖つえの姿もあった。

『むむっ！　赤縄の魔物ではないぞ！』

『相手は魔族！　中級以上！　おそらくは上級魔族だ』

『一番隊、隊列を組み直せ！　レイラス様の邪魔になるな！』

『『『応！』』』

　魔族は近衛騎士達をうるさそうに見た後、煙幕のように濃い漆黒の鼻息を吹き出した。

『毒かもしれぬぞ、総員下がれ！』

『風魔法使い隊、煙幕を押し返せ！』

　魔法使いの一部が発動の速い魔法を使って煙幕を押し返した。

　死んでいたはずの魔物の死骸が動き出し、アンデッドと化して近衛騎士達や魔法使い達の方へと動き出す。

『王の力よ！　我がしもべ達に戦う力を！　──《勇心ブレイブ・ハート》《千力サウザンド・パワー》《王壁キングス・ガード》』

　国王の持つ王おう笏しやくから青い輝きが放たれ、レイラス氏を始めとした騎士達や魔法使い達の身体からだを包む。

　たぶん、都市核シテイ・コアの力を用いた支バ援フ魔法だろう。

『王の力よ！　我が敵に戒めを！　──《茨戒ソーン・プリセプト》《粘床デイレイ・フロア》《群光ウイスプ・スオーム》』

　今度は魔族やアンデッド達に阻害デバフ魔法を重ねた。

　どちらも詠唱が聞こえなかったから、詠唱破棄で都市核の力を使ったようだ。まあ、オレも碧へき領りようや大砂漠地下の都市核に詠唱なしで口頭命令していたから不思議でもない。

　バフで強化された近衛騎士達が、デバフで動きの鈍ったアンデッド達を蹂じゆう躙りんする。

　こちらは大丈夫そうだ。問題は──。

　──ＦＺＷＣＨＵＲＵＵＲＹＵＵＵ。

　魔族が漆黒の弾丸を次々と放ち、恐怖を煽あおるようにゆっくりとレイラス氏に近づく。

　漆黒の弾丸を受けて、レイラス氏が聖盾の聖句で作り出したドームがどんどん削れている。国王が都市核の力で守護結界を張り直したが、このままだとジリ貧だ。のんびりしていたら怪け我が人や死人が出てしまうだろう。

　オレは映像を閉じ、廊下を走る速度を上げた。
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　謁見の間がある場所の壁が、大きく崩れているのが見えた。

　オレはショートカットを選び、壁を駆け上がって謁見の間へと飛び込んだ。

「──うおっ」

　着地と同時に前方から何かが飛んできた。

　反射的に避よけようとして、それがレイラス氏だと気付いて受け止める。その向こうには長い尻しつ尾ぽを振り抜いた魔族の姿があった。

　──ＦＺＷＣＨＵＲＵＵＲＹＵＵＵ。

　魔族が咆ほう哮こうを上げ、漆黒の弾丸を乱れ打ちしてきた。

　オレはレイラス氏を肩に担いで横に飛び、そのまま転がって弾丸を避ける。中級術理魔法の「自在盾フレキシブル・シールド」か白銀鎧よろいのファランクスを使えば余裕で受け止められるけど、ここは普通に避ける方を選んだ。

　レイラス氏を物陰に下ろし、剣を抜いて飛び出す。

　魔族が視線でオレを追う。

「お前の相手はオレだ！」

　オレは挑発スキルを声に乗せて叫ぶ。

　魔族が攻撃態勢を取った次の瞬間、魔力砲らしき光線が魔族の障壁に激突する。

　オレが入ってきた穴の向こうに小型の飛空艇が見えた。王家の専用艇だ。

　飛空艇が一気に接近し、そのまま魔族に突撃するかに見えたが、直前で機首を上げて建物の上をフライパスした。

「「──桜花一いつ閃せん！」」

　飛空艇から飛び降りた二つの影が、着地と同時に突進系の必殺技を魔族に放つ。

「王家の紋章？」

　メタリックな銀色の鎧を身に纏まとった一人は、シガ王家の紋章を刺し繡しゆうした青いマントを身に着けており、ずんぐりしたフォルムの銀鎧を着たもう一人も聖騎士団の団章を刺繡した白いマントを身に着けていた。

　メタリック鎧の剣士が魔族と距離を取って構える。

「さすがは上級魔族、一撃では死なぬか──」

　聞いた覚えのある声だ。

「──桜花乱舞！」

　桜花一閃を思わせる踏み込みで魔族に接近し、長大な大剣で魔族を障壁の上から滅多斬ぎりにする。

　元シガ八剣のゴウエン氏を思わせる豪剣の連打に、さしもの魔族も防戦一方のようだ。

　魔族の大きさから考えて、剣士の身長は長身のレイラス氏よりも頭一つ分高い。鎧も独特のデザインをしており、シガ王国で一般的な鎧よりもロボ的な印象がある。

「シャロリック殿下！」

　オレの横にいたレイラス氏が剣士に向かって叫んだ。

　言われてみれば、女性のように長い白髪を振り乱しながら戦うのは、公都で出会ったシャロリック第三王子とそっくりだ。ＡＲ表示で本人だと確認できた。

　最後に見た時は魔物の「生命強奪ライフ・ドレイン」でレベル二〇まで落ちていたのに、今はレベル五〇超えまで戻っている。地方の修道院で療養しているとの噂うわさだったけど、本当はどこかで武者修行していたのかもしれないね。

「変わった鎧ですね。国宝の品ですか？」

　第三王子はレイラス氏より背が低かった覚えがあるし、王子が着ているのはパワードスーツ的な鎧ではないだろうか？

　メカ王子と呼びたくなるような外見をしているしね。

「いや、あのような鎧は知らん」

　レイラス氏が知らないとなると、極秘に開発されたとかかな？

　ＡＲ表示によると、王子の鎧は「聖骸動甲かつ冑ちゆう」と言うらしい。なかなか大仰な名前だ。

「それにしてもお強いですね」

　公都でのへっぽこぶりを覚えていたので、いつでもフォローできるように身構えていたのだが、この調子だと手伝いは不要のようだ。

「うむ、私の知っている殿下よりはるかにお強くおなりだ」

　怪我をした近衛騎士団の治療は、身内で間に合っているようだし、万が一の事故に備えてオレとレイラス氏は王子達の戦いを見守りながら国王と宰相を背に庇うポジションに移動する。

「もう一人は聖騎士団の方ですか？」

「あのような鎧を着る者は覚えがないのだが……」

　ずんぐりした鎧を着た剣士は二刀流で重そうな魔剣をぶんぶん振り回して王子のサポートをしている。

　ＡＲ表示によると「テルバ」という名前の剣士だが、あいにくとオレの記憶にはない。たぶん、王子の護衛だろう。

「上級魔族とはこの程度か！」

　第三王子無双が止まらない。

　通常攻撃がゴウエン氏の必殺技並みだ。

　レベル五〇前半であれほどのパワーはないはずだから、あの聖骸動甲冑が王子をブーストしているんだと思う。

『ご主人様、そっちはどう？』

　アリサから通信が入った。

『こっちは第三王子が無双しているよ』

『へ？　第三王子って公都にいた迷惑なヤツよね？　どうして、そんなトコに？』

　それはオレが知りたい。

『皆みんなの状況は？』

『ゼナ様に協力して討伐を完了いたしました。今は兵士達が赤縄が出現した穴の調査をしています』

『ポチもタマやカリナと一緒に討伐しちゃったのです！　千切っては投げ、千切っては投げの大活躍だったのですよ！』

『赤縄の穴はタマが調査中～？』

『ご主人様、ルルです。オーユゴック公爵邸の赤縄はまだ少し残っています。途中で魔族が出ましたけど、ナナさんと二人で倒しました』

『マスター、幼生体と巫み女こセーラは無事だと報告します』

　仲間達の方は残敵の処理中のようだ。

　ガニーカ侯爵邸はシェルターに退避して応援を待っている状態で、もうすぐシガ八剣の「銃聖」ヘルミーナ嬢と精鋭の聖騎士小隊が到着するから大丈夫そうだ。

　各地の駐屯地は赤縄の数が多くて手こずっているようだけど、シガ八剣の「雑草」ヘイム氏や「草刈り」リュオナ女史、「風刃」バウエン氏がそれぞれ聖騎士小隊を率いて応援に向かっているから、間もなく収束するだろう。

　残りのシガ八剣、「不倒」のジュレバーグ氏と「紅の貴公子」ジェリル氏の二人は、王城に向かって移動中だ。




　──ＦＺＷＣＨＵＲＵＵＲＹＵＵＵ。

　形勢不利と判断した魔族が王子から距離を取る。

　魔族が幾本も生えた角を引きちぎり、それらを眷けん属ぞくへと変えた。

「テルバ、ザコを排除せよ」

　テルバが両手に持った魔剣で下級魔族を次々と斬り伏せていく。こちらもなかなかの腕前だ。

　ＡＲ表示によると、ずんぐりしたフォルムの鎧は「動甲冑」という名前らしい。

　たぶん、王子の着る「聖骸動甲冑」の下位互換品なんじゃないかと思う。

「どうした魔族！　もっと私を楽しませろ！」

　王子の剣が魔族の障壁を砕き、鎧のような外皮を抉えぐる。

　──ＦＺＷＣＨＵＲＵＵＲＹＵＵＵ。

　魔族の咆哮とともに、その身体から無数の棘とげが生まれ、それが王子に降り注いだ。

　至近距離で放たれた棘は近接信管のミサイルのように次々に爆発し、王子を紅ぐ蓮れんの炎に沈める。

「──殿下！」

　レイラス氏が王子を気遣う。

　もっとも、その必要はない。

「笑止！」

　王子は健在だ。

　球状の白い障壁に守られている。

　どこかで見た事が──そうか、カリナ嬢の「ラカの守り」に似ているんだ。

「滅びろ、魔族！」

　王子の胸部鎧が左右に開き、虹にじ色いろの光が踊る。

「──《竜りゆう焰えん閃せん》！」

　光が鎧の前方二メートルほどの所で集束し、光線となって魔族を貫いた。

　光線は一瞬で魔族の胴体を消し飛ばし、その勢いのまま謁見の間の半分を消滅させた。

　少し遅れて暴風と熱波が吹き荒れる。

　燃え溶けた壁や床に敷かれた絨じゆう毯たんが延焼し始めた。なかなかはた迷惑な攻撃だ。

　そんな内心の非難が聞こえたわけではないと思うが、王子が兜かぶとのバイザーを押し上げて勝ち誇った顔をこちらに向けた。

　王子と目が合う。

　向こうもこちらの顔を覚えていたようで、勝ち誇った顔を一瞬で険しくした。

「活躍し損ねたようだな、小僧」

　王子がオレを見下ろして、皮肉な口調で言う。

「シャロリック殿下、そのお姿は？」

「レイラスか。その話は後だ」

　どう切り返すか悩んでいたら、レイラス氏が割り込んでくれた。

　後は彼や国王に任せよう。

「では、私は他ほかの場所の応援に参ります」

「その必要はない」

　この場を去る言い訳を、王子に否定された。

　オレは内心で首を傾かしげつつマップを確認すると、赤縄の魔物や魔族が凄すごい速さで消えていくのが確認できた。

　気になってマップ検索すると、動甲冑を装備した王子の配下がそれを実行していた。

　まるで、赤縄の魔物がどこで発生するか分かっていたかのように……。








対決







〝サトゥーです。対戦ゲーム沼に引き摺ずり込む為の接待プレイは良いのですが、負けると不機嫌になる相手を気持ち良くする為ための接待プレイは避けたいものです。やっぱり、ゲームは楽しくないとね。〟






　──ぴぴる、ぴる、ぴる。

　小鳥の囀さえずりで目を覚ました。

　寝ぼけ眼をこすり、周囲を見回す。

　同どう衾きんする仲間達の向こうに翡ひ翠すい色をした小鳥がいた。

　昨日のシスティーナ王女とのお茶会で魔物化し、奇跡的に元に戻せた幼いドリス王女のペットだ。

「翡翠？」

　──ぴぴる、ぴる。

　オレが名を呼ぶと嬉うれしそうに応こたえる。

「どうしてここに？」





＞ユニット名「翡翠」が所属を求めています。許可しますか（ＹＥＳ／ＮＯ）






　ポップアップ・ウィンドウが出た。

　もちろん、前回と同様にオレはＮＯを選択する。

　ＹＥＳを押すまでループする強制イベントは嫌いなのだ。

　──ぴる。

　オレに再度拒否された翡翠が悲しそうな表情で涙を浮かべて、振られた思春期の少女のように部屋の外へ飛び去った。

　その時にガラス窓を割らずに飛び去るのを、この目で確認してしまった。

　おそらくはさっき部屋に侵入したのも、同じ方法を使ったのだろう。

「それにしても『神鳥』か……」

　マップで確認した翡翠のステータスが以前のモノと大きく変わっている。

　レベルは一〇と普通だったが、分類が幻獣、種族が「神鳥」に変わっていた。

　種族固有能力には「物質透過」「短距離転移」「保護色」というのがあるようだ。

　テイムすれば優秀な諜ちよう報ほう役になりそうな気もする──って、オレへの伝達手段がないか。ぴるぴる言われても鳴き声は翻訳できないからね。

　それにそういう目的なら、蝙蝠召喚サモン・バツトで呼び出した「影潜蝙蝠シヤドウダイブ・バツト」がいる。

　翡翠を捕まえて、ドリス王女の下へ返せば良かったと今ごろ思い付いたが、その必要はなさそうだ。マップに映る翡翠の光点を見る限り、王城へと向かっているからね。

　今度こそドリス王女の所に帰ったのだろう。

　朝からなかなか賑にぎやかだったけど、これからは例のオレの血が混じった上級魔法薬は迂う闊かつに使わないように注意しないとね。

「──げっ」

　他の魔法薬とフォルダ分けを別にしておこうと確認したら、アイテム名が「神酒ネクター」と変わっているのに気付いた。

　おそらく、システィーナ王女に言い訳した内容が広まってしまったせいだろう。

　大げさな名前だけど、外に出す気はないし、見分けがついていいと前向きに考えておこう。





◆






「上級魔族が王城を襲ったというのは本当ですの？」

「本当ですわ！　私の主人が居合わせましたの！」

「シャロリック殿下が上級魔族を倒したという噂うわさは？」

「ええ、事実ですわ。圧倒的な剣技で討伐されたそうですの」

　この間の赤縄事件以降、お茶会や夜会では中級魔族を単独で倒した第三王子の話題で持ちきりだ。

　魔族を鑑定した人物がいなかったのか、シガ王国の基準ではあれが上級と判定されるのかは分からないが、社交界では謁見の間に現れた中級魔族は上級として広まっていた。

　あの後、マップ検索したら王都の東の山小屋と貿易都市タルトゥミナに魔王信奉集団の拠点を見つけた。壊滅に向かう前に周辺をチェックしたら、既に王国の間かん諜ちようによる見張りが付いていたので余計な手出しはしていない。泳がせている相手を潰つぶしたら捜査の邪魔になるからね。

　なお、魔族や赤縄を作り出す転魔丸モンスター・シードや、オレのマップ検索を阻害する「盗神の装具」や「魔神手形」なんかは見つかっていない。翡翠をドリス王女に贈った商人やその背後関係は、ドリス王女の同母兄にあたる第一王子が陣頭指揮を執って調査しているそうだ。

　まあ、普通に考えて魔王信奉集団が赤縄テロの実行犯だろう。

　赤縄が出た時に、前回に容疑が掛かっていた鼬イタチ帝国のスァーベ商会を真っ先に調べたけど、特に怪しい動きはなかった。

「サトゥーさん、話題を持っていかれて寂しいですか？」

「いいえ、大歓迎です」

　冗談めかして言う巫女セーラに、大おお真ま面じ目めに答えた。

　この調子でオレの「魔王殺し」という誤解が忘れ去られてくれるのを期待したい。

「わたくしも戦ってみたかったですわ」

　そんな残念なセリフを吐いたのはムーノ伯爵家次女のカリナ嬢だ。今日は護衛役の魔法兵ゼナさんも含めた三人をエスコートしている。

　それにしても、せっかく豪ごう奢しやなドレスとアクセサリーでドレスアップして、いつも以上に美女度がアップしているのに、そんな発言をしていては台無しだ。

「カリナ様、私達の実力ではまだまだ無理ですよ」

「そう言えばゼナさんは故郷で上級魔族と対たい峙じした事があるのでしたね」

　ゼナさんがカリナ嬢を窘たしなめ、セーラがゼナさんに話題を振る。

　初めは「ゼナ様」「セーラ様」とよそよそしい呼び方だったが、オレ達と一緒に交流するうちに打ち解けて「ゼナさん」「セーラさん」呼びに変わっていた。

　ちなみに、ゼナさんの衣装はセーリュー伯爵持ちだ。オレを護衛する必要経費らしい。

　今日はセーラもテニオン神殿の巫女服ではなく、オーユゴック公爵が贈ったという可か憐れんなドレスを身に着けている。うっすらと緑色を帯びた白いドレスだ。たぶん、最上級の翠かわせみ絹きぬを使っているのだろう。

「──ペンドラゴン卿きよう！」

　幼い声がオレを呼ぶ。

　振り返ると、ビスタール公爵家のソミエーナ嬢がいた。

　彼女とは元シガ八剣のゴウエン氏の一件で会ったのを最後に、久々の再会だ。

　今日はビスタール公爵主催の夜会だから、社交界デビュー前の彼女も顔を出す事ができたのだろう。談笑しながら、近況を教えてもらう。彼女はゴウエン氏の家族とは交流を制限されているそうなので、オレの知っている事を話してあげた。

「サトゥー様、こちらにいらしたのですね」

「お久しぶりです、メネア様」

　ソミエーナ嬢と入れ替わりで、ピンク色の髪をしたルモォーク王国のメネア王女が現れた。小国出身ゆえか宝石やドレスは流行の最先端ではなかったが、元の素材がいいのと化粧をばっちりキメているので周囲の視線を集めている。

　彼女と話していると、後ろから声を掛けられた。

「『魔王殺し』ともなれば、淑女達が放ほうっておかないのですね」

　ハスキーな声をした彼は、女性と見まがうほど色っぽい雰囲気を持つ美形青年だ。たぶん、初対面だと思う。

　彼の後ろにはセーリュー伯爵がいた。ＡＲ表示によると美形青年は、セーリュー伯爵の寄子のようだ。

「ペンドラゴン子爵、この者は我が領の魔法使いでルドルフという」

「ベックマン男爵家次期当主ルドルフです。お見知りおきを」

　ルドルフ氏はキザな感じに一礼する。

　銀河帝国でも建国しそうな名前だ。

「ベックマン男爵家というと──」

「うむ、雷爺じいの孫だ」

　ゼナさんの問いにセーリュー伯爵が答える。

　後で知ったのだが、雷爺というのは雷魔法を使うセーリュー伯爵領の筆頭魔法使いの愛称らしい。

「どうぞ、よしなに。美しき魔法兵殿」

　ルドルフ氏はゼナさんに挨あい拶さつすると、そのままキザな仕草で彼女の手の甲にキスをした。

　彼は同席していたカリナ嬢とセーラにも挨拶をしたが、内気なカリナ嬢と潔癖なセーラは手の甲へのキスを拒否した。前者は高レベル探索者らしい機敏さで、後者は鉄壁の笑顔と態度で。

「ペンドラゴン子爵の本命はどなたでしょう？」

　ゼナさん達の顔を順番に見回した後、柔和な顔でぶしつけな事を尋ねてきた。

「ルドルフ、今日は顔見せだ」

「そうでした。ぶしつけな発言をお詫わびします」

　セーリュー伯爵に促され、ルドルフ氏はゼナさんにウィンクをして去っていった。

「何がしたかったのかしら？」

　スルーされたメネア王女が不機嫌そうに呟つぶやいた。

「寄子の当主交代前の挨拶周りでしょうけど、女性にだらしがないのはいけません」

　セーラの厳しい発言に、カリナ嬢がコクコクと頷うなずき、ゼナさんが苦笑する。

「あら？　何かしら？」

　ホールの入り口の方からざわめきが広がってきた。

　人々が皆みんな、首を巡らせて入り口を注目する。

「シャロリック殿下ですわ！」

　ミーハーな令嬢や婦人が黄色い声を上げた。

　人ひと混ごみの向こうに第三王子の姿が見えた。夜会なのに、謁見の間で出会った時と同じ鎧よろい姿だ。

　王子の後ろには、ずんぐりした動甲かつ冑ちゆう姿のテルバとかいう護衛の他ほかに、前にセーラに絡んでいた聖女候補の巫み女こラビニアが付き従っている。オレに断られて、王子に鞍くら替がえしたのかな？

「サトゥーさん、少し風に当たりに行きませんか？」

　セーラが王子を見て眉まゆを顰ひそめ、彼らから離れられる場所を提案した。

　もちろん、オレに否はないので、ゼナさんやカリナ嬢を伴ってバルコニーへと夜風に当たりに行く。メネア王女は好奇心に負けて王子見物に行ってしまったようだ。

「紳士淑女の諸君！　今日の良き日に、諸君へ朗報を届ける事が──」

　バルコニーまで王子の声が聞こえてくる。

　彼のやたらもったいぶった話を要約すると、「失われた」聖せい骸がい動甲冑とやらを発見したと貴族達に報告しているようだ。

　発見したも何も、王子の着ている鎧が聖骸動甲冑じゃないか。

　今さらもったいぶって発表する意味が分からず、心の中で首を傾かしげる。

「サトゥーさん、どうかされたんですか？」

　態度に出ていたのか、セーラが気遣わしげに尋ねてきた。

「いえ、向こうから『聖骸動甲冑』がどうとか聞こえたので」

「サトゥーは知らないのかしら？　王祖様の伝説にある二種類の『聖骸動甲冑』のことを！」

　カリナ嬢が拳こぶしを握りしめ、テンション高くオレに迫る。

　王祖伝説にあるなら、王祖ヒカル本人に尋ねるのが一番確実だけど、ここでカリナ嬢をスルーしたら盛大に拗すねそうなので、「カリナ様はご存じなのですか？」と話を振った。

「ええ、もちろんですわ！」

　カリナ嬢によると、聖骸動甲冑というのは「無敵動甲冑」とも呼ばれる王祖のパワードスーツ的な魔導鎧を指す場合と巨人サイズのゴーレムである「聖骸巨神」を指す場合の二つがあるそうだ。

「なら、シャロリック殿下はその聖骸巨神を発見されたと言っておられるんですね」

　なるほど、納得納得。

　余談だがシガ王国各地にある王祖像や肖像画の多くは、聖骸動甲冑を着込んだ王祖の姿を描いたモノらしい。

　どうりで、女性であるヒカルが身長三メートルもの偉丈夫として描かれているはずだ。

「これで胡う乱ろんな勇者などに頼らずとも、魔王を討伐しうる力を手に入れたのだ！」

　そう宣言する王子の声が聞こえてくる。

　彼は現代のサガ帝国の勇者を中傷しているつもりだろうけど、シガ王国を建国した王祖ヤマトもまた勇者なので、王子の発言に眉を顰める貴族も多い。

　シガ王国には国王や宰相を始め、王祖様ラブな人は非常に多いからね。





◆






「演説も終わったようですし、殿下が退席された頃ころ合あいを見計らって引き上げましょう」

「──サトゥーさん」

　ゼナさんに袖そでを引かれて、彼女が指し示すホールの方に顔を向ける。

　王子が令嬢や淑女を引き連れてこちらに来るのが見えた。

　困った事に、このバルコニーからホールへ戻るには正面のガラス扉しかない。

「まあ、殿下ったら──どうされたのですか？」

　ちやほやされていい気分な王子が、オレを見つけて表情を険しくし、一緒にいるセーラを見つけて更に険しくなった。

　──げっ。

　王子がこちらを睨にらみ付けながら歩み寄ってくる。

　彼の剣幕に、カリナ嬢が怯おびえてオレの背中に隠れ、ゼナさんがオレを守るように前に立つ。セーラは淑女らしくオレの腕に自分の腕を搦からめた。

　外から見たらモテモテなダメ男に見えそうだ。

　ところで、カリナ嬢。後ろに隠れるのもオレの服を握りしめるのもいいけど、凶器のような胸を押しつけてくるのは止やめてください。そっちに意識が持っていかれそうになる。

「こんな所に隠れていたか──」

　王子が煽あおり気味に絡んできた。

　背中の感触が名残惜しいけど、数歩前に進んでゼナさんの前に出る。

　オレはともかく、彼女が王子の不興を買ったら、色々と大変だからね。

「成り上がり者が魔王殺しともてはやされていい気になっているようだな」

　特にいい気になっているつもりはないけど、彼にはそう見えるようだ。

「シャロリック様、ここは本物の剣士の実力を見せて、彼に身の程を教えてあげるのも高貴な者の務めではないでしょうか？」

　王子の横に立つ聖女候補が余計な事を言う。

「面白い」

　ほら、王子がその気になっちゃったじゃないか。

「私では殿下のお相手は務まりません。その御お力はシガ王国を守る為ためにお使いください」

「ふん、少しは分相応という言葉を知っているようだな」

　良かった、矛を収めてくれそうだ。

「本当にバカね」

「──貴様か、ヘルミーナ」

　いきなり王子に喧けん嘩かを売ったのは、シガ八剣の「銃聖」ヘルミーナ嬢だった。

「シガ八剣ともあろうものが、殿下への不敬、許されませんよ」

「お黙りなさい、小娘」

　王子の横から嚙かみついた聖女候補を、ヘルミーナ嬢が一睨みで黙らせる。

「私の妹をたぶらかすだけじゃ飽き足らず、今度はこんな子供にまで手を出しているの？」

「昔の事を蒸し返すな。それはキリク伯爵との間で手打ちになっている」

　ヘルミーナ嬢がふんっと鼻を鳴らす。

「子供じゃありません！　あなたこそ、殿下への不敬を詫びなさい！」

　聖女候補がヘルミーナ嬢に抗議する。

　小型犬が軍用犬にキャンキャン吠ほえるようなイメージが脳裏に浮かぶ。

「不敬？　バカだからバカって言ったのよ」

　王子がヘルミーナ嬢を睨む。

「なんの事を言っている？」

「サトゥーの事よ。体よく断られたのも理解できないなんて、不ふ憫びんだわ」

「サトゥー？」

「ああ、もう！　ペンドラゴン子爵の事よ！　あの子はね。私達シガ八剣と連戦した後で、ジュレバーグ様と互角に打ち合うのよ」

「──なん、だと？」

　なんだか雲行きが怪しいので、セーラ達の手を引いてその場からこっそりと離れる。

「元シガ八剣のあなたなんか相手にしてられない──って、逃げないの！　もう！　面倒事をすぐ避けようとするのは悪い癖よ！」

　さすがは現役のシガ八剣。目め敏ざとく見つかって襟首を摑つかまれてしまった。

「庭に出ろ。貴様の化けの皮を剝はがしてやる」

　王子が肩を怒らせて、バルコニーを乗り越えて庭に飛び降りた。

　このまま立ち去ったらダメかな？

「サトゥー、ご指名よ」

　ヘルミーナ嬢が悪い笑みで庭から見上げる王子に顎あごをしゃくる。

「喧嘩を売るなら、ご自分で売ってください」

「私だとなんだかんだ理由を付けて買ってくれないのよ」

「だからと言って──」

「まあまあ、王子に勝ったら朝まで付き合ってあげるから」

「からかうのは止めてください」

　カリナ嬢やゼナさんやセーラが、その冗談を本気にしたらどうするんですか。

　ちらりと見たら、ゼナさんが涙目で、カリナ嬢やセーラが不安そうな顔をしていた。

「おい！　殿下を待たせるな！」

　三人を安心させようと踵きびすを返したら、王子の取り巻きらしき青年貴族に文句を言われた。

　仕方ない。今晩は接待プレイに徹するとしようか。

　オレは三人に微笑ほほえみ、バルコニーから飛び降りる。

「この私を待たせるとはな」

　庭に置かれていた椅い子すやテーブルを使用人達が大急ぎで片付けている。

　仕事を増やして悪い事をした。

「武器はどうした？」

　王子がオレの腰の辺りを見て顔をしかめた。

　彼は身の丈ほどもある長大な大剣を従者から受け取り抜刀する。うん、なかなかの魔剣だ。たぶん、王都で人気の「英傑の剣」よりも格上の品だろう。

「武門にある者が武器の一つも持たずしてどうする」

「殿下、私は文官です」

　これでも観光大臣だからね。武官じゃないんだよ。

「ペンドラゴン卿きよう、これを使え！」

　庭に集まったギャラリーから、誰だれかが武器を投げてくれた。

「ケルテンめ。あれだけ目を掛けてやったのに、不義理な男だ」

　王子が忌々しげに呟く。

　どうやら、剣を貸してくれたのは軍務大臣のケルテン侯爵のようだ。

　武器は護身用の細剣で、ＡＲ表示によると魔剣ではないもののミスリル合金製の逸品らしい。

　たぶん、ドワーフ自治領のドハル老の高弟が鍛えた品だろう。

「審判はご入り用ではございませんか？」

　一人の紳士がそう名乗り出た。

「リットン伯爵か。血ち腥なまぐさい決闘は嫌いだと言っていなかったか？」

「ええ、嫌いです。ですが、今こ宵よいは達人同士。血腥い事にはなりますまい」

　リットン伯爵がそう言って、視線を王子からオレに向ける。

　彼は王都の社交界に絶大な影響力を持つエマ・リットン伯爵夫人の旦だん那なさんで、オレの記憶が確かなら外務大臣として国を支える人物だ。

「勝敗は王祖様が定めたルールにより、武器を失うか額に巻いた布を落とされた方が負けとなります」

　使用人が渡してくれたバンダナのような布を額に巻く。

「両者、開始位置へ」

　王子と一〇メートルほど離れた場所へ移動する。

　向こうは既にやる気満々で、燃え上がる炎のような魔刃で大剣を覆う。事前の戦闘準備は黙認されているのか、彼の着用する聖骸動甲冑も出力を上げ、幾つもの支援機能で王子を強化している。

　あと、バレないと思っているのかもしれないが、側近達の陰から聖女候補が王子に支援魔法を掛けていた。それに気付いたセーラが対抗しようとしていたが、ジェスチャーで必要ない事を伝える。

「これより決闘を始める。王祖様に誇れる戦いを期待する」

　審判がそう宣言して決闘エリアから離れる。

　それと同時に、神官や魔法使い達が決闘エリアを結界で包んだ。至れり尽くせりだね。

「どこを見ている！」

　開始の合図と同時に突っ込んできた王子の攻撃を、瞬動で回避する。

　──げっ、速い。

　オレの予想を上回る速さで繰り出された連撃を細剣で受け流す。

　マズいな。王子の着る聖せい骸がい動甲かつ冑ちゆうは想定以上に高性能らしい。湯水のごとく魔力を垂れ流しながら繰り出される攻撃を受けるたびに、細剣に張った魔刃が砕かれてしまう。

　仕方ないので、魔刃を「魔刃装剣」スキルに代える。元シガ八剣のゴウエン氏との試合で覚えた、魔刃を多層化させる技だ。

「簡単に敗北する事は許さんぞ！　この私を楽しませてみせろ！」

　王子が怒ど濤とうの勢いで攻撃を叩たたき込んでくる。

　オレは殺す気で攻撃してくる王子をいなし、ギリギリで負けるように動こうと思う。

　だって、ヘタに負かしたら、絶対に粘着してくるタイプだからね、王子は。

「どうした、小僧！　『魔王殺し』とは逃げ惑う事で得た称号か！」

　回避に専念しながら方針を決めていたら、王子が攻勢に出ない事を煽ってきた。

　このままだと接待プレイがバレてしまうので、適当に攻撃を混ぜて緊迫感を盛り上げよう。

「──ぬおっ」

　おっと、危ない。

　ちゃんとギリギリで避よけられる攻撃にしているのに、王子が避け損なって細剣の切っ先が王子の目に刺さるところだった。

　顔は止めておこう。緊迫感を盛り上げるには最適だったけど、王子の凡ミスで致命傷になりかねない。

　そう注意してからは上う手まく接戦を演じられている。

　一進一退の攻防に、ギャラリーも満足そうだ。

「聖骸動甲冑を着込んでなお圧倒できないだと？」

　ムキになった王子が、ついに必殺技まで使い出した。

「瞬動──桜花一いつ閃せん！」

　地面を抉えぐりながら踏み込んだ王子が、突進系の必殺技を使う。

　接戦を演じられそうなタイミングなので、向こうに合わせてこちらも同じ必殺技で対応してみた。

　──凄すごい。

　魔刃装剣の多層化魔刃が後一枚まで砕けてしまった。

　ベースになる細剣の魔力伝達率が悪いとはいえ、これは予想外だ。

「なんと凄すさまじい戦いだ！」

「これがシガ八剣第二位のシャロリック殿下と魔王殺しの決闘か！」

　見栄えのする必殺技の激突だったからか、ギャラリーが盛り上がっている。

「見ろ！　殿下の魔刃に揺らぎが！」

「魔剣に損傷が出たに違いない」

　しまった。王子の剣にダメージが入ってしまった。

　ダメージが累積しないように加減していたのに、ミスってしまったようだ。

「ペンドラゴン卿の技が一歩先んじていたか」

「やはり、上級魔族を討伐するよりも、魔王を討伐する方が上うわ手てだったのだ」

　こら、ギャラリー。余計な事を言うな。

　王子の機嫌が悪くなってしまったじゃないか。

　もともと親の仇かたきみたいに睨にらまれていたのに、今では憤ふん怒ぬの炎が見えそうなほど怒り狂っている。

「もはや手加減の時間は終わりだ」

　王子が何か言い出した。

「人の身の限界を知るがいい！」

　彼が身に纏まとう聖骸動甲冑の胸部に虹にじ色いろの光がたゆたう。

　中級魔族を倒した時の非常識な攻撃を使うのかと身構えたが、さすがの王子でもそこまで考えなしではなかったようだ。

　虹色の光が聖骸動甲冑の外側のレリーフを流れ、それが内側に吸い込まれていく。

　なるほど、特殊な身体強化を行ったわけか。ＡＲ表示によると「物理攻撃力三〇〇％アップ」となっている。セーリュー市の地下迷宮で戦った漆黒の上級魔族並みの身体強化だね。

「己の不明を後悔しろ！」

　王子の姿が消えた。

　──危機感知。

　オレの左側そく方ほうに現れた王子が、連続系の必殺技「桜花乱舞」を叩き込んできた。

　怒濤の攻撃がオレを襲う。

　マズい。このままだと借り物の細剣に傷が付く。
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　オレは全力で王子の猛攻をいなす。どうも禁断の加速薬並みのブーストをしているらしい。

　もっとも、ブーストによって上昇した動体視力のせいで、こっちの牽けん制せいを全力で避けてくれるので、なんとか細剣を傷めずに済んでいる。

　──来た！　絶好のタイミングだ。

　オレは千載一遇の好機を捉とらえ、王子に持っていた細剣を弾はじかせる事に成功した。

　ばっちりだ。細剣を傷付けず、なおかつオレも怪け我がをしない、最良の結果を出せたと思う。

「降参です」

　武器を失ったのでオレの負けが確定した──はずなのだが、王子が攻撃を止やめず、しつこく攻撃を続ける。

「勝者、シャロリック殿下！」

　審判の裁定が下っても、王子は攻撃を止めない。

「殿下！　剣をお納めください！　勝敗は決しております！」

「うるさい！」

　審判が止めても王子はムキになって攻撃してくる。

　オレに一撃を入れないと納得できない感じかな？

　仕方ない。一撃受けてやろう。

　足下の草に踵かかとを引っかけた風を装って体勢を崩し、上手く王子の攻撃を喰くらうように誘導する。

　あとは攻撃を喰らう瞬間に合わせて範囲を絞った盾腕輪を発動し、地面を蹴けって威力を殺しつつ派手に吹き飛ばされてみせた。盾腕輪の障壁を相手の剣に押しつける事で、ちゃんと相手に斬きった感触を残せたと思う。我ながら完かん璧ぺきな仕事だ。

「ふん、無様だな」

　王子が肩で息をしながら偉そうに嘯うそぶいた。

「素晴らしいですわ！　さすがはシャロリック殿下です！」

　聖女候補が駆け寄り、王子を称賛する。

　その調子で頑張って彼の機嫌を盛り上げてください。

「サトゥー！」

「サトゥーさん！」

　カリナ嬢とゼナさんがバルコニーから飛び降りてこっちに走ってきた。

　バルコニーにセーラの姿はないけど、彼女は階段を使ってこっちに来るようだ。

「ほう？　小僧の女にしておくのはもったいない」

　ヤバい、王子が不穏な事を言い出した。

「お前、見ない顔だな」

　王子がカリナ嬢の腕を取って強引に振り返らせる。

「は、離して！」

『カリナ殿！』

　──あっ。

　カリナ嬢の拒絶に反応して、王子の手がラカの守りに阻まれる。

　王子の聖骸動甲冑の障壁とラカの障壁が干渉し、凄まじい火花と閃せん光こうが起こった。

「……フルー帝国の遺物か。まさか、他ほかにも存在するとはな」

　そう言って王子がカリナ嬢から距離を取る。

「娘、名乗る事を許す」

「え、あの……」

「名乗る事もできんのか！」

　急に言われて反応できなかったカリナ嬢を、王子が怒鳴りつける。

「殿下、淑女にそのような態度を取るのは感心できません」

　セーラが王子とカリナ嬢の間に割り込んだ。

「リーングランデの妹か、久しいな。姉には及ばぬとはいえ、なかなか使えそうだ。私の下に戻りたければ受け入れてやるぞ」

　王子がセーラの地雷を踏み抜いた。

　セーラはリーングランデ嬢にコンプレックスを持っているんだよね。

「お断りします。そもそも私は殿下の庇ひ護ご下に入った事はございません」

　セーラが棘とげのある声できっぱりと断る。

「リーングランデといい、オーユゴックの女は！」

　断られると思っていなかったのか、王子がキレた。

　彼の聖骸動甲冑に魔力が流れる。

　おいおい、徒と手しゆ空くう拳けんの少女に完全武装の男が拳こぶしを振り上げる気じゃないよな？

　王子の場合、そういう軽挙に出る事を否定しきれないので、彼の注意を引くべく「よっ」と掛け声を掛けて起き上がる。

「サトゥーさん、ご無事だったんですね」

「ええ、少し気を失っていたようです」

　まったくの無傷だったけど、リップサービスでそう言っておく。

「無傷、だと？」

「さすがは『傷知らず』のペンドラゴン」

「聖骸動甲冑を着込んだ殿下の猛攻でも、かすり傷一つありませんわ」

　王子の呟つぶやきに重なるように、ギャラリーから余計な言葉が投げかけられた。

「小僧！　この私に勝ちを譲ったつもりか！」

　王子が憤怒の顔で激げき昂こうする。

　接待プレイがバレてしまったらしい。

「めっそうもない。私は殿下の強烈な一撃で気を失って──」

「愚ぐ弄ろうするのもいい加減にしろ！」

　なんとかフォローしようとしたが、こちらの言葉を聞いていない相手には「説得」スキルも「弁明」スキルも効果が薄い。

「この手にクラウソラスがあれば、貴様など最初の一合で屠ほふれたのだぞ」

「ええ、その通りですわ！　殿下に相応ふさわしい聖剣さえあれば、その前に立ち塞ふさがれる者などおりません」

　王子が恥の上塗り発言をし、聖女候補が彼の発言を肯定する。

　どう収拾しようと頭を悩ませていると、パンパンと乾いた拍手の音がギャラリーの中から聞こえた。人々の視線がそちらに集まる。いたのは夜会の主催者であるビスタール公爵だ。

「殿下の素晴らしい剣技、実に眼福でした。ぜひ、今こ宵よいは聖骸動甲冑を発見した冒険譚たんを拝聴したいものですな」

「ふん、良かろう、今宵は卿けいの顔を立ててやろう」

　ビスタール公爵が取りなし、余興はお開きになった。

「さあさ、殿下。皆が殿下の語る英雄譚を待っておりますぞ」

「急せかすな、ビスタール公」

　王子はまだ言い足りない感じだったが、ビスタール公爵に促されてサロンへと姿を消した。

　もうトラブルはお腹なかいっぱいなので、オレ達も早々に夜会会場から引き上げた。








聖騎士団







〝サトゥーです。ひとときの流行で消えるかと思ったネイルアートですが、いつの間にやらすっかり定番ファッションの一つとして確固たる地位を築いたように思います。オレはした事がありませんが、最近は男性用のもあるようですね。〟






　夜会の翌日、気晴らしを兼ねて、聖騎士団の駐屯地を訪れていた。

　いつものメンバーにゼナさん、カリナ嬢、セーラの三人を加えた大所帯でお邪魔している。

「イアイバットー、『魔刃旋風ヴアンキツシユ・スライサー』なのです！」

　闘技場では一番手のポチとシガ八剣の「雑草」ヘイム氏が試合をしている。

「──甘い！」

　ヘイム氏がポチの必殺技にカウンターの必殺技を当てて受け流した。

　ポチはそれでも踏みとどまり、突進系の「魔刃突貫ヴアンキツシユ・ストライク」に切り替えてヘイム氏に挑む。

「うぉりゃあああなのです！」

「ふんっ！」

　避よけきれないと判断したのか、ヘイム氏は強引な振り下ろしでポチの剣の切っ先を叩たたき伏せる。

「ヘイムの旦だん那ならしくないね」

「そう？　荒々しい剣はいつもと同じじゃない？」

　オレの近くでシガ八剣の「草刈り」リュオナ女史と「銃聖」ヘルミーナ嬢が言葉を交わす。

「分かる？　サトゥー」

「ええ、少し強引でしたね」

　ポチの技を強引に叩き伏せた時に、ヘイム氏の剣にヒビが入ったようだ。

　オレの聞き耳スキルでも微かすかに聞こえただけなのに、リュオナ女史はよく気付いたものだ。野生の勘ってヤツかな？

「ふーん、さすがね。それより決着したみたいよ」

　勝負はポチの自爆でヘイム氏の辛勝となった。今日は白銀鎧よろいの支援機能をオフにしているとはいえ、一〇レベル以上も差があるポチに押し負けないとはさすがシガ八剣だ。

　ヘイム氏がポチの成長を褒め、自爆の原因となったポチのうっかりを注意してくれている。

「私達の番ね。お相手お願いできるかしら？」

「おい！　ずるいぞヘルミーナ！　あたしの方が先だ！」

　ヘルミーナ嬢とリュオナ女史が順番を争って言い合いになる。

「では、決着するまで、それがしがペンドラゴン子爵のお相手をつかまつろう」

　シガ八剣の新人である「風刃」バウエン氏が名乗り出た。

　ちなみに、筆頭のジュレバーグ氏と「聖盾」レイラス氏、「紅の貴公子」ジェリル氏の三人は、王城の警備で出かけていて、ここにはいない。人選は要人警護の向き不向きで選ばれたようだ。

「待ちなさい！　バウエン！」

「あたしらを差し置いて抜け駆けするなんざ、一〇年早い！」

　二人の矛先がバウエン氏に向く。

「大人気ですね、サトゥーさん」

「大人気はリザとナナの方ですよ」

　セーラの言葉を訂正した。

　リザとナナはヘイム氏が戦っていたのと反対側で、さっきから聖騎士達を相手に一〇〇人抜きの勢いで連戦している。

　アシカっ子達に応援されてナナのテンションが高い。やりすぎないか心配だ。

「あ、あの！　私達に指南いただけないでしょうか？」

　近くで観戦していたゼナさんが、シガ八剣の三人に声を掛けた。

　私達、というのはゼナさんとカリナ嬢の二人の事だろう。

「あん？　お嬢ちゃんが？　──サトゥー、この子達はやれるのかい？」

「そうですね。魔物相手なら、聖騎士達と同程度には戦えると思いますよ」

　レベルで言えばゼナさんやカリナ嬢の方が、大多数の聖騎士達よりも上だ。一対一で戦う限り、そうそう後れは取らないと思う。

「ふーん、それならいっちょ揉もんでやるか。頑丈な方から来な」

「わたくしから参りますわ！」

「では、それがしがお嬢さんの相手をするでござる」

「お願いします！」

　やる気満々のカリナ嬢がリュオナ女史に挑み、緊張するゼナさんの相手はバウエン氏が担当してくれるようだ。

「そういうわけだから、最初は私よ」

　オレは漁夫の利を得たヘルミーナ嬢と戦う事になるらしい。

　アリサとミーアはセーラと一緒に負傷者の治療役だ。ちなみに、タマは白い幼竜のリュリュと一緒に日当たりのいい観客席で丸くなってお昼寝中だったりする。
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「──まったく、信じられないわ。弓矢じゃあるまいし、銃弾を全部切り払うなんて、どんな動体視力をしているのよ」

　試合を終えたヘルミーナ嬢が悪態を吐つく。

　今日のヘルミーナ嬢は二丁拳けん銃じゆうを使った格闘戦を挑んできたので、切り払いの経験を積ませてもらったのだ。

「あの、ヘルミーナ様。銃を使った接近戦について教えていただけないでしょうか？」

「メイドちゃんも興味ある？　それじゃ教えてあげるわ。拳銃はあるの？」

[image: ]

「はい、ご主人様がくれた魔法銃があります」

　ルルはヘルミーナ嬢の二丁拳銃格闘術に興味を持ったようだ。

　長距離狙そ撃げきが得意なスナイパー・ルルが、護身術以外の格闘戦までマスターしたら、どんな事になるのか。ちょっと将来が怖いね。

「どうしたどうした、もう終わりかい？」

「カリナ、ふぁいと～」

「カリナ！　ねばぎばっぷなのですよ！」

　──ＬＹＵＲＹＵ。

　カリナ嬢がリュオナ女史にノックダウンされたのを見て、タマとポチとリュリュが声援を上げる。

　オレが試合をしている間に、お昼寝組も目覚めたようだ。ちなみに、リュリュの存在は驚きをもって迎えられたが、本物のドラゴンだとは思われておらず、竜に似た外見の亜竜の一種だと認識されている感じだ。

「まだまだですわ！」

　カリナ嬢が応援されて立ち上がった。

「いい根性だ。それでこそ、鍛え甲が斐いがあるってもんだ」

　何度叩きのめされても立ち上がるカリナ嬢を見て、リュオナ女史が満足そうな笑みを浮かべている。

「そうでござる！　風魔法は剣を振るのに合わせて使うと、相手の油断を誘えるでござるよ！」

「はい！　バウエン先生！」

　バウエン氏は教師に向いているのか、ゼナさんが剣を使った中距離での戦い方をマスターしつつある。ゼナさんは基本的に魔法で戦うけど、剣も普通の兵士くらいの技量で使えるんだよね。

「ただいま～」

　治療役として負傷者のケアをしていたアリサとミーアが戻ってきた。

「サトゥー」

　ミーアが抱き着いてきたので受け止めて頭を撫なでてやる。

「おかえり、向こうはもういいのかい？」

「セーラ一人で十分よ」

「ん、大人気」

　セーラの前に行列ができている。

　リザやナナに叩きのめされた聖騎士達が、だらしない笑顔で治療を受けている。

「それに、聖騎士は軽傷なら自分で治しちゃうから、応急処置とか必要なかったのよ」

「ああ、そう言えばそうだね」

　聖騎士は全員光魔法が使えるし、怪け我がの多い軍人なら簡単な治癒魔法は必ひつ須す科目のはずだ。

　重傷を負ってようやく、騎士団付きの神官の出番が来る。

「──げっ」

　アリサが闘技場の入り口を見て顔を引きつらせた。

　そこには昨日、オレが接待プレイをしたシャロリック第三王子の姿があった。

「ちょっと、行ってくる」

　入り口の近くには、怪我人を治療するセーラがいるからね。
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「なぜ、栄光ある聖騎士団の駐屯地に亜人風情がいるのだ」

　闘技場の入り口付近では、懸念していたセーラではなく、リザが王子に絡まれていた。

　王子は人族至上主義なのか、「亜人」という人族以外を示す単語を蔑べつ称しようのように使っている。

「ジュレバーグ殿から、いつでも駐屯地に来て良いと許可をいただいております」

「誰だれが直答を許した！　平民風情が図に乗るな！」

　正統な許可を得てここにいると訴えるリザに、王子は罵ば声せいを叩き付けた。

　彼が暴力に訴える前に、二人の間に割り込む。

「殿下、彼女は平民ではありません。国王陛下より名誉女准男爵の位を授けられた貴族です」

「貴様もいたのか──丁度いい、今度は手加減抜きで叩きのめしてくれるわ」

　王子がそう言って、美しい剣を抜いた。

　──聖剣クラウソラス。

　もっとも、彼の手にあるソレは、オレが作ったレプリカだ。本物は西方諸国で墓参りをするヒカルの下にある。

　偽クラウソラスを見た聖騎士達の間にざわめきが走った。

「護国の聖剣クラウソラスが我が手にある限り、お前に勝利は巡ってこない」

　王子が武器頼りな情けない事を、堂々とした態度に偉そうな口調を添えて宣言する。

　ちなみに王子が持っているのは二代目の偽クラウソラスで、エチゴヤ商会で販売した飛天紅剣を作った時に興が乗って作ったヤツだ。一代目と違って空も飛ぶし、魔力が散る事もない。本物と違って一三の刃やいばに分身はしないけどね。

「殿下、聖騎士団の駐屯地で部外者の私闘はご遠慮願います」

　近くにいたヘイム氏が、王子の横暴を止めに来てくれた。

「部外者だと──テルバ」

　部外者扱いされた王子が激げき昂こうし、護衛のテルバの名を叫ぶ。

　ずんぐりした動甲かつ冑ちゆうの見た目と違い、素早い動きでヘイム氏に斬きりかかる。

　ヘイム氏は即座に反応し、魔剣でテルバの双剣を受け止めた。

　──あっ。

　バキンと音がしてヘイム氏の魔剣が折れ、テルバの双剣がヘイム氏の身体からだを掠かすめた。

　ポチとの戦いで傷付いていた魔剣が、動甲冑のパワーに耐えきれなかったらしい。

「引っ込んでいろ、雑草」

　王子が見下した口調で命じる。

「引っ込むのはあなたよ、シャロリック殿下」

「それともシガ八剣四人を相手に我を押し通してみるかい？」

　ヘルミーナ嬢とリュオナ女史が王子を挑発する。

　押っ取り刀で駆けつけたバウエン氏が「それがしもでござるか？　聖剣相手は初めてでござる」とまんざらでもなさそうな顔をした。まったく、シガ八剣は戦闘好きすぎる。

　さっさと王子との決闘を受け入れて、昨日の再現をする事も考えたのだが、リュオナ女史あたりに接待プレイを見破られそうなんだよね。

　それに、この茶番ももうすぐ終わる。

「──殿下！」

　力強い声が闘技場に響き渡る。

　今の声はシガ八剣の筆頭のジュレバーグ氏だ。彼の横には「紅の貴公子」ジェリル氏もいる。

　さすがに「聖盾」レイラス氏はいない。国王の守りを一人も置かないわけにはいかないからね。

「王国の宝物庫から、陛下の許可なく聖剣を持ち出すなど、許される事ではありませんぞ！」

　勝手に持ち出したのか。困った王子だ。

「クラウソラスは私の聖剣だ。──《踊れ》、クラウソラス！」

　王子が偽クラウソラスに魔力を流して滞空させる。

　うん、我ながら良い出来だ。

「こうしてクラウソラスを使える事、それこそ私がクラウソラスに認められた正統な後継者の証あかしだ！」

　王子はそう主張するが、神授の聖剣と違って、オレが作った偽クラウソラスには継承者設定機能はない。対になる腕輪さえ身に着ければ、誰にでも装備できるのだ。

「許可なく持ち出した事に変わりはありません。陛下はご立腹です。ただちに王城に出頭し、申し開きされよ」

　ジュレバーグ氏と王子が睨にらみ合う。

　さすがに国王を蔑ないがしろにはできないのか、ジュレバーグ氏の不退転の決意を感じる眼光に負けたのか、王子が「お前の顔を立ててやる」と恩着せがましく言って踵きびすを返した。

　ジュレバーグ氏のお陰で、面倒は回避できたようだ。

「せっかくの気分転換だったのに、王子のせいで台無しね」

　肩を竦すくめるアリサの頭を撫で、王子が引き返してこないうちに駐屯地を引き上げた。
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「──延期？」

　翌日、クロの姿に変身し、ムーノ領への移民計画の最終打ち合わせをしにエチゴヤ商会へ行くと、移民計画が延期となったと報告を受けた。

「何か問題が起きたのか？」

「実は失しつ踪そうしたと噂うわさされていたシャロリック殿下が──」

　支配人の話によると、第三王子が発見した巨人サイズの聖せい骸がい動甲冑──聖骸巨神を運搬する為ために大型飛空艇が動員される事になり、そちらが優先された為に移民計画が延期になったそうだ。

　そう言えばこの前の夜会で、王子がそんな発見をしたと演説していたっけ。

「分かった。待たされる移民予定者達のケアは任せる」

「承知いたしました。彼らにはエチゴヤ商会で用意した長屋に住まわせ、今後の開拓生活に役立つような日雇い仕事を斡あつ旋せんしてあります」

　さすがは支配人。抜け目がないね。

「移民先の開拓地は整備しておいた。大型飛空艇の手配が完了次第、我の命を待たず実行して良い」

「さすがはクロ様。素晴らしいですわ！」

　支配人とティファリーザはすぐに褒めてくれたが、新しく幹部候補になった子達は──。

「……いつの間に」

「だ、だって、先月はまだ何もなかったって報告が」

　──なんて言って驚いていた。

　それを聞いた古株の幹部娘達が「クロ様のする事にいちいち驚いていたら身が持たないよ」と訳知り顔で忠告していた。うん、頑張って慣れてほしい。

「クロ様、レッセウ伯爵から申し入れがありました」

　端的に言うと、「うちの領民を返せ」という恥ずかしい要求だ。

　シガ王国では居住地を捨てる権利が王国法で保障されているので、彼の要求には正当性がない。

　ちなみに、この「居住地移動の自由」は「職業選択の自由」とともに王祖ヤマトの強い要望で実現されたそうだ。

「取り合う必要はありません。この移民計画は国王陛下の了承を得ていますし、宰相閣下も後押ししてくださっています」

「うむ、適当にはぐらかしておけ」

　真っ正面から拒否すると、余計な事をしてきそうだからね。

「クロ様、新製品の一覧です。ご確認ください」

　ティファリーザから受け取った書類を確認する。

　アオイ少年が提案していた家電の魔法道具版が幾つか、さっそく実用化されたようだ。

「これらの道具をペンドラゴン子爵にお贈りしたいのですが、よろしいでしょうか？」

「小僧に？　──なるほど、小僧を広告塔にするわけか。良かろう、許可する」

　一瞬戸惑ったが、すぐに支配人の意図が分かったので許可した。

　誤解が元になった「魔王殺し」の人気も、広告に使えるなら使えばいいと思う。

　便利そうな家電にも興味があるしね。

「ねぇねぇ、クロ様」

　石せき狼ろうに跨またがった幹部娘のロゥーナが後ろから声を掛けてきたので振り向いたら、デタラメな化粧をしたロゥーナの姿があった。

　無表情ポーカーフエイススキル先生のお陰で吹き出すのを堪こらえ、ロゥーナに尋ねる。

「それはなんの仮装だ？」

「仮装じゃないよ！　ゴォークツ商会から発売された『こすめ』商品だよ！」

　ロゥーナが「じゃじゃーん」と口で言って、魔法の鞄マジツク・バツグから化粧品や美容器具を取り出してみせた。

　どれも現代日本にあった美容器具を、魔法道具マジツク・アイテムとして再現したようなモノが多い。

「この化粧品は従来のモノと違うのか？」

「うん、とっても便利だよ」

　他ほかにも付け睫まつ毛げや付け爪づめなども販売されているそうだ。

「クロ様、これ見て。アカサキ・ネイルサロンでやってもらったの」

　ロゥーナが同僚の手を持ち上げて、ネイルアートで綺き麗れいにデコレーションされた爪を見せる。

　そう言えば、この系統は手を付けていなかった。

　──待てよ？

「アカサキというと──」

「はい、アオイと同じ『勇者の国』から来た方です」

　ユイ・アカサキはルモォーク王国で別世界の日本──南日本連邦から召喚された元アイドルの少女だ。今は婚約者のぽっちゃり少年の生家であるゴォークツ商会で働いている。

　彼女もアオイ少年と同様に、異世界で自分の道を歩んでいるようだ。

「エチゴヤ商会でも手を出しますか？」

　同郷の子の頑張りを邪魔したくないので、当分は様子見をしておくように言いつけた。

　先行者利益を確保できる頃ころには、他の商会もマネするだろうし、一過性の流行じゃなくなってから参入するくらいでいいと思う。ネイルアートはシガ王国でも流は行やりそうだしね。

「支配人、実験的に作った剣を試したい。シガ八剣で大剣を使う者はいるか？」

「以前ならゴウエン様がおりましたが、今なら『雑草』ヘイム様だけだと思います」

「ならば、ヘイムとやらに譲渡して、使用感や改善点を聞き出しておけ」

　支配人の答えを誘導し、ヘイム氏に魔剣を渡す口実を作る。

　弁償ってわけじゃないけど、彼の剣が折れたのはポチとの戦いでヒビが入っていたからだし、オレを厄介事から遠ざけようとしてくれた結果でもあるから、代わりとなる剣を贈りたかったのだ。

「剣を拝見しても？」

　興味津々の支配人や幹部娘達に許可を出す。

　彼女達は元探索者だけあって、魔剣の類たぐいがけっこう好きなんだよね。

「これってもしかして──」

「凄すごい！　アダマンタイト製だ！　この輝きは間違いないです！」

「綺麗な剣。それにとっても強そう」

「ヤバい！　これは激ヤバだわ！」

　ヘイム専用魔剣は聖剣デュランダルを模した大剣で、「永遠の刃エターナル・ブレード」という合言葉コマンドワードで鋭さを取り戻す。

　本物と違って、刃が欠けた程度ならなんとかなったが、さすがに折れた状態から復元するのは上う手まくいかなかった。

　この魔剣はアダマンタイト製なので頑丈さは折り紙付きだ。

「では頼んだぞ」

「はい」

　オレは魔剣を支配人に預けた後、研究所で博士達から研究成果を受け取り、追加の機材や素材を提供しておいた。
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「へー、ここがネイルサロン？　まさか異世界にネイルサロンができるとは思わなかったわ」

　エチゴヤ商会の用事は午前中で終わったので、午後から皆みんなを誘ってユイが経営するアカサキ・ネイルサロンを訪れていた。

　騒ぎになったら困るので、オレとリザはサングラスと色違いのカツラで変装中だ。

「ネルがいる～？」

「え？　タマ先生？　──って事は若様っす！　お久しぶりっす！」

　タマがにゅるんと店内を移動し、エチゴヤ商会に勤める赤毛のネルを見つけた。

　ネルと話していると店員が御用聞きに来た。

「初めての方ですか？　あたしは店長の──って、サトゥーさん！　嬉うれしい！　来てくれたの？」

　店員に見えたのは、店長のユイだった。

　サングラスとカツラという変装も、知人には通じなかったらしい。

「ユイじゃない！　店長なんて出世したわね」

「えへへー、ダーリンの後押しでお店を開いて、そこからトントン拍子にお客さんが増えてるの！」

　アリサが褒めると、ユイは少し照れた顔で誇らしげに胸を張る。

「頑張っているんだね」

「うん、アオイに負けてられないから！」

　頑張る子は応援したい。

「今日はネイルサロンの噂を聞いて、うちの子達や友人達を連れてきたんだ」

「うわー、ありがとう！　今日は予約が少ないからすぐできるよ！　こっちにサンプルが用意してあるから選んで！　サトゥーさんもやってみる？」

「いや、オレはいいから、他の子達の相手を頼む」

　日本だと男性でもネイルをやっている人はいるけど、オレは工作とかで指を酷使するからシンプルな方がいいんだよね。

「うわー、思ったよりも色々あるのね。これなんかルルに似合うんじゃない？」

「ダメよ、アリサ。私にはこんな華やかなのは似合わないわ」

「そんな事ない！　お姉さんくらい綺麗な人なら、どんなネイルだって似合うわ！　店長のあたしが綺麗にしてあげるから任せて！」

　ユイとアリサがルルのネイルで盛り上がっている。

「ポチは猫さんと犬さんのがいいのです！」

「タマは犬さんと猫さんがいい～？」

　ポチとタマはシンプルにワンポイントを描かいてもらうようだ。

「カリナもお揃そろいにするのです！」

「一緒にしよ～？」

「ええっ？　わたくしも？」

　カリナ嬢にはちょっと幼い感じになりすぎそうだけど、店員さんがアドバイスしてくれているから大丈夫だと思う。

「リザ、こんな感じのはどうですか？」

「はい、ゼナ様によくお似合いです」

「違います。リザの爪にするんですよ」

「わ、私にですか？」

　この感じだとリザとゼナさんはお揃いでシックな感じのネイルになりそうだ。

「ナナ、これ可愛かわいい」

「ナナ、こっちも可愛い」

[image: ]

「幼生体のオススメを実行すると告げます。店員、アートを」

　ナナがアシカっ子達と一緒にネイルを選んでいる。

　アシカっ子達の爪は人族とは大きく違うけど、ちゃんと爪の形に合わせてくれるようだ。

「ユィットはこっちがいいと主張します」

「トリアは！　トリアはこっちの方が可愛いと思う」

「あなた達、騒ぐなら表に出てやりなさい」

　ナナの姉妹達は長女アディーンに窘たしなめられつつ賑にぎやかにネイルを選んでいる。

「ミーア様のは唐草模様が綺麗です」

「ん、セーラも」

　セーラはテニオン神の聖印を選んだようだ。

　今回は人数が多いので、店員さん達に加え店長のユイまで総動員で対応してくれている。

「ふう、疲れた。サトゥーさんは待ち疲れたんじゃない？」

　施術を終えたユイがブースから出てきた。

　安定剤が乾くまでのケアは、生活魔法が使えるアシスタントが対応するらしい。

「そんな事ないよ。それより、ユイに尋ねたい事があるんだけど──」

　オレは北日本人民共和国の事を聞いてみた。

　要よう塞さい都市アーカティアで大魔女を呪のろった悪魔召喚師ゾマムーゴーミの拠点に、北日本人民共和国製の薬瓶があったからだ。

「北日本人民共和国は第二次大戦でソバエト帝国に占領された東東京以北の軍事独裁国家よ。一党独裁っていうんだっけ？　餓死者もバンバン出ててヤバイ感じのトコ」

　なんとなく、架空戦記モノで出てきそうな国だ。

「ミョスノギ製薬の名前は聞いた事があるけど、詳しくは知らないよ。噂うわさだと、毒ガスとかスパイ用の毒とかを作ってるんだって。戦争映画とかスパイ小説で大人気だってクラスの端っこにいる子達が言ってた、かな？」

　ついでにミョスノギ製薬の事も尋ねたけど、ゴシップ情報程度しか分からなかった。

「ルモォーク王国で召喚された人の中に、北日本人民共和国の人はいなかったの？」

「いない、いない。アオイがメネア王女に一覧表を見せてもらった時に一緒に見たけど、いなかったもん」

　召還後すぐ殺された人は残留物から判断したらしい。

「あ、八人目は分かんないよ」

　彼女の言う八人目は召還後すぐに魔族に攫さらわれた人だ。

　召喚直後に魔族が襲撃してきたらしく、出身国どころか容姿さえ定かではない。黒髪の少年という目撃情報があるだけだったはず。

「でも、どうしてそんな事を聞くの？」

「旅先で勇者の国の文字が書かれた瓶を見つけたんだよ。そこに書いてあった文字が──」

「北日本人民共和国のミョスノギ製薬だったって事？」

「うん、それで前に行方の知れなかった八人目と関係あるかもしれないと思って尋ねてみたんだ」

「ふーん、そうなんだー」

　最後の言い訳は完全に思い付きだが、詐術スキルがサポートしてくれたのか、単にユイが興味なかっただけか、特に疑問を持つ事なく受け流された。

「あ、終わったみたい」

　ユイの視線に振り向くと、仲間達が施術ブースから出てくるのが見えた。

　オレはユイに情報の礼を告げ、仲間達の方に向かう。

「見てください、サトゥーさん」

　上機嫌のセーラが綺麗にネイルしてもらった手をオレに見せる。

　聖印を中心に小さな花が輪を描くようなネイルになっている。

「どうですか、サトゥーさん？」

「とてもお似合いですよ」

「サトゥー、褒めて」

　セーラのネイルを褒めていたら、ミーアが褒めろと手を突き出してきたので褒めてやる。

　そこからは他の子達も褒めてもらいに集まってきたので、語ご彙いを試される事になった。





◆






「あら？　あの塔ってなんだか見覚えがあるわ」

　皆でネイルを見せ合いながら店を出ると、アリサが近くの塔を見上げて呟つぶやいた。

「あれは聖騎士団の駐屯地にある物見塔だよ」

「へー、ネイルサロンって、駐屯地の近くだったのね」

　せっかくなので、ネイルを見せびらかしに行こうとアリサが言い出したので、皆で聖騎士団の駐屯地へと向かう。セーラがちょっと心配していたけど、第三王子はいないので安心だ。

「ヘーム大先生なのです！」

「おう、ポチか！　丁度いい、手合わせしないか？」

　聖騎士団の駐屯地に行くと上機嫌なヘイム氏がいた。

　見覚えのあるアダマンタイト製の魔剣を持っているところを見ると、オレ達がネイルサロンにいる間にエチゴヤ商会から届けられたようだ。

「はいなのです！　ポチはジョジョセンジョーなのです！」

　たぶん、ポチは常在戦場と言いたかったに違いない。

「ポチ、ダメよ！　戦闘なんかしたら、せっかくのネイルが剝はがれちゃうわよ」

「がーんなのです」

　アリサに指摘されてポチがショックを受けている。

「ごめんなさいなのです」

「そうか、仕方ないな」

　ヘイム氏はガッカリしながらも、ちゃんとポチのネイルを「可愛いな」と褒めてくれていた。

　気遣いのできるいい人のようなので、オレがポチの代わりにちょっと相手を務めた。

「せっかく見せびらかしに来たのに、ヘルミーナたんがいないとは思わなかったわ」

「聖騎士の方には褒めていただいたじゃないですか」

「まーね」

　まだ時間が早いのでウィンドウショッピングに繰り出したいところだが、「魔王殺し」のネームバリューはまだ健在なので、諦あきらめて王城の迎賓館に戻る。

　迎賓館にはヒカルから手紙が届いていた。

　西方諸国から戻ってきたらしい。








幕間：呪われた義手






「くそっ、実験体を見失った！」

「逃げ足だけは速い小僧だぜ」

「まだ薬が効いていて遠くには逃げられていないはずだ。手分けして捜すぞ！」

　追っ手の足音が聞こえなくなって、ようやく俺はゴミ溜ための中で緊張を解いた。

　安あん堵どで眠りそうになったけど、まだ安心するのは早い。あのくそったれな地下室で打たれた薬のせいで、意識が朦もう朧ろうとする。

　──考えろ。

　何でもいいから考えて、意識を繫つなぎ止めるんだ。




　俺は隅──いや、ジョンスミス。

　ルモォーク王国っていう小国で召喚された日本人だ。

　転移の時に得た「埋没」っていう地味なレアスキルとお人ひと好よしな王女様のお陰で、軟禁されていた城を抜け出せた。そのすぐ後に森でカマキリのバケモノに喰くわれるところだったけど、エルフ耳をしたサガ帝国の密偵に助けられたお陰で腕一本の犠牲で生き延びられた。

　その後はこっちの言葉を覚え、ダークエルフ似の密偵とも袂たもとを分かって旅を続けたんだ。

　幸い、日本にいた頃ころから異世界モノのウェブ小説や漫画にハマりすぎて、自分が異世界に行った時の為ために色々な知識をメモ帳に書き出していたから、その情報を元に日銭を稼ぐ事ができた。

　スマホの中には歴代のメモ帳分の膨大な知識があったけど、早々にバッテリーが切れて使えなくなり、ヨルスカの街で酔い潰つぶされた時に盗まれてしまった。今ごろはどこかの好事家の手元にある事だろう。そう言えば、メモ帳の半分もあの時に失ったんだっけ。

『へー、これあんたが考えたの？　凄すごいじゃん』

　セーリュー市で屋台のオヤジと組んでコロッケを広めた時に、リリオに出会えた。

　馴なれ馴れしいヤツだったけど、女慣れしていない俺はすぐに舞い上がって、あいつに惹ひかれていった。

　所帯を持てと屋台のオヤジに勧められたが、俺は踏ん切りが付かなかった。

　この不便な世界で、腕一本であいつを支えられる自身がなかったんだ。リリオは左腕の代わりくらい自分がしてやると笑って言ってくれたが、オレの狭量な心がそれを是としなかったのだ。

『腕か……金持ちなら、王都で義手が造れるんだがなあ』

　コロッケにハマった行商人が、何気なく漏らした言葉が天恵となって俺の耳に届いた。

　なんでも、その義手は魔法の道具で、自分の腕のように動かせるそうなのだ。目玉が飛び出るような馬ば鹿かげた金額だったけど、コロッケで荒稼ぎした金を元手にメモ帳の知識を使えば稼げないほどじゃない。

　俺は王都で義手を手に入れるとリリオに告げ、セーリュー市を飛び出した。

　王都までの旅は大変だった。同じ顔のコードネームみたいな名前の七人の美女やミトと出会った遺跡探索も大概だったけど、極めつけはリリオを助ける為に魔物の大軍との戦争に首を突っ込んだ事だ。

　我ながらよく生きていたものだと感心する。

　そのミト達ともゼッツ伯爵領の山奥で別れ、俺は一人で王都に辿たどり着いた。

　目的の義手技師はすぐに見つかったが、貴族の紹介がない俺はけんもほろろに門前払いを受けてしまった。

　そのまま食い下がったら衛兵を呼ばれたので、俺は捲けん土ど重ちよう来らいを図って下町の食堂に下宿したんだ。

　下宿の対価に料理レシピを提供し、食道楽の貴族を釣り上げる計画だったのだが、釣れた貴族はとんでもなかった。この国の第三王子の配下だというソーケルって貴族に、紹介状というエサをチラつかされて遺跡への探索に駆り出されたのだ。

「義手か……」

　俺は失った左手を持ち上げる。

　メタリックなロボットを思わせる腕だ。幾本ものパイプや人工筋肉っぽい鈍にび色いろのチューブと血管代わりの白い液体が流れる細い管で構成されている。

　遺跡の探索はベテラン探索者であるヤサクのおっさん達のお陰で成功したが、その後がいけなかった。俺は報酬を渡すと言われて義手技師の屋敷へ連れて行かれ、麻酔で眠って起きたらこの腕が着けられていた。

　これは遺跡の奥で見つけたパワードスーツや巨大ロボットと同じ場所にあったヤツだ。

　この義手は自分の手のように自在に動かす事ができる。

　それだけなら望み通りだったのだが──。

「つぅうううう」

　激しい痛みが俺の左腕を苛さいなむ。

　摑つかんでいた鉄パイプが飴あめ細工のように拉ひしやげた。

　神経接続が甘いのか、そもそもこの国にそれだけの技術がないのか、周期的に痛みが襲ってくる。

　今は抑えられるようになったけど、最初の数日は痛みに我を忘れて監禁されていた建物を半壊させるほど暴れてしまったらしい。

　あいつらに言わせると、「聖せい骸がい動甲かつ冑ちゆうの呪のろい」というものらしく、その呪いを解く事と性能試験の為に俺が選ばれたそうだ。選んだ理由が、初めから片腕で義手を着ける為に腕を切る手間がないというだけだったらしい。まあ、俺が平民の上に、根無し草の流民というのもあるんだろう。

「そろそろいいか……」

　さっきの痛みのお陰で薬の効果が消えてきた。

　俺は埋没スキルを頼りに、裏路地の物陰から物陰へ移動する。

　なんとか見知った下町のあたりまで来られた。だけど、下宿に戻るのは悪手だ。万が一に備えて路地裏に埋めてある金を回収して、ほとぼりが冷めるまで迷宮都市あたりに潜伏しよう。

「いたぞ！　実験体だ！」

　白服を着た追っ手がいた。

　俺は即座に回れ右して駆け出す。

　完全に撒まいたはずだし、このあたりに来た事があるのは金を隠しに来た時だけだ。

　奴やつらはどうやって俺を見つけた？

　全力疾走する俺の視界に、メタリックな左腕が見えた。

　そうか……これか。

　これを目印に追跡しているんだ。

「ちょこまかとうっとうしい！　■■……」

　やばい。魔法の詠唱を始めやがった。

「待て、腕だけとはいえ聖骸動甲冑を壊すつもりか！」

「……■、逃げられるよりマシだ。──火球フアイア・ボール！」

　後ろから飛んできた炎の塊を勘だけで避よける。

　あれは爆発するヤツだ。俺は壁を蹴けり、反対側の窓に飛び込む。

　火球が爆発し、炎が路地を満たす。

　──痛っ。

　窓に飛び込んだ時に、逃げ遅れた左足首が焼けた。

　酷ひどい火傷やけどだけど、足を止めるわけにはいかない。

　俺は歯を食いしばって他人の家の中を駆け、慌てふためく住民を押しのけて出口から飛び出した。

「いたぞ！　挟み込め！」

　今日は厄日だ。

　飛び出した先に追っ手の別働隊がいた。

　剣を抜いた何人もの追っ手達が殺気の籠こもった顔で俺に迫る。

　こうなったら、この左手の力を使って──。

「大勢で一人をいじめるのは禁止だよ！」

　屋根の上から一人の女性が降ってきた。

「──ミト！」

　久しぶりだけど、その横顔は間違いない。

「あれ？　ジョン君、久しぶり～」

　剣を持った男達に囲まれているのに、ミトの顔に緊張も悲壮感もない。

「消えろ、女。今なら見逃してやる」

　追っ手のリーダーがミトに最後通告をする。

「そういうわけにはいかないかな？　ジョン君は知り合いだし」

「ならば、少し痛い目に遭ってもらおう」

　男達が威圧するように、ゆっくりと包囲を狭め始める。

　怯ひるむ様子のないミトを見て、一人の男がリーダーに進言した。

「隊長、魔法使いかもしれません」

「そうか──詠唱を始めたら貴様を斬きる。我らが必要なのはその男だけだ」

　追っ手のリーダーがミトを脅す。

　もっとも、ミトはどこ吹く風だ。

「ジョン君、人気者～」

「俺じゃない、あいつらの狙ねらいはこの義手だ」

「──え？」

　袖そでをめくって左腕の義手を見せる。

「聖骸動甲冑？」

「女！　なぜそれを知っている！」

　ミトが義手の正体を知っていた。

「この女も捕らえろ！　どこの紐ひも付つきか調べねば」

　追っ手達が包囲を狭める。

　なのにミトは俺の義手を見つめたまま動かない。

「ミト！　ぼうっとしている場合か！」

「──そうだった。ごめん、ジョン君」

　男達の腕がミトに触れようとした瞬間、無数の衝撃波が現れて男達を打ちのめした。

「馬鹿な……」

「……無詠唱だと」

　男達はうわごとのように呟つぶやいた後、気絶した。

「ジョン君、改めて久しぶりだねー」

　ミトが気楽な顔で片手を上げて挨あい拶さつし、その後、視線を俺の義手に向けた。

「その義手を追いかけてたのは、こいつらだけ？」

「いや。他にもいる」

　少なくとも街中で火球を放ったおかしなヤツと、ソーケルの野郎がいるはずだ。

「義手を外しておしまいってわけじゃないよね？」

　確認するミトに首肯する。

「地下室にいた白衣のおっさん達は、この義手は呪われていて外せないって言ってた」

　接合部分──俺の肉体を斧おので切断しようとした短気な奴もいたが、義手が勝手に発生させる障壁に防がれて阻止された。

　あの障壁を自在に操れるようになれば、さっきの火球野郎に火傷を負わされる事もなかったんだが……。

「とりあえず、移動しましょ」

　ミトは俺を連れて空を駆け、どこかの屋敷へと連れて行った。

「誰だれの屋敷だ？」

「私のだよ。部屋はいっぱい余っているから、遠慮なく滞在して」

　こんな馬鹿でっかい屋敷に住んでいるなんて──。

「いいとこのお嬢だったんだな」

「あはは。生まれは普通のサラリーマン家庭だよ。この家は私の隠居先にシャロリック君がくれたんだよ」

　その言葉を聞いた瞬間、俺はミトから距離を取った。

　シャロリックっていうのは、ソーケルの野郎が言っていたあいつの主人の名前だ。

「どうしたの、ジョン君？」

「お前は第三王子のなんだ？」

「──第三王子？」

　ミトは意味が分からないと言いたげな顔で首を傾かしげた後、ポンッと手を打った。

「違う違う。私の言うシャロリック君は二代目の国王の事だよ」

「──は？」

　何を言っているんだ、こいつは？

「あれ？　ジョン君には言ってなかったっけ？　私はジョン君と会った夢む晶しよう霊れい廟びようで眠る前は、シャロリック君──二代目国王の方ね──と一緒に国作りをしてたんだよ」

　え、ちょっと待て──。

　夢晶霊廟には誰が眠っているって言われてた？

　あの霊廟の謎なぞ解きに日本語が使われていたのは何故だ。

「まさか、王祖ヤマト？」

　俺が震える手でミトを指さすと、ミトはこくりと頷うなずいた。

　それなら納得だ。王祖ヤマト、勇者王ヤマト、サガ帝国で勇者として召喚された日本人。それがミトだったわけだ。

「それじゃミトってのは家名か？」

　いや、それだと水戸ヤマトになる。

　女性なら、ミトが下の名前の方が合ってるし、大和美み兎ととかか？

「あはは、ミトって言うのは自分で付けた後付けの名前。そっちの家名はね、ミツクニって言うの」

　ミト・ミツクニ──水戸光みつ圀くに──天下の副将軍様の名前かよ。

　こいつの馬鹿さ加減に脱力して、床に座り込んでしまった。

「そう言えば、王祖物語で世直し旅をしたってあったな」

「あれは半分以上、後世の創作だよ」

　メイドさんがお茶を持ってきてくれたので、俺達はふかふかのソファーに場所を移す。

　俺はミトと別れてからの顚てん末まつを搔かい摘つまんで話した後、第三王子の命を受けたソーケル達と遺跡を探索して聖骸動甲冑を発見した流れを語る。

「あれは遺跡じゃなくて、墓所なんだよ」

　顔を伏せたヒカルが語る。

　遺跡の話を始めた時から、ミトの顔色が優れない。

「悪い」

「ジョン君のせいじゃないよ」

　そんな辛つらそうな顔をされたら、とてもそうは思えない。

「後は任せて。今すぐは無理だけど、遺跡の中にあったメンテナンス用の鍵かぎを使えば、その義手も外せるはずだから」

　ミトがそう言って立ち上がる。

　その横顔は、俺の知るミトとは別人のように厳しいものだった。
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〝サトゥーです。最近の調べ物はネット検索で終わる事が多いですが、それがない時代はどうやって調べていたのか気になります。やっぱり図書館で本を探すか、伝つ手てを辿たどって足で調べたのでしょうか？〟






「わお～、人がいっぱい～？」

　王城の奥の広場はタマが言うように人がいっぱいだ。

　この間、オレ達が「魔王殺し」として受勲した時よりも人が多い。

「ご主人様、ヒカルを見つけたのです」

　ポチが指さす特設のひな壇客席の中央に、国王一家や宰相に交ざってヒカルが座っていた。

　広場を半包囲するような形で作られた客席には、王都周辺の貴族達が大集結している。

「ヒカルたんの顔色悪くない？」

「ん、元気ない」

　アリサとミーアが心配そうに呟く。

「昨日、王都に帰ってきたのよね？　連絡はしたんでしょ？」

「遠話テレフオンで話しかけたんだけど──」

　何か急ぎの用事があるみたいで、ほとんど話ができなかったのだ。

　どうも思い悩んでいる感じだったので、この式典が終わったらゆっくりと話を聞こうと思う。

　今ここにいるのはいつものメンバーとゼナさんだけで、カリナ嬢はムーノ伯爵達と、セーラはオーユゴック公爵達と一緒にいる。

　アシカっ子達は危ないので、ナナの姉妹達と一緒にお留守番だ。末妹のユィットだけは、従魔のクモ助に会いに秘密基地に行っているんだっけ。

「ご主人様、来たみたいです」

　ルルが遠方に接近する三隻の大型飛空艇を捉とらえた。

　他ほかの子達はまだ見えないようだったので、遠とお見み筒づつを皆みんなに渡してやる。

「マスター、目標を視認と告げます」

「何かがぶら下がっているようですね。あれがそうなのでしょうか？」

　話しているうちに、どんどん飛空艇が近づいてくる。

　そろそろ遠見筒がなくても飛空艇が見えるようになったのか、周囲の人達がざわざわし出した。

　オレ達がここに集まったのは三隻の大型飛空艇に吊つり下げられる、人型のアレを見る為ためだ。

「聖せい骸がい動甲かつ冑ちゆうだ！　王祖様の無敵甲冑だぞ！」

　平民エリアから、やたらデカい声がした。

　そう、アレはシャロリック第三王子が夜会で演説していた巨人サイズの聖骸動甲冑──聖骸巨神だ。

「なんていうか、『火の七日間』やっちゃいそうな吊り下げられ方よね」

「あれは一隻で吊り下げてなかったか？」

　アリサが言うのは文明崩壊後の蟲むしと猛毒の森に脅かされる世界が舞台の超名作アニメに出てくる巨人のような存在だ。

「あの大型飛空艇って、わたし達が王都に来た時に乗ったのと同サイズよね？」

　アリサの問いに首肯する。

「だとしたら──身長五七メートルくらい？」

　指をＬ字型にしておおよそのサイズを目算した。

「そこまで大きくないよ。三五メートルくらいかな」

「なら、体重は五五〇トンもないのね」

　どこのスーパーロボットだ。

　新型の大型飛空艇でもそこまでの積載量はないはずだから、もう一〇〇トンか二〇〇トンは軽いと思う。

「それにしても大きいですね」

「森巨人フオレスト・ジヤイアントより」

「遥はるかに大きいと告げます」

　リザの呟きに、ミーアとナナが首肯する。

　王子はこの聖骸巨神を巨人サイズと表現していたが、今まで出会った中で一番大きな森巨人でも一〇メートルちょいなので過小表現に過ぎると思う。

「……ごめん。ごめんね」

　微かすかな声を聞き耳スキルが拾った。

　ヒカルだ。口元を押さえて、涙を流している。

　周りにいる国王や宰相達が、それに気付いてざわつく。

「ご主人様、何が──ヒカルたん！」

　オレの視線を追ってヒカルの様子に気付いたアリサが驚きの声を上げた。

　思わずヒカルの下に後先考えずに駆け出すところだったが、アリサの声で冷静さを取り戻し、空間魔法の「遠話」でヒカルに声を掛ける。

『どうした、ヒカル！』

『イチロー兄ぃ……』

　オレの名を呼んだ後のヒカルは嗚お咽えつを漏らすばかりで明めい瞭りような言葉は返ってこない。

　それでも、ヒカルが謝っていたのが、広場に降着した聖骸巨神に対してという事だけは察する事ができた。
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　ヒカルとはあれ以来会えていない。

『イチロー兄ぃに慰めてもらって許された気分になっちゃいけないんだぁ。これは私が自分で背負うべき十字架だから。自分の中で気持ちを整理できたら話すよ』

　遠話でそう拒絶されてからは、マップのマーカー一覧でヒカルの状態を確認するだけで、こちらから遠話で話しかけたりはしていない。

　たまにアディーン達姉妹が交代でミツクニ公爵邸を訪問しているが、ヒカルには会えていないようだ。

「久しぶりの我が家ね」

　王都のペンドラゴン邸の門を潜くぐり抜けながら、アリサが感慨深げに言う。

「そう言うほど住んでないけどね」

　魔王殺しの屋敷を見物しに押し寄せていた物見高い人達は、高台にある王城の城壁から覗のぞく聖骸巨神にターゲットを変更したようだ。

　もちろん、全員ではないが馬車で出入りできる程度には減ってくれたので、王城の迎賓館を引き上げて王都邸へと帰宅した。

「「「お帰りなさいませ、旦だん那な様」」」

　王都邸の使用人達が勢せい揃ぞろいで出迎えてくれた。

　オレはメイド長から留守中の出来事を確認しつつ、執務室へ向かう。

　──うげっ。

　手紙や贈り物でいっぱいだ。
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　しかも、メイド長の話だと、入りきらない手紙は応接間に、貴族達や商人達からの多すぎる贈り物は裏庭に増設した仮設倉庫に詰め込まれているらしい。価値の高い品は鍵の掛かる客間に保管してあるとの事だった。

　とりあえず一人では捌さばききれないので、アリサ達に手伝ってもらう。

「ポチも手伝うのです！」

「タマも頑張る～？」

「それじゃ仕分け作業の手伝いをしてくれ。ミーアとナナは倉庫の仕分けを頼む」

「ん、任せて」

「イエス・マスター」

　ポチ、タマ、ミーア、ナナの四人が倉庫へと向かう。

「リザは別室の贈り物のチェックを頼む。アリサは手紙を仕分けてくれ」

「承知いたしました」

「おっけー！　まーかせて！」

　リザがキリッとした顔で部屋を飛び出したが、チェック用のリストを忘れていったので大声で呼び戻す。ちょっと恥ずかしそうにリストを受け取って戻っていった。

「あの、ご主人様、私は……」

　所在なげなルルには重要な仕事がある。

「悪いけど、秘密基地までシズカの様子を見に行ってくれないか？」

「はい、分かりました」

　今チェックしたら、元鬱魔王で現引き篭もり中の腐女子シズカの状態が「飢餓：軽度」になっていたんだよね。

　庵いおりの周辺にはオレが「耕作」の魔法で作った家庭菜園もあるし、食料庫にも食材があるはずなんだけど……。

　前はヒカルが定期的に食事を運んでいたし、もしかしたらシズカは料理が苦手な人なのかもしれない。

「ルル、原稿に夢中になって食事を忘れているかもしれないから、簡単につまめる食事も持っていってあげて」

「うん、分かった。日持ちのするお惣そう菜ざいでも作っていくわ」

　アリサがルルにそう依頼した。

　ついでに要よう塞さい都市アーカティアで量産した保存食を詰めた「魔法の鞄マジツク・バツグ」も渡しておこう。

　碧へき領りようで解放した都市の地下工場で大量生産した保存食もあるんだけど、あれは味が単調だから飽きるんだよね。
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『──イチロー兄ぃ、ごめん。もうちょっと一人にしておいて』

　聖骸巨神が王都に運ばれてから三日ほど経たったが、未いまだにヒカルは復調していない。

「その様子だとダメだったみたいね」

　アリサの言葉に首肯する。

「ロボ」

　ミーアがエルフらしくない単語を口にした。

「ロボ？　巨大な聖骸動甲冑の事かい？」

「ん」

　ミーアの言葉を確認すると、こくりと頷うなずいた。

　きっとアリサか、あるいはボルエナンの森に日本文化を持ち込んだ勇者ダイサクによる文化ハザードだろう。

「タイミング的に見ても、あれがヒカルたんを思い悩ませているのは確実よね」

「うん、オレもそう思うけど──」

　ヒカルに事情を聞こうにも面会や遠話すら拒絶されちゃうんだよね。

　あいつは一度塞ふさぎ込むと、構われるのを嫌うから──まあ、これはオレのいた世界のヒカルの事だけど、こっちのヒカルも同じタイプだと思う。

「専門家」

　ミーアが単語で呟つぶやく。

「専門家──もしかして、聖骸動甲冑に詳しい人？」

「ん、聞く」

　なるほど、聖骸動甲冑の専門家に尋ねるわけか。

　そんな専門家に心当たりは──。

「いるね。ムーノ伯爵に尋ねてみるよ」

　聖骸動甲冑といえば王祖ヤマト、王祖ヤマトと言えば勇者、勇者と言えば勇者研究の第一人者であるムーノ伯爵だ。

　オレは暇をしていたアリサとミーアを連れ、ムーノ伯爵邸へと向かった。ゼナさんはセーリュー伯爵邸に用事で出かけている。

「サトゥー！　よく来てくださいましたわ！」

　ムーノ伯爵邸に到着すると、満面の笑みのカリナ嬢が玄関まで迎えに来てくれた。

「カリナ様！　部屋に戻ってください！　礼儀作法の先生がお怒りですよ！」

　侍女のピナが玄関ホールの向こうから叫んだ。

　どうやら、カリナ嬢は礼儀作法の授業からエスケープしてきたらしい。

「わたくしは礼儀作法よりも、サトゥー達と聖騎士団の駐屯地で訓練や試合をしたいですわ！」

　それは上級貴族の令嬢としてどうだろう？

「もう！　子爵様だって、毎日、遊んでいるわけじゃありませんよ」

　ピナが「ね？」と可愛かわいく同意を求めてきたので、空気を読んで首肯しておく。

　そう言えば仕事らしい仕事は──そうだ、観光大臣として各地の名産品や料理レシピなんかを纏まとめた資料を宰相に提出するのを忘れていた。後で忘れずに提出しておこう。

「……サトゥー」

「礼儀作法の授業を頑張ってくださいね」

　カリナ嬢がうるうるした目で訴えてきたが、礼儀作法の勉強をするのは彼女の為ためでもあるので笑顔で送り出した。

　オレはピナとは別の侍女に案内されてムーノ伯爵の執務室を訪れ、挨あい拶さつもそこそこに聖せい骸がい巨神について教えてもらう。特に遺跡に封印されたあたりの話を中心に──。

「あの聖骸巨神はシガ王国建国時に、王祖様によって墓所に封印をされたとあるが、封印された理由までは残っていないね」

「そもそもあのロボ──聖骸巨神ってなんの為に作られたの？」

「元々はフルー帝国で対魔王用の兵器として開発されたものだ」

「フルー帝国って、シガ王国建国前に大砂漠辺りにあった大帝国よね？」

「正確にはこの辺り──フジサン山脈以西もフルー帝国の版図に含まれる」

「へー、予想以上に大きな帝国だったのね」

　アリサがふむふむと感心する。

「脱線」

「あー、ごめんごめん」

　ミーアが指摘してくれたので、話を元に戻す。

「どなたか聖骸巨神が封印された経緯を知る方をご存じありませんか？」

「ふむ、どうしても知りたいなら、そのあたりを研究していた研究者が確か──」

　ムーノ伯爵が棚にある書物を探る。

「うーん、領地の方に置いてあるのかな……ああ、あった。ここに名前が載っているはずだ」

　名簿のようなモノをめくり、目的の人物に指を止める。

「トケ男爵、今は家督を息子さんに譲っているはずだから、前男爵かな？　彼が詳しいはずだよ」

　おおっと、知っている人だ。迷宮都市セリビーラで太守夫人の晩ばん餐さん会とかで顔を合わせた事がある。市場調査という名の屋台食べ歩きが好きなぽっちゃり少年ルラム君のお祖じ父いさんだ。

「聖骸動甲かつ冑ちゆうの専門家なら、聖骸巨神を見に王都まで来ているんじゃない？」

　アリサに言われてマップ検索してみたけど、トケ前男爵は迷宮都市セリビーラにいる。

　マップ情報によると腰痛で寝込んでいるらしい。男爵家なら魔法薬や治癒魔法で治しそうなものなのに、不思議な話だ。腰痛は慢性になると再発しやすいから、マッサージや自然治癒を選んだのかもね。

　オレはムーノ伯爵に礼を言って王都邸に戻り、さっそく旅支度を調え、トケ前男爵がいる迷宮都市セリビーラに向けて出かける事にした。

　迷宮都市へ行くのはオレ一人でも良かったのだが、サトゥーとして訪問する必要があるので転移を使うわけにもいかず、日帰りできないので仲間達も招集して一緒に向かう。

　護衛のゼナさんとたまたま遊びに来ていて迷宮都市行きを知ったセーラも一緒だ。

　カリナ嬢は礼儀作法やダンスの授業があるので王都に残り、ナナの姉妹達もヒカルを心配して王都に残る。アシカっ子達を公爵邸で留守番させるのはかわいそうなので、セーラと同行する事に。

　迷宮都市へはエチゴヤ商会の小型飛空艇を借りた。

　エチゴヤ商会にトケ男爵家の係累が事務員として働いていたので、トケ前男爵の好みや人となりを尋ねに行っただけだったのだが、オレ達が迷宮都市へ行く事を知った支配人が快く貸与してくれたのだ。
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　支配人のお陰で予定より早く迷宮都市に来る事ができた。

「「「子爵様、お帰りなさいませ！」」」

「ご無事のご帰還、そして『魔王殺し』という偉業を成された事、お祝い申し上げます」

　久々の屋敷に戻ると、メイド長のミテルナを筆頭に少女メイド達や幼女メイド達が出迎えてくれた。

　先触れも出していないのに、勢揃いだ。

　なんでも、空港でオレ達を見かけた探索者が、先触れ代わりに伝えてくれたらしい。

　オレはメイド長のミテルナにトケ前男爵宛あての面会申し込みの手紙を預け、回答待ちの間に探索者ギルドのギルド長や迷宮方面軍のエルタール将軍に西方諸国訪問の土産を届けに行こうと思う。

　太守夫人には王都にいる時に挨拶したが、こちらも挨拶に行った方がいいだろう。ミテルナが戻ったら太守城に先触れの手紙を届けてもらおう。

「何日か滞在するから、皆は遊びに行っておいで」

　オレが許可を出すと、ポチとタマが屋敷を飛び出していき、ナナもアシカっ子達を連れて私立養護院へと向かった。ルルは屋敷の厨ちゆう房ぼうに顔を出した後に、メイド達を連れてご近所さんにお土産を配って歩くらしい。

「今日は面会はない感じ？」

「即日面会はないと思うよ」

　家督を譲って隠居した貴族だから暇だとは思うけど、面会予約をしても会えるのは翌日以降が普通だ。

「じゃ、私も悪ガキ達の顔を見てくるわ」

「ん、確認」

　アリサとミーアの二人も顔かお馴な染じみに会いに出かける。

　ここに残っているのは、オレとリザ、ゼナさん、セーラの四人だ。

「ゼナさんも宿舎に顔を出してきてください」

　リリオ達ゼナ隊の仲間に会いたいだろうしね。

「で、ですが……」

「太守夫人が睨にらみを利かせてくれていますから、迷宮都市で私を害するような不心得者はいませんよ」

「ゼナ様、私がゼナ様の代わりにご主人様の護衛を務めます」

　宿舎に顔を出したいけど、セーリュー伯爵から命じられた任務も大事、というゼナさんの迷いを見たリザが護衛の代役を買って出た。

　リザはセーリュー市にいた頃ころに、ゼナさんから受けた恩を大事に思っているからね。

「リザもこう言っていますし」

「では、御お言葉に甘えて──ありがとう、リザ」

「ゼナ様のお役に立てたなら何よりです」

　満足そうなリザと一緒にゼナさんを見送る。

「サトゥーさん」

　セーラがオレに声を掛ける。

「私、サトゥーさんが作った私立養護院を見学したいです」

「いいですよ、行きましょう」

　屋敷の執務室には、王都邸と同様に処理待ちの手紙や贈り物が積み上がっていると思うけど、そちらの処理は帰ってからすればいい。

　セーラやリザを伴って養護院へと向かう。

「あ！　若様だ！」

「バカ！　子爵様って言わないとダメなんだぞ」

「しゃしゃく様、おかえりなさい！」

　オレを見つけた子供達が一斉に駆け寄ってくる。

「サトゥーさん、凄すごい人気ですね」

　一緒に囲まれたセーラが目を回している。

「お姉さん、美人！」

「俺知ってる！　神殿の巫み女こ様だ！」

「みこ？」

「神様の声が聴けるすっごい神官様だよ！」

「すごーい！」

　セーラの美び貌ぼうに驚いた子供達が、衣装からセーラの正体を見抜いた。

　彼女の優しい雰囲気が伝わるのか、子供達はなんの警戒心もなく初対面のセーラに懐く。

「ねぇねぇ、巫女様」

　小さな女の子がセーラの袖そでを引く。

「何かしら？」

「神様はあたしの事なんて言ってる？」

「元気で良い子だと仰おつしやっていますよ」

「わーい！　あたし元気！」

　セーラの如才ない回答に、女の子が飛び跳ねて喜ぶ。

「ねぇねぇ、ボクは！」

「俺が先だ！」

「喧けん嘩かはダメ。順番ですよ」

　子供達が喧嘩を始めようとするのをテキパキと治め、順番にその子の良い所を挙げていく。やんちゃそうな子には「小さい子の面倒を見てあげてね」と付け加えたり、内気そうな子供には好きな事を聞いてあげたりと柔軟に対応している。

　まるでプロファイラーのごとく子供達の事を言い当てているが、公都にいた時から養護院の慰問をよくやっていたセーラからすれば普通の事なのかもしれない。

「巫女様、案内してあげる！」

　どうやら、子供達のプロファイリング──じゃなかった、神様からの言葉を伝え終わったらしい。

「子爵様、行こう！　先生も会いたがってたよ！」

　子供達に手を引かれ、建物の中へ入る。

「えへへー」

「ナナ、絵本読んで」

「あはは、この子かわいいー」

　建物の中ではナナが小さな子供達に懐かれ、アシカっ子達が他ほかの子達と一緒に室内遊具で遊んでいる。アシカっ子達は室内遊具を見た事がなかったのか大興奮だ。公都に戻る時には、邪魔にならないサイズのオモチャをプレゼントしよう。

「子爵様！　ようこそおいでくださいました！　魔王討伐の儀、お祝い申し上げます」

　院長が奥から小走りで現れて俺に頭を下げる。

　オレは勇者を手伝っただけといういつもの訂正を行い、セーラを紹介してから院長室で養護院の運営について聞く。特に問題は起きていないようでほっとした。

　厨房ではタウロス肉や色々な食材をプレゼントする。

「うわあ！　すごい大きな肉！　冷凍庫に入るかな？」

「大丈夫、大丈夫。入りきらないようなら、古い方の肉は今日の炊き出しに使えばいいよ」

「──炊き出し？」

　厨房の職員達の言葉を聞いたセーラが首を傾かしげる。

「この私立養護院では毎朝の炊き出しをしているんですよ」

　炊き出しをする場所は西ギルド裏の広場だけど、食材の保管や調理はここで行っているのだ。

「あの、ここにいる間、私も参加してよろしいでしょうか？」

「あたし達は大歓迎だけど──」

　職員が許可を求めてオレを見たので首肯する。

「大丈夫みたいだから、朝の鐘までにここに来てね。寝坊しても待たないから、誰だれもいなかったらギルド裏の広場に来てくれたらいるから」

「はい、分かりました」

　神殿関係者は基本的に早起きだから大丈夫だろう。

「セーラ様、慈善事業に興味がおありでしたら、子爵様の偉業を職員室でご紹介いたしましょうか？」

「院長先生──」

「はい！　お伺いしたいです！」

　セーラが喰くい気味に肯定した。

　オレはちょっと気恥ずかしいので、セーラを院長に預け、探索者ギルドのギルド長や迷宮方面軍のエルタール将軍に西方諸国訪問の土産を届けに行くという言い訳で、養護院をお暇いとました。





◆






　西ギルドでは大勢の探索者達に囲まれたが、基本的に遠巻きにするばかりで話しかけてくる事はなかったので、すぐにギルド長に会う事ができた。

「ついに魔王まで殺しちまうとはねぇ～」

「『魔王殺し』というのは誤報ですよ。私は勇者様のお手伝いをしていただけです」

「はいはい、そういう事にしておいてやるよ」

　ギルド長が雑な感じにオレの訂正を受ける。

「そんな扱いだと、『魔法の鞄』の紐ひもが堅くなりそうですね」

　オレは土産物を入れた格納鞄ガレージ・バツグをポンと叩たたく。

「酒か！　パリオン神国の銘酒なのか！」

　凄い勢いで食い付いてくるギルド長を、ニヤリと口角を上げるだけで躱かわす。

「卑ひ怯きようだぞ、サトゥー！　酒を人質にするなんて！」

「パリオン神国の酒も美お味いしかったですが、オーベェル共和国の花酒も香り高く美味でしたよ」

「他の国の酒もあるのか？　あたしにもくれるよな？　な？」

　ギルド長が必死だ。

　あんまり焦じらすと拗すねそうなので、意趣返しをするのはこの辺にして妖よう精せい鞄かばんの中からお土産の酒やつまみを取り出してテーブルに積み上げる。

「凄い量ですね」

　書類を抱えて部屋に入ってきた秘書官のウシャナさんが、土産物の山を見て驚きの声を上げる。

「職員の皆さんの分もありますよ。甘い香りがするお菓子やアクセサリーの類たぐいは皆さんで分けてください」

「まあ、ありがとうございます」

「酒とつまみはあたしのだぞ！」

「ええ、分かっています」

　ウシャナさんはそう言うと、階下に向かって声を掛け、怒ど濤とうの勢いで階段を上がってきた女性職員達が、ギルド長とお土産を取り合う。中には酒豪の職員もいるから、ギルド長も必死だ。

「すみません、はしたない子達ばかりで」

　ウシャナさんがお土産争奪戦を見下ろしてオレに詫わびる。

「そう言えば何かギルド長にご用事があったんじゃ？」

「緊急案件じゃないから大丈夫です。ギルドの備蓄食糧の不足を報告に来ただけですから」

「不足しているんですか？」

　オレの問いにウシャナさんが首肯する。

「毎年、この時期に備蓄倉庫を確認するんですが、今年は倉庫の奥が破られて、鼠ねずみが大量に入り込んだみたいで、二割近い食糧がダメになってしまったんです」

「それは大変ですね」

「ええ、予算的には大丈夫なんですが、量が量なので入手先を探すのが大変なんです」

　迂う闊かつに発注すると、食糧の市場価格が暴騰して、貧困層が生活できなくなるそうだ。

「食糧というのは保存食ですか？」

「ええ、災害時に配るもので、中身は仕入れ先によってバラバラですが、大抵は焼き締めたビスケットや干し肉なんかですね。味は二の次で保存性の良さで選ばれます」

　碧領の地下工場に行けば、無駄に量産した食糧が山ほどある。

　あれをエチゴヤ商会経由で提供してあげよう。

　オレは土産物争奪戦を繰り広げるギルド長達に暇いとま乞ごいをし、迷宮方面軍駐屯地のエルタール将軍に土産物を届けに行く。

　残念ながら、エルタール将軍や知り合いの狐きつね将校や隊長さんは演習で不在だったので、土産物は将軍の従卒に預けて駐屯地を後にした。
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「──マジか」

　目の前に積み上がった保存食の山を見て絶句してしまった。

　屋敷に戻ったオレは、帰還転移リターンで碧領都市を訪れ、地下工場に併設された倉庫に来たのだが、あまりの量に圧倒されてしまった。工場を稼働して一ヶ月も経たっていないとは思えない量だ。

　オレは都市核シテイ・コア端末を取り出し、保存食の在庫や稼働状況を確認する。

　どうやら、工場は二四時間フル稼働していたらしく、冷凍庫に詰め込んでおいた材料が既に枯渇寸前だった。

　オレは冷凍庫にクラーケンを始めとした魔物肉や巨大海藻なんかの不良在庫をブロック状にして詰め込み、倉庫に積み上がっていた百数十万食分の保存食を回収する。

　──ＷＡＲＮＩＮＧ。

　都市核端末が警報を鳴らし、工場の表示板に侵入者を示す警告が表示された。

　都市内に何者かが侵入したようだ。

「あれか、デカいな」

　地上に出ると、侵入者はすぐに分かった。

　一〇メートルはある外壁を軽々と乗り越えて侵入してきたのは五体の巨人だ。

　ＡＲ表示によると雲巨人クラウド・ジヤイアントの子供達らしい。まあ、子供と言っても、オレより遥はるかに年上だけど。

　オレは縮地で彼らの近くへ向かう。

『小さい子がいる』

　先頭の子供がオレに気付いた。

　森巨人と同じ「巨人語」を喋しやべるようだ。間延びした重低音の喋り方も森巨人に似ている。

『こんにちは、雲巨人さん。私は人族のサトゥー。この都市の主あるじだ。君達の名前を聞かせてもらえるかな？』

『ボクは「大きな足」。雲巨人の長の子なんだぞ』

『あたしは「綺き麗れいな目」。「大きな足」の妹』

『おいらは「巨木の子」。一番、背が高くなるんだ～』

『あたしは「可愛かわいい笑顔」。笑顔が一番なの』

『あちしは「幼い手」。あちしより小さい子だ～』

　子供達が喋ると、重低音の波が身体からだを揺する。

　彼らは身長二〇メートル近くあるので、成人した森巨人の二倍以上だ。

『もしかして、怪け我がをしているのか？』

『うん、魔物を狩ろうとして』

　リーダーの「大きな足」の足首から血が流れている。

　オレは樽たる入りの水増し魔法薬をアイテムボックスから出して、「大きな足」に使うように言う。

『痛くなくなった。ありがとう、小さい人』

『治った！』

　妹巨人が飛び跳ね、地面が激しく揺れる。

『お腹なか減った』

　マイペースな「巨木の子」がお腹を押さえると、獣の呻うなり声のような腹の虫が鳴いた。

『保存食で良かったら食べるかい？』

『『『食べる！』』』

　五人が声を揃そろえて叫んだ。

　風圧で後ろに転がりそうになる。

　オレは保存食を作業用リビングドールと協力して運び出して、巨人達の前に積み上げる。

『小さいけど、美味しい』

『ご飯、いっぱい』

『お腹に入ればなんでもいい』

『う～ん、あま～い』

『苦くない。嬉うれしい』

　巨人達は包み紙に覆われたままの保存食を、両手で掬すくってザラザラと口の中に流し込んで咀そ嚼しやくする。

　なかなか豪快だ。

　でも、オレ達人族とはサイズ感が違うので、食いでがなさそうだ。

　オレは巨人達の気が逸それたうちに、大きな瓦が礫れきの裏で取り出したクラーケンのブロック肉を石いし槍やりで貫いて火魔法で焼く。五〇本も焼けばいいだろう。

『良い匂におい？』

　言葉と同時に、ぼたりぼたりと大きすぎる水滴が降ってきた。

　見上げると涎よだれを垂らした「巨木の子」が見えた。

　どうやら、さっきの巨大水滴は彼の涎だったらしい。

『美味しそう』

『そろそろ食たべ頃ごろだから、他ほかの子達も呼んでくれるか？』

『うん！』

　轟ごうっ、と勢いよく駆け出した反動で瓦礫を巻き上げ、「巨木の子」が仲間達を呼びに行く。

　オレだからいいけど、普通の人だったら瓦礫に吞のまれて大怪我をしちゃいそうだ。

『うわー、美味しそう』

『すごいすごい！』

『『『お肉だ！』』』

『どうぞ、君達の分だ』

　目を輝かせる子供達に、巨人サイズの串くし焼やきを勧める。

『『『わーい』』』

　子供達が両手に石槍串焼きを持ってバクバクと食べ始める。

　食べ終わった石槍は危ないので、そこら辺に投げ捨てずにそっと地面に置いてほしい。

　足りるか心配だったが、先に保存食を食べていたので、なんとか足りた感じだ。

　満腹になった子供達が昼寝を始めたので、マップ検索で碧領内に彼らの仲間がいないか検索する。

　碧領はオーユゴック公爵領以上に広いのだが、雲巨人は一人もいない。

「もしかして──」

　思うところがあって、検索条件を変えて調べたらヒットした。

　できればヒットしないでほしかったけど。

　オレは子供達を置いて、確認に向かう。

「ここか……」

　谷間が「雲巨人の結界」で覆われており、結界の向こうは精霊溜だまりになっていた。

　幻獣達の守る巨大な洞どう窟くつの奥が目的の場所だ。

　天井の裂け目から、太陽の光が降り注ぎ、様々な花々が咲き乱れている。

「オレは遅かったわけか」

　花々の中心には雲巨人の遺体があった。

　身長三〇メートルほどある大人の雲巨人だ。おそらくは「大きな足」の母親だろう。

　死んでからまだ時間が経っていないように見えるが、ＡＲ表示によると固定化の魔法で守られている事が分かった。この感じからして、固定化が始まってから何年かは経過していそうだ。

　花々の下に魔法陣や魔法装置が隠されている。

　きっと、この墓所を守る為ためだろう。

　オレは雲巨人の遺体に黙もく禱とうを捧ささげ、踵きびすを返す。

『結界を抜ける事ができた善き者、小さき者よ』

　背後から聞こえた声に振り返ると、遺体から抜け出たような半透明な女性がこちらを見ていた。

『小さき者よ。我が子達を頼みます。対価にはこれを──』

　女性が生み出した白く輝く光が、ふわふわとオレの眼前に届けられる。

　光の中心には透明な宝石のような物があるようだ。

『分かりました。これはあの子達が成長する為に使います』

『感謝する、小さき者。我が子達の未来に幸あらん事を』

　女性はそう言った後、眩まばゆい閃せん光こうとともに消えた。





＞称号「善き者」を得た。

＞称号「雲巨人の友」を得た。






　オレは手の中に残った遺品に目を落とす。ＡＲ表示によると、「空の欠片かけら」という名の宝珠らしい。樹霊珠が樹木を操作できるように、この「空の欠片」は天候を操作できるらしい。

　つい最近、巻物から「降雨召喚コール・レイン」や「濃霧召喚コール・ミスト」を覚えたばかりなのに、いきなり上位互換みたいなアイテムが手に入ってしまった。

　まあ、こっちは子供達に残しておいてやればいいか。

「まずは子供達の里親探しかな」

　当面はオレが碧領の都市で保護するとして、最終的には幼子達を育てる環境が必要だろう。

　オレだと子育てで重要なスキンシップもままならないし、里親の第一候補は同じ巨人である山樹の麓ふもとで暮らす森巨人達を考えている。でも、彼らも雲巨人とは倍くらいもサイズが違うし簡単にはいかないだろう。

　オレは里親探しに頭を悩ませながら、子供達が昼寝する都市へと戻り、地下工場から離れた場所に彼らの暮らせる家屋を「家作製クリエート・ハウス」の魔法で建てた。

　巨人サイズの家なんて初めて建てたけど、魔法のデタラメさのお陰でなんとかなった。

　その横には巨大氷柱を並べた原始的な氷室を備えた倉庫を作り、凍らせた魔物肉や生鮮食品を保管する。

　隣に常温倉庫も作って保存食も積み上げておこう。彼らの食事量は人間の二〇〇〇倍くらいなので、一万人が一ヶ月くらい暮らせる量を詰め込んだ。定期的に会いに来る予定だけど、毎日は来られないからね。

　ドタンバタンと大きな音がした。

『……う～ん』

　どうやら、子供達がお昼寝から目覚めたらしい。

『おはよう』

『おはよう、小さい人』

　一人が起きると、他の子達も目をこすりながら起き上がった。

『わー、何かできてる』

『なんだろ？』

『ボク達よりも大きいぞ！』

　この子達は人族風の家屋を見た事がないのかな？

『これは君達の家だよ』

『──家？』

『洞窟がないよ？』

『代わりに屋根があるだろ？』

　子供達は興味深そうに屋根を見上げ、窓を覗のぞき込む。

『この扉を開けて入るんだ』

　オレは「理力の手マジツク・ハンド」で超巨大な扉を開けて中に導く。

　家屋の中を案内していると、アリサから「無限遠話ワールド・フオン」が届いた。

『ご主人様、どこ？　太守夫人やギルド長から招待状が来てるわよ』

　オレはアリサに礼を言い、碧領の解放都市に迷い込んだ巨人の子供達を保護したと伝える。

『えー！　会いたい！　ナナ達も会いたいって』

『なら、もう少しで家の案内が終わるから、その後に迎えに行くよ』

　オレはそう返事をし、子供達にトイレや風ふ呂ろの使い方を教え、ベッドやダイニングの場所を伝える。

　最後に食料庫を教えたら、昼寝の間に小腹が減ったのか、保存食をザラザラと食べ出した。

　その間に、仲間達を迷宮都市の屋敷から連れてくる。

　悪いけど、ゼナさんとセーラは屋敷に置き去りだ。

「大きな幼生体！」

　雲巨人の子供達を見たナナが興奮する。

『誰だれ？　小さい人が増えた』

『幼生体、私の名前はナナだと告げます』

　翻訳指輪を嵌はめて、ナナが自己紹介する。

『えー、ボクは「よーせーたい」って名前じゃないよ？』

　子供達がナナ達に自分の名前を告げた。

『ポチはポチなのです！　仲良くしようなのですよ！』

『タマもズッ友～？』

　ポチやタマもナナの横に並んで声を掛ける。

『うん、仲良し』

『ズッ友？』

『友達』

　知らない単語に首を傾かしげる子に、ミーアが簡潔に説明した。

「ご主人様、これが招待状。持ってきた人達の話だと、どっちも今日みたいよ」

　アリサから受け取った招待状を開封する。

　夕方から太守の宮殿で晩ばん餐さん会、深夜から朝までギルド長主催の宴会らしい。

　ちゃんと時間が重ならないように設定されているので、秘書官のウシャナさんがアシネン侯爵家の家令さんと調整したに違いない。

　晩餐会まで時間がないな……。

「アリサ、悪いけどこっちは任せていいか？」

「おっけー！　子供達の相手はナナやポチ、タマがやってくれるし、ご飯作りはルルとリザさんがやってくれるわ。ミーアだけ連れて行ってくれる？」

「むぅ？」

「お目付役よ」

「ん、理解」

　意味不明と言いたげな顔をしていたミーアだが、アリサに説明されて納得したようだ。

　別にお目付役なんていなくても、女の子に手を出したりしないのに。
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　太守主催の晩餐会は宮殿のような太守城の大ホールで行われるようだ。

　晩餐会が始まる前に、主催者の太守に挨あい拶さつする。

「太守閣下、レーテル様、本日はお招きいただき光栄に存じます」

「主賓の登場ね」

「ようこそ、ペンドラゴン子爵。『魔王殺し』殿を招いて、我が城も格が上がるというものだ」

　太守が珍しく饒じよう舌ぜつだ。

「今日は三人のお嬢様をエスコートされていらっしゃるのね。森の乙女ミサナリーア様とマリエンテール嬢はよく存じ上げるけれど、聖女リリーの秘蔵っ子と言葉を交わすのは初めてかしら？」

「はじめまして、アシネン侯爵夫人。お目にかかれて光栄です。テニオン神殿の巫み女こセーラと申します」

　セーラが太守夫人に巫女の礼を取る。

　聖女リリーというのは、公都のテニオン神殿のユ・テニオン巫女長の事じゃないかと思う。

「ペンドラゴン卿きよう、ぜひ一度、お手合わせを！」

「ペンドラゴン卿、いえ、私と！」

「この際、四人全員で！」

　セーラと太守夫人の会話を見守っていると、太守の護衛である四騎士達が握手や試合を求めて集まってきた。

「手合わせなら、私も希望したい」

「ラヴナ、今こ宵よいは宴うたげじゃ。無粋な事を言うでないぞ」

　ミーティア王女が護衛の巌いわおの騎士を窘たしなめる。

「子爵様、私とも握手を！　お願いします！」

　巌の騎士の陰から、彼女の同僚の若い女騎士が必死な感じで手を出してきたので、軽い感じで握手をする。

　何がそんなに嬉うれしいのか、真っ赤な顔で礼を言う女騎士は嬉しそうだ。

「リュラ、ずるいぞ。サトゥー殿、わらわとも握手してたも」

「はあ、構いませんが……」

「そういう事であれば、我らも握手を希望するぞ！」

　ミーティア王女と握手したのを見た太守三男ゲリッツ君がそんな事を言い出し、彼の取り巻きのルラム君を始めとした貴族子弟達全員と握手する羽目になった。

「あの、子爵様。私もいいでしょうか？」

　控えめに言うのはデュケリ准男爵令嬢のメリーアン嬢だ。

「ええ、構いませんよ」

　握手券はいりません。

「ありがとうございます」

　メリーアン嬢はオレが握手した手を大事そうに胸に抱く。

　いつもの女剣士みたいな潑はつ剌らつさは鳴りを潜め、貞淑な乙女のような初々しさだ。

「ペンドラゴン卿、武勲をお慶び申し上げる」

　颯さつ爽そうと現れたデュケリ准男爵が娘を売り込み、それを見た他ほかの貴族達も娘を伴って現れ、猛烈なアピール合戦を始めた。メリーアン嬢やミーティア王女以外の女性達は肉食獣の目でオレを狙ねらう。

「むぅ」

　あまりの勢いにミーアもたじたじだ。

　肉体接触をしてくる相手以外だと、強硬手段に出られないのだろう。

「皆様、パートナーのいる男性に声を掛けるのはマナー違反ですよ」

　セーラがオレの腕に自分の腕を絡めて、自分の娘を売り込む貴族達を牽けん制せいした。

「神殿の巫女がはしたないですぞ」

「そうだとも。巫女は神に仕える者。男性相手に少し──」

　反論していた貴族の一人が口くち籠ごもる。

「──セーラ殿？」

「はい、ゴハト子爵。公都で一度、ご挨拶させていただきました」

「知り合いかね？」

「彼女は──この方は公都のテニオン神殿の巫女セーラ殿。オーユゴック公爵家のご令嬢だ」

「オーユゴック公爵家？　まさか、『天破の魔女』リーングランデ様の妹君？」

「私は出家した身です。公爵家とも、ましてや姉とも関係ありません」

　姉であるリーングランデ嬢の名前が出た途端、セーラの笑顔が作り物めいたモノに変わる。

　相変わらず、お姉さんへのコンプレックスは強いらしい。

「ペンドラゴン卿と一緒にいらっしゃるという事は、これからは彼とともに旅を？」

「うふふ、それも楽しそうですね」

　場の雰囲気を察したフダイ伯爵が別の話題を振り、セーラは言質を取らせない無難な回答をした。

「ペンドラゴン卿」

　侍従の一人がオレに耳打ちする。

　彼が目め配くばせする方を見ると、仕切り布の向こうに身を隠すように元緑貴族のポプテマ前伯爵がいた。

　何か内密に伝えたい事があるようなので、オレは適当な理由でその場を離れる。

「──ボナム家？」

「ペンドラゴン卿にはソーケルの実家と言った方が分かりやすいですかな？」

　ポプテマ前伯爵が伝えたい事とは、ボナム家の動向が怪しいという情報だった。

「迷宮都市南方の山岳地帯で、ソーケルらしき人物を見たとの報告も寄せられています」

　ソーケルは迷宮都市の元太守代理をしていた青年貴族で、魔人薬や屍しかばね薬やくという禁止薬品を密造していた咎とがで役職を解かれ、尋問する為ためにどこかへ幽閉されていたはず。

　その後は興味がなかったので、どうなったかは知らない。

「確か幽閉されていた記憶がありますが、釈放されたのですか？」

　オレの問いにポプテマ前伯爵は首を横に振る。

「いえ、ソーケルは病気療養という名目で実家の別邸で蟄ちつ居きよし、『黒のワイン』を賜って病死する予定でした」

　彼の言う『黒のワイン』とは、シガ王国での毒入りワインの隠語だ。

　つまり、毒殺処刑した上で病死として発表する予定だったという事だろう。

　マップ検索してみたら、ソーケルは王都にいた。光点の位置から推測して、第三王子の持つ拠点の一つに匿かくまわれているらしい。第三王子派だったし、順当な潜伏先だ。

「彼はシャロリック殿下の信奉者でしたし、殿下の下に身を寄せているのでは？」

「ええ、十分あり得る事です」

　オレがマップ検索で得た情報を推論という形でポプテマ前伯爵に伝えると、彼も同じような推測はしていたらしく、即座に同意してくれた。

「実家の後ろ盾をなくしたあの男に何ができるとも思えませんが、身辺にはお気を付けください」

「ご助言、感謝いたします」

　ソーケルみたいな小物ほど搦からめ手てでくるから、しばらくは毎朝の検索対象に加えておくとしよう。

　権力や武力もある第三王子と変な化学反応を起こさない事を願いたいね。

　それから少しして、晩餐会が始まると侍従が捜しに来たので、ポプテマ前伯爵と時間をずらして大ホールへ戻る。

　今日の晩餐会はいつにも増して贅ぜいを尽くしたもので、実に満足いくものだった。ミーアの分はちゃんと肉抜きの別メニューで、太守夫人の気遣いを感じる。帰りの馬車で聞いたら、護衛枠で参加したゼナさんも別室で豪華な夕食が振る舞われたらしい。

「この後はギルド長主催の宴会なのですが、セーラさんとゼナさんも一緒にいかがですか？」

「お邪魔でなければ、ご一緒したいです」

「私はサトゥーさんの護衛ですから、同行させていただきます！　それにリリオ達も参加すると言っていましたから」

「では服装だけ普段着に替えてから行きましょう」

　さすがにギルド長の宴会に、礼服やドレスでは行けないからね。
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「ようやく来たな、サトゥー！　まずは駆けつけのジョッキだ！」

　訪れたギルド裏の宴会場は、既に酔っ払いの巣そう窟くつだった。

　オレはギルド長からジョッキを受け取り、麦の香り豊かな蒸留酒を呷あおる。

　強烈な酒精で咽のどが焼け、少し遅れて蒸留酒の旨うま味みが舌を楽しませる。鼻を抜ける香りには仄ほのかに木材の香りが揺蕩たゆたい、蒸留酒を寝かせた年月を感じさせる。

「美う味まい。良い酒ですね」

「秘蔵の蒸留酒だぜ！」

　そんなに良い酒なら一気なんてせずに、ゆっくりと味わいたかった。

「主賓が登場したところで、乾杯！」

「「「乾杯！」」」

　酔っ払い達が勢いよくジョッキを打ち付け合う。

　飛び散る酒精の香りと豪快な笑い声が宴会場を満たした。まさに「ザ・飲み会」って感じだ。

「魔王殺し！　凄すごいヤツだと思ったが、ここまで凄いとは思わなかったぞ！」

「そうか？　あたしは魔族になった迷賊王ルダマンに立ち向かった時から、それくらいやるヤツだと思ってたぜ！」

　ベテラン探索者のドゾン氏と彼の元妻のマヒルナさんが乾杯しに訪れた。

「こんばんは。ドゾン様、私は勇者様の魔王討伐をお手伝いしただけで──」

「がはははは！　若様は変わらねぇな！　そんな貴族向けの言い訳なんて誰だれも信じねぇ信じねぇ！　むしろ、弁明すればするほど魔王討伐の手柄は若様にあったんじゃないかって思われるぜ」

　──それはマズい。

「最大の功績は間違いなく勇者ハヤト様です。それだけは絶対に間違いありません」

　そこだけは譲れないポイントなので、少し強めに主張した。

「今代の勇者も強かったか？」

「ええ、とても強く──そして勇敢な方でした」

　声を掛けてきたのはギルド長の相談役であるエルフのセベルケーアさんだった。

「先代勇者の従者としては気になるかい？」

「余計な事は言うな、リリアン」

「その名前で呼ぶなって言ってるだろ！」

　ギルド長が若気の至りに恥ずかしがる。

「先代勇者の従者をされていたんですか？」

「昔の事だ」

　セーラが確認すると、セベルケーアさんは素っ気なく肯定してそっぽを向いた。

「もしかして、『大地使い』のセーア様ですか？」

「懐かしい。誰から聞いた？」

「公都のユ・テニオン巫女長様からです」

「リリーからか。なら、あんたは巫女セーラだね。リリーの手紙であんたの名前がよく出てくる。自分より聖女に相応ふさわしいとベタ褒めだった」

「──巫女長様が？」

　セーラが驚きに目を丸くした。

「ああ、ここ八年ほどはあんたの事ばかりだ」

「……八年。私が巫み女こ見習いになった年です」

　セーラが思い出を手繰るように呟つぶやいた。

　そんなに小さい頃ころから、家族の下を離れて巫女見習いとして神殿に入っていたのか。

「ペンドラゴン卿きよう」

　セーラを見守っていると、野太い声に呼ばれた。

　振り返ると、エルタール将軍や隊長さんや狐きつね将校がいた。さっきの声は隊長さんだろう。

「先ほどはあまり話せなかったからな」

　エルタール将軍がオレの向かいに腰を下ろす。

　彼も太守主催の晩ばん餐さん会に参加していた。

「お土産ありがとう。すっごく美お味いしかったよ！」

「この馬ば鹿か者が！　あれは将軍閣下への品だろうが！」

　のほほんとお礼を言う狐将校の頭に、隊長さんの拳げん骨こつが落ちる。

「痛いよ、隊長」

「お前はもっと反省しろ！」

　この二人は相変わらずだ。

「秘蔵の酒だ。土産の返礼品には足らんが──」

「おお！　良い酒だね！　ごちになるよ！」

「ゾナ、ペンドラゴン卿が先だ」

　エルタール将軍は秘蔵の酒をギルド長から奪い返し、持参したらしきワイングラスに注ついでくれる。

　ワインの良い香りが鼻孔をくすぐる。うん、香りだけで分かる。これは良いモノだ。

　しばし芳香を楽しんだ後、エルタール将軍やギルド長と乾杯して銘酒を味わう。

　──美味い。

「そちらのお嬢さん達も」

　エルタール将軍がそつなくゼナさんとセーラにワインを注いだグラスを渡す。

　ゼナさんは護衛中だと飲酒を遠慮したが、エルタール将軍とギルド長の強引な勧めとオレの許可に負け、ワインのグラスを傾ける。

「……美味しい」

「うむ、そうだろうそうだろう。これは一〇年モノのビスタールワイン『紅玉酒』でな、なかなか手に入らんのだ」

　ゼナさんの口から零こぼれた称賛に、エルタール将軍が満足そうに何度も頷うなずく。

「アニキ！　俺の酒も飲んでくれ！」

　酒瓶を片手に現れたのは、「業火の牙きば」という有名パーティーを率いるザリゴンというベテラン探索者だ。彼にアニキ呼ばわりされた事はこれまでなかったはず。

「アニキが探していたっていう『レッセウの血潮』を手に入れてきたぜ！」

　いや、それは迷宮下層に暮らす吸血鬼ヴアンパイアの真しん祖そバンの好物であって、オレは彼の代理で買い付けていただけだ。

　それに生産地の村を救ったお礼に、これからも定期的にエチゴヤ商会に供給されるんだよね。

「──ザリゴンさん？」

「呼び捨てにしてくれ！　俺はアニキの偉業に痺しびれたんだ！」

　酔っ払いがドスンと横に座り、暑苦しく肩を組んできた。

「俺達が迷宮で『区画の主エリア・マスター』や『階層の主フロア・マスター』を目標に掲げてあくせくしている間に、アニキは軽々と『階層の主』を討伐し、リーングランデ様や勇者様とともに異国の地で魔王と戦ってた」

　ザリゴンがバンバンとオレの背中を叩たたく。

　酔っ払いは力の加減がないから、それなりに痛い。

「俺の事は舎弟だと思っていくらでも用事を言いつけてくれ！　俺あ、アニキの為だったら、なんだってするぜ！」

「ザリゴン！　若様を独り占めするんじゃないよ！」

「若様、こんなむさ苦しいのじゃなくて、私達がお酌します」

「おばさんは引っ込んでて、あたし達若い子の方が若様だって嬉うれしいに決まってるよ！」

　ザリゴンを押しのけて、女性探索者達が酒瓶を持ってお酌しに来てくれた。

　ガチムチな感じでも、場所によってはそれなりに柔らかい。最後の若い子はガチムチじゃなかったけど、中学生くらいの子はちょっと……。

「むぅ、破廉恥！」

「サトゥーさん、デレデレしてはいけません！　姉様とお酒を飲んだ時もデレデレしていたと聞きましたよ！」

　ミーアがスキンシップ過多な女性探索者達を押しのけ、目がとろんとして酒臭い息になったセーラがオレにお説教をする。

　どうやら、セーラはあまり酒に強くないようだ。

「子爵様！　あたしの酒を受けてくれ」

「ありがとうございます、ルウさん」

　珍しく緊張した感じのルウさんがオレのジョッキに酒を注いでくれた。彼女はゼナ隊の一員だ。

「ルウってば、カチカチじゃん。少年、あたしの酒も飲んで」

「リリオさん！　子爵様に不敬ですよ」

　ゼナ隊の斥候リリオと大剣使いの美女イオナさんだ。

「ごめんごめん、酒の席の無礼講って事で！」

　悪びれないリリオに、イオナさんが「それは偉い人だけが言っていい言葉です！」と叱しかりつける。

「すみません、子爵様。あとできつく叱っておきますので」

「お気になさらず。彼女の言う通り、今日は無礼講でお願いします」

「やったー！　話せるー！　さすがはゼナっちが選んだ少年だ！」

「もう、リリオったら！　調子に乗らないの！」

　ゼナさんに叱られたリリオが嬉しそうにしている。

「若様、魔王と戦ったお話を聞かせてください」

「俺も聞きたい！」

「ボクも！」

　若手探索者の一人にねだられ、酒杯を重ねながら魔王戦の様子を語る。

「いいじゃん、ゼナっちは！」

　ゼナ隊がお酒を飲んでいる方からリリオの声が聞こえた。

「好きな人の近くにいられるんだから」

「おい、リリオ。飲み過ぎだ」

「飲み過ぎてない！　どこ行ったー！　ジョンの馬鹿野郎ー！」

　リリオが夜空に向かって叫び、手に持っていたジョッキを飲み干して轟ごう沈ちんした。

　リリオの彼氏はルモォーク王国で召喚された三人目の日本人の可能性が高い男性だ。ジョンという名前でマップ検索しても出てこないから、命名スキルで名前を変えているか国外にいるのだろう。

「若様、嬢ちゃん達が寝ちまったみたいだぜ」

　下町の顔役をしている「泥どろ蠍さそりのスコピ」が、そう指摘してくれた。

　彼は強こわ面もてなのに、子供の面倒見がいいんだよね。

　──ん？　嬢ちゃん「達」？

「……サトゥーさん」

　膝ひざの間に座って眠りこけているミーアだけでなく、横に座っていたセーラまでオレの腕に抱き着いて寝落ちしていた。

　どうりでさっきから腕に良い感触が伝わってくると思ったよ。

　周りを見回すと、潰つぶれている人間も増えてきたようだし、そろそろ引き上げるとしよう。

　酔い潰れたリリオの世話を甲か斐い甲が斐いしくするゼナさんに声を掛け、オレ達は酔っ払いの巣窟から脱出した。
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「せっかく貰もらったし、お裾すそ分わけしてくるか」

　オレはミーアを寝室に運び、セーラを屋敷の客間に寝かしつけた後、宴うたげで貰ったワイン「レッセウの血潮」を手土産に、迷宮下層にある吸血鬼の真祖バンの「常夜城」を訪れていた。

「クロか、久方ぶりであるな」

「知り合いからワインを貰ったから、お裾分けに来たよ」

　ついでに西方諸国や要よう塞さい都市で得たお土産を、常夜城のメイド達に渡す。

「タウロスの肉があるなら、ユイカ達を呼ばねばならぬな。フォイルニスやヨロイはこの肉に目がないのだ」

　ゴブリンである小鬼姫ユイカはともかく、金属鎧よろいや岩石に憑ひよう依いする「鋼の幽鬼アイアン・ストーカー」のヨロイに味が分かるのかは疑問だ。まだ「骸の王キングマミー」のムクロの方が分かる。

　ちなみに、フォイルニスはユイカの幾つかある人格の初代──ユイカ三号が自分に付けたニックネームのようなものだ。

　よほど好物だったのか、暇だったのか、すぐに他ほかの住人が集合した。

「美う味まい！　美味い！」

　ヨロイがタウロス肉のステーキに舌鼓を打つ。

　鎧よろい兜かぶとの内側にタウロス肉が差し込まれると、囓かじり取ったように肉が抉えぐれて消えていくのは、なかなかホラーだ。まあ、本人は非常に満足そうなので余計な事は言うまい。

　そう言えば前にもピザや寿す司しを美味そうに食べていたっけ。

「がっつくな。せっかくの美味い肉が台無しだ」

「良い肉には良いワインが合う。フォイルニスもいかがだ？」

「わらわは葡ぶ萄どうジュースの方がいい」

　ムクロ、バン、ユイカ三号もタウロス肉に舌鼓を打つ。

　幾度もお代わりをするくらい気に入ってくれたようなので、ストレージに大量保管してあるタウロス肉を追加提供しておいた。

「ふう、美味かった」

「満足なのじゃ」

「それでクロ、今日はどうした？　土産を持ってくる為ために、わざわざ来たわけじゃあるまい？」

「ここに来たのは土産を届けるのが目的だよ」

　迷宮都市に来たついでに時間があったからね。

「暇なヤツだな」

「これでもけっこう忙しくしているんだけどね」

　ヨロイに笑われたので近況を語る。

　ムクロ達は神様嫌いなので、カリオン神やウリオン神と一緒に物見遊山した時の事は省いておいた。「まつろわぬもの」も禁止ワードみたいなので、オフレコだ。

　ムクロ達が生身で生活していた頃のエピソードを交えつつ、和やかに会話を楽しんでいたのだが──。

「──聖せい骸がい動甲かつ冑ちゆう？」

　最近のニュースのところでムクロが引っかかった。

「ありゃあ、ヤマトのヤツが封印したはずだぞ」

「覚えておるぞ。わらわも結界の構築を手伝ってやったのじゃ」

　おっと、専門家に話を聞く前に当事者から話を聞けそうだ。

「その時の封印の事情を教えていただけませんか？　迷宮都市に来たのも、学者からその話を聞く為だったんです」

「聞いてどうする？」

　ムクロが鋭い眼光をオレに向けた。

「知っておきたいんです」

「あれは興味本位の輩やからに話すような事じゃないぜ」

　ヨロイが釘くぎを刺した。

「巨大な聖骸動甲冑──聖骸巨神が運ばれてくるのを見てヒカル──王祖ヤマトが気にしていたので、何があったのか知りたいんです」

「……ヤマトめ。目覚めたなら、挨あい拶さつの一つもしに来んかっ」

　ムクロが不機嫌そうに吐き捨てる。

　そう言えばヒカルとムクロ達って、昔の知り合いだったんだっけ。

　ナナ姉妹やゼナさん達の訓練で迷宮に潜っていたから、とっくに再会したと思っていたよ。

「クロ、この件はワシらに任せろ」

　ムクロがすくっと立ち上がる。

「どうせ、あの泣き虫の事だから、うじうじしてるんだろ？」

　ヨロイの問いに首肯する。

「まったく、あやつのせいではないというのに」

「ちょっと活を入れてやるのである」

　ユイカ三号とバンもムクロとヨロイに続いた。

「任せておくのじゃ。わらわ達がヤマトを元気にしてやる」

　ユイカ三号がニカッと笑ってサムズアップした。





◆






「サトゥーさん、昨日はすみませんでした」

　翌朝、屋敷に戻ると宴会の途中から記憶のないセーラに詫わびられた。

　今日はセーラと炊き出しに参加する予定だ。

「マしター、手伝いする」

「マしター、ナナは？」

「ナナはちょっとお仕事を頼んでいて留守なんだよ」

　予定ではナナも参加するはずだったのだが、昨日急に雲巨人の子供達の面倒を見る緊急ミッションが発生したので、予定が変わってしまったのだ。

　残念そうなアシカっ子達の手を引き、養護院の厨ちゆう房ぼうで準備をする手伝いの人達と合流して、炊き出しを行った。

　魔王殺しのネームバリューでオレの前に大行列ができてしまったので、途中から裏方に回り、セーラから炊き出しを受け取っても列を離れない困った男達を排除する。

　アシカっ子達も手慣れた様子で列の整理に活躍していた。

　昼からはトケ前男爵と面会の約束があったので、迷宮都市のテニオン神殿へ顔を出すというセーラ達と別れ、オレは少女メイドが操る馬車で貴族街へ向かった。

　ムクロ達は自分達に任せろと言っていたけど、ヒカルが聖骸巨神に謝っていた理由だけは知っておきたいからね。




「子爵閣下は聖骸巨神が封印された理由を知りたいとか」

　トケ前男爵はルラム君との血縁を感じさせるぽっちゃりとした老人で、柔和な顔立ちに知性溢あふれる瞳ひとみをしている。

「諸説はあるのですが──」

　トケ前男爵はテーブルの上に置かれていた本の一冊を広げながら説明を始める。

「魔王討伐後に『不要になった為に廃棄された』とか『危険な存在だから封印された』などと主張する研究家もおりますが、私は違うと確信しています」

　彼はまず、他の研究者達の説を軽く挙げた後、持論を語り始めた。

「封印は聖骸巨神の意志だったというのが私の見解です。聖骸動甲冑や量産品の動甲冑には、フルー帝国の魔導技術の粋を極めた『知性ある魔法道具インテリジエンス・アイテム』が中核を成していたというのは有名ですが──」

　カリナ嬢が装備するラカが「知性ある魔法道具」の身近な例だろう。

　つまり、聖骸巨神や聖骸動甲冑は単なるゴーレムやロボットではなく、知性ある者だったわけか。

「それらの理由から、聖骸巨神に宿る知性が戦いに疲れ果て、封印を望んだと私は考えております」

　トケ前男爵が彼の説の根拠を王祖の物語や歴史書の事例を挙げて語った後、そう締めくくった。

「遺跡への封印は聖骸巨神自身の意志か……」

　王都へ運ばれた聖骸巨神は、本人の希望で行った封印をヒカルの養い子の子孫が自分の都合で解いた事になるわけか。

「納得いきませんかな？」

「いえ、とても納得できます」

　あの時のヒカルの態度を思い出せば、それは間違いないと感じさせる。

　オレはトケ前男爵に礼を告げ、謝礼代わりに西方諸国で入手した菓子や銘酒を贈った。





◆






「子供達の様子はどうだい？」

「覚えがいいわ。早くも家の設備に慣れたみたい」

　トケ前男爵との面会を終え、セーラ達も帰宅していなかったので、碧領まで雲巨人の子供達の様子を見に来ていた。

「今はポチやタマと一緒に、外を駆け回っているわ」

　アリサが外壁の向こうを指さす。

「外で遊んでいるのか？」

「リザさんとナナが外壁の向こうにいる危ない生き物をしらみつぶしに倒してるから安全よ」

　それなら安心だけど、わざわざ外に出なくても、外壁の内側だけでも十分広いのに。

「用事は終わったの？」

「ああ、迷宮都市の用事は終わったから、王都に戻ろうと思う」

　オレはアリサにトケ前男爵から聞いた聖骸巨神封印の理由を語る。

「なるほどね～、そういう経緯なら、ヒカルたんが落ち込むのも無理ないわ。得意満面で報告する第三王子に、今さら封印し直してきなさいとは言いにくいだろうしね」

　王祖様ラブな国王や重臣達が言っているかもしれないけど、第三王子はそれを素直に聞くようなタイプじゃないしね。

「強引に搔かっ攫さらって別の場所に封印してもいいけど……」

「それはそれでヒカルたんの立場が悪くなりそうよね～」

　アリサと二人で頭を悩ませる。

　結局名案が浮かばなかったので、子供達のお昼を作るルルの所に行った。

「……なるほど、こう来たか」

　巨人サイズの食事を作る為に、ミーアが出した疑似精霊「砂巨人」にサポートさせて肉にく串ぐしを焼いている。

「私一人だと上う手まくいかなかったのでミーアちゃんに手伝ってもらっちゃいました」

「ん、任せて」

　少し恥ずかしそうなルルの横で、ミーアが薄い胸を張る。

「わたし達がいない間はリビングドール達に任せるの？」

「そうだよ。体格的に無理な作業は、ゴーレムを用意しておくつもりだ」

「子供達の世話だから、リビングドール達だけに任せるのも心配ね～」

「レリリル」

　思案顔のアリサに、ミーアが助言した。

「そうだわ！　リレルルたんがいた！」

　アリサが指を鳴らしてミーアの思い付きを称賛する。

「確かに家妖精のレリリルなら、子守は得意そうだ」

　家妖精は人間の児童並みに小柄だけど、身長二〇メートルの雲巨人からしたら誤差みたいなものだろう。

　オレはミーアを連れて迷宮都市の「蔦つたの館やかた」に赴き、レリリルの快諾を得て戻ってきた。

「こりゃまたでっかいでやがりますねー」

　レリリルが遊びから戻った雲巨人の子供達を見上げてひっくり返りそうだ。

『小さい人より小さい子』

『かあいい』

『こら！　気軽に持ち上げるんじゃねーですよ！』

　つまみ上げられたレリリルが雲巨人の子供達に抗議する。

『ごめんー、お名前は何て言うの？』

『私はレリリル！　サトゥー様やミサナリーア様に仕える家妖精でやがりますよ！　お前達も順番に名前を教えやがれです』

　レリリルが偉そうに自己紹介すると、子供達も素直に自己紹介を返す。

　ナチュラルに偉そうな態度が良かったのか、子供達はすぐにレリリルに懐き、素直に言う事を聞くようになった。倉庫の材料を使って甘いお菓子を作ってあげたのが決め手だったようだ。

「サトゥー様、この子達はこのレリリルにどーんと任せやがれなのですよ！」

　レリリルが真っ平らな胸を拳こぶしでどんと叩たたいて請け合ってくれた。

　これでたまに様子を見に来るくらいで大丈夫だろう。後は、早めに子供達を受け入れてくれる里親を探すとしよう。





◆






「サトゥーさん！」

　迷宮都市の屋敷に戻ると、セーラが少し焦った様子で待っていた。

「テニオン様から神託が降りました！」

　どうかしたのか尋ねる前に、セーラが言う。

「王都に災禍が迫っているそうです！」

　どうやら、また何かトラブルさんが厄介事を運んできたようだ。

　マップ検索では何も起こっていないようだったから、これから何かが起きるのだろう。

　また赤縄や魔族かな？　なんて予想しつつ飛空艇で王都へと旅立った。








英雄誕生







〝サトゥーです。自分の功績を支持者に分かりやすく宣伝する事は、指導者にとって必要なのかもしれません。でも、やらせや他者の功績を掠かすめ取る行為はダメだと思うのです。〟






「マスター、王都上空へ接近したと報告します」

　操縦席からナナが報告する。

　セーラの預言に従い王都へと戻ってきたのだが、王都は分厚い雲に覆われていた。

「これより雲の下に降下すると宣言します。着席の上、シートベルトを着用しなさいと推奨します」

　飛空艇が機首を下げ、雲の下へと降りる。まだ、雨は降っていないようだ。

「──うげっ」

「怪獣なのです！」

「ロボもいる～？」

　到着した王都には、巨大な聖せい骸がい動甲かつ冑ちゆう──聖骸巨神が同じくらいのサイズをした魔族と戦う姿があった。

「まるで特撮の映像みたいね」

　前回のエセ上級魔族と違って、今度はレベル六六もある本物の上級魔族だ。ショッキングピンクという体色はアレだが、見た目は漆黒の上級魔族に酷似しており、かなり強そうだ。

　貴族街あたりで格闘戦をしていた両者だったが、決着が付かずどちらからともなく距離を取った。

　魔族が片腕を触手に変じ、鞭むちのようにして聖骸巨神を叩き伏せる。

　聖骸巨神は球状の障壁に守られて無傷だったが、鞭の連打に動けないようだ。

「援護する？」

「いや、まだ大丈夫そうだよ」

　反撃をするのか、障壁の奥の聖骸巨神が、胸の装甲を開き、そこに虹にじ色いろの光を帯びさせる。

「にゅ！」

「ナナ！　面おも舵かじ一杯！」

　危機感知スキルの報しらせと同時に叫ぶ。

「イエス・マスター」

　急速に回頭した小型飛空艇の横を、聖骸巨神の胸から放たれた光線が通り過ぎる。

　衝撃波で飛空艇は流水の木の葉のように翻ほん弄ろうされた。

「スタビライザー全開、カウンターバーニア緊急使用と告げます」

　ナナの必死の操艇で、なんとか制御を取り戻す。

「ロボの勝ちみたいね」

　光線に切り裂かれた曇天の間から降り注ぐ光の中に、上半身を吹き飛ばされ黒い靄もやとなって消えていく魔族と、光線を撃った姿勢で佇たたずむ聖骸巨神の姿があった。

「妙に神々しいわね」

「周囲の被害を気にしなければね」

　聖骸巨神が暴れ回った後は瓦が礫れきの山だ。

　魔族を消し飛ばした光線は、近くにあった水道橋を一つ吹き飛ばし、彼方かなたにある山を抉えぐってしまった。

　水道橋からは止めどもなく水が噴き零こぼれ、王都の街路を濁った川のように変える。

「ご主人様、赤縄の魔物も出ていたみたいです」

「既に討伐されているようですね。あの金属でできた蜘く蛛ものようなモノが倒したのでしょうか？」

　ルルとリザが見つけた正体不明の機械っぽいモノを調べる。

　マップ情報によると、聖骸従者という名前の多脚ゴーレムの一種らしい。名前からして聖骸巨神の補助ユニットだろう。

　前回に活躍した動甲冑なんかも出動していたみたいだ。

「戦闘は終わったのでしょうか？」

「はい、ゼナ様。他ほかに怪しい動きはないように見受けられます」

　リザが確認の視線を寄よ越こしたので首肯してやる。

「出番なし～？」

「しおしおなのです」

　──ＬＹＵ。

　きゅぴーんっ、と言いたげな眼光をしていたタマとポチ、それといつの間にかポチのペンダント──竜眠揺篭ドラゴン・クレイドルから出てきていた幼竜のリュリュが、しょぼんとした顔で項うな垂だれた。

「先ほどの上級魔族の襲撃が、セーラ様の受けた預言の災禍なのでしょうか？」

「ええ、おそらくそうだと思います」

　リザの問いにセーラが答える。

「マスター、どこに向かいますかと問います」

「空港に向かってくれ」

「イエス・マスター」

　飛空艇が回頭する時に、地上を眺め被害の様子を確認する。

「ガニーカ侯爵邸とオーユゴック公爵邸の被害が大きいですね。地下の避ひ難なん壕ごうがあるから大丈夫だと思いますが……」

「あの巨体が暴れたんだったら、避難壕の天井が抜けてないか心配ね」

　セーラの視線を追ったアリサが、聖骸巨神の足下の陥没を見ながら言う。

　飛空艇を空港に降ろし、混乱する王都を移動する。

「貴族街は少し高台にあるから、ここからでもよく見えるわね」

「イエス・アリサ。ロボが雲間から落ちる陽光を反射して目立つと告げます」

　周囲の人達も、そちらを気にしている人が多い。

「王都を襲撃した上級魔族を討伐したのはシャロリック殿下だ！」

「あの聖骸巨神にお乗りあそばすのはシガ王国の第三王子、シャロリック殿下だぞ！」

「シャロリック殿下、万歳！　シガ王国に栄光あれ！」

　そんな風に喧けん伝でんする人がちらほらいる。

「第三王子の政治宣伝プロパガンダかしら？」

「たぶんね」

　叫んでいる者のほとんどは貴族家の郎党みたいだし、第三王子派閥の人達なんだと思う。

「王位を狙ねらっているのでしょうか？」

「可能性はありますね」

　セーラの呟つぶやきに答えつつ、人ひと混ごみを縫って進むと、放置された赤縄の死し骸がいと倒壊した建物が見えた。

「今回は下町にも被害が出たのですね」

　リザが被害状況を見回しながら呟いた。

　マップ検索した限りだと、王城や貴族街や軍施設を狙った前回と違って、今回は一般庶民の区画を中心に狙われている。なんとなく、傾向が年末の赤縄事件を彷ほう彿ふつとさせるね。

「でも、救助活動は始まっているようです」

　ゼナさんが建物で活動する人達を指さす。

「揃そろいの白い制服を着ているわね。自警団とかかしら？」

「良いところに気付いたな、幼子よ！」

　濃い顔をした男性が、俳優のような動きで周囲の耳目を集める。

「あれはシャロリック第三王子殿下が組織した災害救助隊だ！　殿下は我ら下々の事まであまねく庇ひ護ごしておられるのだよ！」

　我ら下々と言いつつ、男性の衣服は上流階層のそれだ。

　彼もさっき第三王子の政治宣伝をしていた連中と同類だろう。

「第三王子の人気取りってわけね」

「まあ、人気取りでもなんでも救助活動してくれるなら、それでいいよ」

　オレは仲間達を促し、被害の大きかったオーユゴック公爵邸へと向かう。

　移動中に検索したところ、ヒカルは王都にいなかった。王都の南、ポチ達が遠足に行った山の遺跡にいるようだ。あそこにはヒカルとシガ王国を建国した人達のお墓があるから、故人に悩みを吐露しに行ったのかもしれない。

「にゅ～？　何か来る～？」

「ガショガショ言っているのです！」

　後方から金属音や圧搾空気のような音をさせながら、多脚ゴーレムのような聖骸従者が通りをやってくる。体高は三メートルほどで、思ったよりも大きい。

　そのままオレ達の横を通り過ぎ、通りの向こうに消え去った。

　マップによると、オーユゴック公爵邸付近に立つ聖骸巨神の方に向かっているらしい。

「まだ、何かあるのでしょうか？」

「分かりませんが、少し急ぎましょう」

　ゼナさんの心配ももっともなので、ちょっと非常手段を取る事にした。

「失礼、セーラさん」

　オレはそう言ってセーラを両手で抱え上げ、お姫様抱っこの姿勢で速度を上げる。

　アリサとミーアはリザとナナが抱え、ゼナさんは風魔法で走行速度をアップさせた。

「到着～」

「なのです！」

　先頭を駆けていたタマとポチがズシャッと音を立てて通りの先で止まる。

「そこの壁が砕けていて入れそうです」

「サトゥーさん、緊急時ですから、そこから入りましょう」

　セーラから許可が出たので、壁の崩れた隙すき間まから近道してオーユゴック公爵邸の敷地内へと入る。

　目隠しの常緑樹の林を抜けると、敷地内の全容が見えた。地上の建物はほぼ全壊で、庭師達によって整えられていたであろう庭園も無惨な状態だ。

「ロボ～？」

「野次馬さんがいっぱいなのです」

　膝ひざを突く聖骸巨神の周囲には、屋敷を蹂じゆう躙りんされたオーユゴック公爵やガニーカ侯爵の関係者や国軍の兵士達が集まっていた。

　その人垣をまたぐように乗り越え、聖骸従者が聖骸巨神の方へと集まる。

「マスター、蜘蛛がロボに収納されていると告げます」

「あれは何でしょう？　聖骸巨神の足下の黒い輪に吸い込まれるようにして消えています」

　ナナやセーラが言うように、聖骸従者が聖骸巨神に収納されていく。聖骸巨神は母艦のような機能もあるらしい。

「宝物庫アイテムボツクススキルのようなものでしょうか？」

「うーん、どっちかって言うと空間魔法の『格納庫ガレージ』を再現した機能じゃないかしら？」

　セーラの疑問にゼナさんが推測を述べ、アリサが別の意見を出した。

　確かにアリサの言う「格納庫」が一番近いと思う。文字的にも意味が近いしね。

「アリサは物知りですね。空間魔法なんて、どこで知ったのですか？」

「エルフの里を訪れた時に、空間魔法を使うエルフが何人かいたのよ」

　アリサは正確ではないけど噓うそでもない答えでセーラの疑問を煙けむに巻く。

　その間に、最後の聖骸従者が穴に吸い込まれ、ゆっくりと穴が閉じた。

「にゅ」

　圧搾空気の音に反応して、タマの耳がピクリと動く。

　聖骸巨神の頭部後ろのハッチが開き、シャロリック第三王子が出てきた。

「シャロリック殿下だ！」

「あの巨大な魔族を討伐したのはシャロリック殿下だったのか！」

　国軍兵士達の中から大きな声がした。

「「「シャロリック殿下、万歳！」」」

「「「シガ王国に栄光あれ！」」」

　国軍兵士達の中の何人かが声を揃えると、周囲の人達も釣られて万歳三唱に参加した。

　王子が満面の笑みで、自分を讃たたえる者達に手を振る。

「なんだか、さっきの揃いの上着を着た連中みたいな感じね」

「そう言えば言っているセリフも同じです」

　アリサの呟きにリザも同意した。

　なるほど、国軍兵士の中にサクラを交ぜていたのか──って、ちょっと待て。

　事前にサクラを用意していた、だと？

　つまり──。

「王子は最初から、魔族の襲撃を知っていた？」

「ご主人様、それって──」

　思わず声に出してしまったが、聞こえたのは傍そばにいたアリサだけのようだ。

　オレは口元に人差し指を当てて、他言無用と伝える。

　間違いだったら王族への誹ひ謗ぼう中傷でヤバいし、間違いじゃなかったら違う意味でもっとヤバい。

「聖女様！」

　神官らしき人物の声に振り返ると、王子の出てきたハッチの下部にある別のハッチが開き、中から気を失ったパリオンの巫み女こが転がり出てくるところだった。この聖せい骸がい巨神は二人乗りだったらしい。

　マップ情報によると、巫女は死亡してはいないものの心神喪失および衰弱状態にあり、非常に危険な状態のようだ。配管から水漏れでもしたのか、全身ずぶ濡ぬれになっている。

　第三王子はそれを一顧だにせず、人々から称賛を受けていた。

　実に彼らしいけど、共に戦った仲間の身くらい案じてやってほしい。

　そんな非難の視線を敏感に感じ取ったのか、第三王子の視線がオレの方を向いた。

「こっち来る～？」

「カリナみたいに飛び降りたのです！」

　聖骸巨神の腕や膝を足場にしたとはいえ、二〇メートル近い高さを三回のジャンプで降りるのはなかなか凄すごい。彼の着る聖骸動甲かつ冑ちゆうのアシスト機能もあるんだろうけど、以前の王子とはひと味違うようだ。

「どこに隠れていた『魔王殺し』。魔王とは戦えても、民草や王国の為ために上級魔族と戦うのは怖いのか？」

「先ほど迷宮都市から戻ったところです。殿下のご活躍は飛空艇の窓から拝見いたしました」

　いきなり煽あおられたので、事実を告げる。

「言い訳か？　無様だな」

　第三王子が鼻で笑う。

　彼はこういうムカつく表現が上う手まいね。

　無表情ポーカーフエイススキル先生の協力で、彼の嫌味を笑顔で完全スルーした。

「ふん、言い返す事もできんか。つまらん小僧だ」

　第三王子は面白くなさげに周囲を見回し、セーラに視線を留めた。

「今なら受け入れてやるぞ？」

　セーラを傲ごう然ぜんと見下ろして勧誘する。

「あれがまだ使えるか分からんからな」

　第三王子の視線の先には、担架に乗せられて運ばれる巫女ラビニアの姿があった。

「あれ？　使える？　それが共に戦った仲間への言葉ですか！」

　セーラが本気で憤慨する。

　同感だったのか、仲間達がうんうんとセーラの言葉に頷うなずいている。ゼナさんもだ。

「仲間？　あれは部品だ。聖骸巨神を宥なだめるのに、巫女が必要だから使っているにすぎん」

「つまり、私も部品として必要だと？」

「その通り。英雄の活躍に貢献できるのだ。光栄に思うがいい！」

　セーラの非難を肯定し、第三王子は傲慢な顔で高笑いをした。








幕間：セーラ






「あのような人の心が分からない者が──」

「巫女セーラ、心を落ち着けなさい」

　先ほどのシャロリック殿下の憤ふん懣まんやるかたない発言に立腹していると、年配の巫女に窘たしなめられた。

　ここは王都のテニオン神殿にある聖域。テニオン神と交神する為の聖なる場所だ。

「すみません、自分の未熟さが不ふ甲が斐いないです」

　いつまでも愚者への怒りを引き摺ずっていてはいけない。

　私は深呼吸をして心を落ち着ける。

　──スー、ハー。

　少し落ち着いてきた心に、醜く嗤わらう王子の顔が過よぎった。

　いけない、落ち着かないと。

　──スー、ハー。

　脳裏にあの嗤いがこびりついている。

「巫女セーラ、愛いとしい人の顔を思い浮かべなさい」

　年配の巫女の言葉に、思わずサトゥーさんの平和な笑顔が浮かんだ。

　どこか捉とらえどころのない、それでいて頼りになる不思議な笑顔。

「落ち着いたようですね」

「──そう言えば」

　もう私の心に、怒りや憤りはない。

「では、祈りましょう」

「「「はい」」」

　王都神殿の巫女長様の言葉を受け、私や年配の巫女が声を揃そろえる。

　日課の祈りを捧ささげていると、緑色の光が脳裏で瞬く。

　これは予兆だ。

　私は心を開き、テニオン様からの神託を受け入れる。

　──《聖骸》《搭乗》《慰い撫ぶ》。

　短い言葉に重なるように、幾つもの意味やイメージが私の心に降り注いだ。

　テニオン様は私が聖骸巨神へ乗り込む事を望んでいる。

　──どうして？

　未熟な私にはテニオン様の真意が分からない。

「皆にも神託は降りましたね？　どうやら、王都の災禍は昼間の魔族襲撃で終わらなかったようです」

　巫女長様が言う神託は私とは違う。

　思わず振り向いた私と巫女長様の目が合った。

「巫女セーラ、あなたには違う神託が降りたのですね？」

「はい、巫女長様」

　私は首肯し、自分に降りた神託を告げ、解釈に間違いがないか巫女長様達と言葉を交わす。

　残念ながら意見の相違はなく、巫女長様達の解釈も私と同じだった。

「間違いだったら良かったのに……」

　公爵邸には戻らず、そのまま王都の神殿で眠れぬ夜を過ごし、悩み抜いた末、神託に従ってシャロリック殿下の下に行く事を決断した。




　私はサトゥーさんのお屋敷に向かう。

　シャロリック殿下の下に行く前に、どうしても会っておきたかったからだ。

「おはようございます、セーラさん」

「サトゥーさん、おはようございます」

　ただ挨あい拶さつをするだけで、こんなに幸せを感じる。

　やはり、私は彼に好意を抱いているようだ。

「午後から変装して王都の商店街を散策するのですが、セーラさんも一緒に行きませんか？」

　サトゥーさんは意外に鋭い。そして、大人だ。

　いつもとは違う私の様子に気付いたみたいだけれど、無理に理由を聞き出す事はせず、気晴らしを提案してくれた。

　きっと、私が悩みを相談したら、彼は快く相談に乗ってくれる事だろう。

　そして私が望む言葉をくれるに違いない。

　だからこそ、私は彼に詳細を話せない。

　それはサトゥーさんとシャロリック殿下の間に、決定的な溝を作る事になるに違いないから。

「サトゥーさん」

　私はサトゥーさんに告げる。

「サトゥーさんは私の事を信じてくださいますか？」

　答えは分かっている。

　だから、私はサトゥーさんの言葉を待たず、踵きびすを返した。

　神託に従う為に。そして、シガ王国に降りかかる災禍から、サトゥーさんや王都の人々を救う為に。

　私を呼ぶサトゥーさんの声を振り切り、修羅への道を駆け出した。








王都騒乱







〝太平の世には内政に優れた賢王を求められるように、乱世には武勇に優れた英雄こそが求められる。シガ王国の王祖ヤマトやサガ帝国を建国した初代勇者のように、此度の「大乱の世」では私──シャロリック・シガこそが世界に望まれているのだ。




──シャロリック・シガ〟






「「「シャロリック殿下、万歳！」」」

「「「シガ王国に栄光あれ！」」」

　王都ではシャロリック第三王子を讃える夜会が連日のように開かれていた。

　王都を襲った魔王のごとき上級魔族を一いつ蹴しゆうした彼を一目見ようと、大勢の貴族達が参加している。

「卿けいらは見たか！　聖骸巨神の凄すさまじき力を！」

「見たとも！　年の暮れに見た守護天竜にも匹敵する威力であった！」

「いや、それを超える威力だ！　遥はるか彼方かなたの山を喰くらう一撃など、天竜にも不可能だ！」

「うむうむ、最後の一撃が山を穿うがったのを私も見たぞ！」

　煌きらびやかな衣装を纏まとった貴族達が、酒杯を傾けながら熱に浮かされたように語り合う。

　声高に第三王子を持ち上げるのは、門閥貴族とその係累。その中でも要職に就く事ができなかった者達が多い。

　太守夫人の宴うたげで名前が出た元太守代理ソーケルの姿はない。

　さすがに第三王子の庇ひ護ごがあるとはいえ元の罪状を考えると、こういう公の場にはなかなか出てこられないようだ。

「この力があれば周辺諸国を平らげ、サガ帝国すら従える事ができるのではないか？」

「しかりしかり、勇者のおらぬサガ帝国の有象無象など、シャロリック殿下なら鎧がい袖しゆう一いつ触しよく！　サガ帝国自慢の戦列砲艦など、聖骸巨神の光線で一薙なぎだ」

「しかし、軍勢は向こうの方が多いぞ？」

「卿は見ておらぬのか？　動甲冑の戦士達や聖骸巨神から現れた無数の多脚ゴーレムを」

「わしは近くで見たが凄まじかった。兵士達が攻めあぐねる赤縄の魔物を、動甲冑の戦士達はゴブリンを刈るように退治しておった」

「多脚ゴーレムはそれ以上だ。軍閥のわしには分かる。あれは一機で軍用ゴーレム数体分の力を発揮するぞ！」

　貴族達の会話が十分に熟こなれた時、それまで黙っていた一人の貴族が口を開いた。

「それほどの力があるなら、陛下も考え直されるかもしれぬな」

「考え直す？」

「もちろん、新たな王太子──」

「それは不敬だぞ！」

　次期国王に現王太子であるソルトリック第一王子ではなく、シャロリック第三王子を推す発言に、良識派の紳士から制止の声が飛んだ。

「何が不敬なものか！　こたびの『魔王の季節』は今までとは違う！」

「今は幾体もの魔王が復活し、天を突くような魔物で王都を襲うような大乱の世である！」

「しかりしかり！　乱世を治めるのはシャロリック殿下のような力がある御お方かただ！」

　過激な貴族達が良識派の紳士に捲まくし立てる。

「落ち着け！　シガ王国には勇者ナナシ様がおられるのだ！　いかなる災厄とて、退けてくださる」

「確かに勇者ナナシには何度も助けられた」

「であろう。だから──」

「しかし！　正体の分からぬ勇者に頼る危険を卿はどう考える！　かの者がサガ帝国の仕立てた勇者ではないと言い切れるのか？」

「む、むろんだ」

　門閥貴族達のサロンでたびたび上がる話題に、良識派紳士の語調が弱まる。

「勇者ナナシ様こそ、夢む晶しよう霊れい廟びようから蘇よみがえった王祖様──」

「それこそ王祖様の名を騙かたる行為ではないか？」

「王祖様の名を騙ると言えば、ミツクニ公爵を名乗る女狐が王や宰相に取り入っているという話を聞いたぞ」

「卿はあの女狐が勇者ナナシの正体だとでも言うつもりか？」

「そ、そうまでは言わぬが……」

　彼らはミツクニ女公爵の正体が王祖ヤマト本人であるという情報を知らなかった。

　それは国王の権威を守る為ためにヒカル本人の意志で情報を秘匿しており、国王や宰相を始めとした国の上層部でのみ共有されている。

「だいたい、本当に勇者ナナシの正体が王祖様なのだとしたら、護国の聖剣クラウソラスがシャロリック殿下の手にあるはずがなかろう」

「……う、ううむ」

　王祖の愛剣が第三王子の手にある事実に、良識派の紳士が口くち籠ごもる。

　もっとも、第三王子の持つ聖剣クラウソラスは真っ赤なニセモノであるのだが、彼らがそれを知る由もない。

「啓けい蒙もう活動はそのあたりにしておけ、殿下が壇上に立たれたぞ」

　同志に促され、良識派の紳士をやり込めていた貴族達が、壇上の第三王子の下に集う。

「国を憂える者達よ！　今こ宵よいは私の為によくぞ集まってくれた」

　第三王子が演説を始める。

　その背後には能面のように表情を消した巫み女こセーラの姿があった。

「諸君こそは真に国を憂える国士だ！　その諸君が正しい地位に就けぬ、今のシガ王国は間違っている！」

　彼の演説は初日から変わらぬ内容だが、有能であると信じる自分達が正当に評価されない事に不満を持っていた貴族達にとっては、英雄たる第三王子が自己を肯定してくれる事の心地よさに浸るのは何物にも代えがたい快感のようだ。

「私はここに誓う！」

　長々とした演説で聴衆が熱狂した頃ころ合あいを見計らい、第三王子が聖剣を抜いて、その刀身を青く輝かせた。

　間近に見る聖剣の輝きに、人々の目が吸い寄せられる。

「王祖ヤマトが建国し、長い年月で歪ゆがんだシガ王国を今こそ立て直してみせる！　魔王の帝国を潰つぶし、古代フルー帝国の正当後継国であるシガ王国こそが大陸の覇者に相応ふさわしい！」

　人々が熱狂した瞳ひとみで王子を見つめる。

　それは欲望を煮詰めたような坩る堝つぼを思わせる瞳だ。

「尊き血筋を持つ者達よ！　我が旗の下に集え！　さすれば栄えい耀よう栄えい華がは思うがままだ！」

「「「シャロリック殿下、万歳！」」」

「「「シガ王国に栄光あれ！」」」

　狂乱に染まる夜会の場から、良識派の紳士がひっそりと抜け出す。

　第三王子の発言は、既に国王への反逆とも取れるものだったからだ。

「早く、寄親を介して国王陛下に注進せねば……」

　人ひと気けのない中庭を抜け、駐車場にある自家の馬車へと向かう。

「どこへ行く。夜会はまだ終わらぬぞ」

　そんな彼の前に、ずんぐりとしたフォルムの鎧よろい姿の戦士が立ち塞ふさがる。

「──くっ」

　紳士は慌てて踵を返すも足に力が入らず、そのまま転倒した。

　濡ぬれるような感触と熱に違和感を覚え、視線を落とす。

「あ、足が！　私の足が！」

　失った足首からとめどもなく血が流れ、視界が急速に暗く狭くなっていく。

「余計な事をせねば、殿下の下で栄耀栄華を得る事もできたであろうに」

「せめてもの慈悲だ。さっさと止とどめを刺してやれ」

　血塗られた剣を持つ、別の動甲かつ冑ちゆうが同僚に声を掛ける。

　彼の足下には紳士より先に逃げた別の良識派貴族の無惨な姿が転がっていた。





◆






「ご主人様、セーラたんに何かしたの？」

「いや、何か悩み事がありそうだったから気晴らしに誘ったんだけど……」

　それ以来、手紙を出しても返事が来ない。

「ティナ様の話だと、第三王子と一緒に行動しているみたいよ？」

「うん、その話はオレも夜会やお茶会で聞いたよ」

　社交界の情報に疎いシスティーナ王女が知っているくらいだ。耳みみ聡ざとい夫人達と交流のあるサトゥーが知らないはずもない。

　──サトゥーさんは私の事を信じてくださいますか？

　最後にセーラと話した時の言葉が、サトゥーの脳裏に木こ霊だまする。

　それは彼女が猪王に憑ひよう依いされる前にした会話を彷ほう彿ふつとさせ、彼に不吉な予感を抱かせた。

「午前中は時間があるし、神殿に行ってみるよ」

（とりあえず、テニオン神殿を始め七柱の神々の神殿を順番に回って、この間セーラが教えてくれた預言以外の不穏な預言が降りていないか確認しよう。各神殿でお布施を弾めば、口の軽くなる神官もいるだろうしね）

「なら、わたしも行くわ。二人の方が話を引き出しやすいでしょ？」

「ありがとう、アリサ」

　自分を理解する仲間に礼を言う。

「水くさいわね。わたしとご主人様の仲じゃない──でも、どうしてもって言うなら～」

　アリサがタコのように唇を突き出してサトゥーに迫る。

「むぅ、禁止」

　それを小さな影が阻止した。

「ありゃ？　いたの、ミーア」

「ん」

　サトゥーの腕に抱き着いたままのアリサを、ミーアが「うんしょ」と剝はがした。

　鉄壁ペアは相方にも厳しいらしい。

「ご主人様、お手紙が届きました」

「ありがとう、ルル。宰相閣下からか、なんだろう？」

　サトゥーが封ふう蠟ろうで送り主を判断し、すぐに手紙の内容を確認した。

「またゲテモノ料理の食事会とか？」

「それだったら良かったんだけどね」

「何？　厄介事？」

「秘密任務だってさ」

　サトゥーは手紙をアリサとミーアに差し出す。

「読んでいいの？」

「チーム『ペンドラゴン』への依頼だよ」

　アリサが手紙に目を走らせる。

「貿易都市タルトゥミナへ入港する外国船の調査か──どうして、わたし達に依頼が来たのかしら？」

「魔王信奉集団の荷物を押収しろって書いてあるから、魔族や腕利きの護衛とかがいるんじゃないか？」

「それなら、シガ八剣あたりを派遣すればいいじゃない」

「それもそうだな」

　サトゥーは自分が調査に向いている事を自覚していたので疑問に思わなかったが、指摘されて任務依頼が来た事を不思議に思った。

「書いてない」

　ミーアが言うように、手紙には派遣理由は書かれていなかった。

「王都や王城に魔族が出てくるような状況だし、シガ八剣は護国の象徴として置いておきたかったんじゃないか？」

「まあ、それが一番ありそうよね」

　違和感を覚えつつも、アリサが納得を示した。

「マスター！　送迎馬車が到着したと報告します」

「ご主人様、宰相閣下が派遣した馬車との事です」

　ナナとリザが部屋に入ってきた。

「空港に飛空艇を用意してあると伝言を受け取っています」

「手回しがいいわね。さすがは敏腕宰相ってトコかしら？」

「外国船の入港まで時間がないみたいだね」

　サトゥーはすぐに仲間達を集めて、玄関前に駐とめられた馬車へと向かう。

　荷物はストレージや各自の妖よう精せい鞄かばんに準備済みだ。

「ゼナたんは途中で拾っていく？」

「いや、チーム外には伝えるなって書いてあるから、少し仕事で出かけるとだけ伝えておくよ」

「なら、カリナサマとセーラたんにも忘れずにね」

「分かってる」

　サトゥーは素早く手紙を認したため、メイドに託した。

　馬車は制限速度を無視した速さで空港へ滑り込み、サトゥー達が搭乗すると同時に飛空艇は飛び立ち、魔力炉を全開にして貿易都市タルトゥミナを目指す。




　空港の陰に、それを見送る怪しい人影があった。

「こちら『貴き血潮』、小僧は飛び立った。繰り返す、小僧は飛び立った」

　男は軍用風魔法の「伝声ボイス・トランスミツシヨン」を使い、いずこかへ符丁を伝え、物陰へと消えた。





◆






「父上、お呼びと伺いましたが──」

「シャロリックか、入れ」

　国王の執務室を訪れたシャロリック第三王子だったが、そこには国王以外にシガ八剣筆頭の「不倒」のジュレバーグと「聖盾」レイラスの姿があった。

「ソルトリック兄上やドゥクスも同席しているかと思いましたが、万が一に備えて避難させましたか？」

　第三王子は第一王子と宰相の不在を揶や揄ゆする。

「それは噂うわさが事実だと認めるという事か？」

「どのような噂でしょう？」

　踏み出した第三王子を遮るように、扉の外から一人の男が追いすがり前に出た。

「お待ちを。佩はい剣けんをお預かりします」

「誰だれだお前は？」

「殿下不在の間にシガ八剣に任ぜられましたジェリル・モサッド男爵と申します」

「ふん、『魔王殺し』の代打か。下がれ──男爵風情に用はない」

　ジェリルはライバル視するペンドラゴン卿きようの代打と貶おとしめられ表情を硬くした。

「お待ちを。殿下に用はなくとも、これは私のお役目にございますれば」

　足を踏み出そうとした第三王子に、なおもジェリルは食い下がる。

「二度は言わぬ」

　第三王子はジェリルを押しのけ、部屋の奥へと進む。

「お待ちを──」

　なおも食い下がろうとしたジェリルだったが、第三王子が振り向きざまに放った裏拳を受けて部屋の外へと吹き飛ばされた。

　もちろん、ジェリルとてシガ八剣に任ぜられるほどの達人だったが、聖せい骸がい動甲冑で底上げされた第三王子のパワーとスピードがそれを軽々と上回ったのだ。

「ジュレバーグ、部下の教育がなっていないぞ」

「殿下、陛下の執務室で帯剣を許可されるのはシガ八剣と近この衛え騎士のみ。王族といえど、シガ八剣を除籍された殿下には速やかに武装解除されたい」

　第三王子とシガ八剣筆頭が睨にらみ合う。

「──良い。ジュレバーグ、下がれ」

「しかし」

「構わぬ。レイラスとそなたがおれば、いかなる者とて我が身を傷付ける事は叶かなわぬ」

　国王に命じられ、ジュレバーグは定位置へと下がる。

　第三王子を警戒してか、彼は一度も第三王子から視線を外す事はなかった。

　王族に対して不敬とも言える態度に、第三王子は不愉快そうな視線を向けるだけで終わらせ、執務机に座る国王の前へと歩を進めた。

「父上、大乱の世に必要なのは、若く力のある王だとは思われませんか？」

　第三王子は国王の言う噂の内容を確認する事なく、話を始めた。

「噂は真まことであったか……」

　国王は呟つぶやきとともに重い溜ため息いきを吐き出す。

「ソルトリックではなく、自分こそがそれに相応しいと？」

　国王が顔を上げ、第三王子の瞳を見据える。

　まるで、家族の情を溜め息とともに吐き出したかのように、その瞳には国を預かる為政者としての厳しい光が宿っていた。

「その通りです。兄上は確かに優秀ですが、それは平時の話。魔王が次々と現れ、魔族が跋ばつ扈こする大乱の世を渡りきる事ができるのは武に秀でた者です。聖剣に認められ聖骸巨神を従えた私こそがそれに相応しい」

　第三王子は国王の不快そうな顔を一顧だにせず言葉を続ける。

「父上もご覧になったはず。大魔王すら退ける聖骸巨神の力を！　あの力があれば周辺諸国を束ね、大陸に覇をもたらす事も夢ではありますまい」

「それはシガ王国の国是ではない。シャロリック、今一度、王祖様の言葉を思い出せ」

「その必要はありません」

　自分を諭す国王の言葉を第三王子は一言で切り捨てた。

「あれは平和を得た後の言葉。我らが大乱の世を乗り切るまで、なんの意味もない言葉です」

「……シャロリック」

　息子の名を呼ぶ国王の心中はいかばかりか。

　長年ともに歩んできたジュレバーグとレイラスには痛いほど察せられた。

「もはや言葉は不要。私を親殺しにしたくなくば、ここで退位を宣言し、私に王位を譲られよ」

　第三王子が決別の言葉を告げる。

「殿下、それは国王に背く言葉。反逆と取られても──」

「臣下が王族の会話に割り込むな！」

　第三王子がジュレバーグの言葉を切り捨てる。

「王祖様の言葉を忘れたお前に、王位を譲る事はない」

「その言葉──」

　第三王子が身に纏まとう聖骸動甲冑から、虹にじ色いろの光が漏れ出る。

　異変を察知したジュレバーグとレイラスが、国王を守る位置へと踏み出す。

「──後悔なさるな」

　槍やりを突き出すジュレバーグを、第三王子は抜き放った聖剣で打ち倒す。

　そのまま二の太刀で国王を屠ほふろうとした第三王子だったが、ジュレバーグが倒れ伏しながら放った石突きの払いで足を取られ、レイラスの聖盾によって必殺の一撃を防がれた。

「《排除エクスクルージユン》」

　国王の言葉と同時に、執務室から第三王子の姿が消えた。

　都市核シテイ・コアの端末を使って、第三王子を城外へと転移させたのだ。

「陛下、不ふ甲が斐いない臣をお許しください」

「良い。ジュレバーグ、シャロリックを……討て」

　国王は躊ちゆう躇ちよした後、第三王子の討伐を命じた。

「承知いたしました」

　ジュレバーグが執務室を飛び出す。

　代わりに宰相とソルトリック第一王子が入室した。

「決裂いたしましたか。何者に焚たき付けられたのやら」

「ドゥクス、詮せん索さくは後だ。陛下、反逆者に烙らく印いんを」

「……ソルトリック」

　国王は苛か烈れつな対応を求める第一王子を窘たしなめた。

「あやつは聖骸巨神を手にしています。幸い、城外に擱かく座ざしたままですが、いつ動き出すとも知れません」

「王祖──勇者ナナシ様ならば……」

「先日のミツクニ女公爵の姿をお忘れですか？　勇者ナナシが聖骸巨神を前に躊躇すれば、王城は瓦が礫れきに変わり、王都は火の海に沈むでしょう」

　国王は目を閉じて思い悩んだ後、都市核端末を取り出した。
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「転移させられたか……」

　城外へと転移させられた第三王子が、装備する聖骸動甲かつ冑ちゆうの飛行機能を使って飛び上がった。

「動作不良に見せかけ、聖骸巨神を城外に出しておいて正解だったな」

　遠くに見える聖骸巨神の位置を確認し、そこまで飛ひ翔しようする。

　聖骸巨神の周囲には、動甲冑に身を固めた精鋭達や白服に白い鎧よろいを装備した配下達が集結していた。

「殿下、お待ちしておりました」

「巫み女こは？」

「テルバ殿が神殿まで回収に──届いたようです」

　動甲冑の肩に荷物のように乗せられて、巫女セーラが運ばれてきた。

「遅いぞ、テルバ」

「ごめん、殿下。神殿騎士に邪魔されちゃった」

　悪びれず言う従者を咎とがめる事なく、運ばれてぐったりとするセーラに視線を向ける。

「生きているのだろうな？」

「もちろん」

　王子がセーラの腕を摑つかんで引き上げる。

　セーラの頰ほおは赤く腫はれ上がっていた。

「素直に来ないから、ちょっと叩たたいたけど」

「構わん。生きていればそれでいい。副操縦席へ運べ」

「気絶しているようですが、介抱せずにいてよろしいのでしょうか？」

「必要ない。こいつの役目は制御回路の暴走の防止だ。思考接続しておけば嫌でも目覚める」

　王子が酷薄な顔でそう告げ、部下の一人にセーラを副コクピットへ連れて行くように命じ、自分も聖骸巨神の主コクピットへ向かう。

「相変わらず無味乾燥な場所だ」

　王子は聖骸巨神のハッチを開け、主コクピットへと乗り込む。

　コクピットとはいえ、あるのは硬い座席と手すりの先に付けられた二つの宝珠だけだ。

《操縦者、搭乗確認》

　どこからともなく声がして、操縦席に無数の明かりが点ともる。

　フルー帝国語の言葉での返事だったが、エルフ製の翻訳装置によって王子にはその意味が分かった。

「聖骸従者を出せ」

《御意、従者出動》

　聖骸巨神の足下に亜空間倉庫の入り口が開き、次々と聖骸従者が姿を現した。

「同期せよ」

《御意、思考接続》

「目覚めろ、聖骸巨神──お前の出番だ」

　聖骸動甲冑を介して、聖骸巨神と繫つながる。

　王子は聖骸巨神を自分の身体からだのように認識できていた。

　彼は聖骸巨神の足下に集う部下達に意識を向ける。

『聞け！　計画を第二段階に移行する！』

　聖骸巨神の外部スピーカーから王子の声がすると、配下の視線が集まった。

『動甲冑を装備した者は聖骸従者を連れて、騎士団の駐屯地を制圧しろ』

「「「御意」」」

『それ以外の者は予定通り、諸侯の屋敷を封鎖する班と行政府を押さえる班に分かれて行動せよ』

「「「御意」」」

『シガ王国の未来は諸君の行動に掛かっている。我が期待に応こたえてみせよ──行け！』

　王子に命じられ、兵士達が駆け出す。

《警告、敵性体発見》

「さすがは最精鋭。もう駆けつけたか──」

　聖骸巨神の視界がズームアップされ、貴族屋敷をショートカットして接近する幾つかの影を見つけた。

『シガ八剣と聖騎士団が来る。テルバ、お前の部隊で潰つぶせ』

「は～い」

　テルバ率いる三体の動甲冑と、随伴兵十数人を連れた二体の聖骸従者が迎撃に向かう。

「一番乗りでござる！」

「風魔法で跳躍力を強化した？　器用なヤツ」

　宙を舞うシガ八剣の「風刃」バウエンをテルバが迎え撃つ。

「前座は動甲冑でござるな」

「あんたは前座で終わる」

　テルバが巨大な剣を両手に構える。

「それがし、好物から先に食べる主義でござるよ」

「──何？」

　怪け訝げんな顔でバウエンを見上げた視界が、急速に白煙に包まれた。

「煙玉？　そんな物で──」

　動甲冑の腕に付けられた携帯火ひ杖づえから次々と炎弾が吐き出され、白煙を吹き飛ばす。

　瞬く間に晴れる視界に、バウエンの姿はない。

「──倒しちゃった？」

「テルバ殿、後ろです！　突破されました！」

　同僚の言葉に振り返ると、既にバウエンの姿は聖せい骸がい巨神の眼前に迫っていた。

「風刃乱舞ソニツク・ランペイジでござる！」

　バウエンが空中で必殺技を放つ。

　幾つもの真空の刃やいばが、膝ひざを突く聖骸巨神の頭部に迫る。

『──愚かな』

　しかし、命中する寸前に現れた球状の障壁が聖骸巨神を守った。

「本命はこっちだぁあああ！」

『ふん、新入りの次は「草刈り」か──』

　聖骸巨神の足下にいたのは、シガ八剣の「草刈り」リュオナだった。

　砕けた屋敷の瓦礫を駆け上がり、巨大な戦鎌を振り上げる。

「死極断罪旋ジエノサイド・ギロチン」

　巨大な魔物でも障壁ごと軽々惨殺する必殺技だったが、聖骸巨神の障壁は小揺るぎもせずに健在だった。

『大魔王の攻撃に耐えうる障壁を、たかが草刈り鎌程度で砕けると思ったか！』

「はん！　不可能と決めつけちゃ、何もできないのさ──」

　嘲あざ笑わらう王子に、リュオナは不敵な顔で答える。

「──ヘイムの旦だん那な、次はあんただよ」

「猛虎爪斬タイガー・クロー！」

　リュオナに続いて必殺技を放ったのは、シガ八剣「雑草」ヘイムだ。

『草刈りの次は雑草か、無駄な事を』

　三連撃の必殺技は、リュオナの猛攻に勝るとも劣らないものだったが、それでも聖骸巨神の障壁を傷付けるには至らなかった。

「ヘイム殿！」

　自由落下を始めたヘイムの後ろから、バウエンが風壁エア・カーテンの風魔法でヘイムを押し戻す。

　ヘイムが風壁を足場に再跳躍し、二つ目の必殺技を放った。

「竜角斬ドラゴンホーン・スラツシヤー！」

　掬すくい上げるような切り上げの必殺技が、初めて障壁に傷を付けた。

「ダメ押しの『死極断頭台デス・ギロチン』だぁあああ！」

　二度目の跳躍を行ったリュオナが、単発の必殺技をヘイムの竜角斬で作った傷に重ねる。

「──ちぃ」

　リュオナが舌打ちをする。

『ふん、シガ王国最強のシガ八剣が三人も集まって、障壁に小さなひび割れ一つ作るのがやっとか』

　王子が地表に降りたシガ八剣達を見下ろす。

　彼の予想に反して、シガ八剣達の顔に諦あきらめの色はなかった。

『──まさか』

　王子に同期した聖骸巨神が顔を上げるのと、ソレは同時だった。

「《穿うがて》　──水すい蝶ちよう銃!!」

　超圧縮された水弾が、螺ら旋せんを描いてひび割れた障壁の僅わずかな隙すき間まをすり抜ける。

『──しまった』

　とっさに掌てのひらで顔を守ろうとした王子だったが、水の弾丸は指の間を抜け、兜かぶとの僅かな隙間を抜け、左の眼球に命中した。

　──ＧＷＯＯＯＯＯＧＺ。

　聖骸巨神が痛みに吠ほえた。

『おのれっ、ヘルミーナ！』

　幻痛のする左目を押さえ、王子が射手──シガ八剣の「銃聖」ヘルミーナに怨えん嗟さの声を上げる。

『有象無象の分際で！』

　──ＧＷＯＯＯＯＯＧＺ。

　王子の声と聖骸巨神の咆ほう哮こうが重なる。

『砕け散れぇえええ！』

　聖骸巨神が手を突き出すと同時に衝撃波が放たれた。

　衝撃波は障壁を通り抜け、大地を陥没させ、大量の土砂と瓦礫を散弾のように飛び散らせる。

　延長線上にあった貴族邸が投石機カタパルトによる集中攻撃を喰くらったように砕け飛び、扇状の空間を戦場跡地のような廃はい墟きよにしてしまった。

『テルバ、後は任せる』

　王子はそう告げると、返事も確認せずに聖骸巨神を跳躍させる。

　途中にあった建物を粉砕しながら進み、城壁と重なるように王城を守る積層障壁に激突した。

　聖骸巨神の障壁と王城の積層障壁が干渉し、火花と衝撃波を周囲に撒まき散らす。

「王城の守りは障壁の干渉では破れぬか……」

　王子は聖骸巨神の兵装を確認する。

「竜りゆう焰えんならば破れるだろうが、それで聖骸巨神の制御を失っては意味がない」

　上級魔族を消し飛ばした虹にじ色いろの炎は、副操縦席の巫女を使い捨てにする切り札だ。軽々には使えない。

「ならば、武具でやるしかあるまい──」

　王子は聖骸巨神の亜空間収納から、巨剣を取り出した。結界破りに向いた戦鎚ウオー・ハンマーではなく剣を選んだのは、剣士としての王子の嗜し好こうだろう。

　巨剣の連打によって、王城の積層障壁が閃せん光こうや火花とともに薄皮を剝はぐように削れていく。

　王子は聖骸巨神の疲れぬ身体を酷使し、王城の積層障壁を破らんと攻撃を続ける。
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「うーん、派手だなー」

「テルバ殿、殿下のご下命を果たさねば」

「ご下命って、シガ八剣の遺体捜し？　こんな有様だもん。ミンチになってるよー」

　部下の発言にテルバが気楽な調子で答え、肩を竦すくめたまま瓦が礫れきの山を指し示す。

　それを目で追った部下の視線が、からりと崩れる瓦礫を捉とらえた。

「でりゃあああああああああああ！」

　気合いの声とともに瓦礫が吹き飛ぶ。

「──あは」

　それを見たテルバの顔に笑みが浮かぶ。

「さっすがシガ八剣、まだ生きてた」

　テルバが両手の魔剣に魔刃を張りながら歩み寄る。

　満まん身しん創そう痍いながら、瓦礫に吞まれたシガ八剣の三人は辛うじて生存していた。

「ふう、とっさに『光盾レイ・シールド』を重ね掛けできて良かったでござる」

「バウエン、ここは任せる。俺はリュオナと殿下を追う」

「承知したでござる」

　バウエンの返事を受け、ヘイムとリュオナが駆け出す。

「逃がすと思う？」

「邪魔はさせないでござるよ」

　立ち塞ふさがろうとしたテルバを、バウエンの放った真空の刃が阻止した。

「──ちっ」

　舌打ちをしたテルバが、殺気の籠こもった視線をバウエンに向ける。

「三人相手に一人で立ち向かう気？」

「新参者の立場は弱いのでござる」

「ふーん、玉砕覚悟ってわけね」

「──玉砕？」

　いたぶるように言うテルバの言葉に、バウエンが口角を上げた。

「増長するなよ、小僧」

　ござる言葉を忘れたバウエンが魔刀に魔力を流す。

　バウエンはそのままなぜか魔刀を鞘さやに納め──納刀しきる瞬間、赤い閃光が周囲を染める。

「上等なオモチャを手に入れた程度で勝てるほど、シガ八剣の名は安くないでござる」

　目くらましによる攻撃を警戒したテルバだったが、一瞬の閃光の後もバウエンは同じ場所にいた。

　テルバは杞き憂ゆうだった事に安あん堵どすると同時に、軽口でバウエンを嘲あざける。

「王祖様の伝説に出てくる動甲かつ冑ちゆうと聖骸従者をオモチャ呼ばわり？　状況が見えてなくて笑える」

「状況を見えてないのはお主でござる」

「ボクの何が見えてないってのさ？」

　バウエンが無言で魔刀の鯉こい口ぐちを切り、抜く事なく音を立てて鞘に戻す。

　パチンという音に誘われたように、テルバの背後でどさりどさりと音がした。

「──え？」

　音の正体はテルバに従う二体の動甲冑の兜だ。

「真の風刃は誰だれにも見えないでござるよ」

「ふーん、実力を隠してたってわけ？」

「これは死にゆく者にだけ見せる手向けでござる」

　テルバは視線を走らせ、バウエンの足下に残った僅かな痕こん跡せきから、彼の言う「真の風刃」が魔刀の閃光を隠かくれ蓑みのに、縮地と居合いを組み合わせて放つ技だと見抜いた。

「ボクには通じないよ？」

「それなら少しは楽しめそうでござるな」

　二人の戦闘狂が互いに舌なめずりをする。

「テルバ様を支援しろ！」

「聖骸従者に支援射撃を命じてください！」

「うるさい邪魔をするな！」

　テルバの凶刃が味方の兵士を惨殺した。

「敵味方の区別もできないでござるか……とんだ狂犬でござるな」

「うるさい！　お前はボクの獲物だ！」

　テルバが瞬動で接近し、バウエンと激しい攻防を始め、余人の介入を許さない刃風吹き荒れる危険地帯を作り出した。

「小隊長、ご命令を！」

「うむ、我が小隊は──ぐぺら」

　指示の途中で小隊長の頭部が吹き飛んだ。

「伏せろ！　狙そ撃げきだ！　狙撃され──てゅる」

　続いて副官の頭部が消えてなくなる。

　残る兵達は地に伏せ、遮しや蔽へい物の陰に隠れて凶弾を避さけた。

「テルバ様！　聖骸従者に指示を！　我らでは動かす事ができません！」

　小隊長と副官を失った随伴兵達は、待機状態の聖骸従者の横で震える事しかできない。

「ケルン達の聖騎士小隊がもうすぐ到着するし、後はバウエンに任せればいいわね」

　ヘルミーナは独り言を呟つぶやくと、先発したヘイムやリュオナを追って移動を始めた。
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「……ここは？」

　目を覚ましたセーラは自分が漆黒の空間に浮かんでいる事に気付いた。

「いったいどこ──きゃ」

　身体からだを起こしたセーラは、自分が一糸纏まとわぬ姿でいる事に気付いて、両の手で身体を抱き締める。

　じゃらりと音がして、セーラは自分の手足に枷かせが嵌はめられ、鎖で繫つながれている事に気付いた。

「──牢ろう屋や？」

　周囲を見回しても、自身と鎖を除けば暗くら闇やみしかない。

「こうも暗いと──」

　自分の裸を他者に見られない事に安堵しつつも、周囲の状況を調べられない不便に嘆息する。

「──こんなに暗いのに自分の姿は見える？」

　セーラは身体を隠すのに使っていた手を顔の前に持ってくる。

　その手はうっすらと透けていた。

「もしかして、これは夢？」

　少なくとも現実ではない。

　セーラは立ち上がり、自分を繫ぐ鎖を手繰って移動を始めた。

「……何かいる」

　暗闇の中に、小山のような輪郭が見えた。

「巨人？」

　小山に見えたのは胡座あぐらを搔かいて座る巨人だった。

　セーラの知る小巨人リトル・ジヤイアントとは比較にならないほど大きい。公都の城を守っていた大型ゴーレムよりも巨大だ。

　巨人は目隠しをされ、セーラよりも何倍も太い鎖に繫がれている。

　その鎖は天から垂れ下がり、暗闇の向こうに消えていた。

『同期せよ』

　鎖が垂れ下がる方向から、聞き覚えのある声がした。

「この声は殿下？」

　くぐもって聞こえるが間違いない。

《御意、思考接続》

　無機質な声が答え、巨人を繫ぐ鎖が青い光を帯びる。

　巨人が不快そうに身じろぎした。

『目覚めろ、聖せい骸がい巨神──お前の出番だ』

　王子の声と同時に巨人を繫ぐ鎖が巻き上げられ、嫌がる巨人を無理矢理に立たせる。

　──ＧＷＯＯＯ。

　巨人のうめき声と同時に、巨人の身体から黒い稲光が漏れ出て、鎖に纏わり付いた。

「もしかして、この巨人は聖骸巨神の心？」

　セーラは自分が夢を見ているのではなく、精神体として聖骸巨神の心の中にいるのだと本能で理解した。

「殿下！　答えてください！」

　セーラは必死に呼び掛けるが、王子からの返答はない。

　彼女以外の誰かとの会話を、一方的に聞かされるだけだ。

『有象無象の分際で！』

　王子の叫びとともに、天から降り注いだ鞭むちが巨人を打った。

　──ＧＷＯＯＯＯＯＧＺ。

　巨人が咆ほう哮こうを上げ、彼の身体から溢あふれた赤と青の光が鎖を伝って天に吸われる。

　その後も何度も鞭が降り注ぎ、巨人を打ちよう擲ちやくした。

　──ＧＷＯＯＯＯＯＧＺ。

　巨人は鎖を摑つかみ、怒りにまかせて引っ張る。

「──きゃああ」

　セーラの身体が宙を舞う。

　彼女を繫ぐ鎖は、巨人の鎖と連動しているらしい。

　──ＧＷＯＯＯＯＯＧＺ。

「あうっ。つぁああああああ」

　巨人が鎖を引きちぎろうとすると、セーラは全身を引きちぎられるような激痛に苛さいなまれた。

　──ＧＷＯＯＯ？

　セーラの叫びを聞いた巨人が、鎖を離す。

　それと同時に、セーラは痛みが引くのを感じた。

「……これが、私の役目？」

　巨人が暴れないように大人しくさせる為ためだけの生いけ贄にえ──それが王子の課したセーラの役割だった。

『出力が足らん。過去の遺物よ、本気を見せろ！』

　天から降り注いだ鞭が、幾度も巨人を打擲して魔力を搾り取り、痛みに悶もだえつつもセーラを慮おもんぱかって巨人は鎖に抗あらがう事もできずに耐える。

「こんなの……酷すぎます」

　セーラは慟どう哭こくする巨人の姿に涙を流し、非道な王子の所業に地の底を流れる溶岩のような怒りを抱いた。





◆






「あっちに逃げたぞ！」

　下町の路地裏に男達の罵ば声せいが響く。

「くそ！　ちょこまかとぉおお！」

「このまま逃げられでもしたら、殿下に面目が立たんぞ」

「分かっている。お前達は向こうから廻まわれ！　この先の袋小路に追い込むぞ！」

　男達は第三王子の命で、とある人物を追いかけていた。

「アディ、追ってくる」

「大丈夫ですよ、幼生体は私達が守ります」

　アシカっ子達の一人を抱えて路地裏を走るのは、ナナ姉妹の長女アディーンだった。

　後方を確認していた妹のシスが姉に報告する。

「アディーン、あいつらが分散したと報告します」

「ありがとう、シス。包囲するようですね」

「アディ、ねえねえ大丈夫？」

「ええ、もちろんです。あなたのお姉さんはイスナーニ達が一緒ですから」

　アディーンの言葉には次女に対する全幅の信頼があった。

　追っ手を避けながら、瓦が礫れきやゴミだらけの細い路地を進むと──。

「アディーン、袋小路だと告げます」

「大丈夫です。ここが目的地ですから──トリア」

　アディーンが声を掛けるのと同時に、袋小路に見えた場所から彼女達と同じ顔をした娘が出てきた。姉妹の三女トリアだ。

「トリアは準備万全だと告げます」

　トリアが物陰から手招きする。

「いたぞ！　まんまと袋小路に追い込んだ！」

「ちょこまかと逃げやがって、獣人のガキ以外はぶちのめしてやる」

「待て待て、せっかく見られる顔をしているんだ。叩たたきのめした後、たっぷりと教育してやろうぜ」

　男達が獣欲に満ちた下卑た笑みを浮かべる。

「盗賊はみんな同じ顔をすると告げます」

「トリア、やりなさい」

「イエス・アディーン。トラップマスターの神髄を見せると告げます。ポチッとな」

　トリアが掌てのひらの上のボタンを押すジェスチャーをすると同時に、ポンポンポンとあちこちで破裂音がして壁に立てかけられた木材が倒れ、それを切っ掛けに次々と仕掛けが連鎖的に発動して、追っ手の頭上に瓦礫や廃材の雨を降らせた。

　ちなみに、罠わなを起動したのはトリアの理術によるもので、ボタンにはなんの意味もない。敢あえて言えば、アリサに啓けい蒙もうされたトリアの趣味である。

「トリアは、トリアはミッションコンプリートと告げます！」

　トリアがビシッと音がしそうにキレのあるポーズで作戦完了を告げ、瓦礫で作られた階段を指さす。

「脱出路まで……さすがはトリアですね」

「イエス・アディーン。トリアは褒められて育つ子だと告げます！」

「早急に脱出を推奨。先導すると告げます」

　シスが冷静に告げ、袋小路から脱出した。

　家々の屋根から屋根へと進む。

「逃がさんぞぉおおおおおおお！」

　前方の屋根が弾はじけ飛び、聖骸従者が立ち塞ふさがった。

　その背中には、血まみれの追跡者が乗っている。

「こんな時は慌てず騒がず、マスター印の煙幕でスタコラサッサだと告げます」

　トリアが煙幕玉を投とう擲てきするのと同時にシスも煙幕玉を投げ、周囲が白煙に満たされる。

「おのれぇえええ！」

　聖骸従者が主砲をでたらめに撃ちまくる。

　熱線が家々の屋根を砕き、白煙を熱波で押しのける。

「見ぃつけたぁああああああ！」

　嗜し虐ぎやくの笑みを浮かべた追っ手の男が、遥はるか前方を逃亡するアディーン達を追いかける。

「アディーン、このままだと追いつかれると告げます」

　屋根を陥没させながら追う聖骸従者は、本来の速度が出せていないが、それでも生身で走る三人に追いつくのは時間の問題に見えた。

　シスが足を止め、アイテムボックスから愛用の短たん槍そうと盾を取り出した。

「ここは任せて先に行けと告げます」

　シスがキリリとした顔で告げる。

「ここはトリアとシスが受け持つから、アディーンは幼生体を安全圏に」

　トリアもアイテムボックスから取り出した刃槍ブージを構える。

「二人とも、怪け我がをしてはいけませんよ」

「イエス・アディーン」

「トリアは『傷知らず』を継承すると告げます」

　アシカっ子を抱えたアディーンが先行し、トリアとシスが聖骸従者を待ち構える。

「人の身で聖骸従者に立ち向かえると思うなぁああ」

　聖骸従者が頭部の触角を二人に向ける。あれは熱線砲の砲身だ。

「自在盾フレキシブル・シールドと告げます」

「トリアも自在盾を重ね掛けします」

　二人の前に八枚の強きよう靱じんな魔法の盾が生まれた。

「その程度で防げると思うな！」

　砲身に赤い光が集う。

「──あ」

　トリアとシスに集中していた追っ手の死角から、二つの影が飛び出した。

「走竜キィイイイックと告げます」

「ダブル走竜キックだと訂正します」

　走竜に乗った二人が、聖骸従者の側面に飛び蹴げりを放った。

　突撃の勢いを乗せた二人と二匹の質量と速度が、不安定な足場を進んでいた聖骸従者を横転させる。

　走竜に乗っていたのは、シス達と同じ顔をした女性達だ。

「ユィットとフュンフだと告げます！」

　トリアが末っ子のユィットと五女のフュンフを確認して喜びの声を上げた。

「応援に来たと告げます」

　ユィット達は屋根から転がり落ちる聖骸従者には目もくれず、それぞれに姉妹を回収してアディーンを追いかけた。

「幼生体はどうしたのかと問います」

「イスナーニの采さい配はいは完かん璧ぺき」

「幼生体はイスナーニやフィーアと一緒にヒカルの屋敷に避難させたと告げます」

　姉妹は先行していたアディーン達を回収して、ヒカルの屋敷へと向かった。

　その途中で──。

「今日は揉もめ事ごとを起こす兵士が多い気がすると告げます」

「トリアも！　トリアもそう思います！」

　幾つかの騎士団駐屯地や衛兵詰め所で、追っ手達と似た服装をした連中が揉めているのを見かけたのだ。

「王城を覆う巨大な障壁といい、王都で何かが起きているようですね」

　長女のアディーンが走竜の背で深刻な顔をする。

「ユィットは心配無用だと告げます。きっとマスターがなんとかしてくれるに違いないと主張します」

「トリアも同感だと告げます」

「ふふふ、そうですね。その時にマスターのお手伝いができるように、準備をしましょう」

　アディーンは妹達の言葉に同意し、マスターであるサトゥーの為にできる事を思案した。

「屋敷が見えてきたと告げます」

　フュンフが報告し、走竜を急がせる。

「こっちは裏口だと告げます」

「正門には追っ手の同類がいっぱいいたと告げます」

「止まりなさい。どうやら、裏口にもいるようです」

「なら、近道すると宣言します。ソー、リュー！」

　ユィットは走竜達の名を呼び、塀を乗り越えて屋敷の敷地内に進入した。

　本来なら防犯結界が反応するところだが、屋敷の主人であるヒカルによって客人登録されているアディーン達は問題なく通過できた。アシカっ子は登録していないが、アディーン達と一緒という事で通過できたようだ。

「イスナーニとフィーアを発見したと告げます！」

　先に到着していた二人は、普段着から白銀鎧よろいに着替えていた。

「幼生体も一緒だと補足します」

　トリアとユィットが手を振りながら、先に到着していた姉妹と合流する。

　アシカっ子達が互いに抱き締め合う姿を、姉妹は満足そうな顔で見守った。

「え？　ハチ子？」

　ガサリという音がして植え込みの間から黒髪の少年が顔を出した。

「ユィットはジョンを発見と告げます」

「お久しぶりですね、ジョンスミス」

「ああ、久しぶり。聞き覚えのある姦かしましい声がしたから見に来たんだ」

　姉妹達が隻腕の少年改め、義手の少年ジョンスミスと再会を祝う。

「ジョンはヒカルに囲われているのですかと問います」

「ヒカル？　誰だれだ、それ？　俺はミトに匿かくまってもらっているんだ。変な貴族に目を付けられてさ」

「ヒカルはミトだと告げます。それよりも──」

　ユィットはジョンの疑問に答えた後、更に重要な事を思い出して語気を強めた。

「ユィットはハチ子ではなくユィットだと訂正します。マスターが付けてくれたのだと自慢します」

「トリアは！　№３はトリアと命名されたと告げます！」

「私もアディーンという名を与えられました」

　ユィットが名乗ると、他ほかの姉妹達も次々と現在の名前をジョンに教える。

「待て、待て！　そんなに急に言われても覚えきれないって！」

　ジョンの叫びと同時に屋敷の外壁が吹き飛んだ。

「なんだ？　いったい？」

「聖せい骸がい従者が乱入してきたと告げます」

　外壁を突き破ったのは多脚ゴーレム──聖骸従者だ。

「見ぃいつけたあぞぉおおおおお！」

　聖骸従者の背に乗る追っ手の男は、白い外がい套とうが血まみれだ。

「どうやって追跡したのだと問います」

「ふははは！　この愚か者どもめ！　その走竜の落とした糞ふんを辿たどれば、どこに逃げたのかなど明白だ！」

　──ＣＷＵＥＥ。

　走竜達が面目ないと言いたげな顔で鳴く。

「ソーやリューのせいではないと告げます」

「自然の摂理には逆らえないのだと慰めます」

　ユィット達が走竜を慰める。

「ええい！　茶番はそこまでだ！　都合の良い事に、研究所から義手を持ち逃げした小僧もいるではないか！」

「げっ、ソーケル！」

　男──ソーケルがジョンを見つけ、復ふく讐しゆう心に燃えた顔で睨にらみ付ける。

　ソーケルはジョンとともに聖骸巨神を探索した貴族青年だ。

「ジョン、窃盗は良くないと告げます」

「借りパクはダメだと叱しつ責せきします」

「違うって、呪のろいで取れないんだよ。危うく殺されるところだったんだ」

　ソーケルをスルーして、ユィットとトリアがジョンを叱しかる。

「ここで会ったが一〇〇年目！　貴様のせいで殿下を失望させた恨みを晴らしてくれる！」

　ソーケルの命を受け、聖骸従者が熱線砲の砲身をジョン達に向ける。

「フォーメーションＳ！　全員、防御陣形を取れ」

「「「イエス・アディーン」」」

　長女の命令で、姉妹全員の額に魔法陣が浮かび、「自在盾」の理術を発動した。

　合計三三枚の強靱な魔法の盾が出現し、聖骸従者の熱線砲を受け止める。

「ぐぬぬぬう」

　激しい火花とともに、自在盾が外側から一枚、また一枚と砕けていく。

「このままだと突破されると警告します」

　熱線砲がオーバーヒートするのが先か、自在盾が全すべて剝はがれるのが先か、まさにチキンレースの様相を呈してきた。

「危機的状況と判断。秘匿装備を使用します──ファランクス！」

　次女イスナーニが白銀鎧の秘匿装備を使う。

　自在盾とは一線を画すサトゥー特製の使い捨て防御盾によって、熱線砲は完全に無効化された。

「ばかなっ、聖骸従者の熱線砲を受けきるだと？」

　溶け落ちた砲身が、小爆発を起こした。

「まだだ！　まだバーサーカーモードが残っている！」

　ソーケルは使用を禁止されていた抑制装置解除ボタンを押す。

「全ての足が変形して剣に変わったと告げます」

「あんなのより、クモ助の方が強いのだと告げます！　──眷けん属ぞく召喚！」

　ユィットが前に出て、全力でスキルを使う。

　眷属召喚、それはテイマーであるユィットがレベル三〇の時に覚えた従魔を召喚するレア・スキルだ。

　だが、ポーズを決めるユィットの周りに、何かが召喚される気配はない。

「ミンチにしてくれるわ！」

　聖骸従者が屋敷の芝生を盛大に巻き上げながら突進してきた。

「危ない！」

　ユィットが撥はねられる直前に、横にいたジョンが強引に手を引いて、聖骸従者に轢ひかれるのを防いだ。

「クールタイム中で眷属召喚がキャンセルされたと告げます」

「ジョンに感謝を。ユィット、召喚は諦あきらめなさい」

　ジョンや姉妹達は縦横無尽に走り回る聖骸従者を回避する。

　聖骸従者の上ではソーケルが愉悦に満ちた顔で何かを捲まくし立てていたが、聖骸従者が庭を耕す音に搔かき消されて、ジョンや姉妹達の耳には届いていなかった。

「全員、理槍ジヤベリンを全力射出」

「「「イエス・アディーン」」」

　姉妹達が中級攻撃魔法の理槍を聖骸従者に浴びせるが、その全ては聖骸従者を覆う球状の積層障壁によって防がれてしまう。

「カリナみたいだと告げます」

「確かに『ラカの守り』に似ていますね」

　姉妹の攻撃は通じず、このままでは魔力が切れてジリ貧になりそうな気配が濃くなってきた。

「このままじゃマズい……」

　ジョンは銀色の義手に視線を落とす。

「ハチ子！　時間を稼いでくれ」

「イエス・ジョン。でも、ハチ子ではなくユィットだと訂正します」

　ジョンはユィットに答える事なく、左腕の義手に付けられた幾つかの封印を剝がしていく。

「聖骸左腕、《励起》」

　ヴォンと音がして、義手の上を虹にじ色いろの光が流れる。

「くぅう、これが王祖ヤマトが持っていた聖骸動甲かつ冑ちゆうの力か……」

　義手に宿る膨大な力に、ジョンは恐怖を覚えた。

「俺に制御できるのか？」

　不安に駆られるジョンの視界に、巨大な聖骸従者と戦うユィット達姉妹の姿が映った。

「……いや、するしかない」

　それが自分を信頼してくれている姉妹への証あかしだ。

　ジョンは決死の覚悟で、左腕で暴れる力を押さえつける。

「聖骸左腕、《展開》」

　義手のカバーが開き、内側に収納されていた幾本ものパイプが放射状に飛び出して、指示棒のように伸びた。

　伸びたパイプの上を紫電が走り、淡い虹色の光がゆっくりと層を重ねていく。

「させん！　させんぞぉおおおお！」

　ジョンがやろうとしている事を悟ったソーケルが、獣のような形相で聖骸従者に魔術的な鞭むちを入れた。

　勢いを増す聖骸従者の猛攻を、姉妹達が秘匿装備を重ねて押しとどめる。

　だが、それもいつまでも保もつわけではない。

「ジョン、まだですかと問います」

「──あと少しだ」

　ジョンの額に玉の汗が浮かび、義手が繫つながった腕に血管が青黒く浮き出る。

　聖骸左腕のパイプが纏まとう淡い虹色の光は、他のパイプの光と合流し、聖骸左腕全体を覆う。

「今だ！　飛び退のけ！」

　ジョンの指示と同時に姉妹が一斉に距離を取る。

「聖骸左腕、《竜りゆう焰えん閃せん》」

　虹色の閃せん光こうが聖骸左腕から轟ごう音おんとともに撃ち出された。

　光は聖骸従者の障壁を一瞬で貫通し、激突した本体を溶解させ、瞬く間に蒸発させた。

　それは第三王子の放った聖骸動甲冑の「竜焰閃」よりも、遥はるかに低い威力しかなかったが、それでも聖骸従者を屠ほふるには十分な威力を持っていた。

「……やってやったぜ」

　ジョンは僅わずかに残る聖骸従者の残骸にそう告げると、白目を剝むいて気絶した。

「「「ジョン！」」」

　倒れるジョン達に姉妹が駆け寄り、大急ぎで白熱する義手を冷やし、ジョンに魔法薬を振りかけた。

　ジョンが次に目覚めた時、彼は全身を包帯でぐるぐる巻きにされた自分に気付く事だろう。

　もっとも、騒動はここでだけ起きているわけではなかった。
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「王太子殿下のご所望だ。ムーノ伯爵家次女カリナを王城に出頭させよ」

　王都のムーノ伯爵邸の応接間で、王太子の使者を名乗る貴族女性が高慢な顔で命じた。

　彼女に対応しているのは、「鉄血」ニナ・ロットル執政官だ。

「ソルトリック殿下が何用だい？　嫁入り前の娘を王城に召し上げようってんだ。それ相応の理由があるんだろうね？」

「ソルトリック？　第一王子殿下は関係ありません」

　断言する貴族女性に、ニナは怪け訝げんに眉まゆを顰ひそめた。

「ああん？　なら、誰が関係あるってんだい？」

「命じておられるのは偉大なる英雄、王太子シャロリック第三王子殿下に決まっています」

「何言ってるんだい？　あたしゃ、シャロリック殿下が王太子になったなんて話は、寡聞にして知らないんだけど？　いつの間に決まったんだい？」

「本日です」

　そんな事実はないのだが、幹部からそう教えられた貴族女性は、それが事実だと信じ込んでいた。

「なるほどね。とりあえず話は分かった」

「ご理解いただけたようですので、速やかにカリナ殿を連れてきてください」

「断る」

「──え？」

　ニナのきっぱりとした拒絶が理解できずに貴族女性が固まった。

「理解できません。これは大変名誉な事ですよ？」

「女癖の悪いダメ王子に、ムーノ領の貴重な子をやる気はないよ。それでも連れて行きたいってんなら、正式な手順を踏みな！　結婚の申し込みなら、ムーノ伯爵に話を通してやるよ！」

「ダ、ダダダダ、ダメ王子ですってぇええええっ！」

　貴族女性が肩を怒らせて立ち上がる。

「嫁入り前の伯爵令嬢を弄もてあそんで、伯爵領を一つ離反させかけたバカには当然の評価だろうが？　リーングランデの嬢ちゃんに捨てられた分際で、上から目線のバカ話を持ってくるんじゃないよ！」

「ふ、不敬です！　王太子殿下への不敬は、国家への反逆にも等しい行いですよ」

　第三王子の目的はカリナ自身ではなく、カリナの身に着けるフルー帝国時代の遺物「知性あるインテリジエンス・魔法道具アイテム」のラカなのだが、それを伝えられていなかった為ため、余計に話がこじれる結果になっている。

「そんな話は聞いた事が──」

　貴族女性を煽あおるニナの耳に、建物が砕ける轟音が響いた。

「どうやら、部下がカリナ殿を確保したようですね」

「──なんだって？」

　取り乱すニナを見て溜りゆう飲いんが下がったのか、貴族女性がニンマリと愉悦の笑みを作る。

「動甲冑二体と手て練だれの兵士十数名です。『呪われ領』の弱兵に、阻止する事などできはしません」

　勝ち誇る貴族女性の声を背に受けながら、ニナは応接間の窓を開け、轟音がした方を確認した。

「……なんてこったい」

「心配せずとも、令嬢には傷を付けぬように命じて──」

　ニナの後ろから顔を出した貴族女性が、予想外の光景にぽかんと大口を開けて驚いた。

「カリナ・キィイイイイイイイイイイイイック！」

　流星のごとく降り注いだカリナの蹴けり技が動甲冑に激突し、吹き飛ばされた動甲冑は庭の芝生を抉えぐって外壁にめり込んで動きを止めた。

『カリナ殿！　動甲冑はもう一体いるぞ！』

「もちろん、覚えていますわ！」

　完全に沈黙した先の動甲冑に背を向け、カリナが屋敷の方を振り返る。

「うわっちゃおっ、動甲冑は無理無理無理っす！」

「エリーナさん！　へんな叫び声を上げてないで、屋外に誘導するのを手伝ってください」

　屋敷の中から短槍を持った二人のメイドが駆け出してきた。

　ただし、入り口からではなく、壁に空いた穴からだ。

「分かってるっすよ、新人ちゃん。兵隊さん達はもう片付けたっすか？」

「練度が低いから楽勝でした。カリナ様！　次のが来ますよ！」

　次の瞬間、屋敷の壁の穴を広げるようにして動甲冑が飛び出てきた。

「硬い敵には足払いっす！　──足薙ぎアンクル・マウ！」

　エリーナの短槍による必殺技で足首を刈られながらも、動甲冑は球状防御障壁を頼りに強引に突き進もうとする。

「重ねます！　足薙ぎアンクル・マウ！」

　そこに新人ちゃんの必殺技が重複し、今度こそ動甲冑の足を掬すくう事に成功した。

　ゴロゴロと転がってくる動甲冑の前に、カリナが立ち塞ふさがる。

『カリナ殿、まずは障壁の無効化だ』

「はい、ラカさん！」

　カリナが腰を落とし足を止め、拳こぶしを構える。

　その拳にラカが障壁を重ね、魔術的なナックルガードを作り上げた。

「カリナ・ナッコォオオオオオ！」

　踏み込みに瞬動の加速を乗せ、その威力を全すべて拳へと伝える。

　カリナの拳に纏う障壁が動甲冑の障壁を干渉して穴を開け、勢いを殺す事なく全てのエネルギーを動甲冑の装甲へと叩たたき付けた。

　金属と金属を打ち付けた甲高い轟音と火花が周囲に散り、カリナの拳が肘ひじまで潜り込む。

「──あっ」

　相手を殺してしまったかと顔を青ざめさせるカリナだったが、幸いにして拳はずんぐりとした動甲冑の構造体だけを貫き、装着者の肉体に致命的な損傷を与えずに済んでいた。

「馬ば鹿かな！　動甲冑を令嬢が素手で破壊するなど！」

　ニナの横で成り行きを見守っていた貴族女性が叫び声を上げた。

　その声に我に返ったカリナが、壊れて動かなくなった動甲冑から腕を抜き、「成敗、ですわ」とポチに教えられた勝利のポーズを取る。

「さすがはカリナ様っす」

「エリーナさん、屋内の兵士達を縛り上げに戻りましょう」

「え？　もう少し勝利の余韻を味わっても──」

「いいから、早く」

　新人ちゃんがエリーナの腕を引っ張って屋内へと戻る。

「カリナ殿！」

　そんな二人の背に、ニナの叫び声が響いた。

　どうやら、新人ちゃんはニナに雷を落とされる前に、視界から逃げ出したかったらしい。

「屋敷の建築や庭の整備に幾ら掛かったと思ってるんだい！」

　完成からさほど経たっていない建物の壁には大きな穴が空き、庭は無惨としか言いようのない戦いの傷きず痕あとが刻まれている。一体目の動甲冑が激突した外壁も、かなりの広範囲で修理が必要だろう。

「ろ、狼ろう藉ぜき者を退治しただけですわ！」

『ニナ殿、カリナ殿の行動は正当防衛だと私が保証しよう』

「ラカ殿まで……」

　屋敷の修繕費を想像して、ニナが肩を落とす。

　その背後に、忍者のような身のこなしで一人の男が現れた。

「執政官殿、屋敷内に侵入した兵士以外の不審者は全て始末しておいた」

　男──元ミスリルの探索者で斥候のマーモットが、雇い主に事後報告する。

「マーモットか。相変わらず仕事が速いね」

「あとはその使者だけだが、やるかね？」

「こっちは一応、使者らしいからそのまま追い返すよ」

　マーモットは現れた時と同じように姿を消し、貴族女性は慌てて馬車に飛び込み、逃げるようにして屋敷を去った。

「それにしても、ラカ殿がいるとはいえ、無敵動甲かつ冑ちゆう二体を相手に完勝とは……カリナ殿も強くなったもんだねぇ」

　メイド達に称賛され有頂天なカリナを眺め、ニナは感慨深げに呟つぶやいた。

「もっとも、強すぎて嫁の貰もらい手がないやね」

　ニナは深い溜ため息いきを吐つき、窓を閉める。

「これは本気で、サトゥーに貰ってもらうしかないかねぇ」

　冗談とも本気ともつかぬ事を独りごち、今回の一件を報告しにムーノ伯爵の執務室へと向かった。
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　騒動はムーノ伯爵邸以外でも起きていた。

「ここをセーリュー伯爵の屋敷と知っての狼藉か！」

　王都のセーリュー伯爵邸の門前で、領内最強と名高いキゴーリ卿きようと、シャロリック第三王子麾き下かの兵士達を連れた貴族青年が口論をしていた。

「狼藉とは人聞きの悪い。私どもはセーリュー伯爵邸の警備をする為に派遣された者です」

「警備とは聞いて呆あきれるわ！　貴様らは我らを屋敷に閉じ込めておきたいだけであろうが！」

　ここは王城の正門から離れている為、王城の障壁は見えても、それに殴りかかる聖せい骸がい巨神は死角になって見えていない。

　それでも王城の向こうから聞こえる異音と王城を囲む障壁という異常事態の原因を探る為に、キゴーリ卿達が偵察に行こうとしたところを彼らに邪魔されたのだ。

「それは誤解と言うもの。私どもは──」

　貴族青年が途中で言葉を途切れさせた。

　屋敷の正門から、騎士達を率いたセーリュー伯爵が姿を見せたからだ。

　しかも、伯爵は完全武装し、戦にでも出陣するかのような出いで立ちだった。

「見ての通り、我が屋敷に護衛は不要」

「そ、そうは参りません。私どもはシャロリック第三王子殿下の命を受け──」

　口上の途中で、セーリュー伯爵が片手を上げる。

　それだけで、射手が弓に矢を番つがえ、魔法使いが杖つえを構えて詠唱を始めた。

「──お、王国に反旗を翻されるおつもりか！」

「問答は無用。愚か者の時間稼ぎに付き合うつもりはない」

　伯爵が酷薄な声で宣言し、腕を振り下ろす。

　次々と矢が放たれ、貴族青年は這ほう々ほうの体で逃げ出した。

　もともと命中させるつもりのない攻撃の為、貴族青年を始め、寄せ手の兵に怪け我が人はいない。

「王城に向かうぞ」

　伯爵が愛馬に跨またがり部下に命じる。

　騎乗して高くなった視界に、不快なモノが映った。

「ふはははは！　王祖様の残された無敵動甲冑の前に、弓矢も魔法も無意味！」

　それは動甲冑に身を包んだ貴族青年だった。

　彼の背後には更に二体の動甲冑が控えている。

「キゴーリ、道化の相手をしてこい」

「御意」

　伯爵の命を受けたキゴーリ卿が前に出る。

「噂うわさに名高いキゴーリ卿とはいえ、たったお一人で動甲冑三体を相手にできますかな？」

「見ての通り一人ではないぞ？」

「およしなさい。有象無象の騎士や兵士が何人いようと怪我人が増えるばかりです」

「そうかな？」

「ええ、そうです。先ほども言いましたが、動甲冑には弓矢はおろか、生半可な魔法も通じませんよ？」

「くっくっく、その油断が命取りだ」

「これは絶対強者の余裕というのですよ」

　増長する貴族青年と対たい峙じするキゴーリ卿の耳に、杖で地面を叩くコツコツという音が聞こえてきた。

「どうやら、時間稼ぎは終わったようだ」

　キゴーリ卿が瞬動スキルを発動した。

　──後ろへ。

「ゼナ！」

「落重旋鎚フオールン・ハリケーン・ハンマー！」

　天から降り注ぐ高圧縮大気の強烈な一撃が、三体の動甲冑を球状障壁ごと地面に叩き付けた。その威力は下級魔法の「落気槌フオールン・ハンマー」とは一線を画し、余波だけで周囲の兵士達を吹き飛ばして昏こん倒とうさせるほどだ。

　過負荷に耐えきれなくなったのか、球状障壁が砕けた。

「ぐぬぬ、この程度で動甲冑は負けぬ」

　衝撃波で満足に動けない状態で、貴族青年が負け惜しみを言う。

　そんな彼らに、更なる追撃が降り注いだ。

「落雷コール・サンダー！」

　雷魔法使いルドルフの放った落雷が、障壁を失った動甲冑を痺しびれさせる。

　普通の兵士であれば一撃で行動不能に陥る致死性の攻撃も、動甲冑の高い防御力がそれに耐えさせた。

「ルドルフの攻撃では弱いか……」

「いえ、今回は丁度良い案配です」

　キゴーリ卿が疾風の速さで麻ま痺ひする動甲冑達に駆け寄り、魔刃を纏まとわせた剣で手足の腱けんを無慈悲に切断して回る。

「うぎゃああああああ」

　貴族青年の絶叫が迸ほとばしり、彼らに付き従っていた兵士達が恐れを成して一人、また一人と逃走を始めた。

「動甲冑を脱がせて捕縛しておけ」

　キゴーリ卿が味方の兵士達に命じ、油断なく通りの向こうを睨にらみ付ける。

「他ほかの領主邸にも第三王子の兵が向けられているようです」

「ふむ、ならばこの機に、恩を売りに向かうか」

　セーリュー伯爵は障壁に守られた王城を一いち瞥べつした後、部隊を率いて隣接するカゲゥス伯爵邸やクハノウ伯爵邸に向かう事にした。

「ゼナ、ペンドラゴン卿が心配か？」

　伯爵は同行する魔法兵ゼナが浮かない顔をしているのを見つけ、声を掛ける。

「いえ、サトゥーさん──ペンドラゴン子爵はお仕事で王都を離れておられます」

「そうか、それは運がいい……いや、できすぎているな」

　伯爵が思案顔になる。

「サトゥーさんは違います！　第三王子殿下に与くみする事は──」

「分かっている。おそらく、ペンドラゴン卿は体よく王都から追い払われたのだ」

「追い払われた？」

「そうだ。適当な仕事をでっち上げてな」

　王城の向こうから聞こえた轟ごう音おんに、セーリュー伯爵は不快そうに顔をしかめた。

「『魔王殺し』が王都にいては政変もやりにくかろうからな」

　伯爵はそう結論づけ、援軍に出立した。
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『有象無象が邪魔をするなっ！』

　聖骸巨神の放った衝撃波が、巨大な二〇メートル級ゴーレムを粉々に吹き飛ばす。

　既に一枚目の外郭は突破され、聖骸巨神は二枚目の外壁に沿って張られた積層障壁に取りかかっていた。

「──危なっ」

「これは敵かなわんでござる」

　ゴーレムと連係して聖骸巨神と戦っていたシガ八剣の「草刈り」リュオナと「風刃」バウエンが吹き飛ばされる。

「──竜角斬ドラゴンホーン・スラツシヤー！」

　シガ八剣の「雑草」ヘイムが塔を踏み台に必殺技を放ったが、それは聖骸巨神の分厚い球状障壁を傷付けるだけで終わった。

「ああも巨大だと、始末におえんでござる」

「どうする、ヘイムの旦だん那な。こうも動き回られたら、近づく事もできないし、ヘルミーナの銃も重ねられないぜ」

「罠わなを張る場所でもあればな……」

　普段から巨大な魔物を退治しているシガ八剣とはいえ、聖骸巨神の相手は勝手が違うようだ。

「魔法は？」

「最初の障壁が破壊される前に、シガ三十三杖が儀式魔法を放っていたが、全すべて反射されて通じなかった」

　その結果があれだと言って、ヘイムは前庭や屋敷の一部が瓦が礫れきの山になった貴族邸を指し示す。

「ゴーレムはあの通りでござるし、城の大型魔力砲も球状障壁を突破できぬとなると、本気で手詰まりでござるな」

「ええい、ぐだぐだ考えても始まらねぇ！　あたって砕けろだぜ！」

「それは思考停止でござらんか？」

「同感だが、打開策が思い付かない以上、足あ搔がくしかあるまい」

　駆け出そうとした三人の前に一つの影が現れた。

「誰だれだ！」

「エチゴヤ商会よりお手伝いに参りました。シャルルルーンと申します」

「シャルルルーン？　怪盗がなんだって、こんな場所に？」

　訝いぶかしげに問うリュオナに、シャルルルーンは「怪盗は引退しました」と返す。

「待て、リュオナ。女、お前はエチゴヤ商会の使いか？」

「その通りです。攻めあぐねる皆様を、あのでくの坊の足下に送って差し上げようと思いまして」

「送る？　──そうか、神出鬼没のシャルルルーン。転移のギフト持ちか？」

「はずれです。転移持ちの元怪盗はピピンの方です。それより、こちらに──」

　シャルルルーンがシガ八剣達を手招きする。

「──地下道を通って、あそこにご案内します」

「送ってくれ！　すぐにだ！」

「承知いたしました」

　シャルルルーンに導かれたシガ八剣達が、薄暗く狭い通路を通り抜ける。

　そこは聖骸巨神の球状結界の内側。彼らの眼前には聖骸巨神の踵かかとがあった。

「リュオナ！」

「応！　──死極断罪旋ジエノサイド・ギロチン！」

　リュオナの放った戦鎌の乱舞が、踵を覆う分厚い装甲を拉ひしやげさせる。

「猛虎爪斬タイガー・クロー！」

　ヘイムの三連続の斬ざん撃げきが、リュオナの必殺技で拉げた装甲を吹き飛ばした。

「──バウエン！」

「柔やわい内装ならお任せでござる！　──風刃乱舞ソニツク・ランペイジ！」

　バウエンの必殺技が装甲の内側にあった人工筋肉や循環液のパイプを寸断する。

「見えた！　死極断頭台デス・ギロチン！」

　一撃必殺のリュオナの必殺技が、人工筋肉の奥にあった関節に叩たたき込まれる。

「ちっ、硬てぇ」

　身長三五メートルもの巨体を支える踵の関節は、生半可な頑丈さではない。

　それでも、リュオナの一撃は関節にヒビを入れる事に成功していた。

「後は任せろ！　──竜角斬ドラゴンホーン・スラツシヤー！」

　竜の角すら切断すると言われるヘイムの必殺技が、リュオナの作ったヒビを深く広げた。

「アダマンタイト製の魔剣でも足りぬか……」

「そうでもないでござるよ」

　目の前で関節のヒビが広がっていく。

　聖骸巨神自体の体重が、歪ゆがみやヒビを広げたのだ。

「やっべぇ」

　上を見上げたリュオナが呟つぶやく。

　バランスを崩した聖骸巨神が倒れてきていた。

「お早く、こちらへ！」

　手招きするシャルルルーンがいる地下道へ、シガ八剣達が全力で飛び込む。

　なんとか聖骸巨神の下敷きになる事は回避できた。

「ギリギリでござったな」

「ああ、危ない所──」

　だが、安心するのは少し早かった。

「ヘイム！　逃げて！」

　後方に陣取っていたヘルミーナが、拡声の魔法道具で叫んだ。

　次の瞬間、ヘイム達がいた場所が根こそぎ吹き飛ばされた。聖せい骸がい巨神の放った衝撃波だ。

　集束をわざと緩めた衝撃波は、回避行動を取ったヘイム達を丸ごと吹き飛ばした。

『忌々しい雑草どもめ』

　シャロリック第三王子は忌々しげに吐き捨てると、ダメ押しとばかりにヘイム達がいるであろう場所に、苛いら立だち紛れの衝撃波を連打した。

『──なんだ？』

　王子は脳裏に報告される情報に意識を向ける。

『聖骸従者の数が減ってきている？』

　脳裏に浮かぶ情報に王子は眉まゆを顰ひそめた。

『無能どもめ。あれだけの戦力を与えられながら、駐屯地や領主の兵力すら抑えきれぬのか』

　苛立つ王子の脳裏に、聖骸従者達から送られてくる光景が映った。

　既に王子が放った部隊の多くは退けられ、各騎士団が整然と王城へと集結を開始していた。

『あまり使いたくはなかったが、そうも言っていられん』

　王子はそう呟くと、聖骸巨神の巨剣を戻し、精神を集中させる。

　彼は聖骸巨神が暴走するリスクを取ってでも、早急に王城を攻略する事を選んだようだ。

『聖骸巨神の真価を見せてくれる──』

　巨剣が青く輝き、その青に聖骸巨神が纏う虹にじ色いろの光が混ざっていく。

　──ＧＷＯＯＯ。

　聖骸巨神の奥から、呻うなり声のような音が響く。

『竜りゆう焰えん剣けん』

　──ＧＷＯＯＯＯＯＧＺ。

　聖骸巨神が巨剣を一いつ閃せんすると、虹色の剣閃が放たれ、目の前の第二防壁守護結界を切り裂き、第三、第四の守護結界をも突破した。

　その向こうにある胸壁塔の一つがチカチカと瞬いた。

『──竜りゆう鱗りん壁へき！』

　王子の言葉と同時に聖骸巨神の前に盾が現れ、飛来した炎弾を受け止める。

『虎の子の魔砲を使ったか──』

　聖骸巨神の巨体が一瞬で守護結界の向こうに移動し、胸壁塔から魔砲を引き剝はがす。

『──そろそろ後がないな、父上』

　王子はそう呟き、恐怖を煽あおるように、ゆっくりとした足取りで最後の胸壁に手を掛け、ゆっくりと聖骸巨神の両手で押し開いていく。

『ついに来たか──ジュレバーグ』

　聖骸巨神の前に立ち塞ふさがるのは、王国最強の呼び名も高いシガ八剣筆頭の「不倒」のジュレバーグだった。
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「ジュレバーグ殿だ！」

「不倒のジュレバーグ殿なら！」

　玉座の間とも呼ばれる王城の戦争指揮所では、最後の砦とりでとも言うべきジュレバーグと聖骸巨神の戦いを見守っていた。

「──勝てるはずがない」

　重臣や文官は期待に満ちた目で見ていたが、冷静な目を持つ者達は時間稼ぎにもならないと気付いていた。

　生身のシャロリック第三王子が相手なら、ジュレバーグにも勝ち目があったが、魔王の軍勢と戦う事を想定して作られた兵器を相手にするには無理があった。王や神官や魔法使い達による支援魔法を幾重に受けようとも、その差は埋まらない。

「ジュレバーグ殿が時間を稼いでくれている間に、打開策を見つけなくては！」

「どんな方法があるというのだ！　シガ八剣の連係でも、シガ三十三杖つえの儀式魔法でも、魔砲すら聖骸巨神には通じなかったのだぞ！」

　建設的な意見を出す武官の言葉を、ヒステリックな声が遮った。

「魔王殺しや黒槍のリザはどうしたのだ？　英雄と言うなら、逆賊を討伐に現れぬか！」

「こんな時に、なぜ守護天竜が来ぬのだ！　フジサン山脈の天竜ならば、聖骸巨神といえど無事では済むまい」

「それよりも勇者だ！　勇者ナナシ様はどうされたのだ！　王祖様の生まれ変わりなら、ご自分の不手際の後始末くらいご自分で──」

「──止やめよ」

　家臣達の戯ざれ言ごとを聞き流していた国王が、王祖を誹ひ謗ぼう中傷する言葉には苛か烈れつに声を荒らげた。

「王祖様を愚ぐ弄ろうする言葉は許さん」

「も、申し訳ありません」

　重臣が平身低頭で詫わびを入れ、国王の視線が離れると同時に転がるように退出した。

「陛下。ミツクニ女公爵はいずこに？」

　ミツクニ女公爵──ヒカルの正体が王祖ヤマトだと知るソルトリック第一王子が国王に所在を問う。この事態を収束できる者がいるとしたら、それは建国の英雄である王祖ヤマトその人くらいだからだ。

「あの方は聖骸巨神の姿を見て悲しんでおられた。おそらくはミマニの山にある忠臣陵であろう」

　ここから馬車で半日、飛空艇でも半時間は掛かる。

「いかにあの方であっても間に合うまい」

　国王の言葉に第一王子が唇を嚙かむ。




「ジュレバーグ殿！」

　獅し子し奮ふん迅じんの戦いを繰り広げていたジュレバーグだったが、老齢ゆえの衰えがその足を引っ張った。

　わずかに咳せき込んだところを聖骸巨神に突かれ、胸壁の上から薙なぎ払われてしまったのだ。

「聖骸巨神が！」

　重臣の一人が叫んだ。

　聖骸巨神は転落したジュレバーグを一顧だにせず、最後の胸壁を押し広げて天守閣のある区画へと侵入した。

「陛下、ここも危のうございます。速やかに避難を」

「城を捨ててどうする。城のない王など、張り子の竜だ」

　脱出を進言する大臣に、国王は揺るぎのない瞳ひとみで諭した。

「ですが、父上。このままではシャロリックの凶刃に掛かるのを待つばかり」

「陛下！　ソルトリック殿下の仰おつしやる通りです！　ここは勇気ある転進を！」

「ここは私と武官達に任せ、陛下はご脱出ください」

「……ソルトリック」

　自分が逃げたい官僚達と違い、第一王子は自分を身代わりに、国王の安全を進言した。

「脱出するのはお前だ。私は忠臣達と最後まで残る」

「おやおや、私も道連れですかな？」

「ふん、転移は魔力を喰くう。無駄には使えん」

　宰相の軽口に、国王が口角を上げた。

「では、私も残りましょう。他ほかの王子達や妃きさき達は脱出路で城下に逃れております。ここで陛下とともに果てたとしても、シガ王家の血は残ります」

「親不孝者め」

「愚弟には及びません」

　第一王子が聖骸巨神に乗る異母弟を見下ろす。

「へ、陛下！　降伏いたしましょう！　シャロリック殿下といえど、無む闇やみに命を奪う事はいたしますまい」

　国王が片手を上げると、近この衛え騎士達が降伏を訴える重臣を室外へと連れ出す。

「ただでやられるつもりはない」

　国王が青い結晶でできた長ちよう杖じようサイズの巨大な王おう笏しやくを空中に取り出した。

　青い燐りん光こうを放つ王笏は、既に莫ばく大だいな魔力が充じゆう塡てんされている。ジュレバーグや家臣達が稼いだ時間でそれは達成された。

「まさかこれを我が子に使う事になるとはな」

　王笏に青い光が瞬き、国王の身体からだを包み込んだ。

　魔力の流れを見る事ができる若い宮廷魔術師が、その莫大な魔力量を感じ取って卒倒した。

「──《王威轟ごう雷らい》」

　細い稲光が幾つも生まれ、聖骸巨神に纏まとわり付く。

　聖骸巨神はそれを煩わしそうに手で払う。

「ダメだ……聖骸巨神には通じていない」

「──違う。あれは先触れだ」

　シガ三十三杖筆頭の宮廷魔術師長が呟いた。

　次の瞬間、目が潰つぶれるほどの閃せん光こうと心臓が止まるほどの轟音が周囲を満たした。

　人には認識できない規模の轟雷の雨が降り注いだのだ。

「これが王の力……」

　球状障壁が消し飛び、聖骸巨神の身体から白い湯気が上がっている。

　その周囲は石材が溶け、赤い液体のようになって燃えていた。

「これでも届かぬか……。さすがは王祖様や守護天竜とともに大魔王『黄金の猪王』と死闘を繰り広げた伝説の兵器だけはある」

　国王の言葉を耳にした者達が、恐る恐る聖骸巨神を覗のぞき込んだ。

　ブオンと音がしそうな勢いで眼孔が光り、ぎこちない動きで天守閣に手を伸ばした。

「これまでか……願わくは、王祖様の下で次代のシガ王家が育まれる事を祈ろう」

　国王は諦てい念ねんに満ちた顔で目を閉じる。

　だが、いつまで経たっても最後の時は起きなかった。

　なぜならば──。





◆






「神威巨盾デイバイン・シールド！」

　王城の天守閣を砕こうとした聖骸巨神の拳こぶしを、上級術理魔法の透明な盾が防いだ。

『今ごろ現れたか！　王祖を騙かたる胡う乱ろんな毒婦め！』

　宙に浮かぶヒカルの姿を確認して、第三王子が罵ば倒とうする。

「「「王祖様！」」」

「「「ミツクニ女公爵?!」」」

「遅れてごめんね」

　ヒカルの正体を知る一部と、寝耳に水な大多数が驚きの声を上げた。

『何をしに現れた、毒婦！』

「もちろん、止めに来たんだよ。それがこの人との約束だから」

『訳の分からぬ事を。貴様など、いかにレベルが高くとも所しよ詮せんは魔法使い。前衛のおらぬ魔法使いなど、ただの標的にすぎん』

　轟音を上げて振り下ろされた聖せい骸がい巨神の剣を、ヒカルは必死の機動で避よける。

「確かに、接近戦はちょっと辛つらいかな。だから──」

　ヒカルが「無限収納インベントリ」から聖剣を取り出す。

「──《踊れ》、クラウソラス」

　ヒカルの莫大な魔力を受け取った聖剣クラウソラスが瞬く間に巨大化し、一三の刃やいばに分離した。

『貴様！　私の剣を掠かすめ取ったな！』

　聖骸巨神の振り回す剣を、一三の刃が連係して受け流す。

「今の聖剣の担い手だったのかな？　それなら、ごめんね。クラウソラスは詠唱時間を稼ぐのに便利なんだよ」

　そう語るヒカルの傍そばに、透明な疑似物質でできた巨きよ槍そうが生まれる。

「神威巨槍デイバイン・ランス」

　電柱サイズの巨槍がミサイルのように聖骸巨神に放たれた。

　それを聖骸巨神は巨剣で切り払う。

『毒婦め！　その程度で我が剣を防げると思うな！　──桜花乱舞！』

　第三王子が聖骸巨神を纏ったまま、必殺技を放った。

「──くぅ。神威巨盾デイバイン・シールド！」

　さすがの聖剣クラウソラスも、巨剣による連続技を受け流す事はできず、ヒカルはギリギリのタイミングで盾を出して受け止めた。

　もっとも、勢いまでは殺しきる事ができず、ヒカルの身体は王城の天守閣に叩たたき付けられる。

「ぐはっ。……これはちょっとヤバいかな」

『それが魔法使いの限界だ！　前衛のいない魔法使いなど──』

　第三王子は先ほどの言葉を繰り返しながら剣を振り上げる。

『──我が剣の錆さびとなれ！』

「神威巨盾デイバイン・シールド！」

　振り下ろした剣が疑似物質の盾を砕き、そのままヒカルの頭上に降り注ぐ。

「血薔薇結界ブラツデイ・ローズ・スクエア」

「漆黒縛鎖ダークネス・アンドロメダ」

　血のように赤い薔薇の鎖と、夜が現出したかのような漆黒の鎖が巨剣を受け止めた。

「巨城岩拳キヤツスル・パンチ！」

　天守閣の一部がゴーレムの上半身となって、聖骸巨神を殴り飛ばす。

　完全に虚を突かれた聖骸巨神が、バランスを失って地面を転がる。

「──腐獄珀刑コロプシヨン・ヘル」

　聖骸巨神の倒れた地面が、瞬く間に腐り堕ち、膿うみのような異臭を放つ腐った泥の沼に変じた。

『な、なんだ、これは！』

　聖骸巨神が沼に沈み込む。

「これって、もしかして？」

「わらわ達以外にできるわけがなかろう」

「フォイルニス！」

　天守閣の天てつ辺ぺんに立つ少女を見て、ヒカルが叫んだ。

「むろん、我らもいるのである」

「よう、ヤマト！　久しぶりだな！」

　ゴブリンの姫フォイルニス──ユイカの傍にコウモリが集まって青い肌の麗人──吸血鬼ヴアンパイアの真しん祖そバンを象かたどり、聖骸巨神を殴った上半身ゴーレム──「鋼の幽鬼アイアン・ストーカー」ヨロイが気さくに話しかける。

「バンさんにヨロイ！　どうして、ここに？」

「クロにお前さんがいじけていると聞いて、活を入れに来た」

「ムクロ爺じい！」

　ヒカルの質問に答えたのは、「骸の王キングマミー」のムクロだ。

　王城の壁に憑ひよう依いしたヨロイを除く迷宮下層に暮らす三人の人外は、その姿が分からぬように外がい套とうを身に纏っていた。

「む、これはいかんな──」

　ムクロの操る沼がふつふつと気泡を発し、その中心が赤く変色した。

「──ユイカ！」

「うむ！　無敵の防御結界『自動防御ガーデイアン』なのじゃ！」

　沼の中央を蒸発させて撃ち出された虹にじ色いろの熱線を、紫色の光を纏うユイカのユニークスキルが受け止める。

「むむむ、これは許容量オーバーなのじゃ」

「マジかよ？」

「やっべぇな」

　全盛期のユイカが操る「自動防御ガーデイアン」は魔王の攻撃すら防いでみせたが、長い年月で力を落とした彼女には、聖骸巨神の竜りゆう焰えん閃せんを防ぎきる事ができずに砕け散った。

「神威巨盾デイバイン・シールドぉおおおおおおおおおおお！」

　ヒカルが上級術理魔法を無詠唱で連続行使する。

　無数に現れた疑似物質の盾が、ユイカの「自動防御ガーデイアン」で減衰した竜焰閃を逸そらす事に成功した。

　煮えたぎった泥の沼から、聖骸巨神の手が現れる。

「完全に出てくる前に、わらわの『重力井戸グラビテイ・ウエル』で事象の地平面の向こう側へ放逐したいところじゃが──」

「阿あ呆ほうが！　こんな住人の多い所で使うな！」

「じゃよな～」

「神かみ斬きり丸まるを使えばいいじゃねぇか」

「他人のユニークスキルに変な名前を付けるな！　あれは『まつろわぬもの』専用じゃ！　あんな危ないユニークスキルを軽々に使えるか！　それこそ魔王化一直線じゃ！」

　ユイカ達が口論する横で、聖骸巨神が沼から這はい出してくる。

「普通に倒しちまうのはダメ、だよな？」

「うん、『空踏み』をこれ以上傷付けたくないんだ」

「だろうな。だったら方法は一つだ」

「縛り上げて、操縦者を引き摺ずり出す事だな」

　──ＧＷＯＯＯＯＯＧＺ。

　聖骸巨神の胸部装甲が開き、虹色の光が瞬く。

『毒婦の一派め！　塵ちりとなれ！』

　ヒカル達が聖骸巨神の放った竜焰閃を全力で避ける。

「おい、あれってヤバくないか？」

　竜焰閃の集束が乱れ、紫電のように歪ゆがんだ熱線の糸が城内を暴れ回った。

　──ＧＧＧＶＷＯＯＯＧＺ。

　聖骸巨神の咆ほう哮こうも、くぐもった響きになっている。

「暴走の前兆であるな」

「まあ、なんとかなるんじゃね？」

　ヨロイがユニークスキル「魂魄憑依ソウル・ライド」を使って、沼の周囲の地面を材料に聖骸巨神と同じサイズの身体を作り出して組み付く。厄介な竜焰閃を使わせないように、胸部装甲ごと締め上げた。

「友の為ためじゃからな。少しくらい頑張ってやるのじゃ。理力縛鎖マナ・チエイン・ホールド──極太バージョンなのじゃ！」

　ユイカの身体を幾度も紫光が流れ、無詠唱で作られた上級術理魔法の鎖がヨロイごと聖骸巨神を地面に縛り付ける。ユニークスキルによる無限の魔力に支えられた鎖は、聖骸巨神の怪力をもってしても容易には解ほどけない。

「次はワシだな」

　ムクロが暗紫色の光を纏いながら、聖骸巨神のコクピットハッチに取り付く。

「ほいほいほいっと──」

　ユニークスキル「金属創造メタル・メーカー」で、ハッチを守る装甲を変質させ、熱した飴あめのように変形させて、ハッチを開いた。

「──出てこい。痴しれ者ものが」

　ムクロが干ひ涸からびた見た目からは考えられないような膂りよ力りよくで、第三王子をコクピットから引っ張り出した。

　彼は腰に偽クラウソラスを持っていたが、それは真祖バンの血流魔法ブラツド・マジツクで回収されている。

「お仕置きの時間じゃ」

　ムクロがポキポキと指を鳴らす。

「おのれ、下郎が！」

　第三王子がムクロのフードを剝むく。

「魔物だと?!　正体を現したな毒婦め！」

　暴れる王子をムクロとユイカが叩き伏せる。

　いかに聖骸動甲かつ冑ちゆうを纏まとおうと、レベル七二もあるムクロの豪腕と、ユニークスキル「豪腕バーサーク・無双グラツプラー」を使うユイカの前では抗あらがう事もできない。

「この程度で私を止められると思うな！　新しい世を統べる王の前にひれ伏せ！」

　組み伏せられてなお傲ごう慢まんな王子の態度に、ムクロ達が呆あきれ返る。

　そんな王子の着込んだ聖骸動甲冑から黒い靄もやが溢あふれ出した。

「げっ、マズい」

「ヤマト！　強制除装するのである」

「できるだろ？　元々はお前の鎧よろいだ」

「う、うん。マスターキーを使えば──」

　ヒカルがインベントリから竜を象ったペンダントを取り出す。

　元々は知り合いの男の子ジヨンスミスの義手を解除する為に、墓所に出向いて手に入れてきたモノだ。

「早くしろ！」

「フルー帝国のバカどもめ！　最強装備を作る為にとんでもないもんを組み込みやがって」

　ムクロとヨロイが焦った顔でヒカルを急せかす。

「マスターキー発動。使用者、シガ・ヤマト」

　ヒカルのペンダントが青い光を帯び、王子の着る聖骸動甲冑の胸に吸い込まれる。

　その間にも、黒い靄は色を濃くし、聖骸動甲冑に絡み付く蛇のように漂う。

「まだか！」

「もうすぐ──よし、《強制除装フオース・パージ》！」

　ヒカルの言葉と同時に、聖骸動甲冑の固定具が解除され、王子の身体からだが強制排出される。

「ぐぁああああああああああ」

　王子の身体には包帯が巻かれ、その包帯の間から、無数の器具が埋め込まれているのが見えた。

「ヤマト用の鎧に身体の方を合わせやがったのか？」

「無茶をするものである」

　ヨロイとバンが嘆息する。

「ちょ、ちょっと！　黒いのが止まらないよ」

「大丈夫だ。瘴しよう気き源から離したから、すぐに薄れる」

　ムクロは瘴気源と言いながら王子を指さした。

「竜神珠の微細な欠片かけらを安定させる為に、『まつろわぬもの』の残ざん滓しを触媒に使いやがったのさ」

「何かヤバいヤツ？」

「猪王を狂わせた『堕おちた魔神』の残滓だ。魔族が使ったアレを、フルー帝国は猪王を倒す為に使いやがったのさ」

「聖骸動甲冑を着て戦っていると、もの凄すごい破壊衝動を感じるのはそれで？」

「それは知らん。本当にヤバイのは竜神珠の欠片の方だ。フルー帝国が制御に失敗して大砂漠を作ったアレだよ」

「あ、あの爆発？」

　ムクロとヒカルが会話をする横で、ヨロイが王子の身体に死なない程度の魔法薬をぶっかける。

「優しいではないか」

「処刑する首がいるだろ？」

　ヨロイの行動は親切心からではなかったらしい。

「とりあえず、解決か？」

　──ＧＧＧＶＷＯＯＯＧＺ。

　くぐもった呻うなり声が操縦者を失った聖せい骸がい巨神からした。

「……まさか」

　聖骸巨神の身体から、虹色の光が溢れ出す。

　だが、その光は先ほどまでと違い、暗く淀よどんだ色をしていた。

「暴走を始めやがったか？」

「拘束しているから大丈夫──げっ」

　聖骸巨神は外部装甲を拉ひしやげさせながら、無理矢理に拘束を引きちぎった。

「ユイカ！」

「任せるのじゃ！」

　ユイカが素早くユニークスキルを発動し、無限の魔力に裏打ちされた強きよう靱じんな理力縛鎖を発動したが、リミッターを強制解除した暴走状態の聖骸巨神には通じない。

　──ＧＧＧＶＷＯＯＯＧＺ。

　瞬く間に極太の鎖を引きちぎると、東側の城下町の方に足を引き摺って歩き出した。

「どこに行こうってんだ？」

「知るか」

　聖骸巨神の歩みこそ遅かったが、それはあまり救いにはならない。

　魔力炉が暴走しているのか、聖骸巨神が地面を踏みしめるたびに足の形に地面が溶け、周囲の可燃物が燃え上がる。

「このままでは王都に甚大な被害が出るのである」

　ヨロイ、ムクロ、バンの三人はどこか他ひ人と事ごとだ。

「ヤマト、止める方法はないのか？」

「やってみる！」

　ヒカルが飛翔靴フライング・ブーツを起動し、聖骸巨神の眼前に移動する。

「『空踏み』！　止まって！　このままじゃ、王都の人達が大勢死んじゃう！」

　──ＧＧＧＶＷＯＯＯＧＺ。

　聖骸巨神は呻り声を上げるばかりで、ヒカルが訴えかけてもまったく反応をしない。

「操縦席からなら！」

　ヒカルが操縦席のハッチに回り込む。

「待つのじゃ！」

　それをユイカが止めた。

「操縦席は瘴気で溢れておる。あんな場所に入ったら、『残滓』に吞のみ込まれて現世から退場確定じゃ」

「でも！」

「あそこに入って平気なのは、残滓をどっぷり浴びてもケロっとしているような変態だけなのじゃ」

　なおも食い下がるヒカルだったが、自分より長い時間を生きるユイカを信じて、操縦席に乗り込むのを諦あきらめた。

「『空踏み』！　止まって！　お願いだから止まってよぉおおお！」

　ヒカルが聖骸巨神の顔に張り付いて訴える。

　聖骸巨神の魔力炉が生み出す熱は、頭部を覆う兜かぶとをも赤熱させ、ヒカルの防御障壁を打ち破り、その掌てのひらを焼く。

「バカモノ！　無茶をしてはいかんのじゃ！」

　ユイカがヒカルの手を引き剝はがし、治癒魔法で火傷やけどを癒いやす。

「お主が犠牲にならずとも、この速さなら避難誘導はなんとか間に合うはずじゃ」

「でも、それでも！　シャロリック君達と作った王都が、シャロリック君達の子孫が育はぐくんできた文化が燃えちゃう。『空踏み』達が人生を捨ててまで手に入れた平和を、壊しちゃダメなんだよ」

　ユイカの腕の中でヒカルが涙する。
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「聖骸従者よ！　なぜ言う事を聞かぬ！」

　暴走は聖骸巨神の配下たる多脚ゴーレム、聖骸従者にも及んでいた。

「屋敷が！　私の屋敷が！」

「そんな事よりも逃げろ！　白服どもみたいに、あの熱線砲に焼かれるぞ！」

　使役者の指示を無視し、目に入る建物に熱線砲を浴びせ、攻撃してくる者を足の爪つめで引き裂いた。

「猛虎爪斬タイガー・クロー！」

　シガ八剣達や聖騎士を始めとした王国騎士達が、聖骸従者の暴走から人々を守っていた。

「まったく、瓦礫の下から這い出したかと思ったら、今度は城の外で聖骸従者の相手でござるか？」

「文句は後にしな──死極断頭台デス・ギロチン！」

　リュオナがぼやくバウエンを窘め、聖骸従者に必殺技を放つ。

「くそ硬てぇ！」

「聖骸従者は球状障壁が厄介でござる」

　高い攻撃力を持つシガ八剣は単独で聖骸従者の相手ができたが、それ以外の者達は部隊単位でも排除まではできず、聖骸従者の破壊活動を阻止する事に専念していた。

「それよりも、あれがこっちに来るでござる」

「さすがにアレは無理だな」

　炎を纏う聖骸巨神を見て、諦めを口にする。

　彼らは知らなかったが、聖骸巨神の歩みが遅いのは、彼らが聖骸巨神の踵かかとを破壊したからだった。
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　──ＧＧＧＶＷＯＯＯＧＺ。

　夢幻の暗くら闇やみの中に、くぐもった咆ほう哮こうが響く。

「巨人さん」

　セーラが目隠しされた巨人に呼び掛ける。

　王子の声から判断して、外では激しい戦いが繰り広げられているようだ。

　戦いの激しさに比例して天から振るわれる鞭むちは勢いを増し、巨人の身体が傷だらけになっていく。

　セーラは必死に王子に訴えるが、それに答えが返る事はない。

　──ＧＧＶＷＯＯ。

「止まった？」

　何があったのか、あれだけひっきりなしに降り注いでいた鞭が止まった。

　安あん堵どするセーラだったが、今度は鞭もなしに巨人が苦しみ出した。

　──ＧＧＧＶＷＯＯＯＧＺ。

「黒い稲光が……」

　巨人に纏わり付いていた黒い稲光が、巨人の身体に醜い痕あとを作る。

　よほど痛いのか、巨人が痕を搔かきむしり、その拍子に身体に巻かれたサラシや両目を覆っていた包帯が剝がれた。サラシの剝がれた胸には虹にじ色いろの光が漏れる漆黒の球体が浮かび、黒い稲光がそこから溢れ出ている。

「周りの景色かしら？」

　巨人の目を覆う包帯が剝がれた事で、暗闇の中に周囲の光景がぼんやりと浮かび上がって見えるようになった。

　巨人の歩く地面が溶け、巨人の手が触れた場所が燃え上がる。

　その巨人の行く手には王都の町並みが待っていた。

「このままでは王都が灰になってしまう」

　セーラは恐るべき未来予想図に、思わず息を吞んだ。

「巨人さん！　止まってください」

　──ＧＧＧＶＷＯＯＯＧＺ。

　巨人は歩む。それだけが自分の使命だと、同じ闇の中にいるセーラの心に伝わってきた。

「山？　フジサン山脈の向こうに行きたいの？」

　巨人は答えない。

　セーラがなんとかして巨人の歩みを止めようと藻搔いても、巨人から返ってくるのは拒絶だけだ。

　ついに巨人は広い敷地がある上級貴族区画を越え、下級貴族の屋敷が並ぶ区画へと進入した。

　このままでは平民の暮らす区画まであと僅わずかだ。平民の区画は貴族区画とは桁けた違ちがいに人口密集度が上がる。

　聖骸巨人の歩みは遅いが、その一歩は人の走る速度を上回った。

「このままでは犠牲が増えてしまう！」

　セーラは自らが傷付く事も厭いとわず、巨人を押しとどめようと奮闘する。

　だが、いたずらに傷付くばかりで、一向に歩みは緩まない。

「お願い止まって」

　そして、ついに聖骸巨神は平民区画へと到達した。

「もう、ダメ……」

　セーラが己の無力さに打ちのめされる。

　そんな彼女の脳裏に愛いとしい人の笑顔が浮かんだ。

「……サトゥーさん」

　思い人の名が彼女にもう一歩を踏み出す勇気をくれた。

「そうです。サトゥーさんに胸を張って会う為ために！　私は諦めません！」

　セーラは涙を腕で乱暴に拭ぬぐって、もう一度、闇の中の巨人に挑んだ。








巨人と聖女







〝サトゥーです。ファンタジー系の戦略ＳＬＧだと、巨人や竜なんかのユニットは非常に強力でついつい多用しちゃいますが、もしリアルだったら種族絶滅の危機に瀕ひんする気がします。〟






　──サトゥーさん。

　誰だれかに呼ばれた気がして、オレは周囲を見回す。

「どうしたの、ご主人様？」

「いや、誰かに呼ばれた気がしたんだが……」

　オレ達の周囲では、現地の官憲が入港した外国船の臨検を行っている。

　この船に魔王信奉集団「自由の光」の幹部や魔族に憑ひよう依いされた船長がいるのは確認済みなので、現地スタッフの手柄を横取りしないタイミングを見計らっている最中だ。

　船倉の密輸用空間には、魔族を召喚する危ないアイテムや魔人薬などの禁制品が隠されている。

　ちなみに、宰相が指示していた外国船とは別の船だ。どうも情報に齟そ齬ごがあったみたいで、最初に指示されていた船は真っ当な交易船だったんだよね。

　監督官とかいう横柄な貴族青年がオブザーバーについていたんだけど、頑かたくなに「あちらの船は問題ありません」とか「こちらが宰相閣下から指示のあった船です。あなたは宰相閣下の指示を信じておられぬのか！」と言ってやたらごねて面倒だった。

　そういえばタルトゥミナの港で、仕入れに本国へ戻るという鼬イタチ商人のホミムードーリ氏を見かけた。ずいぶん慌ただしい出航準備だったみたいだけど、鼬帝国で政変でもあったのだろうか？

「また、見知らぬ美女からのフラグじゃないでしょうね？　ご主人様はすーぐに騒動に巻き込まれに行くんだから」

「ん、主人公体質」

　アリサとミーアが酷ひどい。

　さすがに「見知らぬ美女」からの呼び声じゃないとは思うけど、気になるのも確かなので知り合いを順番に検索してみる。

　アーゼさんはボルエナンの森、ロロは要よう塞さい都市アーカティアの勇者屋、レイとユーネイアはラクエン島、ヒカルは王都、ゼナさんはセーリュー伯爵邸の近く、カリナ嬢はムーノ伯爵邸、といった感じで、あまり変化はなかったのだが……。

「どうしたの？　マジで事件発生？」

　セーラの現在位置が聖せい骸がい巨神の副コクピットになっている。

　何か理由があって第三王子の下に行ったようだから、彼と一緒に聖骸巨神に乗り込む事は想像に難くない。

　問題はセーラの状態だ。

　──幽体離脱？

　空間魔法の「遠見クレアボヤンス」で確認したいところだけど、さすがにこの距離だと届かない。

「セーラに何かあったみたいだ」

　すぐさま転移でセーラの下に向かいたい衝動に駆られたが、それはなんとか理性で抑えつける。

「ご主人様、しっかりして。リザさん、皆みんなを集めて」

「ん、集合」

　アリサとミーアがオレの腕を摑つかむ。

「ああ、大丈夫だ」

　致命的な状況じゃないと思うけど、セーラの場合、「黄金の猪王」の時に目を離した数日後に生いけ贄にえにされてしまっていたという過去があるだけに、どうしても気がせいてしまうのだ。

「ご主人様、集合完了しました」

「よし、行こう」

　オレは外国船の臨検を地元の有能な官憲に押しつけ、どこに行くのかとキャンキャンわめく無能な監督官を軽く威圧して黙らせた。

　後は、尾行を振り切り、物陰から「帰還転移リターン」を繰り返して秘密基地に寄り、黄金鎧よろいに着替えてから王都へ戻った。
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「何だこれ？」

　王都のエチゴヤ商会屋上に転移したオレ達の視界に、黒煙上がる王都の町並みと、大きく被害を受けた王城の光景が飛び込んできた。

「僅か半日でカタストロフが来ちゃってるじゃん」

「あんびり～ばぼ～？」

「とってもとっても大変なのです！」

「一番被害が大きいのは王城のようですね」

「あっちの方で黒い煙が上がっています」

「火事」

　すぐさまセーラの下に駆けつけたいところだけど、ここまでの大災害を放置もできない。

　仲間達が屋上から周囲を見回している間に、マップを開いておおよその状況を把握する。

「アリサはここで司令塔役を頼む。ルルはアリサの護衛、ミーアはシルフを召喚して上空から王都の状況をモニタリングしてアリサに伝えてくれ。前衛四人はアリサの指示で、救援を必要としている場所のフォローを頼む」

「ご主人様は？」

「オレはこの事態の根本を片付けに行ってくるよ」

　オレは勇者ナナシの格好で飛び立つ。

『第三王子を処すの？』

　戦術輪話タクテイカル・トークからアリサの声がした。

『その必要はないよ。第三王子はもう王城で捕縛されているみたいだ』

『あらま。悪役も満足にできないなんて、悪党失格ね』

『それじゃ、何が騒ぎを起こしているんですか？』

『魔族？』

『違うよ、聖骸巨神が炎上しながら東門に向かって暴走中みたいだ』

　黒煙の中に聖骸巨神を見つけた。

　聖骸巨神の歩いていた場所が盛大に燃え上がっているので、覚えたばかりの「降雨召喚コール・レイン」と「濃霧召喚コール・ミスト」で鎮火させる。

　まだ消えきっていないけど、しばらくは効果が継続するから放置でいいだろう。

　オレは閃せん駆くで聖骸巨神の頭上へと移動する。

「お願い、『空踏み』！　止まって！」

　聖骸巨神の前にヒカルがいた。必死の顔で聖骸巨神に訴えている。

　ヒカルの言う「空踏み」というのは、聖骸巨神のニックネームか何かだろう。

「──誰だ、手て前めぇ！」

　近くの屋上から、岩石弾が飛んできたので、「理力の手マジツク・ハンド」で受け止めてストレージへと収納する。

　それに気を取られている間に死角方向から無数の刀剣が飛来し、それを回避した先に、血のように赤い刃やいばが降ってきていた。それをなんとか魔法斬ぎりで散らして退避するが、そこにも次の攻撃が来ていた。

　相手は手て練だれだ。それも間違いなく上級魔族級の高レベルだ。

　少なくとも仲間達よりも経験豊富でレベルが高いのは間違いない。下手したら、魔王級かも。

「くそっ、当たらねぇ」

「奇妙な仮面──おそらくは魔族か魔王信奉者だぜ」

「なかなか滾たぎるのである。これほどの好敵手はなかなか出会えぬゆえ」

　どこかで聞いた気がする声──。

「止やめんか馬ば鹿か者どもが！」

「──ユイカ？」

　迷宮下層にいるはずの小鬼姫ユイカだ。

　今の彼女は初代の人格を持つユイカ三号かな？

「どうしてこんな場所に？」

「フォイルニスの知り合いであるか？」

「こいつはクロだ。攻撃する前に、ちゃんと鑑定せんか」

　ユイカ三号がオレを攻撃する者──迷宮下層の愉快な隣人達、吸血鬼ヴアンパイアの真しん祖そバン、「鋼の幽鬼アイアン・ストーカー」ヨロイ、「骸の王キングマミー」のムクロの三人を叱しかりつける。

　そういえばこの三人はオレの「勇者ナナシ」スタイルを見た事がなかったっけ。

「急に目の前に出現したから、てっきり敵の増援かと思ってよ」

「まったく粗そ忽こつ者が。──わらわ達はヤマトを心配してお節介を焼いておったのじゃ。クロは？」

「オレは知り合いを助けにだよ」

　盛大に燃え上がる聖骸巨神だが、セーラのいる副コクピットは保護されているのか、彼女の体力は減っていない。

「イチロー兄ぃ！　お願い、この子を止めて！」

「分かった、任せろ」

　ヒカルの頼みに即答する。

「壊すなよ」

「もちろんだ」

　ユイカ三号に言われるまでもない。

　ヒカルが聖骸巨神を大事にしているのは分かっている。

「聖骸従者も壊さない方がいいか？」

「ううん、そっちはラジコンみたいなものだから」

　なら、仲間達に作戦中止を指示しなくて大丈夫そうだ。

「クロ、このままだと聖骸巨神が炉心融解を起こすかもしれん」

「炉心融解？　原子力で動いているのか？」

「そんなわけあるか！　だが、もっとヤバイ奴やつだ。フルー帝国が制御に失敗して大砂漠を作った奴のミニチュア版が、こいつの中にあるんだよ」

　マジですか……。

　規模を低く見積もったとしても、王都くらいは軽々と廃はい墟きよにしてしまいそうだ。

「……イチロー兄ぃ」

「大丈夫だ、任せろ」

　ヒカルを泣かせない為ためにも頑張るさ。

「まず、王都の外に転移する」

　オレは開拓村を作る時に石材を切り出した場所へ、聖骸巨神を連れて「帰還転移」する。

　樹木を切り出した山の方が近いのだが、そっちは延焼しそうだったので、可燃物の少ない石切り場を選んだ。

「このくらい離れれば王都に影響はないだろう」

　──次は移動力を奪う。

　聖骸巨神の足下に「落とし穴ピツト」の魔法を連続起動して、地面の底に嵌はめて出てこられなくする。

　こいつの怪力や武装なら周囲の石を砕いて上がってきそうだが、時間が稼げればそれでいい。

　一応、「魔力強奪マナドレイン」で聖骸巨神の魔力を抜いてみたのだが、すぐに再充じゆう塡てんされて上う手まくいかなかった。ムクロが言っていた特殊な魔力炉を搭載しているせいだろう。

「聖骸巨神も大事だが、セーラを救出する方が優先度は上だ」

　オレは術理魔法の「透視スルーアイ」で副コクピットの中のセーラの状態を確認する。

　副コクピットの中はナナの調整槽みたいに液体で満たされており、セーラがその中央に浮かんでいる感じだ。

　たぶん、巨人の機動で操縦者を怪け我がさせない為に、液体を緩衝材にしているのだろう。

「──どうやって助けよう？」

　副コクピットのハッチを開いたら、石をも溶かす高温に晒さらされて大火傷やけどをしてしまう。

　聖骸巨神を破壊するのは論外、魔力を抜いて行動不能にするのも不可能か──。

　ヒカルやムクロ達を連れてくるんだった。

　いや、彼女達にも打つ手はなかったんだっけ。

「無理矢理冷やすのはどうだ」

　オレは氷結フリーズ・ウオーターを使って表面を冷やしてみたが、聖骸巨神の中心部分が熱源らしく、根本的な解決にはならなかった。

「物質転送マテリアル・トランスフアーでセーラを取り出す──のは無理か」

　この魔法は非生物しか転送できない。

　魔力治癒を使って心霊治療みたいに、異物を取り出すようにセーラを救出──はハッチを強引に開けるのと同じ結果が待っている。

　……待てよ？

　心霊治療か、もしかして──。

　オレは魔力鎧を纏まとって、副コクピットのハッチに触れる。

　ハッチを冷却し、掌てのひらの魔力鎧を解除してみた。

　──冷たっ、熱っ。

　場所によって温度が違う。

　オレは自己治癒スキルを信じ、ハッチに手を押しつける。

「心霊治療は患者の肉体に手を押し当てて、そのまま体内に手を潜り込ませて患部を摘出する」

　オレは自己暗示を掛けながら、やりたい事を脳裏に明確に描く。

　魔力治癒では上手くいかない。

　このやり方は違うのか？

　いや、そんな事はない。オレの直感が言っている。「なんだかできそう」だと。

　掌がハッチに少しめり込んだ。力は入れていない。

　──いける。

　オレは確信し、そのまま身体からだを押し込んだ。

　なんとも言えない気持ち悪い感触に耐えていると、なんとかハッチの内側に侵入できた。

　物質透過、成功だ。まさか本当に成功するとは思わなかったけど、もう一度やれと言われても実行する気はない。あのおぞましい感触は二度と御免だ。





＞「物質透過」スキルを得た。

＞「心霊治療」スキルを得た。

＞称号「真・心霊治療師」を得た。






　だから、当分の間はこれらのスキルにポイントを割り振る気はない。

『セーラさん』

　セーラの方に泳ぎ寄る。

　オレが入るのと同時に余分な液体はタンクの方に押し戻されたのか、内圧はそれほど強くない。

　──巨人さん。

　セーラに触れた瞬間、セーラの思念が届いた。

　伝わってくる彼女の必死な思いが、彼女を連れて「帰還転移」しようとするのを少しだけ躊躇ためらわせた。

　その僅わずかな時間が、この先の岐路を確定させたのだと、オレは後になって知る事になる。
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「ここは──どこだ？」

　さっきまでセーラと一緒に副コクピットの中で浮かんでいたのに、いつの間にか暗くら闇やみの中にいる自分に気付いた。

　ＡＲ表示によると、オレもセーラと同じく「幽体離脱」状態らしい。

　なんとなく戻ろうと思ったらすぐに戻れるようなので、セーラの状態異常を解除する為にも、幽体離脱しているセーラを捜してみる事にした。

　たぶん、セーラはこの暗闇の中にいる。

「──巨人さん！　止めさせてください！」

　遠くからセーラの声が聞こえた。

　たぶん、さっきの思念的なヤツだ。

　オレは声を辿たどって移動する。前方に少し明るい場所があり、その中心に手足を振り回す巨人がいた。巨人の周囲には天井から鎖が垂れ下がっていて、巨人の手足に繫つながっている。

「お願いです、巨人さん！」

　セーラがいた。

「──きゃっ」

　巨人が手を振り回した拍子に、衝撃波のようなもので吹き飛ばされてきたのだ。

　オレは天駆で闇を駆け、セーラを受け止める。

「サトゥーさん？」

　セーラがオレを見て驚いた。

「セーラさん、大丈夫ですか？」

「サトゥーさん？　サトゥーさん！　幻じゃない！　本当にサトゥーさんです！」

　オレが声を掛けると、セーラが堰せきを切ったように涙を零こぼして、オレの首に抱き着いてきた。

　ダイレクトに柔らかい感触がオレの胸に伝わる。

　今ごろ気付いたけど、オレもセーラも全裸だ。幽体離脱しているからなんだろうけど、服も着ていないとは思わなかったよ。

「──きゃっ。私ったら」

　セーラが真っ赤になった。

　どうやら、彼女も裸だった事に気付いたようだ。

　ここではストレージも使えないだろうし──オレは衣服を着ている自分の姿をイメージするという手法で着衣を作り出した。アニメやマンガを参考にしてみたのだが、上手くいって良かった。

　セーラにも方法を伝授し、彼女もいつもの巫み女こ服を着込む事に成功した。

「緊急事態なのに私ったら」

「──緊急事態？」

　聖せい骸がい巨神なら深い落とし穴に嵌めているから、しばらくは時間がある。

「あれを見てください」

　闇の中の巨人の周囲には、落とし穴の光景が映し出されていた。

「そっちじゃありません。もう少し上です」

「──上？」

　視線を動かすと、闇の中に幾つもの楕だ円えん形の映像が浮かんでいるのに気付いた。

「何かの戦闘記録ですか？」

「いいえ、あれは聖骸従者が今まさに行っている破壊活動の様子です」

　騎士や兵士が蹂じゆう躙りんされ、建物や公園が熱線砲で焼かれている。

　セーラによると、あれは王子が出した命令を実行しているらしく、それを止める事ができるのは、王子本人かあの巨人だけとの事だ。

　でも──。

「それなら大丈夫ですよ」

　オレは映像の一つを指さした。




『黄金騎士オレンジ、義によりて助太刀いたします』

　黄金騎士オレンジことリザが竜りゆう槍そうを振るって、聖骸従者の球状障壁を攻めあぐねていた騎士達を支援していた。

　音声は幽体離脱時に解除されていた戦術輪話越しではなく、目の前に浮かぶ映像から流れてくる。

『黄金騎士イエロー、お呼びとあらば即参上なのです！』

　──ＬＹＵＲＹＵ。

　王立学院の幼年学舎で狼ろう藉ぜきを図る聖骸従者や動甲かつ冑ちゆうを、黄金騎士イエローことポチが金竜装備のリュリュと一緒に蹂躙する。ちなみに金竜装備はリュリュの見た目を金竜に見せるだけの認識阻害アイテムだ。

　狼藉者達は元シガ八剣のゴウエン氏の娘を誘拐しに来ていたらしい。

『注意一秒ケガいっしょ～？』

　黄金騎士ピンクことタマが、忍術「芝生返し」で聖骸従者の熱線砲を防ぎ、忍術「影落とし」で回収してリザやポチに始末させていた。

　タマは「猫忍者の前では不幸は許さない」とばかりに、広範囲に移動して狼藉者達の回収を行っている。

『幼生体は私が守ると告げます』

　軍務大臣ケルテン侯爵の屋敷では、黄金騎士ホワイトことナナが、誘拐されそうになっていたチナ嬢やデュモリナ嬢を救出していた。

　そんな前衛陣の活動を支えていたのは三人の後衛達だった。

　王都上空を哨しよう戒かいする小シルフ達を召喚した黄金騎士ブルーことミーアと、前衛陣が駆けつけるまでの時間を稼ぐ為に狙そ撃げきで広域支援していた黄金騎士ブラックことルル、そして戦術輪話による情報共有で指揮を執る黄金騎士レッドことアリサの隠れた活躍あってこそ、前衛達も輝くのだ。

「……凄すごい」

　セーラが黄金騎士達の活躍を見て息を吞のむ。

　もちろん、活躍しているのはアリサ達だけではない。

　王都を守る衛兵や騎士達も全力を尽くし、シガ八剣達も聖骸従者達を相手に奮闘している。

　ミツクニ公爵邸でナナの姉妹達が動甲冑達を追い払い、ムーノ伯爵邸ではカリナ嬢やメイドのエリーナと新人ちゃんが活躍し、ゼナさんはセーリュー伯爵達と一緒に伯爵邸周辺の治安維持活動をしている。

　エチゴヤ商会の姐あね御ごさんや幹部娘達も自警団を率いて、下町の治安維持に協力しているようだ。

　もっとも、研究所の博士達が怪しげな装置を組み込んだゴーレムで動甲冑に対抗しているのは、危ないので止やめておいてほしい。

「あちらは心配いりません」

　オレ達は一人じゃない。

「はい、サトゥーさん」

　セーラは少し肩の力を抜けたようだ。




「それより、あの巨人ですね。もしかして──」

「はい、聖骸巨神の心だと思います」

「それでさっきから呼び掛けていたんですね」

　巨人は呻うなり声を上げるばかりで言葉が通じるようには思えない。

　オレはセーラに、このまま巨人が暴走を続けたら、炉心融解の危険がある事を伝えた。

「大変じゃないですか！　巨人さんに早く止まってもらわないと！」

　王都の外に転移したから、一番危ないのはオレとセーラだけど、ヒカルの為ためにも聖骸巨神を止めたい。

「話は通じるんですか？」

「いいえ、私が苦痛に悲鳴を上げた時は反応してくれていたんですが──」

「──苦痛を？」

「いえ、今は巨人さんが肩代わりしてくれているので」

　セーラが申し訳なさそうに言う。

「でも、今は私の姿が目に入っていないというか、まったく反応してくれません。人間が自分の周りを飛ぶ羽虫を意識しないように、巨人さんにとって人間は取るに足らない存在なのかもしれません」

「小さすぎて認識する気も起きない？」

　オレの問いにセーラが頷うなずいた。

　顎あごに手を当てて思案するオレの視界に、服の袖そでが映った。

　──そうだ。

「小さいのがダメなら大きくなればいいんですよ」

「大きく、ですか？」

「そうです。イメージする事で服を出せたんです。巨人と同じサイズになるくらい簡単ですよ」

　オレはそう言って、一回り身体を大きくしてみる。

　大人になったのではなく、３Ｄツールのように縮尺値を増やすようなイメージだ。

「サトゥーさん、私にもできました！」

「その調子です。一気に巨人サイズまでやってみましょう」

「はい、サトゥーさん！」

　セーラを促して、巨人サイズまで身体からだを大きくしてみた。

　気のせいか、身体が希薄になったような不思議な感じがする。

「なんだかふわふわします」

　セーラも同じように感じているようだ。

　だけど、今はそんな事を楽しんでいる場合ではない。

　セーラが巨人の前に立ち塞ふさがり声を掛ける。

「巨人さん！　聖骸従者を止めてください」

　巨人はちらりとセーラを見ただけで、それに答える事なく穴から這はい出る事に拘泥した。

「お願いします」

　セーラが巨人の腕に触れた瞬間、巨人は煩わしそうに腕を振り回して裏うら拳けんでセーラを殴ろうとする。

　──させないよ？

　オレは素早く割り込んで巨人の腕を受け流そうとしたのが、予想外な事に巨人の拳こぶしはオレの身体を素通りしてしまい、そのままセーラを吹き飛ばされてしまった。

「セーラさん！」

　オレはセーラに駆け寄る。

「大丈夫ですか？」

「このくらいの怪け我がなんて、なんでもありません」

　セーラの頰ほおが赤く腫はれている。

　精神体では頰を冷やしてやる事もできない。

『少しは話を聞け！』

　オレは巨人の前方に歩み寄り、巨人語で話しかけながら摑つかみかかったが、先ほどの防御と同様に通り抜けてしまう。

　──どういう事だ？

　巨人はセーラの事は認識しているようなのに、オレの事は存在すらしないかのように無反応だ。

「正規の乗組員と割り込んだ者との違いか……」

　巨人やセーラを繫いでいる手て枷かせや鎖は、オレにはないからね。

　試しに鎖を摑めば伝わるかと思って試したが、巨人と同様に鎖に触れる事はできなかった。

「サトゥーさん、説得は私がやります」

　だから、自分を支えていてほしいとセーラは言う。

　──ＧＧＧＶＷＯＯＯＧＺ。

　穴から出られない事に苛いら立だった巨人が咆ほう哮こうを上げる。

　巨人の胸から黒い稲光が漏れ出て、拘束具のように身体に絡み付く。

　──オークヲ、殺ス。全スベテ、殺ス。

　セーラを通して、巨人の心が流れ込んできた。

　チャンネルが合ったのか、さっきよりも明めい瞭りように声として伝わってくる。

『オークヲ、殺ス。全テ、殺ス』

　巨人語のようだが、片言で聞き取りづらい。

　脳裏に、魔王に率いられた軍団が、フルー帝国の軍隊と戦う光景が伝わってきた。

　その最前線を行くのは、武装した様々な種類の巨人達や巨大ゴーレムの兵団だ。

　巨人達は魔王軍を蹂躙したが、同じように魔王軍も巨人達を打ち倒す。

『小サキ者ハ、我ラヲ、全テ、兵士ニシタ』

　巨人達は大人だけじゃない。小さな子供から老人まで総動員されている。

『魔王ノ、軍勢ハ、ワシラヲ、滅ボシタ』

　魔王とその軍勢への恨みや怒りが伝わってくる。

　自分達を戦へと駆り立てたフルー帝国への怒りを感じた瞬間、巨人が苦しみ出した。

　稲光が漏れ出るごとに胸元の黒い球体が解ほどけて、内側から虹にじ色いろの光が炎のように揺らめき出す。

　──ＧＧＧＶＷＯＯＯＧＺ。

『オークヲ、殺ス。全テ、殺ス』

　咆哮が終わると、先ほどと同じ言葉を繰り返し始めた。

『魔王ノ、都ハ、滅ボス』

　巨人の前方に繁栄の極みにあるような都市が映し出された。

　なんとなく見覚えのあるような──。

「──あれは公都です！　巨人さん、あなたの目的は公都を滅ぼす事なのですか？」

『オークヲ、殺ス。全テ、殺ス。魔王ノ、都ハ、滅ボス』

「公都には、もうオークさんはいません！　皆みんな、……皆、いなくなってしまいました」

　セーラは虐殺されたと口にしなかったが、白い鎖を通じて巨人に伝わったようだ。

　巨人が初めてセーラの言葉に反応した。

『滅ビタ？　オークハ、イナイノ、カ？』

　公都にはオークのガ・ホウとル・ヘウ、王都の地下にもリ・フウ達の一族がいるけど、余計な事は口にしないでおこう。

「そうです！　だから、公都を滅ぼしても意味はありません」

『デハ、ワシノ、怒リハ、ドコニ、向ケレバ、イイ？』

　包帯の間から覗のぞく巨人の瞳ひとみが怒りに染まっている。

　──ＧＧＧＶＷＯＯＯＧＺ。

　巨人が呻り声を上げ、聖せい骸がい巨神の周囲を映し出している映像が虹色の炎に満たされた。

　たぶん、落とし穴から出る為に、「竜りゆう焰えん閃せん」を使ったに違いない。

『怒リノ、焰ヨ、全テヲ、焼ケ』

　胸元で燃える虹色の炎を繭のように覆っていた黒い糸は半ばほども解け、黒い稲光となって巨人の身体を苛さいなみ、白い鎖を伝って天に伸びていく。

　あれは聖骸巨神の負荷を可視化しているんじゃないだろうか？

　何より、巨人の胸元で光る虹色の炎の揺らぎがヤバい。かなり不安定だ。

「セーラさん、彼の気を逸そらしてください。このままだと炉心融解の危険があります」

　セーラはオレの言葉に頷くと、巨人に向けて語りかけた。

「巨人さん、怒りを鎮めてください」

『全テヲ、焼クマデ、ワシノ、怒リハ、収マラヌ』

　言葉と同時に、巨人の身体が燃え上がる。

　身体に巻かれた包帯が燃え上がり、ミイラのような身体が露あらわになった。

　虹色の炎を覆っていた黒い糸がどんどん解けていく。

『マズハ、魔王ノ、都ヲ、焼キ払ウ』

　外の世界では聖骸巨神がついに穴から這い出した。

　ゆっくりとした足取りで、フジサン山脈の向こうにある公都を目指す。

「公都は魔王の都じゃありません。人族が暮らす都市です」

『シラヌ。皆、滅ベバ、イイ。ワガ、一族ノ、ヨウニ』

　巨人が復ふく讐しゆう対象を見失って、自暴自棄になっているようだ。

「……私の言葉は、巨人さんには届かない」

　セーラが悔しそうに唇を嚙かむ。

　──ＧＧＧＶＷＯＯＯＧＺ。

　全身を覆う黒い稲光が巨人の身体を責め苛む。

「サトゥーさん。私が失敗したら、後はお願いします」

　セーラはそう言うと、オレが止める暇もなく巨人に抱き着いた。

　いや、黒い稲光を引き剝はがそうと、素手で摑んだのだ。

「うああああああああああああ」

　感電したかのようにセーラが絶叫する。

「セーラさん！」

　オレは稲光からセーラを引き離す。

　幸いな事にすぐに引き離す事ができたけど、セーラは脂汗を流しながら地面に座り込んだ。

「巨人さんは、あんなにも深い絶望を感じていたんですね」

　あの黒い稲光は巨人の絶望を具現化しているのか？

「巨人さん、私はあなたを救う事はできないかもしれない」

　セーラが巨人に話しかける。

「でも、その痛みを引き受ける事くらいはしてみせます」

　セーラが巨人に歩み寄る。

「セーラさん、危険です」

「分かっています。でも、私が稲光を摑んでいる間、巨人さんの痛みは減じているようでした」

　セーラを思い留とどまらせようとしたが、彼女の意志は固い。

「サトゥーさん、私を信じてください」

「無理そうだと判断したら引き離します。それだけは譲れません」

　セーラが黒い稲光を摑む。

「うああああああああああああ」

　セーラが絶叫する。

　だが、今度は巨人から目を離さない。

　巨人はセーラを無機質な目で見下ろす。無駄な事はするなと言わんばかりだ。

「セーラさん、そろそろ──」

「──まだ、です」

　セーラが脂汗を流しながら拒否する。

　稲光に纏まとわり付かれた袖が引きちぎれ、炎が服に引火してセーラの肌を炙あぶった。

「つぅううううううううううう」

　それでもセーラは諦あきらめない。

　──見ていられない。

　セーラを巨人から引き離そうとするが、黒い稲光が何重にも腕に巻き付いて離れない。皮膚の下に潜り込んで浸食している。

　──よくもセーラを。

　オレは無意識に黒い稲光を摑んだ。




　──コロセ、コロセ、コロセコロセ、コロセコロセコロセコロセ、コロセコロセコロセコロセ、ゴロゼコロセゴロゼコロセ、ゴロゼコロセゴロゼコロセ、ゴロゼコロセゴロゼコロセ、ゴロゼゴロゼゴロゼゴロゼ、ゴロゼゴロゼゴロゼゴロゼ、ゴロゼゴロゼゴロゼゴロゼ。




　無数の殺意と悪意と害意が濁流のようにオレの中へと流れ込んでくる。

　あまりの勢いに吞のみ込まれそうになったが、途中から何かのフィルター越しに見るような不思議な感じがして、なんとか踏みとどまれた。

　たぶんだけど、無数にあるオレのスキルのどれか──たぶん、精神耐性スキルあたり──が役に立ったに違いない。

　セーラはあんな悪感情の濁流に耐えていたのか。

「うああああああああああああ」

　考察している場合じゃない。

　今もセーラは悪感情の濁流に耐えている。

「セーラさん、稲光は私が引き受けます」

　オレはセーラの腕に絡み付く全ての稲光を引き受けた。

　受け取った稲光がオレの腕を浸食し、両腕を黒く染めていく。

　まるで、天竜の身体から引き剝がした「魔神の落とし子の残滓」に浸食された時のようだ。

「ありがとうございます、サトゥーさん。巨人さん、今、楽にしてあげますからね」

　セーラが荒い息で礼を言い、語りかけながら巨人を締め上げる黒い稲光を剝がしていく。

　黒い稲光は巨人の身体からだから引き剝がされる時に抵抗するようで、セーラの手に無数の傷が付き、時には爪つめが剝がれてしまっている。そのたびに、魔力治癒の要領で彼女の傷を癒いやしたが、痛みまで消えるわけではない。

　苦しみながら巨人を助けようとするセーラを、オレは横で見守る。

　オレの両腕が漆黒に浸食されるくらい何て事はない。ちょっと二日酔いの最中に大音量の騒音を耳元で聞き続けるくらいの苦行だ。

『モウ、ヨイ』

　巨人が自暴自棄になってから初めて、咆哮以外の声を発した。

『聖女ヨ、ソナタノ、誠意ハ、受ケ取ッタ』

　深い海の底のような瞳でセーラを見る。黒い稲光の大部分を引き受けた事で、彼の正気が戻ったようだ。

『ワシハ、人里離レタ、コノ地デ、果テル』

　映像の中の景色が静止している。聖骸巨神が移動を止めたようだ。

『聖女ヨ、ワシガ、竜神珠ノ、欠片カケラヲ、抑エル、間ニ、離レヨ』

　──竜神珠？　どこかで聞いた事のある名前だ。

「炉心融解を受け入れるという事ですか？　いけません！　あなたは生きる事を諦めてはいけないんです」

　セーラが必死に訴える。

『ナゼダ？』

「あなたはどこかであなたを待つ同種族の人を捜すべきです」

『同族ハ、モウ、イナイ』

　巨人の悲痛な声に、セーラが一瞬だけ怯ひるんだが、すぐに真剣な瞳で否定した。

「いいえ！　私は信じます！　世界は広いんです！　この大陸にいなくても、他ほかの大陸にいるかもしれません。もしかしたら、どこかに隠れ住んでいるのかもしれないじゃないですか！」

　セーラが決して巨人の絶望に負けまいと声を荒らげ、必死に説得する。

『無駄ダ。我ラ、「雲巨人クラウド・ジヤイアント」ハ、巨大ダ。隠レラレル、場所ハ、少ナイ』

　──え？

「ちょっと待って！」

「サトゥーさん？」

「雲巨人なら知っています。会った事があるんですよ」

　今思えば、サイズ的に雲巨人の子供達は聖骸巨神に近かった。

『ソレハ、本当カ！』

　雲巨人がオレの肩を摑つかんで迫ってきた。

　さっきまで触れるどころか、認識すらされていなかったのに。

　たぶんだけど、彼の黒い稲光を受け入れた事で繫つながりができたんじゃないかと思う。

「本当です。『大きな足』達、五人の子供につい最近会いました」

　オレは巨人から距離を取り、そう告げた。

『「大キナ足」！　ソレハ、ワシノ、一族デ、幼子ニ、与エル、名前ダ』

　巨人が震える声で言葉を紡ぐ。

　その双そう眸ぼうからは滝のように涙が流れ落ちた。

『モウ、思イ残ス、コトハ、ナイ』

　──なんでそうなる。

「子供達に会いたくないんですか？」

『会イタイニ、決マッテ、イル』

「だったら、どうして？」

『モハヤ、ワシニ、竜神珠ヲ、抑エキル、事ハ、デキナイ』

　巨人の胸で燃える虹にじ色いろの炎は、僅わずかな黒糸に支えられて辛うじて破は綻たんをせずに済んでいるような状態だ。

　見ている間にも、炎は共振するように揺らぎを大きくしている。

「そんな……」

『聖女ヨ、気ニ、病ムナ。ソナタ達ノ、オ陰デ、最後ニ、希望ヲ、得ラレタ』

　巨人は満足そうに目を瞑つぶる。

「……巨人さん」

　セーラが悔しそうに俯うつむいた。




　──こんな結末はダメだ。




「セーラさん、顔を上げてください」

「サトゥーさん？」

「諦めるのは早いですよ」

　オレはセーラに笑顔を向ける。

「悪いね、巨人殿。オレはハッピーエンド至上主義だから、こんな終わり方は許せないんだ」

　オレはわざとキザな言い方で戯おどけながら、巨人の前に歩み寄った。

　僅かな黒い糸に支えられた、揺らめく虹色の炎を見つめる。

　この黒い糸を少しだけ増やせばいい。

　オレは漆黒に染まった両手に意識を向ける。

　たぶん、これは魔神残滓に近い何かだ。

　勇者ハヤトを蝕むしばんだ魔神残滓を除去した時のように、爪の先に穢けがれを濾こし取るイメージで集める。

　──痛い。

　死ぬほど痛いけど、ここはやせ我慢だ。

　心配そうに見るセーラに、空元気の笑顔を見せ、心の中で痛みに泣き叫びながらやりきった。

　漆黒に染まった爪が剝がれ落ちる。

[image: ]

　その内の一枚を摑み取り、粘土細工のように加工して幾つかの頑丈な輪を作り、炎を中心にした籠かごを作った。

　籠の中に収める時に、虹色の炎がオレの手を浸食して、巨人の胸の炎が少し減ったけど、安定性が少し増したから良しとしよう。

　めちゃくちゃ熱かったけど、耐えられないほどじゃない。

　浸食した炎は漆黒の穢れと同じように、爪に集まって虹色の欠片になって剝はく離りした。

　我ながらよく分からないシステムだ。オレの持つスキルの中で、こんな事ができそうなのは謎なぞの空白スキルくらいなんだけど、任意に操作できるわけでもないので放置している。便利だしね。

　だが、これではまだ足りない。

　虹色の炎を収めた籠の外で、巨人の身体が燃え尽きた炭のようにゆっくりと崩れ始めている。

　やはり、限界を超えた竜神珠の力は巨人──聖せい骸がい巨神の身体を内側から傷付けていたようだ。

　どうする？

　聖骸巨神の身体をオーバーホールすればいい？

　だめだ。そんな時間はない。

　竜神珠の魔力炉を聖骸巨神から取り外す？

　無理だ。設計図もないのに、そこまで冒険はできない。無茶をして聖骸巨神が壊れ、巨人の魂が失われかねない。




　──ぴぴる、ぴる。




　微かすかに小鳥の声がする。

　視界の片隅に、翡ひ翠すい色の何かが見えた。

「──翡翠？」

　聖骸巨神の周りを翡翠が飛んでいる。

　オレを心配して追いかけてきたようだ。




　──ぴぴる、ぴるぴる。




　翡翠が何かを伝えたそうに懸命に鳴いている。

　何を──。

　そう考えた瞬間、オレの脳裏に魔物化した翡翠を元に戻した時の出来事が過よぎった。

　迂う闊かつに使わないようにしようと決めたばかりだけど、オレはその思い付きに賭かける事にした。

　オレは意識の半分を肉体に戻し、竜神珠炉へと「理力の手」を伸ばして、そこを起点にストレージから「神酒ネクター」をたっぷりと流し込んだ。

　幽体離脱したままの半分が、巨人の身体が再生していくのを認識した。

　おそらくは竜神珠炉を支える部分が、巨人の肉体を再利用して作られていたのだろう。

　分の悪い賭けだったが、これでいけたようだ。

「よし、安定した。どうかな、巨人殿？」

『信ジ、ラレヌ。炉心融解ガ、止マッタ』

　それは何より。

　これでヒカルも泣かせずに済む。

「それじゃ、ちょっと行こうか──」

　オレは幽体離脱状態を解除し、副コクピットの内側から聖骸巨神に触れ、「帰還転移リターン」を繰り返し、雲巨人の子供達が待つ碧へき領りようの解放都市へと向かった。

　雲巨人の子供達が都市内に作った運動場で駆け回っている。

『オオオ、我ガ目デ、見テモ、信ジ、ラレヌ』

　移動を終えて幽体離脱状態に移行すると、巨人が映像に映し出される子供達を見て滂ぼう沱だと涙を流す。

　その顔は最初に会った時とは比べものにならないほど、幸福に満ちた笑顔だった。








エピローグ







〝サトゥーです。大団円の後に次の事件が始まるのはシリーズものの物語のお約束ですが、リアルで大事件があった後は、しばらく平和な時間が欲しいですね。波は瀾らん万ばん丈じようは物語だけで十分です。〟






『聖女ヨ、ソシテ、ワシラノ、救世主ヨ』

　巨人がセーラとオレの前で膝ひざを折る。

　いつの間にか救世主扱いされてしまった。

『種族ノ、未来ヲ、感謝スル』

「良かったら、ここで子供達を見守って暮らすかい？」

『ソレガ、コノ地ノ、王ニ、許サレル、ナラ』

　巨人がゆっくりと頭こうべを垂れる。

「それは大丈夫。許可は取ってある」

　何しろ、オレがこの解放都市の主だ。

『感謝スル──』

　巨人が顔を上げ、拳こぶしを握り込むと、指の隙すき間まから空色の光が溢あふれ出る。

　ゆっくりと開いた巨人の掌てのひらの上には、空色の小さな光が浮かんでいる。

『コレハ、感謝ト、友愛ノ、印ダ』

　光が巨人の掌から離れ、途中で二つに分かれてオレとセーラの方に飛んできた。

　そのまま見守っていると、光はオレとセーラの手に吸い込まれ、手の甲に何かの紋章を浮き上がらせる。

『助ケガ、必要ナ時、ソノ紋章ニ、願エ』

「願うとどうなるのですか？」

『ワシガ、ソノ場ニ、召喚サレ、主アルジノ敵ヲ、討ツ』

　ゲームのお助け召喚獣みたいだ。

　助力が終わると、基点として登録した場所に戻るらしい。召喚には相当量の魔力を必要とするので、召喚距離によっては召喚までにチャージ時間が必要になるそうだ。

　転移能力があるなら、公都を目指して歩くのではなく、転移で行けばいいと思ったのだが、オレの「帰還転移リターン」と同様に目印のある場所にしか飛べないそうで、聖骸巨神の場合、最大三箇所しか登録できないとの事だった。

　オレはともかく、セーラに頼もしいボディーガードができたね。

「そろそろ外に出るよ」

　聖骸巨神の暴走状態が解け、装甲温度も下がったようなので、この幽体離脱空間から出る事にした。

《副操縦席、排水》

　どこからともなく合成音声が聞こえてくる。

《副操縦士、覚かく醒せい》

　その言葉が聞こえた途端、オレは自分の身体からだに戻っている事に気付いた。勇者ナナシの姿から素早く、いつもの格好に戻る。

　幸いな事に、セーラは気を失っていたので、抱え上げて外に出た。

　碧へき領りように行く時に「帰還転移」を繰り返したのは、聖骸巨神の能力を借りた事にしよう。

「オレはシガ王国の王都に帰るよ」

　ＡＲ表示される聖骸巨神の種族名が「真・聖骸巨神」に変わっているが、些さ細さいな事だろう。神酒ネクターの代わりにエリクサーを使えば良かった気もするが、人間サイズの小瓶で容量が足りなかっただろうから、あれで正解だったんだと思う。

『分カッタ。ワシヲ、必要トスル、時ハ、イツデモ、呼ベ』

　聖骸巨神の表面がみるみる石化していく。

　ＡＲ表示によると、聖骸巨神の自己修復兼休眠モードのようだ。暴走状態であちこち故障していたみたいだし、ここで子供達を見守りながら身体を休めてほしい。

　オレは集まってきた雲巨人クラウド・ジヤイアントの子供達に、また遊びに来ると告げ、セーラが気を失っているうちにシガ王国へ帰る事にした。





◆






「ご主人様！」

　タルトゥミナの近くにある転移ポイントで仲間達と待ち合わせ、空港に残ったままだった飛空艇に乗って王都へと戻る。

　途中でセーラが目を覚ましたので、アリサ達が飛空艇で迎えに来てくれたと言っておいた。

「あれは夢だったんでしょうか？」

　セーラはシミ一つない綺き麗れいな手を光に翳かざして言う。

「夢じゃありませんよ。──ほら」

　手の甲に巨人がくれた印が浮かび上がる。

　どうやら、魔力を流すと印が現れるようだ。

　それを見たアリサが食い付いてきた。

「何それ？　竜の紋章とか？」

「違うよ」

　漫画じゃあるまいし。

「むぅ、お揃そろい」

　ミーアがオレとセーラの手の甲に浮かび上がった紋章が同じなのに気付いて不機嫌になった。

「なら、今度、皆みんなでお揃いのアクセサリーでも作ろうか？」

「ん、楽しみ」

　オレがそう提案すると、ミーアは機嫌を直し、それを聞いていた仲間達も笑顔で賛同してくれた。




「イチロー兄ぃ！」

　飛空艇が王都の空港に到着すると、遠話テレフオンで事前に連絡を入れておいたヒカルが出迎えに来てくれた。

「あの方は……」

　オレに続いて飛空艇を降りたセーラがヒカルを見て呟つぶやいた。

「はじめまして、王祖ヤマト様。私はオーユゴック公爵の孫娘、テニオン神殿の巫み女こセーラと申します。未熟な私の為ためにお手数をおかけいたしました事をお詫わび申し上げます」

「えーっと？」

　いきなり巫女としての最敬礼を取ったセーラに、ヒカルが困惑顔をし、助けを求めてオレを見た。

「彼女は聖骸巨神の副操縦席に乗っていたんだよ」

「ああ、この子が！　サトゥーから聞いているよ。『空踏み』──聖骸巨神の心を救ってくれてありがとう」

「いいえ、巨人さんを救ったのはサトゥーさんです」

「違いますよ。セーラさんが献身的に行動したから、彼も心を開いたんです」

　たぶん、オレだけだったら、巨人を力ちから尽ずくでなんとかしようと思っただろうから。

「セーラちゃんとサトゥーが一緒に頑張ってくれたからだよ！」

「王祖様の過分なお言葉、終生の誉れといたします」

「大げさだなー。もっと普通に話してよ。私の事はヒカルって呼んでね。正体が王祖ヤマトなのは秘密だから」

「承知いたしました。ヒカル様」

「まだ固い。もっとタメ口で様付けもなしで！」

　ヒカルがそう頼んだが、セーラは「畏おそれ多いです」と丁寧語と様付けは止やめなかった。

「ヒカル、あの四人は？」

「うちの屋敷。後は任せるって」

　迷宮下層のバン達はミツクニ公爵邸で寛くつろいでいるようだ。

　後で、ヒカルと一緒にお礼をしに行かないとね。

　そうだ。オレに閃ひらめきをくれた翡翠にも何かお礼をしよう。せっかく心配して来てくれたのに、山奥に置き去りにしちゃったお詫びもしないと。

「……王祖様、イチロー、黄金騎士」

　聞き耳スキルがセーラの独り言を拾った。

　その視線はヒカル、オレ、獣娘達を追った後、納得の表情になる。

　これは勇者ナナシの正体がバレたかな？

「秘密ですよ」

「はい、私だけの秘密です」

　念を押すオレにセーラはそう言って、耳元で「私の勇者様」と囁ささやいて、頰ほおに触れるか触れないかのキスをした。

「ぎるてぃ！」

「ちょっと！　どさくさに紛れてホッペにチューするなんて抜け駆けよ！　わたしもする！」

　アリサがオレの身体に飛びついて、無理矢理キスしようとしたので、頭にチョップを落として阻止した。

「のぉおおおお」

「天罰」

　大げさに痛がるアリサを見下ろし、ミーアがこくこくと頷うなずいた。

　そんなオレ達の下に新たな声が届く──。

「カリナ、ゼナ！　マスターやナナを発見したと告げます」

「本当ですわ！　ヒカルさんもいます！」

「サトゥーさん！」

　ナナの姉妹達と一緒に、カリナ嬢やゼナさんがこっちにやってくる。

　姉妹の長女アディーンに遠話で連絡をしておいたから迎えに来てくれたようだ。

「みこ、大丈夫？」

「みこ、怪け我がない？」

「あなた達もお迎えに来てくれたのですね」

　ナナ姉妹達の後ろから、アシカっ子達が現れてセーラに抱き着く。

　すぐ横で両手を広げていたナナが寂しそうだったが、代わりに末妹のユィットが抱き着いて再会を祝っていた。





◆






「サトゥー、飛空艇」

　ミーアに言われて空を見ると、中型の飛空艇が入港するところだった。

　船体に描かれた紋章から、サガ帝国の飛空艇だと分かる。

「嫌な予感がします」

　セーラが真ま面じ目めな顔で呟いた。

　飛空艇が着陸し、タラップが降ろされる。

　出てきたのは見知った顔だ。

「あら！　サトゥーじゃない！　出迎えに来てくれたの？」

　セーラがオレの背に隠れる。

「セーラまでいるの？　姉様は嬉うれしいわ！」

[image: ]

　目め敏ざとくセーラを見つけたらしく、オレを見つけた時よりも大きな笑顔になって駆けてきた。

「お久しぶりです。リーングランデ様」

「ええ、久しぶり。いつまで待ってもサガ帝国に来ないから、こっちから来ちゃった」

　セーラの姉にして、前勇者ハヤトの従者、「天破の魔女」リーングランデ嬢が笑顔で冗談を言う。

「うわっ、すっげー美人！」

　無遠慮な声に視線を手繰ると、中学生くらいの人族少年がルルを見て目を丸くしていた。

　そう、大陸全般の人族が不美人扱いをするルルを見て、だ。

「リーングランデ様、彼はもしかして」

「ええ、この子は──」

　リーングランデ嬢が少年を手招きし、オレ達に紹介してくれた。




「この子はシン。勇者召喚の儀式でやってきた、勇者の国『日本』の少年よ」








ＥＸ：勇者召喚







〝ボクの名はセイギ。猪ちよ突とつ猛もう進しんのユウキ、唯我独尊のメイコ、引っ込み思案なフウ、個性的な幼おさな馴な染じみ達の司令塔だ。小さい時からいつも一緒で、喧けん嘩かもするけどいつの間にか仲直りしている。そんな気の置けない友達なんだ。〟






「新しいブースターって今日からだっけ？」

　学校帰りにユウキがそんな事をフウに尋ねる。

　珍しく一緒に帰るのに、話題がカードゲームなところがユウキらしい。

「そうだよ、ボクは絶対にラミ子さんを引くんだ」

「あー、ヘビ子か。強いけど、俺は巨乳の『天使の秘書官』が欲しい」

　ユウキは相変わらずおっぱい星人らしい。

「えー、あんな駄肉より、エルフっ子のがいいじゃん」

「駄肉言うな、ちっぱい教徒め！」

　ちっぱいを蔑さげすむとは、もはや戦争不可避だぞ？

「もー、恥ずかしいな。お外では止めてよ」

　フウが真っ赤な顔でボク達の口論を止める。

　そんな風に恥ずかしがられたら、ボク達まで恥ずかしくなってくるだろ。

「コンビニ、寄っていこうぜ」

　ユウキが話を誤魔化すようにコンビニを指さした。

「あ、メイコちゃんだ」

「本当だ──って男連れじゃん！　あいついつの間に彼氏なんて」

　フウが幼馴染みのメイコを見つけ、ユウキがメイコの後ろに男子を見つけた。

　なんだかショックだ。別にメイコが好きなわけじゃない──ライクじゃなくてラブの方の話ね──けど、おむつをしていた頃ころから知ってる幼馴染みが異性と一緒っていうのは、なんかやだ。自分が置いてけぼりにされたような、なんとも言えないもどかしさがある。

「あれってシンじゃね？」

　その一言で、もやもやした気持ちが吹き飛んだ。

「本当だ。シン君、メイコちゃんと付き合ってるのかな？」

　フウはそんな事を言うけど、それは絶対にない。

「ないない、シンだぜ？　メイコの好みと真逆じゃん」

「メイコちゃん、コドモが嫌いだもんね」

　ユウキやフウもボクと同意見らしい。

　シンは中学で同じクラスになったヤツで、少し前にろくでなしの父親が失しつ踪そうして、親しん戚せきの家で肩身の狭い思いをしているらしい。

　そのせいか、格好だけ昭和の不良みたいにして粋がっている。

　ちなみにシンがメイコに惚ほれているのはバレバレなので、論じるには値しない。不器用すぎるアプローチをしては、メイコに塩対応されて凹へこむまでがシンの日常だ。

「あれー、シン君やん」

　生暖かい目で見守っていたら、メイコとシンが高校生くらいの人達に絡まれていた。

　糸目で蛇みたいに怖い感じの細身で背の高い男子と、シンが可愛かわいく見えるほど昭和な不良男子の二人だ。

　今どきリーゼントって！　長ランなんてどこで売ってるんだよ！

　他人のファッションをとやかく言うのは無粋だって分かっているけど、昭和のドラマや漫画でしか出てこないようなレトロすぎる格好に思わず内心で突っ込んでしまった。

「えらい可愛い子と一緒におるねぇ」

　糸目が腰をかがめてメイコを覗のぞき込む。

　メイコは不快そうに顔を逸そらした。

「リク先輩にカイ先輩！」

「おう」

「そこはボクの名前を先に呼んでほしかったわー。自分、ボクの事嫌いすぎちゃう？」

　シンの知り合いらしい。

「ち、違います」

「中学生か？　お前、名前は？」

「不良に名乗る気はない」

　リーゼントに話しかけられても、メイコは相変わらずの塩対応だ。

　いやいや、そんな態度だと暴力を振るわれちゃうよ！

「うわー、シン君の彼女トゲトゲやん」

「シンの彼女なんかじゃない」

「フラれてもうたー、かわいそーシン君」

　糸目の発言をメイコがぴしゃりと否定する。

「ど、どうしよう、メイコちゃんが危ないよ」

「警察呼ぶ？」

「イタズラって思われるだけだ」

　フウが焦った顔で言うけど、ボク達に何ができる？

「行くぞ」

　ユウキが言って歩き出した。

「ちょ、待って」

　ボクは慌ててユウキの腕を摑つかむ。

　カードゲームやごっこ遊びなら世界を救う勇者でも、現実世界じゃどこにでもいる中学生だ。本気の殴り合いなんてした事がないし、あんなに怖い人達に刃向かうなんて、妄想の中でしか無理だ。

「幼馴染みを見捨てるなんてできない」

「ユウキ君」

　フウがユウキを尊敬の目で見る。

「ボク達に何ができ──」

　言ってる途中でユウキが震えているのに気付いた。

　そっか、ユウキもボクと同じくらい怖いと思っているんだ。

「メイコが逃げる時間ぐらいは稼いでみせる」

「お前って馬ば鹿かだよな」

　歩き出すユウキの横に並ぶ。

「メイコちゃん」

　げっ、フウまで一緒に来てた。

　お前はダメだろ。後ろで待ってないと。

「あんた達……」

　ボク達を視認したメイコが、迷惑そうに顔をしかめた。

「お、お前もブースターパック買いに来たのか？」

　ユウキ……言うに事欠いて、第一声がそれかよ。

「一緒に買おうぜ」

　仕方ないので、ボクもユウキに合わせて偶然出会った風を装った。

「なんだ、こいつら？」

「モテモテやねー、メイコちゃん。ナイトがいっぱいやん」

　メイコが舌打ちする。糸目に名前が知られた事に腹を立てているっぽい。

「行こう、メイコちゃん」

　フウがメイコの手を摑んで歩き出す。

「待ってや。まだこっちの用事は終わってへん」

　その前に糸目が割り込んで通せんぼした。

　シンはおろおろするばかりで、さっきからあうあう唸うなっているだけだ。

　くっそー、誰だれでもいいからヒーローが来てくれよ！

　この際、警けい邏ら中のお巡りさんなんて贅ぜい沢たくは言わないから、生徒指導のソリコミでも、それこそ担任のピカソでもいい。誰か来てくれ！

　そんな祈りが天に届いたのか、凜りんとした声が割り込んだ。

「リク！　カイ！　止やめなさい」

　高校の制服を着た、メガネ美少女が二人の不良を睨にらみ付ける。

「すっげー、美少女」

「生徒会長っぽいな」

　思わず漏らした呟つぶやきに、ユウキが即反応した。

　フウとメイコがジト目で見てくるけど、綺き麗れいなお姉さんに反応しちゃうのは中学生男子の性さがなんだから許してほしい。

「ソラちゃん、お久やねー」

「気安く触らないで。それよりも中学生に絡むのは止めなさい」

　糸目が美少女の肩を抱こうとして、ぴしゃりと拒否された。

「うるさい、お前には関係ない」

「関係なくなんかないわ！　幼馴染みが悪の道に進むのを見過ごせないもの」

　リーゼントがそっぽを向きながら拒絶するが、美少女は怯ひるむ事なく視線の先に移動する。

「なんだか置いてけぼりだね？」

「このまま帰っちゃダメかな？」

「それはダメだろ、人として」

　フウの言葉に同感なので帰ろうとしたら、ユウキに否定された。ユウキのくせに酷ひどい。

　メイコはソラって呼ばれたメガネ美少女が気になっているみたい。

　まさか、女の子の方が好きって事はないよね？

「──うわっ」

　馬鹿な事を考えていたら、突然足下が光ってびっくりした。

「なんだ、これ？」

「魔法陣？」

　足下にアニメでよくあるような光の魔法陣ができている？

「皆みんな、離れて」

　メイコがそう言って素早く飛び退すさるが、魔法陣も影のようについてくる。

「これって、もしかして？」

　フウが期待に満ちた目でボクを見た。

　いやいや、さすがにないでしょ。漫画やラノベじゃないんだから。

　次の瞬間、閃せん光こうと衝撃波を受けて、ボクは意識を失った。
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　──《召喚》《通知》《確認》。

　気が付いたら、ふわふわとした青色の空間に浮かんでいた。

　近くにユウキとフウが浮かんでいる。周囲を見回したらメイコもいた。ミニスカで浮いているもんだから、メイコの縞しまパンが見えたけど不可抗力だから許してほしい。

　せめてものお詫わびに、メイコの身体からだを水平に回転させてスカートの中が見えないようにした。

　女の子って柔らかい。

　──言っておくが、触ったのは肩と腕だけだ。

　相手がメイコでも、意識のない相手にエッチな事はしない。

　──《召喚》《通知》《確認》。

　頭の中に言葉や概念の塊のようなモノが響いた。

『なんだこれ？』

　声が変だ。自分の声なのに、耳ではなく頭の中に響くみたいな感じ。

　──《召喚》《通知》《確認》。

　青色の空間に浮かぶ青い光の球体から届いているようだ。

『ここ、どこ？』

　メイコが目を覚ました。

　ユウキとフウもだ。

　──《勇者》《召喚》《確認》。

　伝わってくるイメージが変わった。

　どうやら、ボク達は勇者召喚されるようだ。

　──《我》《幼おさな女め神がみ》《信》。

　小さな女の子がお願いするイメージが伝わってきた。

　この子がボク達を召喚した幼女神様らしい。

　──《汝なんじ》《勇者》《任命》。

　幼女神様がボク達を勇者に任命したって事かな？

『勇者？　なんで？』

　メイコが疑問を口にした。

　──《魔王》《討伐》《希望》。

　黒い大きな影がお城や人々を傷付けるイメージが重なる。

　あの影が魔王で、ボク達は勇者として魔王を討伐して人々を救うのが使命らしい。

　本当にゲームかラノベみたいだ。

『ボク達にできるのかな？』

　フウが自信なさそうに呟いた。

　──《汝》《資格》《信》。

　切実な願いがボクの心に飛び込んできた。

　幼女神様はボク達に資格がある事を信じてほしいと訴える。

　──《救世》《切望》《選択》。

　勇者になって世界を救ってほしい。

　そう願いつつも、最後の選択権はボク達にくれるようだ。

『やるやる！』

　ユウキが手を上げて叫ぶ。

『ボクも行くよ』

　ユウキ一人じゃ危ないからね。

『ユウキ君とセイギ君が行くなら、ボクだって』

『ちょっと！　私は総連の強化合宿が──』

　ユウキとボクに流されたフウとは違って、メイコは抗議の声を上げる。

　──《帰還》《同》《時間》。

　使命を果たして元の世界に戻る時は、召喚されたのと同じ時間に帰れるらしい。

『メイコちゃん、それなら安心だね』

『いや、そういう問題でも──』

　メイコの語気が弱まる。

　その声をユウキの大声が搔かき消した。

『よっしゃー！　勇者ユウキとその仲間達の大冒険だ！』

　──《感謝》《承諾》《勇者》。

　幼女神様が破顔するイメージを送ってきた。

　──《預託》《権能》《選択》。

　えっと──勇者として世界を救う為ためのチートを貸してくれるって事?!

「チートきたぁああ！」

「うっしゃー！」

　ユウキとハイタッチを交わす。

　少し遅れてフウが控えめにハイタッチに参加した。

「ちょっと、まだ私は──」

　メイコが叫んだ瞬間、周囲の光が急に流れ始めた。

　──《警告》《想定外》《危険》。

　幼女神様から焦った感じのイメージが流れてくる。

　どうやら、何か想定外の出来事が起きているようだ。

　──《権能》《選択》《急急》。

　急いで権能チートを選べって？

　周囲の光が前方にできた黒い穴に吸い込まれているのが見えた。

　──《権能》《選択》《時微》。

　幼女神様から時間がないとイメージが飛んできた。

「ヤバい、急げ！」

　ユウキは心配ない。もう選択に入っている。

　ボクは戸惑うフウと憤るメイコを急せかし、自分もチートを選び取る。

　できればもう少し落ち着いて選びたかったけど、悠長な事をしていたらチートなしで異世界に召喚されちゃう。

　ボクはギリギリでチートを選び取った。

　その直後に、ユウキ達と一緒に黒い穴に吸い込まれた。

　──《祝福》《権能》《取得》。

　後ろから幼女神様の祝福が届く。

　──《注意》《行使》《過度》。

　チートの使いすぎはダメだと注意事項が届いた。

　やっぱり、必殺技は出し惜しみしろって事だろう。

　──《望》《行使》《救世》。

　最後に、貸与した権能を使いこなして世界を救ってほしいと幼女神様の願いが届いた。

　大丈夫。ボク達が絶対に世界を救ってみせる。

　じっちゃんの名にかけて！
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「勇者様が召喚に応じられたぞ！」

　しわがれた老人の声と大歓声が、混乱していたボクの意識をはっきりさせる。

　足下からの光で眩まぶしい。魔法陣みたいな模様の光源だ。

「ここは、いったい？」

　呟く途中で、青色の空間で幼女神様に聞いた話を思い出した。

　ボクは異世界に勇者召喚されたんだっけ。

　魔法陣の外側の薄暗いエリアでざわざわと人の気配がしている。

「……う、ううん」

　足下からうめき声が聞こえた。

　ボクの近くにユウキ達が倒れている。さっきと違ってメイコのスカートの中は見えていないけど、周囲の人から見えたらかわいそうだし、制服のジャケットを脱いで腰のあたりに被かぶせておいてやる。

「あなた達も召喚されたのね」

　予想外の声に驚いて振り返ると、メガネ美少女の高校生が凜りんとした顔で周囲を観察している姿があった。その背後ではリーゼントが頭を乱暴に振りながら立ち上がっている。よく見えないけど、糸目とシンらしき姿もあるようだ。

　さっきの青色の空間では見かけなかったけど、どこにいたんだろう？

「どこだ、ここぁ？」

「ソラちゃん、分かる～？」

　リーゼントと糸目が問いかけるが、メガネ美少女は「分からないわ」と短く答えるだけだ。

　ギロッとボクの方に剣けん吞のんな視線が来たので、慌てて首を横に振って分からないと伝える。

　その頃ころには足下の光も収まってきて、ユウキやメイコも目を覚まして起き上がった。

「──眩しい」

　壁際の窓が開いて外の光が入ってきた。

　ボクは手でひさしを作りながら周囲を見回す。神殿のような荘厳な大広間には、ボク達がいる中央に巨大な魔法陣のようなモノが描かれ、その外側を囲むように神官風の衣装を着た男女がいる。神官達は疲労困こん憊ぱいで今にも倒れそうな感じだ。

「シン君、起きいや」

　糸目がシンの背中を足で小突いて起こすのが見えたので、ボクもフウの鼻を摘つまんで目を覚まさせた。

「酷ひどいよ、セイギ君」

「苦情は後、後──」

　だって、神官達が左右に分かれて、後ろにいた人達がこちらに歩いてくるから。

　全身鎧よろいの騎士達に守られた凄すごく綺き麗れいなお姫様だ。遠くてよく見えないけど、壁際には猫耳や犬耳のお姉さんがいる。

　いた！　エルフ耳！　長い耳をしたエルフのお姉さんもいる。さすがは異世界。よく分かっている。

「鎧だと？　なんのコスプレだ？」

「リク君、魔王討伐や言うてたやん。腕輪を火山に捨てに行くみたいなファンタジーな世界なんちゃう？」

「ああ、言っていたな」

　リーゼントが全身鎧の騎士達を睨にらみ付ける。

　いきなり喧けん嘩かをふっかけそうで怖い。

「すげー！　騎士だ！　黒騎士もいるぜ！」

「黒騎士って貧乏な流浪の騎士が錆さび止どめを塗って──ひぃいいっ」

　フウがうんちくを語る途中で「錆止め」と口にした瞬間、黒騎士からボクでも分かるくらいの殺気が飛んできた。フウが腰を抜かしてボクのズボンにしがみついてくる。

　こら、隠れるな。ボクが黒騎士に睨まれるだろう。

　ごめんなさいごめんなさいごめんなさい、謝るから殺気を飛ばしてくるのは止やめてくださいお願いします。いや、マジで止めて。怖くて漏らしそうです。

　……ようやく殺気が止まった。

　黒騎士の横にいた綺麗なドレスのお姫様が何か言ってくれたみたい。

　怖かった。「錆止め」はＮＧワード。絶対に忘れない。




　お姫様達が光を失いつつある魔法陣の前で足を止める。

「勇者様、私どもの願いに応じてくださった事に感謝をいたします」

　お姫様がボク達の前で腰を折って映画でみたようなファンタジーっぽい挨あい拶さつをする。

　それを眺めながら「なんていう名前なんだろう？」とか「何歳かな？」なんて考えていたら、脳裏に幾つかの情報が浮かんできた。

　お姫様の名前がトリーメヌスで、サガ帝国の皇孫女である事、ボクより一つ年上で一五歳である事なんかが分かった。ユニークスキルを貰もらった時に、オマケで鑑定スキルみたいなのを貰ったみたいだ。

　試しに「スリーサイズを知りたい」と念じてみたが、その情報は返ってこなかった。残念。

　次に黒騎士を見る。名前はリュッケン・アクギリス。レベル五一。周りの騎士達がレベル三〇から四〇って事を考えると、頭一つ上みたい。

　そう言えばボクのレベルって幾つだろう？

　そう考えたら、レベル五〇と返ってきた。メガネ美少女やリーゼントもレベル五〇だし、ユウキやフウも同じだから、新米勇者の初期値はレベル五〇固定みたいだ。

　ユニークスキルも見えちゃうのか。メガネ美少女が二個なのを除くと、みんな三つから四つくらいみたいだ。

　他ほかにも共通で「自己確認セルフ・ステータス」「鑑定アナライズ」「無限収納インベントリ」「言語翻訳トランスレート」の四つがあった。こっちは勇者共通ギフトって感じかな？

「私は──」

「待って！」

　メイコがキツイ口調で、お姫様の言葉を遮った。

「私は願いに応じてなんかいない！　勇者なんかやらないから、元の場所に返して！」

「応じていない？」

　ヤバい。お姫様は気にしていないようだけど、周りの騎士が「無礼な」「殿下の言葉を遮るとは」って言ってキレそうな気配を濃くしている。

「メイコ、ヤバいって」

「うるさい！　ユウキは黙ってて！　元はと言えば、あんたがあの幼女の言葉に喰くい付いたせいでしょ！」

　ボクと同じ事を感じ取ったユウキが、メイコを止めようとしたけど、ブチギレたメイコに怒鳴りつけられてタジタジになる。やぶ蛇だ。

「勇者様──」

「メイコよ！　私は勇者なんかじゃない！」

　そう言うメイコだったけど、ボクの鑑定スキルがメイコに「勇者」の称号があるって教えてくれた。

「ではメイコ様。ここに来る前の青い空間でパリオン神様から、勇者になる事を乞こわれて承諾なさらなかったのですか？」

「ええ、そうよ──って、あの幼女っぽい青い光がそうならね」

「間違いないでしょう。パリオン神様は幼い女の子の姿をしていると先代の勇者様からも伺った事があります」

　幼女神って自分で言ってたしね。

「女神？　あの薄気味悪いガキがか？」

「ちょっとリク！」

「言い方は悪いけど、ボクもリク君と同じ印象やで」

　──薄気味悪い？

　幼いたい気けな感じだったけど……。

　もしかしたら、一つの単語に言葉やイメージが圧縮されて伝わるのが気持ち悪かったとかかな？

「不敬な！」

「パリオン神の使徒たる勇者様とは思えぬ言葉！」

「あの男達は本当に勇者様なのか？」

　リーゼントの暴言に神官だけじゃなく騎士達まで殺気立った。

　さっきの「錆止め」黒騎士の方が怖かったけど、今回のもマジでヤバい感じだ。

「そちらの勇者様方はパリオン神様に含むところがおありなのですか？」

　丁寧な言葉遣いを崩していないけど、お姫様もご機嫌斜めだ。

「すみません！　この子は本当に考えなしに口走っちゃう事があるんです」

「お前は俺のオカンか──」

「黙りなさい！　余計な事を言っていないで、謝りなさい！　カイもよ！」

　メガネ美少女がリーゼントの頭を無理矢理下げさせて、ぺこぺこと謝る。

　その様子を見て、お姫様が間を取り持ち、神官達や騎士達が渋々といった感じで矛を収めた。

「ねぇ、こっちの話が終わってないんだけど？」

　ようやく収まりそうだったのに、メイコが不機嫌全開の声で割り込んだ。

「ちょっと、メイコ！　空気読めよ」

「うるさい、馬ば鹿か！　あんたとセイギが考えなしに幼女の頼みを引き受けちゃうから、私まで巻き込まれたんでしょうが！」

　窘たしなめたユウキが、メイコに怒鳴りつけられてタジタジになった。

　雉きじも鳴かずば打たれまい、だな。黙っていよう。

「ではメイコ様は本当に？」

「ええ、召喚に応じた覚えはないわ」

　メイコが断言すると、お姫様は縋すがるような視線をイケメン神官に向けた。

「ホムス神官、承諾していない方が勇者として召喚されるような事例があるのですか？」

「いえ、寡聞にして存じません。神殿の記録にある勇者召喚の事例は全すべて暗記しているのですが……」

「過去の事例なんてどうでもいいわ」

　困惑するお姫様と神官の言葉を、メイコがぴしゃりと切り捨てた。

「私の要求は一つよ。私を元の場所に返して」

「それはできません」

「どうしてよ！」

　申し訳なさそうに言うお姫様の言葉に、メイコが喰い付いた。

「私も理由が気になるわ」

「ボクも気になるわー。女の子にモテモテや言うゆーから応じたけど、帰られへんねやったら話が違うわ」

　メガネ美少女や糸目が言うと、リーゼントとボクも同意した。

　全く帰る気がないのはユウキとフウ、それとキョドってるシンだけみたいだ。

「誤解しないでください。元の世界への帰還は可能です」

「じゃあ、返してよ！」

「先ほども申しましたが、私達にはできません。勇者様達を元の世界に戻せるのはパリオン神様だけです」

「あの幼女が？」

「パリオン神様です」

「なら、そのパリオンに言ってよ。私を帰せって」

　メイコはお姫様を挑発するように、幼女神様に敬称を付けずに呼び捨てにする。

　お姫様はゆっくり深呼吸して気持ちを落ち着けた後、小さな子供を諭すようにメイコに語りかける。

「私達がパリオン神様に直接願う方法はありません」

「そんな──」

　嚙かみつこうとするメイコを、お姫様は手で制して話を続ける。

「勇者様が元の世界に戻る方法は、魔王を討伐する事だけです」

「え？　マジで？」

　それって帰れない異世界召喚のテンプレじゃん。

「本当の事です」

　思わず口を突いて出た言葉をお姫様が肯定した。

　それがボクの心の声を肯定したんじゃないと信じたい。

「過去の勇者様達の御お言葉によると──」

　お姫様の仰々しい言い回しを簡単に纏まとめると、魔王討伐を成し遂げると、パリオン神様から帰るか否かのオファーが来て、帰る方を選択すると元の世界に戻れるらしい。

「それが本当だっていう証拠はあるの？」

　メイコが疑いを隠そうともせずに尋ねた。

「はい、ほんの数ヶ月前に先代勇者ハヤト様が帰還なさいました。もちろん、証人もいます」

「あなた達の側の人間が言っても──」

「信じられない？」

　お姫様の言葉に、メイコは不機嫌そうに頷うなずく。

「噓うそを見破る魔法道具マジツク・アイテムを使って真実を伝えれば信じられますか？」

　メイコは首を横に振った。

　それで信じられないって、メイコのヤツ、意固地になっているな。

　たぶん、内心では帰る方法が魔王を討伐するしかないっていうのは分かっているんだと思う。

「数百年前に録画の宝珠で撮影された記録映像もありますが、それを見てもあなたは納得できないでしょう？」

　メイコは再び頷いた。

「ですから、私達は誠意を持ってあなた方に接し、信頼を勝ち取るしかないと思っています」

　うん、メイコ相手だとそれが正解だ。

「分かったわ。帰還方法に関しては保留しておく。納得できるまで、魔王討伐に協力しないから」

「はい、勇者様に信じていただけるよう尽力いたします」

　プイッと横を向いて言うメイコに、お姫様が余裕のある笑顔を返した。
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「では改めまして、自己紹介をさせていただきます」

　帰還条件で少しグダグダになったけど、お姫様が元の流れに話を戻す。

「私はサガ帝国の皇孫女トリーメヌスと申します。皇帝陛下の勅命で、こたびの『召喚の儀』を執り行いました」

　ボク達を実際に召喚したのは、幼女神様自身じゃなくて彼女達だったらしい。

　こうして近くで見るとお姫様は本当に綺き麗れいだ。にこやかで華があるし、頭が動くたびに豪ごう奢しやな金髪が黄金の流れのようにキラキラしていて、思わず見とれてしまう。

　ゲームみたいに、お姫様と一緒に冒険をするのかな？

　そしたら、当然二人は恋仲になって、キスとかしちゃったりして、いや、異世界なんだし、もっと先まで──

「セイギ！　ちょっと、聞いてるの？」

　肩を揺らされた。

「メイコ？　いや、お前はお前でアイドル並みに可愛かわいいけど、幼おさな馴な染じみだし」

「この馬鹿！　目を開けたまま寝てるの？」

　メイコがジト目でボクの頭をポカリと叩たたく。

　反射的に抗議しようとしたら、目の前にお姫様の顔があった。

「勇者様のお名前をお聞かせ願えますでしょうか？」

　どうやら、妄想している間に、自己紹介タイムはボクのターンになっていたらしい。

「ボ、ボクは──」

　慌てて名前を名乗る。

　慌てすぎて学校名やクラスまで言っちゃって、メイコに「本当ほんと、バカ」と呆あきれられた。

　フウは慰めてくれたけど、なぜかユウキは「仕方ないよな」と同意してくれた。後でフウに教えてもらったけど、ユウキもボクと同じような反応をしていたみたい。

　仕方ないよね、綺麗なお姫様に至近距離で見つめられたら、そうなっちゃうよ。思春期の中学生男子なんて、そういう生き物なんだから。

　世の中学生が聞いたら凄すごい勢いで抗議されそうな事を考えながら、高校生組の自己紹介を聞く。後はシンだけだ。

「最後の勇者様、お名前をお聞かせいただけますか？」

　シンが何かまごついている。

　人見知りじゃなかったはずだけど、綺麗すぎるお姫様に気け圧おされているのかな？

「シン君、名前や。はよ、名乗ったり」

『シ、シンです。葛くず咲さきシン──えっと、マイネームイズ、シン・クズサキ、でいいのかな？』

「なんで英語やねん。ほんま、シン君はおもろいなー」

　シンのヤツは何をふざけているのやら。

　お姫様もイケメン神官も困った顔をしている。

「すんません、シン君には後でキツう言うておきますんで」

　糸目が取りなし、次のステップに移る。チート──ユニークスキルの確認だ。

「勇者セイギ様のユニークスキルをお伺いしても構いませんか？」

「はい！　『正義心眼しんじつはいつもひとつ』『邪悪探索わるものはどこだ』『断罪の剣せいぎはかつ』の三つです！」

　悪者を見つけ出して、一撃必殺で倒す冤えん罪ざい無縁のコンボだ。

　糸目が「名前の通りの正義君やん、笑うわ」とニヤけ顔で腐して、メガネ美少女に叱しかられていた。もっと、叱ってやって。

「いずれも、過去の勇者様が持っておられた素晴らしいユニークスキルです」

　お姫様の後ろにいたイケメン神官が分厚い本をめくりながら言う。

　なかなか分かってるじゃないか。

　続いてユウキ、メイコ、フウの順で伝える。

　ユウキは広範囲魔法系、メイコは近接斬ざん撃げき系、フウは移動系と回避系とザコ狩り向きの攻撃系を組み合わせたソロ御ご用よう達たしみたいなのだった。

「勇者フウ様のユニークスキルは過去の記録にありません。訓練の前に検証が必要でしょう」

　やっぱりあるんだ、訓練。スポコン系やブートキャンプ系は遠慮したい。

「次は勇者ソラ様、お願いできますか？」

　高校生側はメガネ美少女から順番に伝えていく。

「『雲外蒼天どりよくはうらぎらない』と『乾坤一擲ただいちどのきせき』です」

「この方のユニークスキルも記録にありません」

「私のは訓練を積み重ねる為ためのスキルと、実力をきちんと発揮する為のスキルのはずです」

　フウの時と同じような発言をするイケメン神官に、メガネ美少女が説明する。

　彼女はチートスキルまで真ま面じ目めらしい。

「ソラちゃんらしいわ」

「まったくだ」

　糸目とリーゼントが誇らしげな感じで呟つぶやく。この身内感、こいつらも幼馴染みに違いない。

　続けて糸目とリーゼントが自分達のユニークスキルを伝える。リーゼントは近接粉砕系、糸目がスピードアップ系らしい。

「勇者シン様、ユニークスキルをお聞かせ願えますでしょうか？」

　お姫様に問われてもシンは答えない。

「シン君、焦じらさんと教えたりぃな」

　糸目に促されても、シンは青い顔をしたままキョドっている。

　──っていうか、なんか様子がおかしくない？

「どないしたん、シン君？」

「どうした？」

　糸目に続いてリーゼントもシンの普通じゃない様子に気付いたようだ。

「早よ、自分のユニークスキルについて教えたり」

『ユ、ユニークスキルってなんですか？　──っていうか、カイ先輩もリク先輩も、なんでこの人達の言葉が分かるんですか?!』

「──言葉？」

　そう言われてみれば、ボク達はこっちの人達の言葉でも喋しやべっていたけど、シンはさっきから日本語でだけ話していた。

　もしかして──。

「言葉が分からへんの？」

　糸目の問いにシンが頷く。

　皆みんながシンを見た。

　ボクの脳裏にシンのステータスが浮かび上がる。

『えーっと──ユニークスキルなし。スキルなし。レベル一。称号「巻き込まれた異世界人」──なんやこれ？　シン君、勇者ちゃうやん』

　糸目がボクの脳裏に浮かんだのと同じ情報を日本語で読み上げた。

『シン君、かわいそー、異世界でもみそっかすやん』

　まったくだ。普通、ラノベとかだったら、「巻き込まれた異世界人」とかって、勇者よりチートなポジションが定番なのに。通販サイトに繫つながったり、普通のスキルに見える超絶チートを持っていたりとか。

『カイ！　そういう事言わない』

　メガネ美少女が本気で糸目を叱る。

『え？　何それ？　それじゃ俺は間違いでここに来たって事？』

　現実を突きつけられたシンが、涙目で震えている。

　分かる。立場が逆だったら、ボクなら逆ギレして周囲に当たり散らしていると思う。

『そやかて、ここまで絶望的なパターンやったら、せめていじったらな余計かわいそーやろ？』

『シン、腐るな。お前の分まで俺らが魔王をぶちのめしてやる』

『……リク先輩』

　シンがリーゼントをトゥンクしそうな顔で見上げる。

「あの、勇者様方？　できればサガ帝国の言葉でお話しいただきたいのですが？」

　困惑するお姫様に、メガネ美少女が事情を説明する。

「巻き込まれ召喚、ですか？　そんなはずは……ホムス神官」

「少なくとも神殿の記録にはありません」

『マジかいな。シン君凄いやん。史上初やて』

『そんな事言われても嬉うれしくない……』

　さすがにシンがかわいそうだ。

「今からチート──ユニークスキルを貰もらう方法はないの？」

　お姫様の横にいるイケメン神官に尋ねたけど、「ありません」と迷いなく否定された。

「あれを持ってきなさい」

　お姫様が従者に命じて、何かをメガネ美少女に渡した。

「その指輪は勇者様の故郷の言葉とこちらの言葉を翻訳してくれます。これをシン殿に」

「──確かに」

　メガネ美少女が指輪を見つめた後、それをシンに渡す。

　たぶん、シンに渡す前に鑑定スキルでチェックしたんだと思う。なかなか抜け目ない人だ。ボクも慌てて鑑定したけど、ちゃんと「翻訳指輪」になってた。

　勇者召喚モノだとたまに有用なアイテムと言いつつ、隷属用の罠わなだったりするパターンもあるけど、このお姫様は見た目通りまともなタイプみたいだ。

　この国にお世話になるんだし、まともな国っぽいのは良いニュースだよね。

「シン殿、意に反して勇者召喚に巻き込まれた事はご同情申し上げます。あなたが望まれるならば、この国での生活は保障いたしますし、訓練や教育をお望みであればそれも叶かなえましょう」

「だから、許せって事？」

　シンがトゲトゲしい声で嚙かみついた。

「いいえ、許しは請いません」

「悪いとは思ってないって事？」

「シン君、ストーップ」

　キレそうな顔でお姫様に摑つかみかかろうとしたシンを、糸目が遮った。

「自分、気付いとる？　お姫様の言葉。シン君の事を呼ぶ時に、勇者様やのうて『シン殿』って呼んどるの？　敬称が様から殿へ格下げされとる。あんまり悪印象を与えたら、ボクらが魔王討伐に行ってる間に処分されてまうで？」

「──処分？」

　糸目がシンをヘッドロックして小声で説得する。

　いや、脅迫かな？　シンが真っ青な顔で震えてる。

「今は生活を保障してもろて、こっちで生きていく知識や力を蓄え。相手に嚙みつくなら、それからや」

　糸目に言い含められて、シンがこくこくと頷うなずいた。

「お姫さん、シン君も納得したよって、あんじょう頼んますわ」

　お姫様はシンに興味がないのか、糸目の発言に「分かりました」と答え、後の事を従者に命じた。

「皆様、お疲れでしょう。ささやかながら旧都の離宮に歓待の準備をしてあります。そちらで身体からだを清められ、召喚の疲れを癒いやしてくださいませ」

　ようやくお開きらしい。

　歓待って事は、たぶんご馳ち走そうとかパーティーだな。ボクは詳しいんだ。

「その前に一つ聞かせて」

　メイコがお姫様を呼び止めた。

　えー、まだあんの？　早くご馳走を食べに行こうよ。

　お姫様が足を止め、メイコを振り返った。

「私達が倒すべき魔王はどこにいるの？」

　さっき納得するまで協力しないとか言っていた癖に、それは気になるんだ？

「魔王出現の預言がされている場所は七箇所。そのうち三箇所で魔王が現れて、既に退治されているわ」

　そう答えたのは壁際にいた人だ。

　サー・クロークっていうのかな？　鎧よろいの上に外がい套とうを着込んでフードを目深に被かぶっているから、おおよその体格くらいしか分からないけど、声からして若い女の人だろう。

「残り四箇所……、場所は分かっているの？」

「ええ、もちろん。既に斥候を放っているから、魔王が現れたらすぐに分かるわ」

　後四箇所か──って、あれ？

「それだと四人しか帰れないんじゃない？　それとも一人が倒したら、残りも帰れるの？」

「一緒に戦えば、全員に選択肢が与えられるはずよ。──そうでしょ、ホムス神官」

　フードの人の言葉に、イケメン神官が頷いた。

「なら、ヘンにごねるより、ちゃっちゃと倒した方が早く帰れるかしら？」

「倒せるならね」

　メイコの挑発的な発言に、フードの人が皮肉っぽく返した。

「魔王を甘く見ない方がいいわ。鍛える前の新人勇者が簡単に倒せるほど、魔王は弱くない」

「そう？　今までの勇者が弱かっただけじゃないの？」

「ハヤト──先代勇者はあなたより何倍も強かった。あなたはハヤトの従者である私にも勝てないわ」

「ふーん」

　メイコが不機嫌そうに唇を嚙んだ。

「なら試してみる」

　メイコがどこからともなく出した日本刀で、フードの人に斬きりかかった。

「噓うそだろ、おい」

　どこの通り魔だよ。

　幼女神様に力を貰って、理性の箍たがが緩んでんじゃないの？

「──甘い」

　フードの人が赤く光る剣で、メイコの日本刀を弾はじき飛ばし、剣の切っ先をメイコの喉のど元もとに突きつけた。

　めっちゃ速かった。

　メイコが突っ込んだ速さも映画みたいだったし、フードの人が横に瞬間移動したみたいに移動してて漫画みたいだ。

「メイコってあんなに運動神経良かったか？」

「メイコちゃんは新体操の選手だもん。凄すごいんだよ、メイコちゃん」

「その前は剣道部だったしな」

　小学校の時に通ってたスポーツチャンバラで、ボクが一度も勝てなかったくらいには強い。

　ユウキやフウと話す間にも、メイコはどこからともなく出した別の剣で第二撃を放つ。

「いや、あの動きは新体操選手とか剣道とか関係ないだろ」

「そやねー、オリンピックの選手かて、あんな速度で動かれへんわ」

　リーゼントと糸目が観戦しながら暢のん気きに話す。

「きっと、あれが勇者としての力なんでしょう」

　メガネ美少女が二人の会話に入る。

　ボクはメイコが大怪け我がしないかハラハラしながら見てるのに、外野は気楽なものだ。

「まだ一部しかユニークスキルが使えないの？」

　フードの人はメイコの大ぶりの攻撃を軽々と避よけ、挑発するようにメイコの方に顔を突き出す。

　今気付いたけど、この人凄い。さっきの超怖い黒騎士よりもレベルが高い。

「うるさい！　逃げるな！」

「じゃあ、攻撃しようかな」

　テレフォンパンチのようなわざとらしい攻撃を、メイコはバク転で避け、そのまま空中で横よこ薙なぎの攻撃をする。

「大した身体能力だけど、戦闘は大道芸じゃないのよ」

　フードの人は軽く攻撃を避けると、着地寸前のメイコの腹を蹴けって吹き飛ばした。

「メイコちゃん！」

「うわっ、痛そう」

　フウが叫び、ユウキが痛そうな顔をする。

「あ、あの。そのくらいで許してやってもらえませんか？」

　蹲うずくまってゲホゲホと咳せきをするメイコの方にフードの人が歩み寄ろうとしたので、間に割り込んで代わりに詫わびる。

　小さい頃ころから暴走するメイコやユウキの後始末は、ボクの所に回ってくるんだよね。

「そうね。彼女も自分の今の実力が分かったでしょ」

　フードの人が剣を鞘さやに納めた。

　ボクはほっとしてその場に座り込む。腰が抜けたみたいだ。

「大丈夫？」

　フードの下の顔が見えた。

　すっごい美人だ。お姫様も美人だったけど、こっちもタイプが違う綺き麗れいさだ。凜々しい感じ？

「は、はい！　大丈夫です！」

　こんな美人に手を差し伸べられたら、緊張しても仕方がないと思う。

「あ、あの！　お名前を教えてください！」

　ボクは反射的に叫んでしまった。

　彼女は少し驚いた顔をした後、フードをバサリと後ろに倒し、銀色の長い髪を外気に晒さらして、凜りんとした声で教えてくれた。




「リーングランデ。先代勇者ハヤトの従者、『天破の魔女』リーングランデよ」




　これがボクとリーングランデお姉様との出会いだった。

　そして彼女を従者として、歴代最強と言われる伝説の勇者セイギの快進撃が始まったのだ。





◆






「こら、セイギ！　また妄想に浸った顔しているわよ！」

　ポカリとメイコに頭を叩たたかれた。

　いつの間にか、召喚された広場から人々が退出を始めていた。

「行くわよ。汗搔かいたし、埃ほこりだらけだから、早くお風ふ呂ろに入ってさっぱりしたいの」

「あれ？　リーングランデお姉様は？」

「あの女なら、あんたが妄想モードに入った後、苦笑して去っていったわよ」

「そんなあ～」

　ボクの従者になってってお願いも、まだしていないのに……。

「セイギ君、早く行こうよ」

「そうだぞ、セイギ！　早く行かないとご馳走がなくなるぞ！」

　フウとユウキに急せかされて、お腹なかが減っている事を思い出した。

　そう言えば学校帰りに召喚されたんだったっけ。

「行くわよ、セイギ」

　メイコに手を借りて立ち上がり、ユウキとフウの後を追いかけた。

　これからどんな日々が始まるのかは分からないけど、幼おさな馴な染じみの三人が一緒なら不思議となんとかなる気がする。

「よーし、ボクの伝説はこれからだ！」

「セイギ君、それじゃ打ち切り漫画だよ」

「中二病は中二で卒業しなさいよ」

「無理無理、セイギは一生こんな感じだって」

　間髪を容いれず、容赦なく突っ込んでくるのも、幼馴染みならではだよね。

　ボクは背中を少し煤すすけさせながら、三人の後を追いかけた。








あとがき






　こんにちは、愛あい七ななひろです。

　この度は「デスマーチからはじまる異世界狂想曲」の第二五巻をお手に取っていただきありがとうございます！

　目指せ一〇〇巻！

　──は流石さすがに冗談だとしても、こうして巻数を重ねる事ができているのは、応援してくださる読者の皆様のお陰です！

　これからも常に今まで以上の面白さを追求して参りますので、今後とも変わらぬご支持をお願いいたします。




　さて、それではあとがきを読んでから買うか決める方のために、本巻の見どころに移りましょう。

　今回はなんと言っても、セーラ！

　そうです！　デスマ五巻に登場し、デスマで一番の波は瀾らん万丈に満ちた風雲に見舞われたテニオン神殿の巫み女こセーラが再びデスマに帰ってきました。

　まあ、今回も例によってハードラックに見舞われそうな予感がしますが……。

　ＷＥＢ版よりも出番が減っていますが、作者はセーラを嫌っていないので誤解なきように。むしろ、一番ヒロインらしいヒロインだと気に入っているほどです。

　そして、セーラと言えば、あの人！

　セーラの姉で勇者の従者リーングランデ嬢を思い浮かべた方は残念。今回はあまり出番が多くありません。

　正解はシャロリック第三王子です。

　サトゥーが退治したクジラ──大怪魚トヴケゼェーラが残した寄生虫で大幅なレベル低下と老化によって廃王子扱いされて地方の修道院で病気療養していた彼が復活します。

　それも伝説の超兵器を手に。

　性格に少し問題のある王子が超兵器と共に王都に帰還する。

　不穏なフラグがニョキニョキ生えてきますね。

　それにサトゥーやセーラがどう関かかわり、どのように決着するのか。ＷＥＢ版とは大きく展開を変えたので、きっとＷＥＢ版既読の方も楽しんでご覧いただけるでしょう。

　もちろん、仲間達の活躍や懐かしのキャラ達の出番も盛り込んであるのでご安心ください。ＷＥＢ版で密ひそかに人気のあった小鳥もぴるぴる鳴いています。

　あまり筆を滑らせてネタバレしてもいけないので、見どころのお話はそろそろ締めましょう。




　では恒例の謝辞を！

　担当編集のＩ氏とＡさんのお二人にはいくら感謝してもし足りないほどです。的確な指摘や改稿アドバイスのみならず、作者が見落とした矛盾点や書き漏らしなどを的確に見つけてフォローしてくださるお陰で非常に助かっています。これからも末永くご指導ご鞭べん撻たつの程よろしくお願いいたします。

　魅力的なイラストでデスマ世界に色鮮やかな彩りを与えて盛り上げてくださるｓｈｒｉさんにはいくらお礼を言っても言い足りません。これからもデスマ世界のビジュアル面をよろしくお願いいたします。

　そして、カドカワＢＯＯＫＳ編集部の皆様を始めとして、この本の出版や流通、販売、宣伝、メディアミックスに関わった全すべての方にお礼申し上げます。

　最後に、読者の皆様には最大級の感謝を!!

　本作品を最後まで読んでくださって、ありがとうございます！




　では次巻、ムーノ伯爵領移民編でお会いしましょう！


愛七ひろ


















追放された転生公爵は、辺境でのんびりと畑を耕したかった　～来るなというのに領民が沢山来るから内政無双をすることに～　電子特別お試し版　（著：うみ　イラスト：あんべよしろう）
















　転生し公爵となった元日本人のヨシュア。だが、国を繁栄させたのに聖女により辺境へ追放されてしまう。嘆き悲しむ──こともなく「やったぜ！　公爵の激務から解放されてのんびりできる！」と意気揚々と辺境へ旅立つヨシュアだったが、彼を慕う領民が押し寄せてきてしまい……。

　皆の衣食住を確保するため、現代知識と植物鑑定の能力、そして公国での内政経験を活かし、不本意ながら超多忙な毎日を送ることに……!?　頼むから、はやく休ませて!!








プロローグ　公国を追放された件









「ルーデル公爵。『公爵は君臨すれども統治せず』を目指すとおっしゃっていましたが、そのお考えに変わりはありませんか？」

　赤い絨じゆう毯たんの上で純白の法ほう衣えに身を包んだ聖女が跪ひざまずき、俺にそう問いかけた。

　ガラス細工のように整ってはいるが冷淡にも見える彼女の顔は、表情に一切の動きがない。

　彼女の後ろにはすがるような目をした騎士団長と聖女と並び立つ権力者である枢すう機き卿きようの姿がある。

　枢機卿は騎士団長と対照的に眉まゆ一つ動かさずこちらを見上げていた。

「その考えに変わりはない。本来、神は民の政治に関わるべきじゃあない」

「そうですか……」

　聖女の切れ長の青い目が閉じ、静かに開く。

　すっとその場で立ち上がった彼女は厳かに宣言する。

「『神託』に従い、ルーデル公爵ことヨシュア・ルーデルを追放刑といたします」

「な……」

　声にならない声を出しながら豪ごう奢しやな椅子からガタリと腰を浮かし、聖女の目を真まっ直すぐに見つめた。

　しかし、彼女の青い瞳ひとみはもう俺を映していないようだ。

「政まつりごととは、神の代弁者たる公爵が行うもの。公爵が神の代弁者であらせられぬのなら、神にお仕えする私が代弁者となりましょう」

「公国は聖女が統治すると」

「はい。『神託』と『預言』がそう告げております。わたくしの『神託』、枢機卿の『預言』に噓うそ偽りがないことは、騎士団長の『噓発見』が認めるところです」

　枢機卿が僅わずかに頭こうべを垂れ、彼の動きに合わせるように騎士団長も苦渋の表情を浮かべ深く頷うなずきを返す。

「なんじゃそら」と思うかもしれない。だが、神託と預言の力は絶対的だ。

　だから、過去の歴史において神託や預言を利用した謀略が数々行われてきたと聞く。

「騎士団長、誠か？」

「……はい。私は今でも信じられません……ルーデル公爵が不適格などと……あなた様がどれだけ国を豊かにしたことか、それが……」

　途切れ途切れながらも、絞り出すように言葉を返す騎士団長に噓偽りがないことは明らかだ。

　そうか、俺は公国の統治者として相応ふさわしくなかったのかあ。

　前世の記憶を持ったままルーデル公国の公子として生まれ、死に体だった国をありとあらゆる手を惜しげもなく使い……いや、今となってはどうでもいいか。

「分かった。神託に従おう。抵抗はしない。それが最後にできる俺の公爵としての仕事だ」

[image: ]

　公爵の地位は、ルーデル公国において最高位にある。だが、それは俗世の最高位に過ぎないのだ。

　公国だけでなく帝国や周辺諸国にまで及ぶ聖教は、俗世の枠を超えた強大な力を持っている。彼らは通常政治に口出ししてくることはないが、神託となれば話は別ということなのだろう。

　公国内での宗教的最高位である枢機卿ならともかく、聖教の象徴たる聖女から直々に神託を受けたとなれば公国の長である俺を追放することも可能となるのだから。

「引き際までご立派ですな。さすが大陸中に名を轟とどろかせた賢公ルーデル様」

　枢機卿が感服したように右の指先でひし形を切る。

　おっと、もう一つ聞くことがあったな。再び聖女に目を向け、問いかける。

「処刑ではなく追放でいいんだな。俺の行き先は決まっているのか？」

「はい。南東の地『カンパーランド』となります」

「そらまた」

　公国の範囲の外じゃねえか。カンパーランドには国がない。

　不毛の荒野が広がり、過去に何度か入植したが根付くことはなかったという。

「公爵……いえ、ヨシュア様をお連れして下さい」

「……承知いたしました」

　こうして俺は僅かな供の者と多少の資金を持ち辺境の地カンパーランドへ追放されることとなった。








第一章　辺境の地「カンパーランド」は不毛の大地









　──三日後。

　やって参りました。不毛の辺境と噂うわさされるカンパーランドに。

　辿たどり着ついた場所は、屋敷だけがポツンとある何もないところだった。

　ずっと馬車での移動だったから、腰が痛いのなんのって。それももう終わり。

「それでは、ヨシュア様。ごゆっくりお休み下さい」

「うん、長い旅路をありがとう。みんなにもゆっくり休むように言っておいて」

「畏かしこまりました」

　艶つややかな長い黒髪をなびかせ、お腹なかの上に手を当て深々と礼をしたメイドが部屋を辞す。

　パタリと扉が閉じ、ようやく一人になれた。

　自然と口元が緩む。いやあ、常に誰かいるもんだから、おちおちにやけることもできなかったよ。

「俺は自由だー。これからは畑でも耕して、のんびりと暮らして行くんだ！」

　ベッドにダイブしゴロゴロと転がる。

　いやあ、ここまで本当に身を粉にして頑張りに頑張ったんだ。そらもう過労死してしまわないかってくらいに。

　俺には前世の記憶があった。前世の俺は日本でサラリーマンをしていたんだ。

　激務に次ぐ激務で、最後はオフィスのパソコンの前で意識が遠くなり、気が付いたら赤ん坊になっていた。

「公爵の息子だって！　やったぜ！　ラッキー」なんて思っていたのは三歳まで。

　俺の生まれた国──ルーデル公国はそらもう崖がけっぷちと言うのも生ぬるい、崖から転がり落ちてどうしようもない状態だったんだよ。

　こいつはやべえ。このままだと餓死か反乱を起こされて串くし刺ざしのどっちかだと思ったね。

　だから俺は、幼い時から父や大臣に献策し日本の現代知識を使えるだけ使い、試行錯誤しながら国を立て直そうとした。

　幸い、幼い俺に対し彼らは畏おそれや疑心を抱くこともなく、むしろもろ手をあげて俺を褒めたたえてくれたのだ。

　その理由はこの世界にある「ギフト」って能力による。ギフトは文字通り、神からの授かりもので、生まれながらにして持っている能力だ。

　俺は知識に関するギフトを持って生まれたんだと思われたんだろうな。それは間違っちゃあいないけど、少し違う。まあ、そこは特に大事なことじゃあない。

　てなわけで、話を聞いてくれるのはいいが、どんどん俺に仕事が集中し、父が倒れて公爵になってからさらに激しくなり……夢の貴族的な悠々自適ライフなんて程遠くて。

　それが、ここにきて聖女が国を仕切ってくれるというじゃないか。

　追放を宣言された時、「やったぜ」と叫びたかったくらいだ。念のため「死刑じゃないよね」ってことも確認できたし、もうニヤニヤが止まらなかった。

　だけど、みんなの手前、喜ぶわけにもいかず今に至る。

「公国はもう軌道にのったし、よほどのことをやらかさない限り大丈夫だろ」

　枕の下で両手を組み、両足を投げ出した姿勢でボソリと呟つぶやく。

　聖女はお金と家の者を持たせてくれたし、俺の住む屋敷まで準備してくれた。

　いやあ、至れり尽くせりとはこのことだねえ。スローライフってやつを満喫してやろうじゃないか。

　なんて考えながら、この日はいい気分でぐっすりと眠ることができた。

　この日はな……。




　翌朝──。

　朝食の後、事件は起こる。

　食器を片付けてくれているメイドの二人をぼーっと眺めていたが、邪魔かなと思って立ち上がろうとした時、壮年の執事に呼び止められたんだ。

　彼は白しら髪がオールバックで口くち髭ひげが素敵なスーツの似合う紳士と、俺のイメージする執事と完かん璧ぺきに一致している。

「ルンベルク、どうした？」

「ヨシュア様、少しお耳に入れたいことが」

「ここでいいか、それとも別室の方がいいか？」

「どちらでも御心のままに」

　ふむ。てことはここにいる二人のメイドたちに聞こえてもいい話ってことか。

　彼とはそれなりに長いつきあいになるが、相当切れる。その昔、辣らつ腕わんを振るっていたとも聞く。

　といっても、この屋敷にいるのは二人のメイドに庭師が一人で俺を含めて五人しかいないんだけどな。

「じゃあ、ここで。何があった？」

「食糧が少々足りなくなる恐れがございます」

　え、どういうこと？

　食糧は充分持ってきているし、庭でほそぼそと畑をやって暮らしていけばいいんじゃないのか。

「不毛の土地だということを懸念しているのか？」

「はい。恐れながら」

「大丈夫だよ。万が一、育たなかったとしても買い出しに行けばいいだろ」

「それは難しいかと存じます」

　ん？

　何か話が嚙かみ合わないな。

　え、もしかして……さああっと俺の顔から血の気が引く。




　椅子から立ち上がり、若干ふらつきながらも、ゆっくりと窓枠に手をかけ窓の外へ目を向ける。

　二階から見下ろした庭は植木など一つもなくだだっ広いだけであり、野生動物の侵入を阻むことができるよう家と庭を囲むように柵さくが設置してあった。

　問題はそこじゃあなく、門だ。

　門付近に想像だにしていなかったことが起こっている。

「ま、まじか……」

　クラリと崩れ落ちそうになるが、心を落ち着け、何とか踏みとどまった。

「ヨシュア様をお慕いし、着の身着のままで追いかけてきた者たちがあれほど」

　門にはたくさんの人だかりがあったのだ。俺がここに来てからたった一日だというのに！

　馬車や馬で追いかけてきた者たちだろうか。いや、俺は中央からここまで馬車でやってきたから、この場所にもっと近いところに住んでいた人たちなら徒歩かもしれん。

　茫ぼう然ぜんとしている俺を感動しているとでも勘違いしたのか、音も立てずに歩いてきた執事のルンベルクが絹のハンカチを目元に当てる。

「ヨシュア様。追放されたとはいえ、やはりヨシュア様こそルーデル公国の……」

「そ、そうだな……」

　執事のルンベルクだけでなく、メイドの二人まで感動でむせび泣いているじゃあないか。

　あ、あああ。頭痛が。

　分かる。俺には見えるぞ。

　あれは第一陣に過ぎない。馬などと共に来た足の速い者、近くにいた者だけがここに来ているに過ぎない。

「確かに……食糧が足らなくなるな……は、はは」

「ヨシュア様なら必ずや」

　ま、負けねえ。俺は必ずここで惰眠を貪むさぼってやる。

　要は食糧問題を解決し、安全を確保すりゃいいんだろ。こうなりゃとっととやって、終わらせてやる。

「ルンベルク」

　彼の名を呼ぶと、なぜか彼は「ほう」と眉まゆをあげ途端に顔が引き締まった。

　ルンベルクはたまにこう、野獣のような獰どう猛もうな笑みを見せることがある。まあそれが彼のやる気スイッチが入ったってことなんだろうけどね。

「なんなりとお申しつけ下さい」

「話が早くて助かる。まずは屋敷にいる三人を集めてくれ、場所はそうだな……書斎を執務室にするか」

「承知いたしました」

　いつの間にかルンベルクの後ろに立っていたメイドの二人も深く礼を返す。

　ハウスキーパーってみんな足音を立てないものなのかな……たまに後ろに立っていてドキリとすることがある。

　まるで気配を感じないんだもの。

　ルンベルクにそのことを尋ねてみたら、家主の耳を汚さぬようとか言ってたな。

　この世界でメイドを雇う人ってどんだけ神経質なんだよって思ったものだ。

　あ、すでに四人ここにいるから、わざわざ移動する必要もないか。

「いや、やっぱりここでいい。場所は大して重要じゃないからな。アルル。バルトロを呼んできてもらえるか」

「かしこまりました」

　虎柄の猫耳を持つ小柄なメイドで通称アルルことアルルーナがぼそりと返事をする。

　おっと、一つ言い忘れた。

「窓から行ってもいいよ」

「ありがとうございます」

　早い方がいいからな。彼女は猫耳族という獣人種だから、生まれながらに猫のように身軽だ。

　なので、二階から飛び降りることなんて朝飯前。

「エリー。筆記具の準備を」

「畏まりました」

　もう一人は艶やかな黒髪を持つ人間のメイドで通称エリーことエリーゼ。

　すっと切れ長の涼やかな目をした優し気な雰囲気を持つ彼女は、お淑しとやかな淑女といった感じだ。

　前髪が真まっ直すぐ横に切り揃そろえられていることも、彼女の柔らかなイメージにピッタリだと思う。

　ぼそぼそと喋しやべるアルルと異なり、彼女はしっかりとした敬語を使いこなす。

「ルンベルク。もしあれば、大きな黒板か紙を」

「黒板がございます」

　美麗な礼をしたルンベルクが別室へと消えて行った。

　ふう。

　とりあえず、対策会議だ。

　さて、どうしたものか。

　椅子に腰かけ、両手を組み顎あごをそこに乗せる。

「お待たせ、ヨシュア様」

　ってもう来たのかよ。早いって。

　軽ーい感じで右手をヒラヒラさせた三十歳くらいの男がダイニングルームに顔を出す。

　彼と並ぶように猫耳メイドのアルルも立っている。

「早いな。バルトロ」

「いやあ。アルルが急せかすもんだからなあ。多少焦っても変わらねえってんのに」

　バルトロが無精ひげに手をやり、「なあ」とアルルへ目を向ける。

「ヨシュア様に無礼。許さない」

　猫耳をペタンと頭につけ、目をギラリと輝かせるアルル。

　俺自身がバルトロの口調に文句をつけていないし、認めているんだけど、どうもほかのみんなが反応しちゃうんだよな。

　個人的には敬語口調よりバルトロのようにフランクに会話してくれる方が落ち着く。

　不穏な空気が漂いそうになってしまったので、このまま放置するわけにもいかず、腰を浮かして両手をあげ二人に向かって言った。

「ま、まあまあ。二人とも、とりあえず座って」

「いや、立ったままでいい」

「着席。おそれおおい、です」

　二人は異口同音に謝絶する。

　どうしたもんかなあと浮いたままの腰を降ろすに降ろせないでいたら、もう残りの二人も戻って来てしまった。

　彼らは俺を中心に右左に分かれて直立し、俺の言葉を待っている。

「ルンベルク、エリー、アルル、バルトロ。本来屋敷のことを任せている君たちに頼むのはお門違いだと分かっている。だけど、少しの間だけでも力を貸してくれないか」

　立ち上がり、一人一人の顔を見て頭を下げた。

　領民がゼロなら予定通り、畑をほそぼそと耕しながら時折買い出しに出る生活でよかった。だけど、俺を追って領民がやってきたとなれば話は別だ。

　ここには官吏の一人もいやしない。頼れるのは彼らだけ。

「何をおっしゃいますか。我々ヨシュア様のためならば、身を粉にしお力添えをしたい所存です」

　ルンベルクが力強く頷うなずき、ほかの三人も同じように頷きを返す。

「ありがとう。そのうち領民の中から少なくとも文官は選出する。さっそくだけど、早急に対応しなきゃならないことから議論を行う」

　ルンベルクが用意してくれた黒板に丸い円を描く。

「ここが俺たちの屋敷。不毛の地とは聞いていたが、草木は自生している。一面の大草原ってわけじゃあないけど」

　荒地という表現が一番しっくりくるかな。

　ちょっと危険が伴う業務になってしまうが、頼む人が彼らしかいない。まずは聞くだけ聞いてみることにしよう。

「まず、周辺の探索を行いたい。一つ、川や湖などの水源があるかどうか。二つ、周囲に危険な猛獣がいないか、狩りに適した動物がいるかどうか。三つ、自生している植物の採取だ」

「承知いたしました。探索は私とバルトロにお任せ下さい。近くの植物採集でしたらメイドの二人でもよろしいかと」

「うん。領民の中から腕っぷしの強い者にも協力を要請しよう。馬は何頭連れてきている？」

「四頭ございます」

　自分で言ったことを書きだし、担当者の名前を記入していく。

「よし、次は領民に会いに行く。全員で行くぞ」

「承知いたしました。護衛はお任せ下さい」

「いや、そういうつもりでは……。みんなを危険に晒さらすわけにいかないし……」

「何をおっしゃいますか！　我ら、あなた様のために肉の盾となれるのでしたらこれ以上の喜びはありません」

「あ、う、うん……」

　ちょっと待て。どんだけ覚悟決めたハウスキーパーなんだよおお。

　何としてでも護まもろうとしてくれる気持ちは嬉うれしいけど、非戦闘員に盾になれなんて鬼畜なことできるわけないじゃないか。

「ヨシュア様のお優しさ、私どもは重々理解しております。ですが、我々とて多少の訓練は受けております。悪漢程度、打ち払ってみせましょう」

「むしろ、そっちのが」

　ルンベルクに続き、何かを言いかけたバルトロの口をアルルが塞ふさぐ。

「いや、心配しなくても大丈夫だよ。俺を慕って僅わずか一日で集まってくれた人たちなんだ」

　軽い口調でそう言って、会議を打ち切る。

　さあ、お次は集まった領民候補たちに会いに行くとしようか。







　この続きは現在配信中の『追放された転生公爵は、辺境でのんびりと畑を耕したかった　～来るなというのに領民が沢山来るから内政無双をすることに～』にてお楽しみください


[image: ]Umi, Yoshiro Ambe 2020
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